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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






凡　例







一　本書は、天福本系統の最善本である学習院大学蔵本（藤原定家自筆本を三条西実隆が臨写したもの）を底本として『伊勢物語』の読解を試みたものである。本文、脚注、補注、現代語訳から成り、終りに解説と、それを補う意味で、業平卒伝、略系図、略年譜を置いた。

一　本文の異同については、定家本の中で天福本に並ぶ有力な伝本である武田本を主に参照し、武田本に見られる本文の異同はすべて脚注あるいは補注に示した。

一　本文の表記は、読解の便宜を考慮して、以下の原則によって統一した。




仮名遣いは、歴史的仮名遣いに統一した。

「む」「ん」は、すべて「む」に統一した。

底本の仮名、漢字の表記は、適宜改めた。

句読点、濁点をほどこし、漢字には適宜振り仮名を付けた。

会話の部分に括弧「　」を施した。

歌は、行を改めて二字下げとし、上句（五七五）と下句（七七）と二行に表記した。

作者の注記と認められる部分は、行を改めた。

底本には明らかな誤りと思われる箇所があるが、本文には手を加えず、黒点（・）を施し、脚注にその旨指摘した。




一　他の歌集（『業平集』関係を除く）に見られる歌、または類歌は、すべて脚注あるいは補注に示した。

一　現代語訳は、原文に忠実であるべく努め、原文にない語句を補う場合は括弧（　）に入れて区別した。

一　解説は、この物語に対する校注者の関心を軸として、私見の若干を示した。

一　巻末に、和歌（初句・四句）索引と、語彙索引を付載した。








昭和五十四年六月




石田　穣二　　
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補　注



解　説



業平卒伝



略系図



略年譜



和歌（初句・四句）索引



語彙索引








初　段








　むかし、男、
初
 一うひ

 
冠
 かうぶり

 して、奈良の
京
 きやう

 、
春日
 二かすが

 の里に、
し
 三

 るよしして、
狩
 四

 にいにけり。その里に、いと
な
 五

 まめいたる女はらから住みけり。この男、かいま見てけり。おもほえず、
ふ
 六

 る里に、いと
は
 七

 したなくてありければ、
心
 ここ

 
地
 ち

 まどひにけり。
男
 八

 の着たりける
狩
 九かり

 
衣
 ぎぬ

 の
裾
 すそ

 を切りて、歌を書きてやる。その男、
信
 一〇しの

 
夫
 ぶ

 
摺
 ずり

 の
狩
 かり

 
衣
 ぎぬ

 をなむ、着たりける。




春日
 一一かすが

 
野
 の

 の
若
 わか

 
紫
 むらさき

 のすりごろも




しのぶの乱れかぎり知られず



となむ、
お
 一二

 いづきて言ひやりける。ついでおもしろきことともや思ひけむ、




み
 一三

 ちのくのしのぶもぢずり
誰
 たれ

 ゆゑに




乱れそめにしわれならなくに



といふ歌の心ばへなり。
昔
 一四むかし

 
人
 びと

 は、かくいちはやきみやびをなむ、しける。







【校注】



一　元服して。元服は男子の成人式。叙爵とする説もあるが、「かうぶりす」の形の時は元服の意である。



二　平城京の東の郊外。ほぼ、現在の奈良市の市街一帯にあたる。



三　「しる」は領有する。



四　鷹狩である。



五　たおやかな女の美しさを言うのが本来の用法であろう。〔
 
補注一

 〕



六　「ふる里」は、昔住んでいた所。さびれた旧都の意。「ふる里となりにし奈良の都にも色は変らず花は咲きけり」（『古今集』巻二春下、奈良の帝の御歌）。



七　「はしたなし」は、中途半端、身の置き所がない、の意。



八　広本系諸本、塗籠本、ともに助詞「の」を欠く。



九　もと遊猟用の服装であったことからの名称。「狩にいにけり」と響き合っている。



一〇　陸奥、信夫（しのぶ）郡の名産であった。〔
 
補注二

 〕



一一　〔
 
補注三

 〕



一二　天福本、武田本ともに「をいつきて」とある。「老（お）い付きて」の意。大人ぶって。



一三　〔
 
補注四

 〕



一四　以下、この一段に対する作者自身による解説。










第二段








　むかし、男ありけり。
奈
 一

 良の
京
 きやう

 は
離
 はな

 れ、
こ
 二

 の
京
 きやう

 は人の家まだ定まらざりける時に、
西
 三

 の
京
 きやう

 に女ありけり。その女、
世
 よ

 
人
 ひと

 にはまされりけり。その人、かたちよりは心なむまさりたりける。
ひ
 四

 とりのみもあらざりけらし。それを、
か
 五

 のまめ男、
う
 六

 ち
物
 もの

 
語
 がた

 らひて、帰り来て、いかが思ひけむ、時は
弥生
 やよひ

 のついたち、雨
そ
 七

 ほ
降
 ふ

 るにやりける、




起
 八

 きもせず
寝
 ね

 もせで
夜
 よる

 を明かしては




春のものとてながめ暮らしつ









【校注】



一　桓武天皇の延暦三年（七八四）、平城京より長岡に遷都、同一三年（七九四）、平安京に遷都した。



二　平安京のこと。平安京初期という時代設定である。



三　湿地が多く、当初から都市としての発展は遅れていた。



四　（女は）一人だけでいたわけでもなかったらしい。「ひとりのみ」「けらし」ともに、歌に多い言い方。



五　「かの」は、初段を受けた語と見てよい。「まめ」は、まじめ。



六　親しく話をする、というほどの意であろう。〔
 
補注五

 〕



七　現在はソボフルと発音する語であるが、『日仏辞書』にSowofourou,ソヲフルとあり、古くは清音であった。



八　〔
 
補注六

 〕










第三段








　むかし、男ありけり。
懸
 一け

 
想
 さう

 しける女のもとに、
ひ
 二

 じき
藻
 も

 といふものをやるとて、




思
 三

 ひあらば
葎
 むぐら

 の宿に
寝
 ね

 もしなむ




ひしきものには
袖
 そで

 をしつつも



　
二
 四

 条の
后
 きさき

 の、まだ
帝
 五みかど

 にも
仕
 つか

 うまつりたまはで、
た
 六

 だ人にておはしましける時のことなり。







【校注】



一　「懸想」は、想いをかけること。「し」は、清音であろう。



二　今の海草のひじき。



三　この歌、『大和物語』一六一段にほぼ同様の話とともに、見える。「思ひ」は愛情。「葎の宿」はむぐらの生い茂った、荒れ果てた家。「ひしきもの」は、「ひじき藻」を詠み込み、「引き敷き物」、つまり敷物、しとねの意。



四　藤原長良の二女、高子。巻末略系図、略年譜参照。〔
 
補注七

 〕



五　清和天皇。



六　普通の人。后になる前ということで、臣下の意。










第四段








　むかし、
東
 ひむがし

 の五条に、
大
 一おほ

 
后
 きさい

 の宮おはしましける、
西
 二

 の
対
 たい

 に、住む人ありけり。それを、
本
 三ほ

 
意
 い

 にはあらで、心ざし深かりける人、
行
 四ゆ

 きとぶらひけるを、
睦
 む

 
月
 つき

 の
十
 とを

 
日
 か

 ばかりのほどに、ほかにかくれにけり。
あ
 五

 り所は聞けど、人の
行
 い

 き通ふべき所にもあらざりければ、なほ
憂
 う

 しと思ひつつなむありける。またの年の
睦
 む

 
月
 つき

 に、
梅
 むめ

 の花ざかりに、
去
 こ

 
年
 ぞ

 を恋ひて
行
 い

 きて、立ちて見、ゐて見、見れど、
去
 こ

 
年
 ぞ

 に似るべくもあらず。うち泣きて、
あ
 六

 ばらなる
板
 いた

 
敷
 じき

 に月のかたぶくまでふせりて、
去
 こ

 
年
 ぞ

 を思ひいでてよめる、




月
 七

 やあらぬ春や昔の春ならぬ




わが身
一
 ひと

 つはもとの身にして



とよみて、
夜
 よ

 のほのぼのと明くるに、泣く泣く帰りにけり。







【校注】



一　皇太后。上の「東の五条」は、東の京の五条。東五条院を御所とした、藤原冬嗣の娘、仁明天皇の女御、順子である。巻末略系図参照。



二　「西の対」は、寝殿の西の対の屋。前後の段に二条の后が登場し、「大后の宮」が順子（二条の后高子の叔母）であるから、「住む人」は二条の后と考えられる。



三　「本意」は、もともとこうしたいと思っていた考え。〔
 
補注八

 〕



四　「とぶらふ」は、様子を見に訪れるというほどの意味で、訪問者に女への強い関心のあることを示す。



五　女の居場所は聞いて知っているけれども。「人」は、特定のこの男でなく、一般的な人をさす。〔
 
補注九

 〕



六　家、垣など、壊れて隙間の多いこと。「板敷」は、いわゆる簀子（すのこ）、椽（えん）である。『和名抄』「簀板敷附」の項参照。



七　〔
 
補注一〇

 〕










第五段








　むかし、男ありけり。
東
 ひむがし

 の五条わたりに、いと忍びて
行
 い

 きけり。
み
 一

 そかなる所なれば、
門
 かど

 よりもえ入らで、
童
 わらは

 べの踏みあけたる
築
 二つい

 
地
 ひぢ

 のくづれより通ひけり。
人
 三

 しげくもあらねど、たび
重
 かさ

 なりければ、
あ
 四

 るじ聞きつけて、その
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 に
夜
 よ

 ごとに人をすゑてまもらせければ、
行
 五い

 けども、えあはで帰りけり。
さ
 六

 て、よめる、




人
 七

 知れぬわが
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 の
関
 せき

 
守
 もり

 は






宵
 よひ

 々ごとにうちも
寝
 ね

 ななむ



とよめりければ、
い
 八

 といたう心やみけり。あるじ
許
 九ゆる

 してけり。

　二条の
后
 きさき

 に忍びて参りけるを、世の聞えありければ、
兄人
 一〇せうと

 たちのまもらせたまひけるとぞ。







【校注】



一　「みそか」は、公然とでないこと、人に知られないこと。漢文訓読語に多い「ひそか」と同意。



二　「ひぢ」は泥で、泥土を築きかためた土塀。



三　「人しげし」は、人が多い、人の出入りが多いの意。



四　その家の主人。



五　武田本ほか定家本の有力諸本すべて「いけど」である。定家本本文としては「も」を削るべきであろう。



六　上の文をうけて、そんなことで、そんな状態で、という意。



七　〔
 
補注一一

 〕



八　武田本、「いといたく」とある。「心やむ」は、気に病む、苦にするの意。主語は、二条の后。



九　「ゆるす」は、ゆるくする、が原義。警固を解き、男の通うのを黙認したのである。



一〇　二条の后の兄弟たち。「せうと」は、女に対してその男の兄弟を言う語。基経、国経である。次の六段参照。










第六段








　むかし、男ありけり。女のえ
得
 う

 まじかりけるを、年を
経
 へ

 て
よ
 一

 ばひわたりけるを、
か
 二

 らうして盗みいでて、いと暗きに来けり。
芥
 三あくた

 
河
 がは

 といふ河を
率
 ゐ

 て
行
 い

 きければ、草の
上
 うへ

 に置きたりける
露
 つゆ

 を、「
か
 四

 れはなにぞ」となむ男に問ひける。
行
 ゆ

 く先多く、
夜
 よ

 もふけにければ、鬼ある所とも知らで、
神
 五かみ

 さへいといみじう鳴り、雨もいたう降りければ、あばらなる
蔵
 くら

 に、女をば奥におし入れて、男、弓、
胡籙
 六やなぐひ

 を
負
 お

 ひて戸口にをり。はや夜も明けなむと思ひつつゐたりけるに、
鬼
 七

 はや
一
 ひと

 
口
 くち

 に
食
 く

 ひてけり。「あなや」と言ひけれど、
神
 かみ

 鳴るさわぎに、え聞かざりけり。やうやう
夜
 よ

 も明けゆくに、見れば、
率
 ゐ

 て
来
 こ

 し女もなし。
足
 八

 ずりをして泣けども、かひなし。




白
 九しら

 
玉
 たま

 かなにぞと人の問ひし時






露
 つゆ

 とこたへて消えなましものを



　
こ
 一〇

 れは、二条の
后
 きさき

 の、
い
 一一

 とこの
女
 によう

 
御
 ご

 の御もとに、
仕
 一二つか

 うまつるやうにてゐたまへりけるを、かたちのいとめでたくおはしければ、盗みて
負
 お

 ひていでたりけるを、御
兄人
 せうと

 
堀
 一三

 河の
大臣
 おとど

 、
太
 一四

 郎
国
 くに

 
経
 つね

 の大納言、まだ
下
 一五げ

 
﨟
 らふ

 にて
内
 う

 
裏
 ち

 へ参りたまふに、いみじう泣く人あるを聞きつけて、とどめて取りかへしたまうてけり。それを、かく鬼とは言ふなりけり。まだいと若うて、
后
 きさき

 のただにおはしける時とや。







【校注】



一　もと「呼ばふ」で、男が女の名を呼ぶこと。そこから、求婚する意に用いられる。



二　『日仏辞書』にCarǒchiteとある。



三　摂津国、三島郡の芥川。歌枕。



四　藤井高尚『伊勢物語新釈』に「ふかき露のやみ夜のほしの光にきら〳
 〵
 と見えたるを、白玉かなにぞと男にとふよし」とある。



五　「神」は雷。



六　矢を入れて背に負う具。弓、胡籙を帯するのは、武装して外敵に備えるていである。



七　鬼が人を食うと信じられたことは、『三代実録』『日本霊異記』『今昔物語集』など、諸書に所見がある。



八　足摺。じだんだを踏むこと。



九　「白玉」は、真珠。〔
 
補注一二

 〕



一〇　〔
 
補注一三

 〕



一一　良房の娘、明子。文徳天皇の女御、清和天皇の母后。二条の后とはいとこの間柄。巻末略系図参照。



一二　お仕えするような恰好で。女房といった資格で、ということ。



一三　藤原基経。長良の三男であるが、叔父良房に養われて、その家を嗣いだ。巻末略系図参照。



一四　国経は長良の長男。氏長者になった弟の基経を先に書いたので、特に「太郎」とことわったのであろう。大納言になったのは延喜二年。



一五　官位の低いこと。










第七段








　むかし、男ありけり。
京
 きやう

 に
あ
 一

 りわびてあづまに
行
 い

 きけるに、
伊
 い

 
勢
 せ

 、
尾
 を

 
張
 はり

 の
あ
 二

 はひの海づらを
行
 ゆ

 くに、浪のいと白く立つを見て、




い
 三

 とどしく過ぎゆく方の恋しきに




うらやましくもかへる浪かな



となむ、よめりける。







【校注】



一　「わぶ」は、どうしたらいいか分からず、こまる。「ありわぶ」は、京に居づらくなる、の意。



二　原義は、二つのものが両方からあいあう所。伊勢の国と尾張の国とのあいあう所、つまり、国境のあたり、の意。「海づら」は、海に面する所。



三　「いとどしく」は、いよいよはげしく。「恋しき」にかかる。「過ぎゆく方」は、通り過ぎて来た方、つまり、京の方、という意味。〔
 
補注一四

 〕










第八段








　むかし、男ありけり。
京
 きやう

 や
住
 一

 み
憂
 う

 かりけむ、あづまの
方
 かた

 に
行
 ゆ

 きて住み所求むとて、友とする人ひとりふたりして、
行
 ゆ

 きけり。
信
 しな

 
濃
 の

 の国、
浅
 二あさ

 
間
 ま

 の
嶽
 だけ

 に
煙
 けぶり

 の立つを見て、




信
 三しな

 
濃
 の

 なる
浅
 あさ

 
間
 ま

 の
嶽
 だけ

 に立つ
煙
 けぶり






をちこち人の見やはとがめぬ









【校注】



一　「住み憂し」は、住みづらい。作者が男の心中を忖度した形。



二　浅間山は、信濃国佐久郡と、上野国吾妻郡の間に盤居する活火山。歌枕の地である。七段から、東海道を下ったのであるが、東海道から浅間の噴煙は望むべくもない。九段の富士山との対照を求めて作りなされたものであろう。



三　「をちこち」は、歌語。遠近でなく、彼此（あちこち）の意。「見とがむ」は、見て注意が惹かれるの意。〔
 
補注一五

 〕










第九段








　むかし、男ありけり。その男、身を
要
 一えう

 なきものに
思
 二

 ひなして、
京
 きやう

 にはあらじ、あづまの方に住むべき国求めにとて、
行
 ゆ

 きけり。
も
 三

 とより友とする人ひとりふたりして、
行
 い

 きけり。道知れる人もなくて、
ま
 四

 どひ
行
 い

 きけり。
三
 み

 
河
 かは

 の国、
八
 五やつ

 
橋
 はし

 といふ所に
い
 六

 たりぬ。そこを
八
 やつ

 
橋
 はし

 といひけるは、水ゆく河の
蜘蛛
 七くも

 
手
 で

 なれば、橋を八つ渡せるによりてなむ、
八
 やつ

 
橋
 はし

 
と
 八

 いひける。その沢のほとりの木の蔭に
お
 九

 りゐて、
乾
 一〇かれ

 
飯
 いひ

 
食
 く

 ひけり。その沢に、
か
 一一

 きつばたいとおもしろく咲きたり。それを見て、ある人のいはく、「かきつばたといふ
五
 いつ

 
文
 も

 
字
 じ

 を句の
上
 かみ

 にすゑて、旅の心をよめ」と言ひければ、よめる、




か
 一二

 らころも着つつなれにしつましあれば




はるばる来ぬる旅をしぞ思ふ



とよめりければ、みな人、
乾
 かれ

 
飯
 いひ

 の
上
 うへ

 に涙おとして、ほとびにけり。

　
行
 一三ゆ

 き
行
 ゆ

 きて、
駿
 する

 
河
 が

 の国にいたりぬ。
宇
 一四う

 
津
 つ

 の山にいたりて、わが入らむとする道はいと暗う細きに、
蔦
 つた

 、かへでは茂り、もの心細く、
す
 一五

 ずろなるめを見ることと思ふに、
修
 一六す

 
行
 ぎやう

 
者
 ざ

 あひたり。「
か
 一七

 かる道は、いかでかいまする」と言ふを見れば、見し人なりけり。
京
 きやう

 に、その人の御もとにとて、
文
 ふみ

 書きて
つ
 一八

 く。




駿
 一九する

 
河
 が

 なる
宇
 う

 
津
 つ

 の
山
 やま

 
辺
 ベ

 のうつつにも




夢にも人にあはぬなりけり



　
富
 ふ

 
士
 じ

 の山を見れば、
五月
 さつき

 のつごもりに、雪いと白う
降
 ふ

 れり。




時
 二〇

 知らぬ山は
富
 ふ

 
士
 じ

 の
嶺
 ね

 いつとてか






鹿
 か

 の子まだらに雪の
降
 ふ

 るらむ



　その山は、
こ
 二一

 こにたとへば、
比
 ひ

 
叡
 え

 の山を
二十
 はたち

 ばかり
重
 かさ

 ねあげたらむほどして、なりは
塩
 二二しほ

 
尻
 じり

 のやうになむありける。

　なほ
行
 ゆ

 き
行
 ゆ

 きて、
武蔵
 むさし

 の国と
下
 しも

 つ
総
 ふさ

 の国との中に、いと
大
 おほ

 きなる河あり。それを
隅
 二三すみ

 
田
 だ

 河といふ。その河のほとりにむれゐて、
思
 二四

 ひやれば、かぎりなく遠くも来にけるかな、と、
わ
 二五

 びあへるに、
渡
 わたし

 
守
 もり

 、「はや舟に乗れ、日も暮れぬ」と言ふに、乗りて、渡らむとするに、みな人ものわびしくて、
京
 きやう

 に思ふ人なきにしもあらず。さるをりしも、白き鳥の、
は
 二六

 しとあしと赤き、
鴫
 しぎ

 の
大
 おほ

 きさなる、水の
上
 うへ

 に遊びつつ
魚
 いを

 を
食
 く

 ふ。
京
 きやう

 には見えぬ鳥なれば、みな人見知らず。
渡
 わたし

 
守
 もり

 に問ひければ、「これなむ
都
 二七みやこ

 
鳥
 どり

 」と言ふを聞きて、

　
名
 二八

 にし
負
 お

 はばいざこと問はむ
都
 みやこ

 
鳥
 どり



　わが思ふ人はありやなしやと

とよめりければ、舟こぞりて泣きにけり。







【校注】



一　必要でないの意。世間に必要でない人間、無用の人間という意。



二　思って……とする、きめる。



三　もともと、以前から、の意。



四　「まどふ」は、行動の正常を喪う意。単に道に迷うだけではない。



五　愛知県碧海郡知立市の東方。古態は早く失われて、すでにその実を知りがたい。著名の歌枕である。



六　「いたる」は、ある一定の空間なり時間なりを経過して、ある地点に達する意。旅がなお続けられるであろうという含みをもつ。



七　後文に「その沢のほとり」とあり、沼沢の地で、水流の分岐したさまを言ったもの。



八　武田本、「とはいひける」。



九　馬からおりて坐って。



一〇　干した飯で、旅行に携えた。



一一　あやめ科の多年生草本。初夏、濃紫色の花を開く。『万葉集』の作例に徴するに、女を恋うという連想があり、また衣服に摺りつけた。



一二　〔
 
補注一六

 〕



一三　前に「行（ゆ）きけり」「まどひ行（い）きけり」などとあったのを受けて、行程の進捗する心を示す。



一四　静岡市丸子区と志太郡岡部町との境にある現在の宇津谷峠。古くは官道をそれた脇道であったらしい。



一五　（都にいたら）あるはずのない心細い目を見ることよ。「思ふに」は、武田本「おもふ」とある。



一六　「修行者」は、諸国の山嶽に修行する僧。修行者が（男の一行に）会った、という文脈である。



一七　「かかる道」は、一般の人の通るべくもない道の意。「います」は、ここは「行く」の敬語。漢文訓読語的傾向のある語で、荘重、大時代、古風といった語感があろう。



一八　「つく」は、「付く」で、托す意。



一九　〔
 
補注一七

 〕



二〇　「富士の嶺」は、歌語。「鹿の子まだら」は、鹿の毛なみのように白い斑点のあるのを言う。〔
 
補注一八

 〕



二一　京にたとえていうならば。筆者が京にいて、京の読者を相手にしている口吻である。



二二　砂を円錐形に盛り上げて日にさらし、塩分を固着させるもの。



二三　上流を荒川と呼ぶ。隅田の地を流れるので、それ以南を呼んだ。



二四　思いを遠くに馳せる意。遙かに京の空を思うのである。



二五　みなが、流離の境涯を悲しむ思いに浸っていたところ。



二六　くちばし。



二七　ゆりかもめ。



二八　「名に負ふ」は、名として負い持つ意、「こと問ふ」は、ものを言う、の意。〔
 
補注一九

 〕










第十段








　むかし、男、
武蔵
 一むさし

 の国までまどひありきけり。さて、その国にある女をよばひけり。父は
こ
 二

 と人にあはせむと言ひけるを、母なむ、
あ
 三

 てなる人に心つけたりける。父は
な
 四

 ほ人にて、母なむ藤原なりける。さてなむ、あてなる人にと思ひける。この
む
 五

 こがねによみておこせたりける。住む所なむ、
入
 六いる

 
間
 ま

 の
郡
 こほり

 、みよし
野
 の

 の里なりける。




み
 七

 よし野のたのむの
雁
 かり

 もひたぶるに




君が方にぞ寄ると鳴くなる



むこがね、返し、


わが方に寄ると鳴くなるみよし野の




たのむの
雁
 かり

 をいつか忘れむ



となむ。
人
 八

 の国にても、なほ
か
 九

 かることなむやまざりける。







【校注】



一　「ありく」は、外に出て（一定の範囲を）動き回るの意で、その点では上接の助詞は「まで」でなく「に」とありたいところ。しかし、ここは、都から三河、駿河などの話（九段まで）を念頭において、（都から）武蔵まで、諸所を流浪した、という気持。



二　異（こと）人で、この男とは別の人。



三　「あて」は、血筋の高いこと。具体的には、この男をさす。



四　家柄、身分の低い人。



五　婿にと思い定めた人。「かね」は、「かぬ（兼）」（予想する、予定する）と同語。



六　現在の埼玉県入間郡坂戸町あたりか。坂戸町に三芳野の地名がある。



七　「田の面（も）」に「頼む」を掛け、「雁」は娘をいう。「なる」は、伝聞、推定の助動詞。〔
 
補注二〇

 〕



八　京から、地方の国を言う語。



九　「女をよばひけり」に代表されるような行動、つまり、女を深く思うこと。










第十一段








　むかし、男、あづまへ
行
 ゆ

 きけるに、
友
 一

 だちどもに道より
言
 二

 ひおこせける、




忘
 三

 るなよほどは
雲
 くも

 
居
 ゐ

 になりぬとも




空
行
 ゆ

 く月のめぐりあふまで









【校注】



一　「たち」は、「ども」よりやや敬意のこもった複数を表わす接尾語であるが、「友だち」に関しては、すでに熟して単数に用いられる（八八段など）。



二　「おこす」は、（京にいる）友人たちの立場からの書き方で、その点他の段と異なる。



三　「雲居」は、雲の居る所の意で、雲、空の意に用いられる。転じて、親しい人あるいは女性と遠く離れている状態もいう。〔
 
補注二一

 〕










第十二段








　むかし、男ありけり。人のむすめを盗みて、
武蔵
 一むさし

 
野
 の

 へ
率
 ゐ

 て
行
 ゆ

 くほどに、
盗
 二ぬす

 
人
 びと

 なりければ、
国
 三

 の
守
 かみ

 に
か
 四

 らめられにけり。女をば草むらの中に置きて、逃げにけり。
道
 五

 来る人、「この野は
盗
 ぬす

 
人
 びと

 あなり」とて、火つけむとす。女、わびて、




武蔵
 六むさし

 
野
 の

 は
今
 け

 
日
 ふ

 はな焼きそ若草の




つまもこもれりわれもこもれり



とよみけるを聞きて、女をばとりて、
と
 七

 もに
率
 ゐ

 ていにけり。







【校注】



一　南は相模野に隣り、西は秩父の山、北は利根川、東は利根の水系と江湾によって限られる地。



二　人の娘を盗んだ盗人の意。



三　その国の行政、司法、警察その他庶政をつかさどる。



四　「からむ」は、縛って自由を奪う。全体の結末を先に書いたもの。



五　男の追捕に、道をやってくる人の意で、女性の立場からの措辞。



六　「若草の」は、「つま」の枕詞。〔
 
補注二二

 〕



七　「ともに」は、先に、男について「からめられにけり」とあったのをうけて、男とともにの意。










第十三段








　むかし、
武蔵
 一むさし

 なる男、
京
 きやう

 なる女のもとに、「
聞
 二きこ

 ゆれば恥づかし。聞えねば苦し」と書きて、
う
 三

 はがきに、「
武蔵
 四むさし

 
鐙
 あぶみ

 」と書きておこせてのち、
音
 おと

 もせずなりにければ、
京
 きやう

 より、女、




武蔵
 五むさし

 
鐙
 あぶみ

 さすがにかけて頼むには




問はぬもつらし問ふもうるさし



とあるを見てなむ、たへがたき
心
 ここ

 
地
 ち

 しける。




問
 六

 へば言ふ問はねば
恨
 うら

 む
武蔵
 むさし

 
鐙
 あぶみ






かかるをりにや人は死ぬらむ









【校注】



一　男はすでに武蔵の国に生活の根をおろしているという感じがある。



二　（近況を）お知らせする意。「恥づかし」とあり、前に「武蔵なる」とあるから、具体的には、この国で女に通うようになったことを、ということである。〔
 
補注二三

 〕



三　手紙の包み紙に書く宛名と差し出し人の記名。



四　武蔵の国名産の鐙の意。伴信友は、鐙を吊る皮紐である鐙[image: ]
 （みづを）を短く輪にして、鐙の代用にしたものとする。ここは、男と、その心情を暗示する。〔
 
補注二四

 〕



五　「武蔵鐙」によって「さすがにかけて」を導き出し、「さすが」に「さすが」（そうはいうものの）を掛ける。〔
 
補注二五

 〕



六　「言ふ」は、苦情を言う意。「武蔵鐙」で「かかる」を導く。










第十四段








　むかし、男、
陸奥
 一みちのくに

 にすずろに
行
 ゆ

 きいたりにけり。そこなる女、
京
 きやう

 の人は
め
 二

 づらかにやおぼえけむ、
せ
 三

 ちに思へる心なむありける。さて、かの女、




な
 四

 かなかに恋に死なずは
桑
 くは

 
子
 こ

 にぞ




なるべかりける
玉
 たま

 の
緒
 を

 ばかり



歌さへぞ
ひ
 五

 なびたりける。
さ
 六

 すがにあはれとや思ひけむ、
行
 い

 きて
寝
 ね

 にけり。
夜
 よ

 
深
 ぶか

 くいでにければ、女、




夜
 七よ

 も明けばきつにはめなでくたかけの




まだきに鳴きてせなをやりつる



と言へるに、男、「
京
 八きやう

 へなむまかる」とて、




栗
 九くり

 
原
 はら

 のあれは
 の松の人ならば






都
 みやこ

 のつとにいざといはましを



と言へりければ、よろこぼひて、「思ひけらし」とぞ言ひをりける。







【校注】



一　「みちのおく」（東山諸国、あるいは東海諸国も含めた道の奥の義）で、『万葉集』には「お」を省いて「みちのく」と言い、平安時代の散文では「……ノ国」の類推から、「みちのくに」と言った。



二　善悪いずれの場合にも用いられるが、ここは讃美する気持。



三　切に。ひたすら、一心に。



四　「死なずは」は、死なずしての意。「桑子」は蚕（かいこ）、「玉の緒ばかり」は、短い間でも、の意。〔
 
補注二六

 〕



五　「鄙ぶ」で、田舎くさい、つまり、都会風に洗錬されていない意。



六　人柄も歌も田舎くさいけれども（女の一途な気持にうたれて）、いとしく思ったのだろうか、の意。



七　「きつ」は、丸太を刳って作った用水槽。「くたかけ」は、「腐鶏」で、鶏を罵る語。〔
 
補注二七

 〕



八　「まかる」は、「行く」の謙譲語。女に対してへりくだって、「京」に行くのに用いた挨拶のことば。



九　武田本の「あねはの松」が正しい。「つと」（苞）は、土地の産物、みやげの意。〔
 
補注二八

 〕










第十五段








　むかし、
陸奥
 みちのくに

 にて、
な
 一

 でふことなき人の
妻
 め

 に
通
 かよ

 ひけるに、あやしう、さやうにてあるべき女ともあらず見えければ、




し
 二

 のぶ山忍びて通ふ道もがな




人の心の奥も見るべく



女、かぎりなくめでたしと思へど、さる
さ
 三

 がなきえびす心を見ては、いかがはせむは。







【校注】



一　つまらぬ身分の男。「なでふこと」は、「なにといふ」の約で、もと口頭語。



二　「しのぶ山」は、福島市街の北にある丘陵。下の「忍びて」を導くとともに、暗に物語の舞台をも示している。「山」は、「道」「奥」と縁語。〔
 
補注二九

 〕



三　「さがなし」は、よくない、意地悪い、の意。「えびす」は「蝦夷（えみし）」の転、「えびす心」で、（女の）ものの情も解さない心、の意。「せむは」の「は」は、作者の感情を強く表明する間投助詞。










第十六段








　むかし、
紀
 一きの

 
有
 あり

 
常
 つね

 といふ人ありけり。
三
 二み

 
代
 よ

 の
帝
 みかど

 に
仕
 つか

 うまつりて、
時
 三

 にあひけれど、のちは世かはり時移りにければ、
世
 四

 の
常
 つね

 の人のごともあらず。人がらは、
心
 五

 うつくしく、あてはかなることを好みて、
こ
 六

 と人にも似ず。貧しく
経
 ヘ

 ても、なほ、
む
 七

 かしよかりし時の心ながら、世の常のことも知らず。
年
 八

 ごろあひ馴れたる
妻
 め

 、
や
 九

 うやう
床
 とこ

 
離
 はな

 れて、つひに
尼
 あま

 になりて、姉のさきだちてなりたる所へ
行
 ゆ

 くを、男、まことにむつましきことこそなかりけれ、今はと
行
 ゆ

 くをいとあはれと思ひけれど、貧しければ、
す
 一〇

 るわざもなかりけり。思ひわびて、ねむごろにあひ語らひける
友
 一一

 だちのもとに、「かうかう、
今
 一二

 はとてまかるを、なにごともいささかなることもえせで、つかはすこと」と書きて、奥に、




手
 一三

 を折りてあひ見しことをかぞふれば






十
 とを

 といひつつ
四
 よ

 つは
経
 へ

 にけり



かの友だち、これを見て、いとあはれと思ひて、
夜
 一四よる

 のものまでおくりて、よめる、




年
 一五

 だにも
十
 とを

 とて
四
 よ

 つは
経
 へ

 にけるを




いくたび君を頼み来ぬらむ



かく言ひやりたりければ、




こ
 一六

 れやこの
天
 あま

 の
羽
 は

 
衣
 ごろも

 むべしこそ




君が
御
 み

 
衣
 けし

 と
奉
 たてまつ

 りけれ



よろこびにたへで、また、


秋や来る
露
 つゆ

 やまがふと思ふまで




あるは涙の
降
 ふ

 るにぞありける









【校注】



一　紀名虎の子。惟喬親王の母静子の兄であり、二人の娘のうち一人は、業平の妻である。巻末略系図参照。〔
 
補注三〇

 〕



二　史実としては仁明、文徳、清和の三代を指すが、旧注では、淳和、仁明、文徳の三代とする。



三　時運を得て栄える。次の「時移る」は、これと反対の事態を意味することになる。



四　「世の常」（世間なみ）の人のようでもない。落ちぶれた、の意。



五　武田本、「心うつくしう」。「人の心のまがらず、ありのままなる躰也」（愚見抄）



六　武田本、「ことに人にも」。



七　上の「貧しく経ても」と対応する。



八　今まで長年の間。後の歌に、四十年とある。「あひ馴る」は、互いに（生活を共にして）なじむ意。



九　互いに年をとり、いつとなく男が通って行かなくなり、別れた、ということ。



一〇　こうすることと決っていること。尼の装束を贈ることである。



一一　業平を暗示する。〔
 
補注三一

 〕



一二　「まかる」「つかはす」は、相手の友だちに対する丁寧語的表現。「こと」は、感情をこめたいい方。



一三　「手を折る」は、指折り数えること。「見る」は、夫婦として暮らす意。「十といひつつ四つ」とあるから、四十年たった、というのである。



一四　夜具。「まで」とあるから、他にも装束を贈ったのである。



一五　〔
 
補注三二

 〕



一六　「これやこの」は、これがあの……であるのか、の意。「むべしこそ」は、なるほどの意の副詞「むべ」に強調の助詞「し」「こそ」のついたもの。〔
 
補注三三

 〕










第十七段








　年ごろ
お
 一

 とづれざりける人の、桜のさかりに見に来たりければ、
あ
 二

 るじ、




あ
 三

 だなりと名にこそ立てれ桜花




年にまれなる人も待ちけり



返し、




今日
 四けふ

 来ずは
明
 あ

 
日
 す

 は雪とぞ
降
 ふ

 りなまし




消えずはありとも花と見ましや









【校注】



一　後に「見に来たりければ」とあるから、訪問の意であろう。この段、冒頭に「むかし」の語のない唯一の例外である。この段の原資料の形がそのまま残ったものであろう。



二　主人。男性とすべきである。



三　「あだ」は、真心のないこと。訪れた人および、それにかけて、桜の散りやすいことを言う。「桜花」は、歌語。〔
 
補注三四

 〕



四　「まし」は、「今日来ずは」の仮定に応じて、今日は散っていないが、明日は散ってしまっているだろう、の意。










第十八段








　むかし、
な
 一

 ま心ある女ありけり。男、近うありけり。女、
歌
 二

 よむ人なりければ、
心
 三

 見むとて、菊の花の
移
 四

 ろへるを折りて、男のもとへやる、




く
 五

 れなゐににほふはいづら
白
 しら

 
雪
 ゆき

 の




枝もとををに
降
 ふ

 るかとも見ゆ



男、
知
 六

 らずよみによみける、




く
 七

 れなゐににほふがうへの
白
 しら

 
菊
 ぎく

 は




折りける人の
袖
 そで

 かとも見ゆ









【校注】



一　「心あり」は、ここは、情趣を解するの意。「なま」は、未熟。



二　女が歌を詠む人だったので。男のこととすると、「心見むとて」との文脈に無理が生ずる。



三　「心見る」は、この時代、成語として、現代語と差はない。歌の技倆がどれ程か試してみよう、の意。



四　衰えて色が変わったのを。白菊が紅、紫に変色したのを、当時賞翫した。



五　「にほふ」は、色つやの美しいこと。「いづら」は、どこと問いかける語。男の好色を諷した歌。



六　女の歌の本意を理解しないような詠み方で、の意。



七　「うへ」は、そのうえさらに、の意。〔
 
補注三五

 〕










第十九段








　むかし、男、
宮
 一みや

 
仕
 づか

 へしける女の方に、
御
 二ご

 
達
 たち

 なりける人を
あ
 三

 ひ知りたりける、ほどもなく
離
 か

 れにけり。
同
 四

 じ所なれば、女の目には見ゆるものから、男は、あるものかとも思ひたらず。女、




天
 五あま

 
雲
 ぐも

 のよそにも人のなりゆくか




さすがに目には見ゆるものから



とよめりければ、男、返し、




天
 六あま

 
雲
 ぐも

 のよそにのみして
経
 ふ

 ることは




わがゐる山の風はやみなり



とよめりけるは、また男ある人となむいひける。







【校注】



一　宮仕えをしていた女の所で。女御か更衣であろう。「男」は、「あひ知りたりける」にかかる。



二　「御」は、婦人の敬称。普通の女房とはやや別格の女房の呼称。



三　互いに知るの意で、ここは情を通ずること。「……たりける」と連体形で止めてあるのは、「……のだが」という気持である。



四　男は、御達であった女の女主人と同じ所に仕えていた趣。



五　「天雲の」は、「天雲のように」と比喩的に用いた枕詞。「なりゆくか」の「か」は、前の「あるものか」の「か」と同じく、感動を表わす終助詞。〔
 
補注三六

 〕



六　前の歌をうけて、自分を「天雲」に、女を「山」にたとえて詠んだ歌。「はやみ」の「み」は、形容詞語幹について理由を表わす接尾語。










第二十段








　むかし、男、
大和
 やまと

 にある女を見て、
よ
 一

 ばひてあひにけり。さてほど
経
 へ

 て、
宮
 みや

 
仕
 づか

 へする人なりければ、
帰
 二

 り来る道に、
弥生
 やよひ

 ばかりに、
か
 三

 へでの
紅葉
 もみぢ

 のいとおもしろきを折りて、女のもとに道より言ひやる、




君
 四

 がため
手
 た

 
折
 を

 れる枝は春ながら




かくこそ秋の
紅葉
 もみぢ

 しにけれ



とてやりたりければ、
返
 五

 りことは
京
 六きやう

 に来着きてなむ持て来たりける。




い
 七

 つのまに移ろふ色のつきぬらむ




君が里には春なかるらし









【校注】



一　求婚して結婚した、の意。「よばふ」は、六段脚注一参照。



二　直前の「宮仕へ」からも、京に帰り来る、の意。「道」は、途中。



三　「弥生ばかりに」とあるから、季節はずれの紅葉で、病葉である。



四　「手折る」は歌語。「春ながら」は、春でありながら。〔
 
補注三七

 〕



五　「こと」は清音。『日仏辞書』にCayericotoとあり、手紙の返事の意。



六　前の「帰り来る道に」を受け、歌の「君が里」に応じている。



七　男の歌が珍しい贈り物にことよせて自分の愛情の深さを誇示したのに対して、「紅葉」─「移ろふ」（心変わりする）─「秋」（飽き）という、歌における常套の連想によって切り返した。「春なかるらし」は「秋」（飽き）ばかり、の心。










第二十一段








　むかし、男、女、いと
か
 一

 しこく思ひかはして、
こ
 二

 と心なかりけり。さるを、いかなることかありけむ、いささかなることにつけて、
世
 三

 の中を
憂
 う

 しと思ひて、
い
 四

 でていなむと思ひて、かかる歌をなむ、よみて、
も
 五

 のに書きつけける。




い
 六

 でていなば心かるしと言ひやせむ




世のありさまを人は知らねば



とよみおきて、いでていにけり。
こ
 七

 の女かく書き置きたるを、けしう、
心
 八

 置くべきこともおぼえぬを、なにによりてかかからむと、いといたう泣きて、いづ方に求め
行
 ゆ

 かむと
門
 かど

 にいでて、
と
 九

 見かう見、見けれど、いづこを
は
 一〇

 かりともおぼえざりければ、帰り入りて、




思
 一一

 ふかひなき世なりけり
年
 とし

 
月
 つき

 を




あだに
契
 ちぎ

 りてわれや住まひし



と言ひてながめをり。




人
 一二

 はいさ思ひやすらむ玉かづら




おもかげにのみいとど見えつつ



　この女、いと久しくありて、
念
 一三ねん

 じわびてにやありけむ、言ひおこせたる、




今
 一四

 はとて忘るる草のたねをだに




人の心にまかせずもがな



返し、




忘
 一五

 れ草植うとだに聞くものならば




思ひけりとは知りもしなまし



またまた、
あ
 一六

 りしよりけに言ひかはして、男、




忘
 一七

 るらむと思ふ心のうたがひに




ありしよりけにものぞかなしき



返し、




中
 一八なか

 
空
 ぞら

 に立ちゐる雲のあともなく




身のはかなくもなりにけるかな



とは言ひけれど、
お
 一九

 のが世々になりにければ、うとくなりにけり。







【校注】



一　非常に、たいそう、の意。



二　ほかの人を愛する気持。



三　男女の仲。ここは、相手の男との仲。「憂し」は、思うようにならないものだと嘆く気持。



四　家を出る意。次の歌に「いでていなば」とあるのに照応した措辞。



五　壁、障子などに書き置いたのであろう。『大和物語』初段に、亭子の帝の譲位に際して、伊勢の御が弘徽殿の壁に歌を書き付け、帝がそれに唱和した話がある。



六　女の歌。「いでていなば」は、三九段、四〇段にも見られ、いずれも家を出て行く意。「心かるし」は、軽率の意。この歌、『古今六帖』四、悲しび、三三三一七に、「いでていなば心かろしといひやせむ世のありさまを人は知らずて」とあり、作者名「業平或本」とある。



七　「かく書き置きたる」にかかる。「この女の」とありたいところ。



八　女が自分を信用しなくなった、そのしかるべき理由も、自分には心あたりがないのに。



九　「と」「かう」は、副詞。「とかう」「とありかかり」などと用いる。



一〇　めあて、めど、の意。



一一　「思ふ」は、愛する。「あだ」は、いいかげんな気持、の意。「われや」の「や」は、反語。



一二　「人はいさ」は、他の人（相手）はどうか知らないが、の意。〔
 
補注三八

 〕



一三　「念ず」は、我慢する。「わぶ」は、困るの意。男との別居に堪えかねたのである。



一四　「忘るる草」は、忘れ草。この歌、『新勅撰集』巻一四、八八一に、題しらず、詠人しらず、として出る。



一五　〔
 
補注三九

 〕



一六　「ありし」は、前に「いとかしこく思ひかはして」とあったのを受ける。「けに」は、いっそう。「言ひかはす」は、歌のやりとりをする意。



一七　〔
 
補注四〇

 〕



一八　「中空」は、空の中程。心の落ち着かないこと、中途半端な状態をたとえる。〔
 
補注四一

 〕



一九　めいめい、それぞれに新しい伴侶とともに暮らすようになったので、の意。「おのが世々」は、歌語。










第二十二段








　むかし、
は
 一

 かなくて絶えにける仲、なほや忘れざりけむ、女のもとより、




憂
 二う

 きながら人をばえしも忘れねば




かつ
恨
 うら

 みつつなほぞ恋しき



と言へりければ、「
さ
 三

 ればよ」と言ひて、男、




あ
 四

 ひ見ては心ひとつをかはしまの




水の流れて絶えじとぞ思ふ





と
 五

 は言ひけれど、その
夜
 よ

 いにけり。
い
 六

 にしへ、
行
 ゆ

 く先のことどもなど言ひて、




秋
 七

 の
夜
 よ

 の
千
 ち

 
夜
 よ

 を
一
 ひと

 
夜
 よ

 になずらへて






八
 や

 
千
 ち

 
夜
 よ

 し
寝
 ね

 ばや飽く時のあらむ



返し、




秋
 八

 の
夜
 よ

 の
千
 ち

 
夜
 よ

 を
一
 ひと

 
夜
 よ

 になせりとも




ことば残りて
鶏
 とり

 や鳴きなむ



いにしへよりもあはれにてなむ通ひける。







【校注】



一　格別な理由もなくて、という程の意。前段に、「いかなることかありけむ、いささかなることにつけて」とあるのと同様の事情である。



二　「憂きながら」は、憂しと思いながらも。「かつ」は、一方では。〔
 
補注四二

 〕



三　思っていたとおりだ、果たせるかな、といった気持をあらわす。



四　「あひ見る」は、互いに夫婦として暮らす意である。「かはしま」は、川の中の島で、（心を）「交はし」をかける。〔
 
補注四三

 〕



五　前段末に「とは言ひけれど」とあったのと同巧の措辞である。



六　「いにしへ」は、別れるまでのこと。「行く先」は将来のことで、先の男の歌に「水の流れて絶えじ」とあり、次の歌にも「八千夜し寝ばや飽く時のあらむ」とあるのに響き合う。



七　「なずらふ」は、準ずる、仮に……と考える、の意。〔
 
補注四四

 〕



八　「ことば」は、「ことのは」とありたいが、字余りで止むを得ない。この歌、『続古今集』巻一三、恋三、一一六五に、「業平朝臣、八千夜し寝ばやと言ひける返りことに、詠人しらず」として載せる。










第二十三段








　むかし、
ゐ
 一

 なかわたらひしける人の子ども、
井
 ゐ

 のもとにいでて遊びけるを、
大人
 二おとな

 になりにければ、男も女も
恥
 三

 ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ
得
 え

 めと思ふ、女はこの男をと思ひつつ、
親
 四

 のあはすれども聞かでなむありける。さて、このとなりの男のもとより、かくなむ。




筒
 五つつ

 
井
 ゐ

 つの
井
 ゐ

 
筒
 づつ

 にかけしまろがたけ




過ぎにけらしな
妹
 いも

 見ざるまに



女、返し、




く
 六

 らべこしふりわけ髪も肩過ぎぬ




君ならずして
誰
 たれ

 かあぐべき



など言ひ言ひて、つひに
本
 ほ

 
意
 い

 のごとくあひにけり。

　
さ
 七

 て年ごろ
経
 ふ

 るほどに、女、親なく
頼
 八

 りなくなるままに、もろともに
い
 九

 ふかひなくてあらむやはとて、
河内
 一〇かふち

 の国、
高
 たか

 
安
 やす

 の
郡
 こほり

 に、
行
 い

 き通ふ所いできにけり。さりけれど、このもとの女、
あ
 一一

 しと思へるけしきもなくて、いだしやりければ、男、
こ
 一二

 と心ありてかかるにやあらむと思ひうたがひて、
前
 一三せん

 
栽
 ざい

 の中に隠れゐて、
河内
 かふち

 へいぬるかほにて見れば、この女、いとよう
化
 一四け

 
粧
 さう

 して、うちながめて、




風
 一五

 吹けば沖つ
白
 しら

 
浪
 なみ

 
龍
 たつ

 
田
 た

 山






夜
 よ

 
半
 は

 にや君がひとり越ゆらむ



とよみけるを聞きて、かぎりなく
か
 一六

 なしと思ひて、
河内
 かふち

 へも
行
 い

 かずなりにけり。まれまれかの
高
 たか

 
安
 やす

 に来て見れば、はじめこそ
心
 一七

 にくもつくりけれ、今はうちとけて、手づから
飯
 一八いひ

 
匙
 がひ

 とりて
笥
 一九け

 
子
 こ

 のうつはものに
盛
 も

 りけるを見て、心
憂
 う

 がりて
行
 い

 かずなりにけり。

　さりければ、かの女、
大和
 やまと

 の方を見やりて、




君
 二〇

 があたり見つつををらむ
生
 い

 
駒
 こま

 
山
 やま






雲な隠しそ雨は
降
 ふ

 るとも



と言ひて見いだすに、からうして、
大和
 やまと

 
人
 びと

 、「来む」と言へり。よろこびて待つに、たびたび過ぎぬれば、




君
 二一

 来むと言ひし
夜
 よ

 ごとに過ぎぬれば




頼まぬものの恋ひつつぞ
経
 ふ

 る



と言ひけれど、男
住
 二二

 まずなりにけり。







【校注】



一　「ゐなか」は、都の外の地。「わたらひ」は、生きるための仕事、生業という程の意味。合わせて、田舎で生業をいとなむ、の意。



二　成人の式を通過したのである。



三　（互いに）はずかしがって、顔を合わせないようにしていたが。



四　「あはす」は、結婚させる。「親」は、双方の両親である。



五　「筒井」は、掘った形のまま井戸側を丸く囲ったもの。「けらしな」は、武田本「けらしも」に作る。〔
 
補注四五

 〕



六　「ふりわけ髪」は、髪を左右に分けて肩のあたりで切った、童女の髪。髪を上げるのは、裳着とともに女子の成人の祝儀である。これが結婚を前提とするところから、ほかの誰でもないあなたと結婚したいという気持を托した積極的な意思表示である。「たれか」の「か」は、反語。



七　すぐ前の「つひに本意のごとくあひにけり」を受ける。



八　貧しくなるという意味。



九　お話にならないの意。



一〇　「河内の国」は、現在の大阪府の東南部を言い、「高安の郡」は、信貴山西麓の地。



一一　（人を）憎む、嫌う、の意。



一二　ほかの人を愛する心。



一三　庭前の植込み。



一四　広くは身づくろいすること。



一五　上二句は「龍田山」の「立つ」を導く序詞。〔
 
補注四六

 〕



一六　いとしく思う気持。



一七　奥ゆかしい風をとりつくろう。〔
 
補注四七

 〕



一八　『和名抄』厨膳具、「匙、説文云、匕、所[image: ]
 以取[image: ]
 飯也」とあって、「賀比」と訓ずる。



一九　食物を盛る器。『和名抄』二十巻本「瓷」の項に「俗云、瓷器、之乃宇豆波毛乃」という例がある。



二〇　「生駒山」は、奈良県生駒郡の南部と大阪府中河内郡との境をなす山。〔
 
補注四八

 〕



二一　「過ぐ」は、空しく過ぎる意。この歌、『新古今集』巻一三、恋三、一二〇七に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



二二　「住む」は、夫として通う。










第二十四段








　むかし、男、
か
 一

 たゐなかに住みけり。男、
宮
 みや

 
仕
 づか

 へしにとて、
別
 二

 れ
惜
 を

 しみて
行
 ゆ

 きにけるままに、
三
 三み

 
年
 とせ

 
来
 こ

 ざりければ、待ちわびたりけるに、いと
ね
 四

 むごろに言ひける人に、「
今
 こ

 
宵
 よひ

 あはむ」と
契
 五ちぎ

 りたりけるに、この男
来
 き

 たりけり。「この戸あけたまへ」とたたきけれど、
あ
 六

 けで、歌をなむ、よみて、いだしたりける。




あ
 七

 らたまの年の
三
 み

 
年
 とせ

 を待ちわびて




ただ
今
 こ

 
宵
 よひ

 こそ
新
 にひ

 
枕
 まくら

 すれ



と言ひいだしたりければ、




あ
 八

 づさ弓ま弓つき弓年を
経
 へ

 て




わがせしがごとうるはしみせよ



と言ひて、いなむとしければ、女、




あ
 九

 づさ弓引けど引かねどむかしより




心は君に寄りにしものを



と言ひけれど、男帰りにけり。女、いとかなしくて、
し
 一〇

 りに立ちて追ひ
行
 ゆ

 けど、え追ひつかで、
清
 一一し

 
水
 みづ

 のある所にふしにけり。そこなりける岩に、およびの血して書きつけける、




あ
 一二

 ひ思はで
離
 か

 れぬる人をとどめかね




わが身は今ぞ消え果てぬめる



と書きて、そこにいたづらになりにけり。







【校注】



一　片田舎で、「片」は偏の義。田舎としてかたよっている、つまり都に程近い田舎である。



二　夫婦の愛情の深かったことを言う。別れることは情において忍びなかったのであり、逆にいえば別れざるを得ない事情があったのである。



三　〔
 
補注四九

 〕



四　「ねむごろに」は、心を籠めて。「言ふ」は、求婚する。



五　武田本、「契りたりけるを」。



六　新しい男とのことがある以上、女は、戸を開けたくとも開けられないのである。



七　「あらたまの」は、年にかかる枕詞。「新枕」は、男女がはじめて共寝すること。この歌、『続古今集』巻一四、恋四巻頭、一二一八に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



八　上二句は、「つき弓」の「槻」に「月」をかけ、「年」へ続けた序詞か。あるいは「弓といへば品なきものを梓弓真弓槻弓品も求めず」（神楽歌、弓、本）を踏まえるか。



九　「引く」「寄る」は、いずれも「あづさ弓」の縁語。〔
 
補注五〇

 〕



一〇　うしろから、あとからの意。



一一　『和名抄』の箋注に、「新井氏曰、之美豆、須美々豆之急呼」と言う。冷たく澄んだ湧き水である。平安時代には歌語の性格が強い。



一二　「あひ思ふ」は、互いに愛する意。「あひ思はで」で、自分は愛しているのに、男は愛してくれない、という恨みの気持をあらわす。「ぬめる」の「ぬ」は完了の助動詞「ぬ」の終止形。ここは強意。










第二十五段








　むかし、男ありけり。
あ
 一

 はじとも言はざりける女の、
さ
 二

 すがなりけるがもとに、言ひやりける、




秋
 三

 の野に笹分けし
朝
 あさ

 の
袖
 そで

 よりも




あはで
寝
 ぬ

 る
夜
 よ

 ぞひちまさりける





色
 四

 好みなる女、返し、




み
 五

 るめなきわが身を浦と知らねばや






離
 か

 れなで
海
 あ

 
人
 ま

 の足たゆく来る









【校注】



一　「じ」は、否定的決意をあらわす。逢いませんよ、の意。



二　上をうけて、さすがにそうでもなかったというので、いざとなるとまったく脈のなかった、の意。



三　「朝」は、女の許から帰って来た朝。「ひつ」は、水など液体につかって濡れる意、古くは清音。歌語である。〔
 
補注五一

 〕



四　最も古くは、どんな女性でも選びうる、またそうするほど家、国が栄える、男性の理想像を意味したが、平安時代、一般には単に粋人とか、多情な人とかの意味に用いられた。多情なけしからぬ女、の意。



五　「みる」は、海藻の海松。「め」は、海藻の意。〔
 
補注五二

 〕










第二十六段








　むかし、男、
五
 一

 条わたりなりける女をえ
得
 え

 ずなりにけることと、
わ
 二

 びたりける人の返りことに、




お
 三

 もほえず
袖
 そで

 にみなとのさわぐかな




もろこし舟の寄りしばかりに









【校注】



一　四、五段を前提とし、その後日譚めいた段として作為されたことを示している。



二　悲しむ、泣き言を言う、の意。「わびたりける」で切って、その主語を「男」とする解釈もあるが、ある人が男に苦衷を訴えてきた、それへの手紙の返事に、ということでなくてはならない。



三　「みなと」は、もと水之門。川口である。〔
 
補注五三

 〕










第二十七段








　むかし、男、女のもとに
一
 一ひと

 
夜
 よ

 
行
 い

 きて、またも
行
 い

 かずなりにければ、
女
 二

 の手洗ふ所に、
貫
 三ぬき

 
簀
 す

 をうちやりて、
た
 四

 らひのかげに見えけるを、
み
 五

 づから、


わればかりもの思ふ人はまたもあらじと




思へば
水
 六

 の下にもありけり



とよむを、
来
 七こ

 ざりける男立ち聞きて、




水
 八みな

 
口
 くち

 にわれや見ゆらむかはづさへ




水の下にてもろ
声
 こゑ

 に鳴く









【校注】



一　新婚の三夜は夜離（よが）れなく通うのがしきたりである。



二　「女の」は、「手洗ふ」の主語。「手洗ふ」は、朝の身仕舞（みじまい）である。



三　盥（たらい）の上を蔽う竹を編んだもの。「うちやる」は、そっぽに置くこと。盥からはずしたか、あるいははずれていたのである。



四　「影（かげ）に見ゆ」という言い方を踏襲した表現で、「かげ」は、水に映った（男の）姿である。



五　（男の顔が映っているのを）「自分の方から」──自分の顔が映っていることにして、詠んだのである。



六　水の中と言うに等しい。



七　武田本、上に「かの」がある。



八　「水口（みなくち）」は、水之口。水の出る口。〔
 
補注五四

 〕










第二十八段








　むかし、
色
 一

 好みなりける女、いでていにければ、




な
 二

 どてかくあふごかたみになりにけむ




水もらさじとむすびしものを









【校注】



一　二五段と同じく、女の方に非があるとの含意がある。



二　「あふご」は、「逢ふ期」。逢う時の意。「かたみ」は、小さい竹籠。「難み」（難しいこと）をかける。「むすぶ」は、「かたみ」（籠）を作る意に契りを結ぶ意をかけ、同時に上の「水」に対して掬ぶ（手で水をすくう）意で縁語になっている。










第二十九段








　むかし、
春
 一とう

 
宮
 ぐう

 の
女
 によう

 
御
 ご

 の御方の
花
 二

 の
賀
 が

 に
召
 三

 しあづけられたりけるに、




花
 四

 に飽かぬ
歎
 なげ

 きはいつもせしかども






今
 け

 
日
 ふ

 の
今
 こ

 
宵
 よひ

 に似る時はなし









【校注】



一　春宮の御母である女御の意。「御方」は、御殿の意。〔
 
補注五五

 〕



二　この名称、他に所見がない。桜の花を賞する宴は、「花の宴」と称するのが普通である。



三　「召し預く」で、ある行事に臨時に列席を命ずる意。いわば官庁用語である。



四　〔
 
補注五六

 〕










第三十段








　むかし、男、
は
 一

 つかなりける女のもとに、




あ
 二

 ふことは
玉
 たま

 の
緒
 を

 ばかりおもほえて




つらき心の長く見ゆらむ









【校注】



一　物のごく一端ということで、量の少ないことを言う「わづか」とは異なる。ここは、一度か二度、ちらりと、という程の意。



二　「玉の緒ばかり」は、ほんの短い間、の意。「つらき心の長く見ゆらむ」は、「どうして」という意味を補って解する。この歌、『新勅撰集』巻一五、恋五、九五一、「題しらず、詠人しらず」、五句「長くもあるかな」とある。










第三十一段








　むかし、
宮
 一

 のうちにて、ある
御
 二ご

 
達
 たち

 の
局
 つぼね

 の前を渡りけるに、なにの
あ
 三

 たにか思ひけむ、「
よ
 四

 しや、草葉よ。ならむさが見む」と言ふ。男、




罪
 五

 もなき人をうけへば忘れ草




おのが
上
 うへ

 にぞ
生
 お

 ふと言ふなる



と言ふを、
ね
 六

 たむ女もありけり。







【校注】



一　宮中と考えるべきであろう。



二　「御達」は、一九段に既出。



三　こちらに害をなす者。



四　「よしや」は、まあしかたがない、と一応現状を肯定する意。「さが」は、あるものに本質的な性格、の意。〔
 
補注五七

 〕



五　「うけふ」は、人に悪いことを期待する、呪う意。「罪もなき人をうけへば（その呪いを）おのが上に負ふ」、その「負ふ」に「忘れ草」が「生ふ」をかけたもの。



六　くやしがる、しゃくに思う意。以前男と関係があって、男を忘れた（捨てた）女がいたのであろう。










第三十二段








　むかし、
も
 一

 の言ひける女に、年ごろありて、




い
 二

 にしへのしづのをだまきくりかへし




むかしを今になすよしもがな



と言へりけれど、なにとも思はずやありけむ。







【校注】



一　話をする、言い寄るなどの意。



二　「しづ」は「倭文」。「しつおり」のつまった「しつり」の略（上代は清音）。「倭（やまと）の文（あや）」の意で、舶来の「あや」（模様を織り出した織物）に対してわが国古来の「あや」をいう。「をだまき」は、績麻（うみお。糸によった麻または苧〈からむし〉）を球形に巻いたもの。「くりかへす」は、「繰る」（糸を引き出す）動作を反復する意で、同じことを反復する意で下句にかかる。〔
 
補注五八

 〕










第三十三段








　むかし、男、
津
 一つ

 の国、
[image: 兎]

 む

 
原
 ばら

 の
郡
 こほり

 に通ひける、女、このたび
行
 い

 きてはまたは
来
 こ

 じと思へるけしきなれば、男、




蘆
 二あし

 
辺
 べ

 より満ち来る潮のいやましに




君に心を思ひますかな



返し、




こ
 三

 もり江に思ふ心をいかでかは




舟さす
棹
 さを

 のさして知るべき





ゐ
 四

 なか人の
言
 こと

 にては、
よ
 五

 しや、あしや。







【校注】



一　「津の国」は、摂津の国。「[image: 兎]
 原の郡」は、現在の兵庫県芦屋市のあたり。



二　「蘆辺」は、蘆の生えている水辺。歌語。初、二句は、三句「いやましに」の序。「いやましに」は、いよいよ増して、の意。〔
 
補注五九

 〕



三　「こもり江」は、草に蔽われて水の見えない沼。「舟さす」は、棹をさして舟を遣る意。「舟さす棹の」は、「こもり江」の縁語で、「さして」の序。「さして」は、「指して」で、それとはっきり、の意。〔
 
補注六〇

 〕



四　単に田舎の人というのでなく、価値評価を伴った言い方。田舎者。「言」は、言葉の意で、ここは、歌。



五　まあ無難でしょうな、という程の余意があろう。










第三十四段








　むかし、男、つれなかりける人のもとに、




言
 一

 へばえに言はねば胸にさわがれて




心ひとつに
歎
 なげ

 くころかな





お
 二

 もなくて言へるなるべし。







【校注】



一　「言へばえに」は、歌に特有の語法で、悲しみ、恨みの気持の深さは言葉にはあらわせない、の意。「え」は「得（う）」の未然形。「に」は、古い打消の助動詞「ぬ」（ナ行四段活用）の連用形。「心ひとつに」は、自分の心だけで。自分だけで。この歌、『新勅撰集』巻一一、恋一、六三七に、「女につかはしける、業平朝臣」として載せる。



二　「おもなし」は、世間体を気にしない、あつかましい、などの意。










第三十五段








　むかし、
心
 一

 にもあらで絶えたる人のもとに、




玉
 二たま

 の
緒
 を

 を
沫
 あわ

 
緒
 を

 によりてむすべれば




絶えてののちもあはむとぞ思ふ









【校注】



一　自分の意志に反して、の意。



二　「沫緒」の実体は不明であるが、切れにくい縒り方で縒った、強い糸であろう。「絶えて」は、「玉の緒」の縁語、糸の切れることと関係の絶えることをかける。「あふ」は、一旦切れた糸が再び縒り合わされる意に「逢ふ」をかけたもの。〔
 
補注六一

 〕










第三十六段








　むかし、「忘れぬるなめり」と
問
 一

 ひごとしける女のもとに、




谷
 二

 せばみ峰まではへる玉かづら




絶えむと人にわが
思
 おも

 はなくに









【校注】



一　「問ひ事」か。質問の意。



二　「はふ」は、延びる。「玉かづら」は美称。「かづら」は蔓草の総称、蔓が長く延びるところから、絶えずの意の下の句にかかる。〔
 
補注六二

 〕










第三十七段








　むかし、男、
色
 一

 好みなりける女にあへりけり。
う
 二

 しろめたくや思ひけむ、




わ
 三

 れならで
下
 した

 
紐
 ひも

 
解
 と

 くなあさがほの






夕
 ゆふ

 
影
 かげ

 待たぬ花にはありとも



返し、




ふ
 四

 たりしてむすびし
紐
 ひも

 をひとりして




あひ見るまでは
解
 と

 かじとぞ思ふ









【校注】



一　「色好み」は、二五、二八段既出。



二　不安の気持からであろうか、と作者が男の気持を忖度した形。相手が色好みの女だったからである。



三　「下紐」は女の、下袴の腰紐。歌語。それを「解く」とは、男女共寝する意。「夕影」は、夕日、夕日を受けた姿、夕方の物蔭、の意があるが、ここは夕日の意。「夕影待たぬ」は、朝顔の花の移ろいやすさに、女の多情さを諷したもの。〔
 
補注六三

 〕



四　『万葉集』巻一二、二九一九、「二為而結之紐乎一為而吾者解不見直相及者（フタリシテムスビシヒモヲヒトリシテワレハトキミジタダニアフマデハ）」の下句を作りかえたものであろう。










第三十八段








　むかし、
紀
 一き

 の
有
 あり

 
常
 つね

 がり
行
 い

 きたるに、
あ
 二

 りきて遅く来けるに、よみてやりける、




君
 三

 により思ひならひぬ世の中の




人はこれをや恋と言ふらむ



返し、




な
 四

 らはねば世の人ごとになにをかも




恋とは言ふと問ひしわれしも









【校注】



一　「紀有常」は、一六段に既出。「がり」は、のもとへ、の意。愛する人同士、あるいはごく親しい人に限って用いられる。



二　外出して。主語は有常。



三　「ならふ」は、習慣づけられる、慣れる、の意。この歌、『続古今集』巻一一、恋一巻頭、九五二に、「題しらず、業平朝臣」として載せる。



四　「ならはねば」は、「思ひならひぬ」に応じて、そういう気持は経験のないことなので、という意。「問ひし」は、（恋の専門家ともいうべき）あなたに聞いたことがあったではないか、と切り返した気持。










第三十九段








　むかし、
西
 一さい

 
院
 ゐん

 の
帝
 みかど

 と申す
帝
 みかど

 おはしましけり。その
帝
 みかど

 のみこ、
た
 二

 かい子と申す
い
 三

 まそかりけり。そのみこうせ給（ひ）て、
御葬
 四おほむはぶり

 の
夜
 よ

 、その宮のとなりなりける男、御
葬
 はぶり

 見むとて、
女
 をむな

 
車
 ぐるま

 にあひ乗りていでたりけり。
い
 五

 と久しう
率
 ゐ

 ていで
奉
 たてまつ

 らず、
う
 六

 ち泣きてやみぬべかりけるあひだに、
天
 あめ

 の下の色好み
源
 七みなもと

 の
至
 いたる

 といふ人、これももの見るに、この車を女車と見て、寄り来て、とかく
な
 八

 まめくあひだに、かの
至
 いたる

 、
螢
 ほたる

 をとりて女の車に入れたりけるを、車なりける人、この
螢
 ほたる

 のともす火にや見ゆらむ、ともし
消
 九け

 ちなむずるとて、乗れる男のよめる、




い
 一〇

 でていなばかぎりなるべみともし
消
 け

 ち




年
経
 へ

 ぬるかと泣く声を聞け



かの
至
 いたる

 、返し、




い
 一一

 とあはれ泣くぞ聞ゆるともし
消
 け

 ち






消
 き

 ゆるものともわれは知らずな





天
 あめ

 の下の色好みの歌にては、なほぞありける。

　
至
 いたる

 は
順
 一二したがふ

 が
祖父
 おほぢ

 なり。
み
 一三

 この
本
 ほ

 
意
 い

 なし。







【校注】



一　五三代淳和天皇。西院（淳和院）で譲位したのでいう。四条北、西大宮東。



二　崇子内親王。承和十五年（八四八）五月十五日薨。



三　「いますかり」の音転。いらっしゃるの意。〔
 
補注六四

 〕



四　『観智院本名義抄』に「ハブル・ハウブル」の両形がある。



五　葬車の出門が遅れたのである。



六　皇女の死をいたんで泣くだけで終ってしまいそうだった（行列を見ないで）、ということ。「あひだ」は、変体漢文特有の語で、男性語。



七　源至。嵯峨天皇─源定─至─挙─順。至の父、定は、貞観五年（八六三）正月三日歿、四十九歳。業平より十歳の年長である。



八　色めいた浮気っぽい態度を示すこと。「と」「かく」は、副詞。



九　「な」は、完了の助動詞「ぬ」の未然形。「むず」は、「むとす」の約。意志。



一〇　〔
 
補注六五

 〕



一一　〔
 
補注六六

 〕



一二　源順。梨壺の五人の一人で、『和名抄』の編者でもある。永観元年（九八三）歿、七十三歳（三十六人歌仙伝）。逆算すれば延喜十一年（九一一）の出生。



一三　崇子内親王のご葬送にふさわしからぬふるまいだ、の意か。










第四十段








　むかし、若き男、
け
 一

 しうはあらぬ女を思ひけり。
さ
 二

 かしらする親ありて、
思
 三

 ひもぞつくとて、この女をほかへ追ひやらむとす。さこそいへ、
ま
 四

 だ追ひやらず。
人
 五

 の子なれば、まだ
心
 六

 いきほひなかりければ、とどむるいきほひなし。女も
い
 七

 やしければ、すまふ力なし。さるあひだに、思ひはいやまさりにまさる。にはかに、親、この女を
追
 八

 ひうつ。男、
血
 九

 の涙を流せども、とどむる
よ
 一〇

 しなし。
率
 一一ゐ

 ていでていぬ。男、泣く泣くよめる、




い
 一二

 でていなば
誰
 たれ

 か別れのかたからむ




ありしにまさる
今
 け

 
日
 ふ

 はかなしも



とよみて絶え入りにけり。親、あわてにけり。
な
 一三

 ほ思ひてこそ言ひしか、
い
 一四

 とかくしもあらじと思ふに、
真
 しん

 
実
 じち

 に絶え入りにければ、まどひて
願
 ぐわん

 立てけり。
今
 け

 
日
 ふ

 の
い
 一五

 りあひばかりに絶え入りて、またの日の
戌
 一六いぬ

 の時ばかりになむ、からうして
生
 い

 きいでたりける。
む
 一七

 かしの
若
 わか

 
人
 うど

 はさる
好
 す

 けるもの思ひをなむしける。
今
 一八

 の翁、まさにしなむや。







【校注】



一　「けしうはあらず」は、おかしくはない、変ではない、ということ。



二　余計なおせっかい。



三　（男が女を）好きになるといけないと思って。「もぞ」は危懼の念をあらわす。



四　武田本「いまだ」とある。



五　「人の子」で一語。男のこと。



六　心の勢いで、気力の意。



七　家に使われる婢であろう。



八　「逐」を漢文訓読で「オヒウツ」と訓む。



九　漢語「血涙」からきた語。



一〇　手段、てだて、の意。



一一　主語は、両親の命を受けた人であろう。



一二　「いでていなば」は、前文の「率ていでていぬ」を受ける。「か」は反語。〔
 
補注六七

 〕



一三　「なほ」は、やはり。「思ひて」は、子のためを思って、の意。



一四　まさかこんなことにはなるまい、の意。



一五　日没時。



一六　午後八時前後。



一七　以下、作者の言葉。「好く」は、好色な振舞をする意。



一八　〔
 
補注六八

 〕










第四十一段








　むかし、女はらからふたりありけり。ひとりは
い
 一

 やしき男の貧しき、ひとりはあてなる男
持
 も

 たりけり。いやしき男
持
 も

 たる、
師走
 しはす

 のつごもりに、
上
 二うへ

 の
衣
 きぬ

 を洗ひて、手づから張りけり。
心
 三

 ざしはいたしけれど、さるいやしきわざも
な
 四

 らはざりければ、
上
 うへ

 の
衣
 きぬ

 の肩を張り
破
 や

 りてけり。せむ方もなくて、ただ泣きに泣きけり。これをかのあてなる男聞きて、いと心苦しかりければ、いと
き
 五

 よらなる
緑
 六ろう

 
衫
 さう

 の
上
 うへ

 の
衣
 きぬ

 を見いでてやるとて、




紫
 七むらさき

 の色濃き時はめもはるに




野なる草木ぞわかれざりける





武蔵
 八むさし

 
野
 の

 の心なるべし。







【校注】



一　身分の低い意。「男」は、夫。



二　袍。『和名抄』、袍の項に「楊氏漢語抄云、袍薄交反、宇倍乃岐沼、一云朝服着[image: ]
 襴之袷衣也」とある。束帯の時に着ける表着。ここは、後文により六位の緑袍で、元日の朝賀のための料。



三　「心ざし」は、「心指し」で、何かに向かう気持。ここは、一心にやろうとする気持。



四　「ならふ」は、し慣れるの意。



五　「きよら」は、容姿、服装などのほか、儀式、催しなどについても用いられ、美しく立派というほどの意。



六　緑衫の字音の音転。六位の袍で、緑色。



七　「紫の色濃き時は」は、妻を深く愛する時には、の意。「めもはるに」は、目も遙かに。「野なる草木」に、六位の男の妻である女をたとえた。〔
 
補注六九

 〕



八　作者の注記。〔
 
補注七〇

 〕










第四十二段








　むかし、男、色好みと知る知る、女を
あ
 一

 ひ言へりけり。されど、にくく
は
 二

 たあらざりけり。しばしば
行
 い

 きけれど、なほいとうしろめたく、さりとて、
行
 い

 かではたえあるまじかりけり。
な
 三

 ほはたえあらざりける仲なりければ、
二
 ふつ

 
日
 か

 
三
 み

 
日
 か

 ばかり
さ
 四

 はることありて、え
行
 い

 かで、かくなむ、




い
 五

 でて
来
 こ

 しあとだにいまだかはらじを






誰
 た

 が
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 と今はなるらむ





も
 六

 のうたがはしさによめるなりけり。







【校注】



一　原義は互いに言う意で、場合によって具体的意味はさまざまである。ここは、後に「しばしば行きけれど」とあり、肉体関係があったものと思われる。



二　「はた」は、上を強調する語。



三　諸注、副詞とするが、「直」で、ここは、何もしないでいる意。この文は、「かくなむ」にかかる。



四　「障ること」で、さしつかえ。



五　「いでて来しあと」は、家を出て来た（自分の）足跡。「通ひ路」は、五段に既出。〔
 
補注七一

 〕



六　歌の前文と照応して、歌の心を念を押して説明したもの。相手の素行を疑って嫉妬する意。










第四十三段








　むかし、
賀
 一か

 
陽
 や

 の
親
 み

 
王
 こ

 と申す
親
 み

 
王
 こ

 おはしましけり。その
親
 み

 
王
 こ

 、女を
お
 二

 ぼしめして、いと
か
 三

 しこう恵み使うたまひけるを、人
な
 四

 まめきてありけるを、
わ
 五

 れのみと思ひけるを、
ま
 六

 た人聞きつけて、
文
 ふみ

 やる。ほととぎすの
形
 七かた

 を書きて、




ほ
 八

 ととぎす
汝
 な

 が鳴く里のあまたあれば




なほうとまれぬ思ふものから



と言へり。この女、けしきをとりて、




名
 九

 のみ立つしでの
田
 た

 
長
 をさ

 は
今
 け

 
朝
 さ

 ぞ鳴く




いほりあまたとうとまれぬれば



時は
五月
 さつき

 になむありける。男、返し、




い
 一〇

 ほり多きしでの
田
 た

 
長
 をさ

 はなほ頼む




わが住む里に声し絶えずは









【校注】



一　賀陽親王。桓武天皇第七皇子。貞観十三年（八七一）十月八日薨、享年七十八。細工の名人であった（『今昔物語集』巻二四、二、『栄花物語』御裳着）。



二　御寵愛になって。



三　「かしこう」は、武田本、「かしこく」。「恵む」は、上の者が下の者に情をかける意、男性語である。



四　「なまめく」は、三九段に既出。



五　自分だけと思っていたのに。下の「聞きつけて」にかかる。



六　もう一人の男。



七　「形」は、絵。



八　この歌、『古今集』巻三、夏、一四七、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



九　「名」は評判。「しでの田長」は、ほととぎすの異名（『比古婆衣』巻五参照）。田植えを勧めるとされた。「いほり」（廬）は、農作業のための仮小屋。「いほりあまた」で、多くの男と関係している意。



一〇　「なほ頼む」は、やはり頼りにする。「声し」の「し」は強調。










第四十四段








　むかし、
あ
 一

 がたへ
行
 ゆ

 く人に、
馬
 二むま

 のはなむけせむとて、呼びて、うとき人にしあらざりければ、
家
 三いへ

 
刀
 とう

 
自
 じ

 、
盃
 四さかづき

 ささせて、女の
装束
 さうぞく

 
か
 五

 づけむとす。あるじの男、歌よみて、
裳
 も

 の
腰
 六

 にゆひつけさす。




い
 七

 でて
行
 ゆ

 く君がためにとぬぎつれば




われさへもなくなりぬべきかな



この歌は、あるが中におもしろければ、
心
 八

 とどめてよまず、腹にあぢはひて。







【校注】



一　上古の「県」。この時代、一般に地方官の任地、すなわち、地方の国を指して言う。



二　「餞」。酒食を設けて宴を張り、旅立つ人を送ること。



三　一家の主婦の意。



四　「盃」は、酒坏の意。「ささせて」の「さす」は、酒をついで、勧める意。それに使役の助動詞の付いた形。



五　禄として与える意。



六　裳の腰紐で、ここは引腰（ひきこし）。



七　〔
 
補注七二

 〕



八　「心とどめてよまず」は、念入りに吟じたりせずに、つまり、吟ずることに腐心などせず、の意であろう。










第四十五段








　むかし、男ありけり。
人
 一

 のむすめのかしづく、いかでこの男に
も
 二

 の言はむと思ひけり。
う
 三

 ちいでむことかたくやありけむ、
も
 四

 の
病
 や

 みになりて、死ぬべき時に、「かくこそ思ひしか」と言ひけるを、親聞きつけて、泣く泣く告げたりければ、まどひ来たりけれど、死にければ、つれづれと
こ
 五

 もりをりけり。時は
水
 六み

 
無
 な

 
月
 づき

 のつごもり、いと暑きころほひに、
宵
 よひ

 は
遊
 七

 びをりて、
夜
 よ

 ふけて、やや涼しき風吹きけり。
螢
 ほたる

 
高
 八

 く飛びあがる。この男、見ふせりて、




行
 九ゆ

 く
螢
 ほたる

 雲の
上
 うへ

 までいぬべくは




秋風吹くと
雁
 かり

 に告げこせ






暮
 一〇

 れがたき夏のひぐらしながむれば




そのこととなくものぞかなしき









【校注】



一　「人のむすめ」で一語。「かしづく」は、大切に世話をする。



二　付き合いたいというほどの意。



三　口に出す、言い出す。両親か側近の者に打ち明けること。



四　病気。



五　忌（いみ）に籠（こも）ること。死のけがれに触れてそのまま娘の家に籠ったのであろう。



六　夏の終りの月、暑い盛りである。



七　管絃を奏する意。人の死に際して管絃歌舞を奏するのは、天の岩屋の故事にならって、死者の魂のよみがえりを祈る心からであろうと宣長は言う（『古事記伝』一三）。



八　武田本、「高う」とある。



九　娘の魂を雁によそえて、秋風が吹いているから帰って来るようにと、魂のよみがえりを願う歌であろう。「告げこせ」の「こせ」は、他に対して願う意の動詞、あるいは「おこす」（よこす）の「お」の脱落した形などと説かれる。〔
 
補注七三

 〕



一〇　〔
 
補注七四

 〕










第四十六段








　むかし、男、いと
う
 一

 るはしき友ありけり。
か
 二

 た時さらずあひ思ひけるを、
人
 三

 の国へ
行
 い

 きけるを、いとあはれと思ひて別れにけり。月日
経
 へ

 て、おこせたる
文
 ふみ

 に、「
あ
 四

 さましく、
対
 たい

 
面
 めん

 せで、月日の
経
 へ

 にけること。忘れやし給（ひ）にけむと、いたく
思
 五

 ひわびてなむはべる。世の中の人の心は、
目
 六

 
離
 か

 るれば忘れぬべきものにこそあめれ」と言へりければ、よみてやる、




目
 七

 
離
 か

 るともおもほえなくに忘らるる




時しなければおもかげにたつ









【校注】



一　仲のよい友人。



二　「さらず」は「去らず」、離れないで、の意。



三　主語は、「いとうるはしき友」。「人の国」は、一〇段に既出。



四　「あさまし」は、驚きあきれる気持をあらわす。「対面せで、月日の経にけること」全体にかかる。「対面せで」は、武田本をはじめとする定家本のほとんど、古本系の多くの本文などに「え対面せで」とあり、定家本としてはこの方を取るべきであろう。



五　ここは、つらく思う、の意。



六　相手に逢わない、の意。元来、歌語であろう。



七　「おもほえなくに」は、思えませんのに、の意。〔
 
補注七五

 〕










第四十七段








　むかし、男、ねむごろにいかでと思ふ女ありけり。されど、この男を
あ
 一

 だなりと聞きて、
つ
 二

 れなさのみまさりつつ、言へる、




大
 三おほ

 
幣
 ぬさ

 の引く手あまたになりぬれば




思へどえこそ頼まざりけれ



返し、男、




大
 四おほ

 
幣
 ぬさ

 と名にこそ立てれ流れても




つひに寄る瀬はありといふものを









【校注】



一　移り気、浮気っぽい、の意。



二　冷たい態度、冷たさ。



三　「大幣の」は、「引く手あまた」にかかる序詞。「引く手あまた」は、あなたを引く手がたくさん、ということで、多くの女性と関係をもっていることを言う。〔
 
補注七六

 〕



四　「流れても」云々は、祓え終って後、「大幣」を川に流すところから、方々の女と関係があっても、大幣が流れ流れてもしまいにはどこかの瀬に流れ寄ると言われているように、一人の女（つまり、あなた）の許にとどまるものですのに、の意。










第四十八段








　むかし、男ありけり。
馬
 一むま

 のはなむけせむとて人を待ちけるに、
来
 こ

 ざりければ、




今
 二

 ぞ知る苦しきものと人待たむ




里をば
離
 か

 れず
訪
 と

 ふべかりけり









【校注】



一　旅立つ人に送別の宴を催すこと。四四段に既出。「人を待ちけるに」は、歌の「人待たむ」に合わせた書き方。



二　二句「苦しきものと」を初句「今ぞ知る」に返して読む。「人待たむ里」は、男を待っているであろう女の許、の意。〔
 
補注七七

 〕










第四十九段








　むかし、男、
妹
 一いもうと

 のいとをかしげなりけるを見をりて、




う
 二

 ら若み
寝
 ね

 よげに見ゆる若草を




人のむすばむことをしぞ思ふ



と
聞
 三

 えけり。返し、




初
 四

 草のなどめづらしき
言
 こと

 の
葉
 は

 ぞ




うらなくものを思ひけるかな









【校注】



一　男から見てその姉妹を言う語。異腹の姉妹であろうが、それとの関係はこの時代すでに禁忌であった。



二　「うら若み」は、若々しいのでの意。「若草」は、春新しく萌え出た草をいう歌語、妹をたとえている。「むすばむ」は、草を結ぶ意で、契りを結ぶことをたとえる。〔
 
補注七八

 〕



三　妹に対しての敬語で気になるところであるが、異腹の、男より身分の高い妹という設定であろう。



四　「初草」は、春はじめて萌え出た草、「若草」の語を受ける。ここは、「初草の」で、下の「めづらしき」の枕詞である。〔
 
補注七九

 〕










第五十段








　むかし、男ありけり。
恨
 一うら

 むる人を
恨
 うら

 みて、




鳥
 二

 の子を
十
 とを

 づつ
十
 とを

 は
重
 かさ

 ぬとも




思はぬ人を思ふものかは



と言へりければ、




朝
 三あさ

 
露
 つゆ

 は
消
 き

 えのこりてもありぬべし






誰
 たれ

 かこの世を頼みはつべき



また、男、




吹
 四

 く風に
去
 こ

 
年
 ぞ

 の桜は散らずとも




あな頼みがた人の心は



また、女、返し、




行
 五ゆ

 く水に
数
 かず

 書くよりもはかなきは




思はぬ人を思ふなりけり



また、男、




行
 六ゆ

 く水と過ぐるよはひと散る花と




いづれ待ててふことを聞くらむ





あ
 七

 だくらべかたみにしける男女の、
忍
 八

 びありきしけることなるべし。







【校注】



一　（自分の薄情を恨んでいる）女に対して、男が逆に相手の薄情な仕打を恨んだ、というのである。



二　「鳥の子」は、鶏の卵。「十づつ十」は、百。卵を百重ねるとは、全く不可能なことのたとえ。〔
 
補注八〇

 〕



三　「朝露」は消えやすいもののたとえ。〔
 
補注八一

 〕



四　上句は、今年の桜も散り残ろうはずはないが、去年の桜が散らないようなことがあったとしても、の意。あり得ないことのたとえである。〔
 
補注八二

 〕



五　『古今集』巻一一、恋一、五二二、「題しらず、詠人しらず」として載せる。「行く水に」は、前の歌の「吹く風に」に応じたもの。「数書く」は、数取りのために、一本、二本と線を引くこと。



六　「行く水」「過ぐるよはひ」「散る花」は、前の三首の歌を受けている。一連の贈答のしめくくりとして、表に世の無常を言って、まして人の心の移ろい易さは止めようのないものだ、と女を突き放した歌。



七　浮気の張り合い、の意。



八　人目を忍んで人の許に通うこと。この文、やや要領を得ない。










第五十一段








　むかし、男、
人
 一

 の
前
 せん

 
栽
 ざい

 に菊植ゑけるに、




植
 二

 ゑし植ゑば秋なき時や咲かざらむ




花こそ散らめ根さへ枯れめや









【校注】



一　ある人の。「菊植ゑけるに」は、相手に菊を贈って手づから心を籠めて植えた、という趣。



二　「植ゑし植ゑば」の「し」は強意の副助詞。心を籠めて、よく植えるならば、の意。「枯れめや」の「め」は推量の助動詞「む」の已然形、「や」は反語の意の終助詞。〔
 
補注八三

 〕










第五十二段








　むかし、男ありけり。人のもとよ
り
 一

 かさなり
 ちまき
お
 二

 こせたりける
返
 三

 りことに、




あ
 四

 やめ刈り君は沼にぞまどひける




われは野にいでて狩るぞわびしき



とて、
雉
 きじ

 をなむやりける。







【校注】



一　武田本「かざりちまき」とあり、「飾り粽（ちまき）」である。〔
 
補注八四

 〕



二　武田本「をゝこせたりける」とあって、格助詞「を」がある。



三　「返りこと」は、手紙の返事。清音である。二〇段脚注五参照。



四　「あやめ」は、菖蒲の歌語。五月五日の節句は菖蒲と切っても切れぬ縁があるが、またこの日、ちまきを人に贈る風習があった。その縁で、「あやめ刈り」と言ったもの。〔
 
補注八五

 〕










第五十三段








　むかし、男、
あ
 一

 ひがたき女にあひて、
物
 二もの

 
語
 がたり

 などするほどに、
鶏
 とり

 の鳴きければ、




い
 三

 かでかは
鶏
 とり

 の鳴くらむ人知れず




思ふ心はまだ
夜
 よ

 
深
 ぶか

 きに









【校注】



一　「あふ」は、男女相逢う意。



二　話などするうちに。女に対して、男が思いのたけを語るのである。



三　「いかでかは」は「鳴くらむ」にかかり、疑問の意。「まだ夜深きに」は、明け方までまだ間があるのに、と嘆いているのである。「人知れず思ふ」は、人に知られるのを憚って秘かに恋い慕う意で、相手に対する男の気持を言う。〔
 
補注八六

 〕










第五十四段








　むかし、男、つれなかりける女に言ひやりける、




行
 一ゆ

 きやらぬ
夢
 ゆめ

 
路
 ぢ

 をたのむ
 
袂
 たもと

 には






天
 あま

 つ
空
 そら

 なる
露
 つゆ

 や置くらむ









【校注】



一　「行きやらぬ」の「やる」は、上の動詞の動作の貫徹される意をあらわす。「夢路」は、いわゆる夢の通い路。現実には逢い得ないので、せめて夢の中で逢おうとするのである。「たのむ」は、武田本以下諸本に「たどる」とあり、意味の上からも「たどる」（行方を失ってあちこちする）でなくてはならない。「天つ空」は歌語。〔
 
補注八七

 〕










第五十五段








　むかし、男、
思
 一

 ひかけたる女の、
え
 二

 
得
 う

 まじうなりての世に、




思
 三

 はずはありもすらめど
言
 こと

 の
葉
 は

 の




をりふしごとに頼まるるかな









【校注】



一　「思ひかく」は、思いをかける、懸想する。



二　手に入れることができそうもなくなった事情になって。「世」は、時勢、情勢の意。



三　「思はずは」の「は」は、強調の意の係助詞。「ありもすらめど」は、そういうこともあるだろうが、の意。「言の葉」は、現在、たまにもらう手紙の言葉。〔
 
補注八八

 〕










第五十六段








　むかし、男、ふして思ひ、起きて思ひ、
思
 一

 ひあまりて、




わ
 二

 が
袖
 そで

 は草のいほりにあらねども




暮るれば
露
 つゆ

 の
宿
 やど

 りなりけり









【校注】



一　心の中に籠めておくことができなくて、その思いを相手にうったえた、ということ。



二　「草のいほり」は、「草庵」の訳で、歌語。「露の宿り」は、露の泊る所、置く所、の意。露は草葉に置くものであるから、「草のいほり」を擬人的に「露の宿り」と言った。〔
 
補注八九

 〕










第五十七段








　むかし、男、
人
 一

 知れぬもの思ひけり。つれなき人のもとに、




恋
 二

 ひわびぬ
海
 あ

 
人
 ま

 の刈る
藻
 も

 に
宿
 やど

 るてふ




われから身をもくだきつるかな









【校注】



一　「人知れぬ」が「もの思ひけり」の「もの」だけにかかるのは異様であるが、意味はよく分かる。



二　「恋ひわぶ」は、恋い慕う思いにもうどうしようもなくなった、というほどの意。「海人の刈る藻にやどるてふ」は、虫の名の「われから」を言うためで、これに「我から」（自分のせいで）をかける。〔
 
補注九〇

 〕










第五十八段








　むかし、
心
 一

 つきて色好みなる男、
長
 二なが

 
岡
 をか

 といふ所に家つくりてをりけり。そこのとなりなりける
宮
 三

 ばらに、
こ
 四

 ともなき女どもの、ゐなかなりければ
田
 五

 刈らむとて、この男のあるを見て、「
い
 六

 みじの
好
 す

 き者のしわざや」とて、集りて入り来ければ、この男、逃げて奥に隠れにければ、女、




荒
 七

 れにけりあはれいく世の宿なれや




住みけむ人のおとづれもせぬ



と言ひて、
こ
 八

 の宮に集り来ゐてありければ、
こ
 九

 の男、




葎
 一〇むぐら

 生ひて荒れたる宿のうれたきは




かりにも鬼のすだくなりけり



とてなむいだしたりける。この女ども、「
穂
 一一ほ

 ひろはむ」と言ひければ、




う
 一二

 ちわびて
落
 おち

 
穂
 ぼ

 ひろふと聞かませば




われも田づらに
行
 ゆ

 かましものを









【校注】



一　「心つく」は、「心（が）付く」で、もののよしあしがわかる、趣味を解するというほどの意味であろう。〔
 
補注九一

 〕



二　現在の京都府下長岡京市。桓武天皇の延暦三年（七八四）から同十三年（七九四）まで、都の置かれた地。〔
 
補注九二

 〕



三　「ばら」は、複数をあらわす接尾語。宮たちの何人か住んでいたのを総称して言ったのであろう。



四　「こともなし」は、難のつけようがない、すぐれている、の意。「宮ばら」に仕える女房たちである。



五　主語は「男」。



六　「好き者」は、好色な人の意と、風流人の意との二義があるが、ここは二義がかけられているのであろう。



七　「や」は、疑問ないし詠嘆の意。ここで言い切った形。〔
 
補注九三

 〕



八　男の家である。男の母宮伊登内親王のことが念頭にあろう（八四段参照）。



九　武田本は、「この」がない。



一〇　「うれたし」は、嘆かわしい、情けない、などの意。〔
 
補注九四

 〕



一一　前の「田刈らむとて、この男のあるを見て」に応じた言葉。男を外に誘い出そうとしたのである。



一二　「わぶ」は、ここは、生活に困窮する意。〔
 
補注九五

 〕










第五十九段








　むかし、男、
京
 きやう

 をいかが思ひけむ、
東
 一ひむがし

 
山
 やま

 に住まむと思ひ入りて、




住
 二

 みわびぬ今はかぎりと山里に




身を隠すべき宿求めてむ



　
か
 三

 くて、
も
 四

 のいたく
病
 や

 みて死に入りたりければ、おもてに水
そ
 五

 そきなどして、
生
 い

 きいでて、




わ
 六

 が
上
 うへ

 に
露
 つゆ

 ぞ置くなる
天
 あま

 の
河
 がは








門
 と

 渡る舟のかいのしづくか



となむ言ひて、
生
 い

 きいでたりける。







【校注】



一　「東山」は、賀茂川を隔てて京の東に、南北に連なる山々。「思ひ入る」は、悲観する、深く悲しむ意。



二　「今はかぎり」は、もうこれが最後、の意の成句。「今はかぎりと」で、「宿求めてむ」にかかる。「身を隠す」は、隠棲する意。〔
 
補注九六

 〕



三　「かくて」で、物語の前半の叙述が完結し、ここから（東山を舞台とする）後半に移ることが示される。



四　「もの病む」は、病名を明らかにしない言い方。ひどく患って。



五　「そそく」は清音。



六　「置くなる」の「なる」は、伝聞、推定の助動詞。「門」は、両岸の追った海峡や川を言う。『万葉集』には「河門」の語が見え、具体的には川の渡し場の意。〔
 
補注九七

 〕










第六十段








　むかし、男ありけり。
宮
 みや

 
仕
 づか

 へいそがしく、
心
 一

 もまめならざりけるほどの
家
 いへ

 
刀
 とう

 
自
 じ

 、まめに思はむといふ人につきて、人の国へいにけり。この男、
宇
 二う

 
佐
 さ

 の
使
 つかひ

 にて
行
 い

 きけるに、ある国の
祗
 三し

 
承
 ぞう

 の
官
 くわん

 
人
 にん

 の
妻
 め

 にてなむあると聞きて、「女あるじに
か
 四

 はらけ取らせよ。さらずは飲まじ」と言ひければ、かはらけとりて
い
 五

 だしたりけるに、
肴
 六さかな

 なりける
橘
 たちばな

 をとりて、




五月
 七さつき

 待つ花
橘
 たちばな

 の
香
 か

 をかげば




むかしの人の
袖
 そで

 の香ぞする



と言ひけるにぞ、思ひいでて、
尼
 あま

 になりて山に入りてぞありける。







【校注】



一　「まめ」は、ここは、女に対して誠実であること。「家刀自」は、一家をあずかる主婦。



二　宇佐八幡宮（大分県宇佐市）への奉幣の勅使。



三　勅使に供奉し、接待の役を務める地方の役人。「祗承」の字義は、つつしみ仕えること。



四　「かはらけ」は、素焼の酒坏。「かはらけ取る」は、ここは、酒を勧める意。



五　簾中から男に、さし出す意。



六　「肴」は、いわゆる酒の肴。橘の実は上古より酒の肴にされた。



七　「五月待つ」は、五月を待って咲く、の意。「花橘」は、花の咲いた橘、ないしは橘の花を言う歌語。「むかしの人」とは、以前情交があったが、今は関係の絶えてしまった人。「袖の香」は、たきしめた薫物の香である。〔
 
補注九八

 〕










第六十一段








　むかし、男、
筑
 一つく

 
紫
 し

 まで
行
 い

 きたりけるに、「これは、色好むといふ
好
 二す

 き者」と、
す
 三

 だれのうちなる人の言ひけるを聞きて、




染
 四そめ

 
河
 がは

 を渡らむ人のいかでかは




色になるてふことのなからむ



女、返し、




名
 五

 にし
負
 お

 はばあだにぞあるべきたはれ島




浪の
濡
 ぬ

 れ
衣
 ぎぬ

 着るといふなり









【校注】



一　ここは九州の総称であろう。



二　「好き者」は、五八段脚注六参照。



三　簾の内の人、すなわちその家の女性である。



四　「染河」は、福岡県筑紫郡、大宰府付近を流れる川。歌枕の地である。「色になる」は、色好みになる意をいう。この歌、『拾遺集』巻一九、雑恋、一二三四に、「題しらず、在原業平朝臣」として見える。



五　「名にし負はば」九段脚注二八参照。「あだ」は、浮気であること。〔
 
補注九九

 〕










第六十二段








　むかし、年ごろ
お
 一

 とづれざりける女、
心
 二

 かしこくやあらざりけむ、
は
 三

 かなき人の
言
 こと

 につきて、人の国なりける人に使はれて、
も
 四

 と見し人の前にいで来て、もの
食
 く

 はせなどしけり。
夜
 五

 さり、「この
あ
 六

 りつる人たまへ」と、あるじに言ひければ、おこせたりけり。男、「われをば
知
 七

 らずや」とて、




い
 八

 にしへのにほひはいづら桜花




こけるからともなりにけるかな



と言ふを、いと恥づかしと思ひて、いらへもせでゐたるを、「などいらへもせぬ」と言へば、「涙のこぼるるに、目も見えず、ものも言はれず」と言ふ。




こ
 九

 れやこのわれにあふみをのがれつつ






年
 とし

 
月
 つき

 
経
 ふ

 れどまさりがほなき



と言ひて、
衣
 一〇きぬ

 ぬぎて取らせけれど、捨てて逃げにけり。いづちいぬらむとも知らず。







【校注】



一　「おとづる」は、音信、訪問の二義がある。主語は、男。



二　「心かしこし」は、しっかりしている、の意。



三　ここは、あてにならない、の意。「人の言」にかかる。



四　以前、夫であった人。



五　「夜さり」は、夜になること、その夜。男の言葉とする説もある。



六　さっきの人。「たまへ」は、下さい。夜伽に、ということ。



七　武田本、「しるや」。



八　「桜花」は、女を言う。下句の「こけるから」は、「扱（こ）ける幹（から）」で、花をしごき落として残った枝。すっかり色香の失せた今の女のみじめな姿を言う。



九　「これやこの」は、これがまあ、……であろうか、の意。下は体言であるのが本来。「われにあふみをのがれつつ」は、私に逢う身の上をのがれて。女が男のもとを去ったことを言う。武田本は、「まさりがほなみ」。〔
 
補注一〇〇

 〕



一〇　夜伽を命じたその禄として。










第六十三段








　むかし、
世
 一よ

 
心
 ごころ

 つける女、いかで
心
 二

 なさけあらむ男にあひ得てしがなと思へど、
言
 三

 ひいでむも頼りなさに、
ま
 四

 ことならぬ
夢
 ゆめ

 
語
 がた

 りをす。子
三人
 みたり

 を呼びて、語りけり。ふたりの子は、
な
 五

 さけなくいらへてやみぬ。
三
 さぶ

 
郎
 らう

 なりける子なむ、「よき御男ぞいで
来
 こ

 む」と
あ
 六

 はするに、この女、けしきいとよし。こと人はいとなさけなし、いかでこの
在
 七ざい

 
五
 ご

 
中
 ちゆう

 
将
 じやう

 にあはせてしがなと
思
 八

 ふ心あり。
狩
 かり

 しありきけるに
行
 い

 きあひて、道にて
馬
 九

 の口をとりて、「かうかうなむ思ふ」と言ひければ、あはれがりて、来て
寝
 ね

 にけり。さてのち、男見えざりければ、女、男の家に
行
 い

 きてかいま見けるを、男、ほのかに見て、




百
 一〇もも

 
年
 とせ

 に
一
 ひと

 
年
 とせ

 たらぬつくも髪




われを恋ふらしおもかげに見ゆ



とて、いで立つけしきを見て、
む
 一一

 ばら、からたちにかかりて、家に来てうちふせり。男、かの女のせしやうに、忍びて立てりて見れば、女、歎きて、
寝
 ぬ

 とて、




さ
 一二

 むしろに
衣
 ころも

 かたしき
今
 こ

 
宵
 よひ

 もや




恋しき人にあはでのみ
寝
 ね

 む



とよみけるを、男、あはれと思ひて、その
夜
 よ

 は
寝
 ね

 にけり。
世
 一三

 の中の例として、思ふをば思ひ、思はぬをば思はぬものを、この人は、思ふをも、思はぬをも、
け
 一四

 ぢめ見せぬ心なむありける。







【校注】



一　好色な気持。「世」は男女の仲の意。



二　やさしい思いやりのある心。



三　「言ひいづ」は、口に出していう。「頼りなし」は、しかるべききっかけがない、意。



四　本当に見たのではない夢の話。



五　すげなく返事をして。



六　「あはす」は、夢合わせをする、夢の意味を判断する、意。



七　在原業平のこと。在原姓で、阿保親王の五男で、右近衛中将だったので、こう呼ばれた。



八　「思ふ」の主語は、「三郎なりける子」。



九　（業平の）馬の手綱を取って。



一〇　「つくも髪」は、「つくも」という海藻が、老女の髪の短く乱れている様子に似ているので、老女の髪をいう、とするのが通説であるが、上の「百年に一年たらぬ」が説明され得ない。『比古婆衣』巻一九に、もと「つつも髪」とする説がある。「つつ」は僅かに満ち足りぬ意。



一一　「むばら」は、茨。「からたち」は、枳殻、唐橘（からたちばな）の略。ともにとげがある。



一二　「さむしろ」は、狭い粗末なむしろ。歌語。「衣かたしき」は、衣の片袖を敷いて、独り寝をすること。〔
 
補注一〇一

 〕



一三　「世の中」は、男女の仲。



一四　差別を顕わにしない心。前の「心なさけあらむ」に照応する。










第六十四段








　むかし、男、みそかに
語
 一

 らふわざもせざりければ、いづくなりけむあやしさによめる、




吹
 二

 く風にわが身をなさば玉すだれ




ひま求めつつ入るべきものを



返し、




取
 三

 りとめぬ風にはありとも玉すだれ






誰
 た

 が許さばかひま求むべき









【校注】



一　「語らふ」は、情を交す。武田本、「男、女、みそかに語らふ」とある。



二　「玉すだれ」は、簾の美称。この歌、『新千載集』巻一二、恋二、一二一四、「女のひそかに語らふわざもせざりければ詠める、業平朝臣」として載せる。



三　「取りとむ」は、手で捕えてとどめる意。多く、風、年月などに用い、否定表現になる。










第六十五段








　むかし、
お
 一

 ほやけおぼして使うたまふ女の、
色
 二

 許されたるありけり。
大
 三おほ

 
御
 み

 
息
 やすむ

 
所
 どころ

 とて
い
 四

 ますかりけるいとこなりけり。
殿
 てん

 
上
 じやう

 にさぶらひける
在
 あり

 
原
 はら

 なりける男の、まだいと若かりけるを、この女
あ
 五

 ひ知りたりけり。男、
女
 六をむな

 
方
 がた

 許されたりければ、女のある所に来てむかひをりければ、女、「
い
 七

 とかたはなり。身も
亡
 ほろ

 びなむ。かくなせそ」と言ひければ、




思
 八

 ふには忍ぶることぞ負けにける




あふにしかへばさもあらばあれ



と言ひて、
曹
 九ざう

 
司
 し

 におりたまへれば、例の、この
御
 み

 
曹
 ざう

 
司
 し

 には人の見るをも知らでのぼりゐければ、この女、思ひわびて里へ
行
 ゆ

 く。されば、
な
 一〇

 にのよきことと思ひて、
行
 い

 き通ひければ、みな人聞きて笑ひけり。つとめて
主殿
 一一とのも

 
司
 づかさ

 の見るに、
沓
 くつ

 は取りて、
奥
 一二

 に投げ入れてのぼりぬ。

　かくかたはにしつつありわたるに、身もいたづらになりぬべければ、つひに
亡
 ほろ

 びぬべしとて、この男、「いかにせむ。わがかかる心やめたまへ」と、仏、神にも申しけれど、いやまさりにのみおぼえつつ、なほわりなく恋しうのみおぼえければ、
陰
 一三おむ

 
陽
 やう

 
師
 じ

 、
巫
 一四かむなぎ

 呼びて、恋せじといふ
祓
 はら

 への
具
 ぐ

 してなむ
行
 い

 きける。
祓
 はら

 へけるままに、
い
 一五

 とどかなしきこと
数
 かず

 まさりて、
あ
 一六

 りしよりけに恋しくのみおぼえければ、




恋
 一七

 せじと
御
 み

 
手洗
 たらし

 
河
 がは

 にせしみそぎ




神はうけずもなりにけるかな



と言ひてなむいにける。

　この
帝
 みかど

 は、
顔
 一八

 かたちよくおはしまして、仏の御名を、御心に入れて、御声はいと尊くて申したまふを聞きて、女はいたう泣きけり。「かかる君に
仕
 つか

 うまつらで、
宿
 一九すく

 
世
 せ

 つたなく、かなしきこと。この男に
ほ
 二〇

 だされて」とてなむ泣きける。かかるほどに、
帝
 みかど

 
聞
 きこ

 しめしつけて、この男をば流しつかはしてければ、この女のいとこの
御
 み

 
息
 やすむ

 
所
 どころ

 、女をばまかでさせて、
蔵
 くら

 にこめて
し
 二一

 をりたまうければ、
蔵
 くら

 にこもりて泣く。




海人
 二二あま

 の刈る
藻
 も

 に住む虫のわれからと






音
 ね

 をこそ泣かめ世をば
恨
 うら

 みじ



と泣きをれば、
こ
 二三

 の男、
人
 二四

 の国より
夜
 よ

 ごとに来つつ、笛をいとおもしろく吹きて、声はをかしうてぞ、あはれにうたひける。かかれば、この女は、
蔵
 くら

 にこもりながら、
そ
 二五

 れにぞあなるとは聞けど、あひ見るべきにもあらでなむありける。




さ
 二六

 りともと思ふらむこそかなしけれ




あるにもあらぬ身を知らずして



と思ひをり。男は、女しあはねば、かくしありきつつ、人の国にありきて、かくうたふ、




い
 二七

 たづらに
行
 ゆ

 きては来ぬるものゆゑに




見まくほしさにいざなはれつつ



　
水
 二八みづ

 の
尾
 を

 の御時なるべし。
大
 おほ

 
御
 み

 
息
 やすむ

 
所
 どころ

 も
染
 二九そめ

 
殿
 どの

 の
后
 きさき

 なり。
五
 三〇

 条の
后
 きさき

 とも。







【校注】



一　「おほやけ」は、帝。清和天皇を暗示する。



二　法令によって着用を禁ぜられた衣服の色、および地合を禁色といい、「色許す」はその着用を許す意。



三　天皇の生母。「御息所」は、皇子、皇女を生んだ女御、更衣の称。清和天皇の生母、染殿の后（明子）を暗示する。その「いとこ」の「女」とは、二条の后（高子）を暗示する。



四　「いまそかり」の形が三九段に既出。〔
 
補注六四

 〕



五　互いに知る意で、情を通ずること。一九段に既出。



六　「女方」は、女性の居る部屋。それを「許さる」とは、出入りを許される意。前に「まだいと若かりける」とあった。



七　「かたは」は、片端。尋常でない、不都合だ、の意。



八　〔
 
補注一〇二

 〕



九　ここは、女の局。



一〇　それは好都合だ、の意の成句。『平中物語』に三例の用例がある。



一一　宮中の清掃、灯火、乗物などを司る役所、またそこに属する役人。



一二　沓を置く所の奥の方に、自分の沓を投げ入れて。朝帰りを見咎められないためである。



一三　陰陽寮に属し、天文、暦数、占い、祓えなどを行う。



一四　神につかえ、祭祀を司り、祓え、神おろしを行った。



一五　武田本、「いと」とある。



一六　以前より際立って。「けに」は、「異に」。



一七　「御手洗河」は、神に詣でる者の身を清める川。上賀茂神社のほとりを流れる奈良の小川に、この名がある。〔
 
補注一〇三

 〕



一八　清和天皇について『三代実録』に「天皇風儀甚美、端厳如[image: ]
 神。性寛明仁恕、温和慈順。非[image: ]
 因[image: ]
 顧問[image: ]
 不[image: ]
 輙発[image: ]
 言。挙動之際、必遵[image: ]
 礼度[image: ]
 。好読[image: ]
 書伝[image: ]
 、潜[image: ]
 思釈教[image: ]
 。鷹犬漁猟之娯、未[image: ]
 甞留[image: ]
 意。亹々焉有[image: ]
 人君之量[image: ]
 矣」（元慶四年十二月四日）という。



一九　「宿世」は、前世からの因縁。「つたなし」は、劣っている意。



二〇　「ほだす」は、つなぎ止める。



二一　「しをる」は、折檻する。



二二　「われから」は、海藻につく虫。「我から」（自分のせいで）をかける。五七段に既出。「音をこそ泣かめ」は、逆接の意で「世をば恨みじ」に続く。〔
 
補注一〇四

 〕



二三　武田本、「この男は」。



二四　ここは、流された先の、地方の国。



二五　あの人であるらしい。「なる」は、推定の助動詞。



二六　「さりとも」は、「さありとも」。今は逢うに逢えないこんな状態ではあっても、の意。「あるにもあらぬ身」とは、生きているともいえない私の身の上、の意。〔
 
補注一〇五

 〕



二七　「いたづら」は、予期に反して無為に終る意。「ものゆゑに」は、逆接。〔
 
補注一〇六

 〕



二八　清和天皇。譲位後、水尾（丹波の国。後、山城の国葛野郡。愛宕山の西南）に隠棲し、山陵も同所にある。



二九　藤原良房の娘、明子。文徳天皇の女御。清和天皇の生母。六段に既出。



三〇　冬嗣の娘、順子。仁明天皇の女御。文徳天皇の生母。四段に既出。










第六十六段








　むかし、男、
津
 一つ

 の国にしる所ありけるに、兄、
弟
 おとと

 、友だちひき
率
 ゐ

 て、
難
 二なに

 
波
 は

 の方に
行
 い

 きけり。
渚
 なぎさ

 を見れば、舟どものあるを見て、




難
 三なに

 
波
 は

 
津
 づ

 を
今
 け

 
朝
 さ

 こそみつの浦ごとに




これやこの世をうみ渡る舟



これをあはれがりて、人々帰りにけり。







【校注】



一　摂津の国。現在の大阪府と兵庫県にまたがる。



二　現在の大阪城のあたりを北端とする大阪市街東部の台地。今の大阪市街の中心部は、北からの淀川、南からの大和川の河口にあたり、葦のしげる海辺の湿地であった。



三　「みつ」に、「見つ」と「御津」とをかける。「御津」は、難波の港。「うみ渡る」には、「海渡る」と「憂みわたる」（つらく思って過ごす）をかける。〔
 
補注一〇七

 〕










第六十七段








　むかし、男、
逍
 一せう

 
遙
 えう

 しに、
思
 二

 ふどちかいつらねて、
和泉
 三いづみ

 の国へ
如月
 きさらぎ

 ばかりに
行
 い

 きけり。
河内
 四かふち

 の国、
生
 い

 
駒
 こま

 の山を見れば、
曇
 五

 りみ晴れみ、立ちゐる雲やまず。
朝
 あした

 より曇りて、昼晴れたり。雪いと白う木の
末
 すゑ

 に
降
 ふ

 りたり。それを見て、かの
行
 ゆ

 く人の中に、ただひとりよみける、




昨日
 六きのふ

 
今
 け

 
日
 ふ

 雲の立ち舞ひかくろふは




花の林を
憂
 う

 しとなりけり









【校注】



一　「逍遙」は、遊覧。



二　「思ふどち」は、気の合った親しい者同士。「かいつらねて」は、「かき連ねて」。



三　現在の大阪府南部にあたる。



四　現在の大阪府東南部にあたる。「生駒山」は、河内国と大和国との境をなす山。ともに二三段に既出。



五　「み」は、活用語連用形について、反対の意の語句を「……たり……たり」のように並列する接尾語。



六　「かくろふ」は、「隠ろふ」。四段活用。主語は山。「花の林」は、雪を花にたとえたもの。この歌、寓意があろうが、明らかでない。










第六十八段








　むかし、男、
和泉
 いづみ

 の国へ
行
 い

 きけり。
住
 一すみ

 
吉
 よし

 の
郡
 こほり

 、
住
 すみ

 
吉
 よし

 の里、
住
 すみ

 
吉
 よし

 の浜を
行
 ゆ

 くに、
い
 二

 とおもしろければ、
お
 三

 りゐつつ
行
 ゆ

 く。ある人、「
住
 すみ

 
吉
 よし

 の浜とよめ」といふ。




雁
 四かり

 鳴きて菊の花咲く秋はあれど




春の海辺にすみよしの浜



とよめりければ、
み
 五

 な人々よまずなりにけり。







【校注】



一　現在の大阪市住吉区のあたり。「住吉の浜」を言うために、その所在を「郡」から「里」と次第に限定し、「住吉」の語を強調した。



二　（あたりの風景が）とてもきれいなので。



三　「おりゐる」は、九段、八橋のくだりに既出。



四　「あれど」の「あり」は、陳述の「あり」。「すみよしの浜」に地名「住吉」と「住みよし」とをかける。



五　男の歌に感心して、という含意。前々段「これをあはれがりて」、前段「ただひとり」とあるのと同じ気持。










第六十九段








　むかし、男ありけり。その男、
伊
 い

 
勢
 せ

 の国に
狩
 一かり

 の
使
 つかひ

 に
行
 い

 きけるに、かの
伊
 二い

 
勢
 せ

 の
斎
 さい

 
宮
 くう

 なりける人の
親
 三

 、「
常
 つね

 の
使
 つかひ

 よりは、この人よく
い
 四

 たはれ」と言ひやれりければ、親の
言
 こと

 なりければ、いとねむごろにいたはりけり。
朝
 あした

 には
狩
 かり

 にいだしたててやり、
夕
 ゆふ

 さりは帰りつつ、そこに
来
 こ

 させけり。かくて、ねむごろに
い
 五

 たづきけり。
二
 ふつ

 
日
 か

 といふ
夜
 よ

 、男、「
わ
 六

 れて、あはむ」と言ふ。女も
は
 七

 た、いとあはじとも思へらず。されど、人目しげければ、えあはず。
使
 八つかひ

 ざねとある人なれば、遠くも宿さず、
女
 九

 のねや近くありければ、女、人をしづめて、
子
 一〇ね

 
一
 ひと

 つばかりに、男のもとに来たりけり。男はた、
寝
 ね

 られざりければ、
外
 と

 の
方
 かた

 を見いだしてふせるに、月のおぼろなるに、小さき
童
 わらは

 をさきに立てて、人立てり。男、いとうれしくて、わが
寝
 ぬ

 る所に
率
 ゐ

 て入りて、
子
 ね

 
一
 ひと

 つより
丑
 一一うし

 
三
 み

 つまであるに、まだなにごとも語らはぬに帰りにけり。男、いとかなしくて、
寝
 ね

 ずなりにけり。つとめて、いぶかしけれど、わが人をやるべきにしあらねば、いと心もとなくて待ちをれば、明けはなれてしばしあるに、女のもとより、
詞
 ことば

 はなくて、




君
 一二

 や
来
 こ

 しわれや
行
 ゆ

 きけむおもほえず




夢かうつつか
寝
 ね

 てかさめてか



男、いといたう泣きてよめる、




か
 一三

 きくらす心の
闇
 やみ

 にまどひにき




夢うつつとは
今
 こ

 
宵
 よひ

 定めよ



とよみてやりて、
狩
 かり

 にいでぬ。野にありけど、心はそらにて、
今
 こ

 
宵
 よひ

 だに人しづめて、いととくあはむと思ふに、
国
 一四

 の
守
 かみ

 、
斎
 いつき

 の
宮
 みや

 の
頭
 かみ

 かけたる、
狩
 かり

 の
使
 つかひ

 ありと聞きて、
夜
 よ

 
一
 ひと

 
夜
 よ

 
酒
 一五

 飲みしければ、
も
 一六

 はらあひごともえせで、明けば
尾
 を

 
張
 はり

 の国へ
立
 た

 ちなむとすれば、男も人知れず血の涙を流せど、えあはず。
夜
 よ

 やうやう明けなむとするほどに、
女
 をむな

 
方
 がた

 よりいだす
盃
 一七さかづき

 の
皿
 さら

 に、歌を書きていだしたり。取りて見れば、




か
 一八

 ち人の渡れど
濡
 ぬ

 れぬえにしあれば



と書きて、末はなし。その
盃
 さかづき

 の
皿
 さら

 に、
続
 一九つい

 
松
 まつ

 の炭して、歌の末を書きつく。


また
逢
 あふ

 
坂
 さか

 の関は越えなむ



とて、明くれば
尾
 を

 
張
 はり

 の国へ越えにけり。

　
斎
 さい

 
宮
 くう

 は、
水
 二〇みづ

 の
尾
 を

 の御時、
文
 もん

 
徳
 とく

 天皇の御むすめ、
惟
 二一これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 の
妹
 いもうと

 。







【校注】



一　勅命を奉じて諸国に派遣され、朝廷の用にあてるための野禽を狩する鷹狩の使。



二　伊勢神宮に奉仕する未婚の皇女、女王。天皇の御即位のはじめ、未婚の内親王または女王を卜定して奉仕の任に当らせた。



三　女親である。



四　「いたはる」は、「労はる」。目をかけてとりはからう意。



五　「いたづく」は、「労づく」。心を配って世話をする、意。



六　「われて」は、是非とも、というほどの意か。



七　「はた」は、強調。武田本、「いと」がない。



八　「ざね」は、「実」。中心をなす人、の意の接尾語。



九　武田本、「ねやも」とある。



一〇　「子」は、子の時（午前零時から二時までの二時間）。「一つ」は、それを四分した最初の刻。



一一　「丑」は、丑の時（午前二時から四時までの二時間）。



一二　〔
 
補注一〇八

 〕



一三　〔
 
補注一〇八

 〕



一四　「国の守」は、伊勢の国司の長官。「斎の宮の頭」は、斎宮寮の長官。「かく」は、兼任する。清和天皇の貞観年中、該当者を求めるに、貞観九年二月十一日「斎宮頭従五位下藤原朝臣諸藤為[image: ]
 伊勢介[image: ]
 。斎宮頭如[image: ]
 故」（『三代実録』）とある諸藤が最も近い。これに次ぐのが、貞観七年五月十六日、伊勢権守で斎宮権頭に任じられた藤原宜である。



一五　「酒飲み」は、酒宴。



一六　「もはら」は、「専ら」で、否定と呼応して、全く、の意。「あひごと」は、「逢ひごと」で、密会の意か。



一七　盃を置く台皿である。



一八　「かち人」は、「徒歩人」。「えにしあれば」の「え」は、江に縁をかける。〔
 
補注一〇九

 〕



一九　たいまつの燃え残りの炭。



二〇　「水の尾」は、清和天皇。六五段注二八参照。「文徳天皇の御むすめ」は、恬子内親王。清和天皇即位の翌年、貞観元年（八五九）から、退位の貞観十八年までの斎宮をつとめた。母は、惟喬親王と同じく紀名虎の娘、静子。



二一　文徳天皇の第一皇子。八二段注一参照。










第七十段








　むかし、男、
狩
 かり

 の
使
 つかひ

 より帰り来けるに、
大
 一おほ

 
淀
 よど

 の渡りに宿りて、
斎
 いつき

 の宮の
童
 わらは

 べに言ひかけける、




み
 二

 るめ刈るかたやいづこぞ
棹
 さを

 さして




われに教へよ
海
 あ

 
人
 ま

 のつり舟









【校注】



一　「大淀」は、三重県多気郡の港。斎宮寮のあった所から東北一里ほど。斎宮がみそぎをする所であった。東国経営の根拠地だったともいう。



二　「みる」は、海藻の海松。「め」は、海藻の意。「みるめ」に「見る目」をかける。「かた」は、「潟」に「方」（方角）をかける。「海松布」「潟」「つり舟」は、「海人」の縁語。〔
 
補注一一〇

 〕










第七十一段








　むかし、男、伊勢の
斎
 さい

 
宮
 くう

 に、
内裏
 一うち

 の御
使
 つかひ

 にて参れりければ、
か
 二

 の宮に、
好
 三す

 きごと言ひける女、
わ
 四

 たくしごとにて、




ち
 五

 はやぶる神のいがきも越えぬべし






大
 おほ

 
宮
 みや

 
人
 びと

 の見まくほしさに



男、




恋
 六

 しくは来ても見よかしちはやぶる




神のいさむる道ならなくに









【校注】



一　帝の御使として。六九段の狩の使を意識している。



二　斎宮の御所で。



三　恋の歌を取り交すのを常としていた好色な女房。



四　六九段の斎宮と男とのことは、この女房にとって主君斎宮にかかわること即ち「おほやけごと」（公事）である。それに対して、これは「わたくしごと」（私事）である。



五　「ちはやぶる」は、「神」にかかる枕詞。「いがき」は、「斎垣」。神社の周囲の垣根。〔
 
補注一一一

 〕



六　「恋しくは」は、恋しく思うなら。下句は、男女の恋路は神様が禁じておられる道ではないのだから、の意。










第七十二段








　むかし、男、伊勢の国なりける女、
ま
 一

 たえあはで、
と
 二

 なりの国へ
行
 い

 くとて、いみじう
恨
 うら

 みければ、女、




大
 三おほ

 
淀
 よど

 の松はつらくもあらなくに




うらみてのみもかへる浪かな









【校注】



一　「また」は、再び。一度は逢ったのだが、二度と逢うことはかなわなかったのである。主語は、女。



二　六九段に、「尾張の国へ越えにけり」とある。主語は、男。



三　「大淀」は、七〇段に既出。大淀の海岸には、今も美しい松原が残る。「大淀の松」に、女自身をたとえる。「うらみて」に、「浦見て」と「恨みて」をかけ、「かへる浪」に、京へ帰ってゆく男の意を寓する。〔
 
補注一一二

 〕










第七十三段








　むかし、
そ
 一

 こにはありと聞けど、
消
 二せう

 
息
 そこ

 をだに言ふべくもあらぬ女のあたりを思ひける、




目
 三

 には見て手には取られぬ月のうちの






桂
 かつら

 のごとき君にぞありける









【校注】



一　「そこ」は、どこそこ、の意。四段に、二条の后について「あり所は聞けど、人の行き通ふべき所にもあらざりければ」とあった。



二　便り、手紙。



三　「月のうちの桂」は、中国の伝説に、月の中にあるといわれる桂の樹のこと。〔
 
補注一一三

 〕










第七十四段








　むかし、男、女をいたう
恨
 うら

 みて、




岩
 一いは

 
根
 ね

 踏み
重
 かさ

 なる山にあらねども




あはぬ日多く恋ひわたるかな









【校注】



一　「岩根」は、どっしり根をはった大きな岩。「重なる山」は、幾重にも重なって二人の間を隔てている山、の意。（私達の間にあるのは）そのような山ではないけれどもと言って、私達が逢えないのはあなたの冷淡さが二人の間を隔てているからだ、の意を寓する。「山にあらねども」は、武田本以下「山はへだてねど」とする。〔
 
補注一一四

 〕










第七十五段








　むかし、男、「
伊
 い

 
勢
 せ

 の国に
率
 ゐ

 て
行
 い

 きて、
あ
 一

 らむ」と言ひければ、女、




大
 二おほ

 
淀
 よど

 の浜に
生
 お

 ふてふみるからに




心はなぎぬ語らはねども



と言ひて、ましてつれなかりければ、男、




袖
 三そで

 
濡
 ぬ

 れて
海
 あ

 
人
 ま

 の刈りほすわたつうみの




みるをあふにてやまむとやする



女、




岩
 四いは

 
間
 ま

 より
生
 お

 ふるみるめしつれなくは






潮
 しほ

 
干
 ひ

 潮満ちかひもありなむ



また、男、




涙
 五

 にぞ
濡
 ぬ

 れつつしぼる世の人の




つらき心は
袖
 そで

 のしづくか



世にあふことかたき女になむ。







【校注】



一　ここは、一緒に暮らそう、の意。



二　「大淀の浜に生ふてふ」は、「みる」（海松）を導く序。「海松」は、「海松布（みるめ）」に同じ。その「海松」に「見る」がかけられ、「見るからに」で、お目にかかるだけで、の意。「浜」「海松」「なぐ」は、「海」を媒介にした縁語。



三　上三句は、「みる」（海松）の序詞。〔
 
補注一一五

 〕



四　「岩間より生ふる」は「海松布」の序。「海松布」に、「見る目」（逢う意）をかける。「つれなし」は、ここは、事態に何の変化もない、の意。「かひ」に、「貝」と「甲斐」とをかけ、（伊勢の国に行かなくても）変わらずお目にかかっていれば、いずれはその甲斐もあるでしょう、の意。



五　「涙にぞ」は、「濡れつつしぼる」で結ぶ。「世の人」は、世間の人一般、直接には女を指す。〔
 
補注一一六

 〕










第七十六段








　むかし、
二
 一

 条の
后
 きさき

 の、まだ
春
 二とう

 
宮
 ぐう

 の
御
 み

 
息
 やすむ

 
所
 どころ

 と申しける時、
氏
 三うぢ

 
神
 がみ

 にまうで給（ひ）けるに、
近
 四この

 
衛
 ゑ

 
府
 づかさ

 にさぶらひける
翁
 おきな

 、人々の
禄
 ろく

 たまはるついでに、御車よりたまはりて、よみて
奉
 たてまつ

 りける、




大
 五おほ

 
原
 はら

 や
小
 を

 
塩
 しほ

 の山も
今
 け

 
日
 ふ

 こそは




神代のことも思ひいづらめ



とて、心にもかなしとや思ひけむ、いかが思ひけむ、知らずかし。







【校注】



一　三段に既出。



二　春宮（皇太子）の生母である御息所。「御息所」は、六五段に既出。高子所生の貞明親王は、貞観十一年（八六九）二月一日、立太子、貞観十八年十一月二十九日、受禅、陽成天皇。高子は天皇即位の翌元慶元年正月七日、皇太夫人となる。



三　ここは、藤原氏の氏神を祀る大原野神社。大和の春日神社を勧請したもの。藤原氏出身の后宮の行啓は、貞観三年二月二十五日の五条の后順子のそれを初めとする。



四　宮中を警護し、行幸に供奉する。「翁」は、業平を暗示する。



五　「大原や」の「や」は、間投助詞。歌で、広狭二つの地名の間にはさんで詠嘆の意をあらわす。「小塩の山」は、大原野神社の西にそびえる山。〔
 
補注一一七

 〕










第七十七段








　むかし、
田
 一た

 
邑
 むら

 の
帝
 みかど

 と申す
帝
 みかど

 おはしましけり。その時の
女
 によう

 
御
 ご

 、
多
 二た

 
可
 か

 
幾
 き

 
子
 こ

 と申す、
み
 三

 まそかりけり。それうせたまひて、
安
 四あん

 
祥
 しやう

 
寺
 じ

 にて
み
 五

 わざしけり。人々
さ
 六

 さげもの
奉
 たてまつ

 りけり。
奉
 たてまつ

 り集めたるもの、
千
 ち

 ささげばかりあり。そこばくのささげものを木の枝につけて、
堂
 だう

 の前に立てたれば、山もさらに
堂
 だう

 の前に動きいでたるやうになむ見えける。それを、
右
 う

 
大
 だい

 
将
 しやう

 にいまそかりける
藤
 七ふぢ

 
原
 はら

 の
常
 つね

 
行
 ゆき

 と申すいまそかりて、
講
 八かう

 の終るほどに、歌よむ人々を召し集めて、
今
 け

 
日
 ふ

 のみわざを題にて、春の心ばへある歌
奉
 たてまつ

 らせたまふ。
右
 九みぎ

 の
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 なりける
翁
 おきな

 、
目
 一〇

 はたがひながらよみける、




山
 一一

 のみな移りて
今
 け

 
日
 ふ

 にあふことは




春の別れをとふとなるべし



とよみたりけるを、今見れば、よくもあらざりけり。そのかみは、これやまさりけむ、あはれがりけり。







【校注】



一　文徳天皇。山城国、葛野郡の田邑郷に葬ったところからの名。



二　藤原良相の第一女。二条の后や染殿の后のいとこにあたる。嘉祥三年（八五〇）七月九日、女御。天安二年（八五八）十一月十四日卒。



三　「いまそかり」に同じ。〔
 
補注六四

 〕参照。



四　京都市東山区山科にある。文徳天皇の母、五条の后順子の建立。



五　法事、法要。



六　供え物。捧物（ほうもち）。



七　藤原良相の嫡男。〔
 
補注一一八

 〕



八　法要の際の経文の講義。



九　右馬寮（宮中や諸国の馬の管理を司る役所）の長官。この「翁」は、業平を暗示する。〔
 
補注一一九

 〕



一〇　（供え物の山を本当の山と）見まちがえたままで。



一一　「とふ」は、弔う意か。〔
 
補注一二〇

 〕










第七十八段








　むかし、
多
 た

 
可
 か

 
幾
 き

 
子
 こ

 と申す
女
 によう

 
御
 ご

 おはしましけり。うせ給（ひ）て
七
 一なな

 
七
 なぬ

 
日
 か

 のみわざ、
安
 あん

 
祥
 しやう

 
寺
 じ

 にてしけり。
右
 う

 
大
 だい

 
将
 しやう

 
藤
 ふぢ

 
原
 はら

 の
常
 つね

 
行
 ゆき

 といふ人いまそかりけり。そのみわざにまうでたまひて、
か
 二

 へさに、
山
 三やま

 
科
 しな

 の
禅
 ぜん

 
師
 じ

 の
親
 み

 
王
 こ

 おはします、その
山
 やま

 
科
 しな

 の宮に、滝落し、水走らせなどして、おもしろくつくられたるにまうでたまうて、「年ごろ
よ
 四

 そには
仕
 つか

 うまつれど、近くはいまだ
仕
 つか

 うまつらず。
今
 こ

 
宵
 よひ

 はここにさぶらはむ」と申したまふ。
親
 み

 
王
 こ

 よろこびたまうて、
夜
 五よる

 のおましの
設
 まう

 けせさせ給（ふ）。さるに、
か
 六

 の大将、いでて
た
 七

 ばかりたまふやう、「
宮
 みや

 
仕
 づか

 へのはじめに、ただ
な
 八

 ほやはあるべき。
三
 九

 条の
大
 おほ

 
御
 み

 
幸
 ゆき

 せし時、
紀
 き

 の国の
千
 一〇ち

 
里
 さと

 の
浜
 はま

 にありける、いとおもしろき石
奉
 たてまつ

 れりき。
大
 おほ

 
御
 み

 
幸
 ゆき

 ののち
奉
 たてまつ

 れりしかば、ある人の御
曹
 ざう

 
司
 し

 の前の
溝
 みぞ

 にすゑたりしを、
島
 一一

 好み給（ふ）君なり、この石を
奉
 たてまつ

 らむ」とのたまひて、
御
 一二み

 
随
 ずい

 
身
 じん

 、
舎人
 とねり

 して取りにつかはす。いくばくもなくて
持
 も

 て
来
 き

 ぬ。この石、聞きしよりは見るはまされり。これをただに
奉
 たてまつ

 らばすずろなるべしとて、人人に歌よませたまふ。
右
 みぎ

 の
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 なりける人のをなむ、
青
 一三

 き
苔
 こけ

 をきざみて、
蒔
 まき

 
絵
 ゑ

 の
形
 かた

 にこの歌をつけて、
奉
 たてまつ

 りける。




飽
 一四

 かねども岩にぞかふる色見えぬ




心を見せむよしのなければ



となむよめりける。







【校注】



一　四十九日の御法事。



二　「帰るさ」の約音で、帰る折、帰り、の意。



三　仁明天皇の第四皇子、人康（さねやす）親王。「山科」はその住地、「禅師の親王」は、法親王の意。〔
 
補注一二一

 〕



四　（直接にではなく）よそながらお仕えいたしておりましたが。



五　（右大将の）寝所。「おまし」は、「御座」。「設け」は、用意、準備。



六　武田本、「この」とある。



七　「たばかる」は、あれこれ工夫をこらす意。



八　「なほあり」は、何もしないでいる、平凡だ、などの意。



九　清和天皇が、藤原良相の西三条邸に行幸して観桜の宴があった。貞観八年三月二十三日のこと。



一〇　和歌山県（紀伊国）日高郡南部町の西、岩代の浜をいう。



一一　「島」は、泉水のある庭園。



一二　「随身」は、近衛府の将曹以下で、貴人の外出の警護などにあたる者。「舎人」は、天皇、貴人の雑役にあたる者。



一三　石に生えた青い苔を文字の形に刻んで、蒔絵の模様のようにこの歌を石に付けて、の意であろう。



一四　「岩にぞかふる」は、（あなたへの私の心を）この岩に代えます、の意。〔
 
補注一二二

 〕










第七十九段








　むかし、
氏
 一うぢ

 のなかに
親
 み

 
王
 こ

 
生
 う

 まれ給へりけり。
御
 二

 
産
 うぶ

 
屋
 や

 に、人々、歌よみけり。
御
 三

 
祖父
 おほぢ

 
方
 がた

 なりける
翁
 おきな

 のよめる、




わ
 四

 が
門
 かど

 に
千
 ち

 
尋
 ひろ

 あるかげを植ゑつれば




夏冬
誰
 たれ

 か隠れざるべき



　これは
貞
 五さだ

 
数
 かず

 の
親
 み

 
王
 こ

 。時の人、
中
 六ちゆう

 
将
 じやう

 の子となむ言ひける。
兄
 七

 の
中
 ちゆう

 
納
 な

 
言
 ごん

 
行
 ゆき

 
平
 ひら

 のむすめの腹なり。







【校注】



一　在原氏。



二　ここは、出産後、三夜、五夜、七夜、九夜にする産養（うぶやしない）の祝い。九夜の儀を経て産屋のしつらいを常のそれに改める。



三　業平を暗示する。



四　「尋」は、もと、両手を広げた長さ。長さ千尋の竹は、『山海経』などに見える。



五　清和天皇の第八皇子、貞数親王。母文子は、在原行平の娘。貞観十七年の所生。



六　在原業平。貞観十七年正月十三日、右近権中将。



七　行平の中納言任官は元慶六年正月十日。極官によって書いたもの。










第八十段








　むかし、
お
 一

 とろへたる家に、藤の花植ゑたる人ありけり。
弥生
 やよひ

 のつごもりに、その日、雨そほ
降
 ふ

 るに、人のもとへ折りて
奉
 たてまつ

 らすとてよめる、




濡
 二ぬ

 れつつぞしひて折りつる年のうちに




春はいく
日
 か

 もあらじと思へば









【校注】



一　前段との関連で、在原氏を暗示するであろう。次の「藤」に藤原氏を暗示するか。一〇一段参照。



二　「濡れつつぞ」は、「折りつる」で結ぶ。「年のうちに」は、今年のうちに、の意。相手への心の深さを訴えた歌。〔
 
補注一二三

 〕










第八十一段








　むかし、
左
 一ひだり

 の
大臣
 おほいまうちぎみ

 いまそかりけり。
賀
 か

 
茂
 も

 
河
 がは

 のほとりに、六条わたりに、
家
 二

 をいとおもしろくつくりて住みたまひけり。
神
 かむ

 
無
 な

 
月
 づき

 のつごもりがた、菊の花
移
 三

 ろひさかりなるに、
紅葉
 もみぢ

 の
ち
 四

 くさに見ゆるをり、
親
 み

 
王
 こ

 たち
お
 五

 はしまさせて、
夜
 よ

 
一
 ひと

 
夜
 よ

 
酒
 六

 飲みし遊びて、
夜
 よ

 明けもてゆくほどに、この
殿
 との

 のおもしろきをほむる歌よむ。そこにありける
か
 七

 たゐ
翁
 おきな

 
、
 八

 たいしき
 の
下
 した

 にはひありきて、人にみなよませはててよめる、




塩
 九しほ

 
竈
 がま

 にいつか来にけむ朝なぎに




つりする舟はここに寄らなむ



となむ
よ
 一〇

 みけるは、
陸奥
 みちのくに

 に
行
 い

 きたりけるに、あやしくおもしろき所所多かりけり。
わ
 一一

 がみかど六十
余
 よ

 
国
 こく

 の中に、
塩
 しほ

 
竈
 がま

 といふ所に似たる所なかりけり。さればなむ、かの
翁
 おきな

 、さらにここをめでて、「
塩
 しほ

 
竈
 がま

 にいつか来にけむ」とよめりける。







【校注】



一　左大臣。源融のこと。嵯峨天皇の第十二皇子で、臣籍に下った。貞観十四年八月二十五日、左大臣。



二　河原院と呼ばれた。



三　色変わりして美しいさかりに。一八段に「菊の花の移ろへるを」とあった。その脚注四参照。



四　「千種（ちくさ）」で、種々、いろいろ、の意。



五　おいでいただいて。「せ」は、使役の助動詞。



六　「酒飲み」は、六九段に既出。「遊ぶ」は、管絃を奏する意。



七　「かたゐ」は、乞食。不具乞食の徒の室寿（むろほき）の祝言を下に思っての着語であろう。



八　武田本に「いたじき」（板敷）とあるのが正しい。



九　「塩竈」は、現在の宮城県、塩釜の浦。歌枕の地。〔
 
補注一二四

 〕



一〇　武田本、「は」なし。



一一　「わがみかど」は、帝の治めるわが国、の意。「六十余国」は、『和名抄』その他に、六十六国（佐渡、隠岐を含む）に壱岐島、対馬島を加えて六十八国を数える。










第八十二段








　むかし、
惟
 一これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 と申す
親
 み

 
王
 こ

 おはしましけり。
山
 二やま

 
崎
 さき

 のあなたに、
水
 三み

 
無
 な

 
瀬
 せ

 といふ所に、宮ありけり。年ごとの桜の花ざかりには、その宮へなむおはしましける。その時、
右
 四みぎ

 の
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 なりける人を、常に
率
 ゐ

 ておはしましけり。
時
 とき

 
世
 よ

 
経
 へ

 て久しくなりにければ、その人の名忘れにけり。
狩
 かり

 はねむごろにもせで、酒をのみ飲みつつ、
や
 五

 まと歌にかかれりけり。今
狩
 かり

 する
交
 六かた

 
野
 の

 の
渚
 なぎさ

 の家、その院の桜ことにおもしろし。その木のもとにおりゐて、枝を折りて、
か
 七

 ざしにさして、
上
 かみ

 、
中
 なか

 、
下
 しも

 、みな歌よみけり。
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 なりける人のよめる、




世
 八

 の中にたえて桜のなかりせば




春の心はのどけからまし



となむよみたりける。
ま
 九

 た人の歌、




散
 一〇

 ればこそいとど桜はめでたけれ






憂
 う

 き世になにか久しかるべき



とて、その木のもとは立ちて帰るに、
日
 ひ

 
暮
 ぐ

 れになりぬ。御
供
 とも

 なる人、酒を持たせて、野より
出
 い

 で来たり。この酒を飲みてむとて、よき所を求め
行
 ゆ

 くに、
天
 一一あま

 の
河
 がは

 といふ所にいたりぬ。
親
 み

 
王
 こ

 に、
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 、
大
 一二おほ

 
御
 み

 
酒
 き

 まゐる。
親
 み

 
王
 こ

 ののたまひける、「
交
 かた

 
野
 の

 を
狩
 か

 りて、
天
 あま

 の
河
 がは

 のほとりにいたるを題にて、歌よみて、
盃
 さかづき

 はさせ」とのたまうければ、かの
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 、よみて
奉
 たてまつ

 りける、




狩
 一三か

 り暮らしたなばたつめに宿からむ






天
 あま

 の
河
 か

 
原
 はら

 にわれは来にけり





親
 み

 
王
 こ

 、歌をかへすがへす
誦
 一四ず

 じたまうて、返しえしたまはず。
紀
 一五き

 の
有
 あり

 
常
 つね

 、御
供
 とも

 に
仕
 つか

 うまつれり。それが返し、




一
 一六ひと

 
年
 とせ

 にひとたび来ます君待てば




宿かす人もあらじとぞ思ふ



帰りて、
宮
 一七

 に入らせ給（ひ）ぬ。
夜
 よ

 ふくるまで酒飲み、
物
 もの

 
語
 がたり

 して、あるじの
親
 み

 
王
 こ

 、
酔
 ゑ

 ひて入りたまひなむとす。
十
 一八

 一日の月も隠れなむとすれば、かの
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 のよめる、




飽
 一九

 かなくにまだきも月の隠るるか




山の
端
 は

 逃げて入れずもあらなむ





親
 み

 
王
 こ

 にかはり
奉
 たてまつ

 りて、
紀
 き

 の
有
 あり

 
常
 つね

 、




お
 二〇

 しなべて峰も平らになりななむ




山の
端
 は

 なくは月も入らじを









【校注】



一　文徳天皇の第一皇子。母は、紀名虎の娘静子で、紀有常の妹。承和十一年─寛平九年（八四四─八九七）。五十四歳。第四皇子惟仁親王（良房女明子の所生。後の清和天皇）の立太子により皇位に即けなかった悲運の人とされる。



二　現在の京都府乙訓郡大山崎町。西国に赴く淀川舟航の起点。



三　現在の大阪府三島郡島本町広瀬。山崎の西南に隣接する地。



四　業平を暗示する。



五　漢詩（からうた）に対する和歌の称。



六　「交野」は、現在の大阪府枚方市のあたり。鷹狩の名所で禁野があった。渚の院の跡は、枚方市渚元町に鐘楼のみ残る観音堂がそれという。水無瀬の南六キロほど、淀川の対岸である。



七　「插頭」。季節の花や木の枝を冠や髪にさすこと。また、その物。



八　〔
 
補注一二五

 〕



九　もう一人の人、の意。



一〇　前歌に桜の散るのを嘆いているのを批判したていである。



一一　現在の大阪府枚方市禁野にあり、淀川に注ぐ。渚の南約一キロ。歌枕の地。



一二　「大御酒」は、本来、天皇などにさし上げる酒の意。酒の美称。「まゐる」は、さし上げる意。



一三　「たなばたつめ」は、織女星。天上の天の川と土地の名をかけて詠んだもの。〔
 
補注一二六

 〕



一四　「誦（ず）ず」は、「ずんず」の撥音無表記の形。



一五　紀名虎の子。惟喬親王の生母静子の兄で、親王の伯父にあたる。一六段に既出。



一六　「来ます」は、おいでになる、の意。「君」は、七月七日の夜、天の川を渡って織女星に逢いに行く牽牛星。「宿かす人」は、織女星。



一七　水無瀬の離宮。



一八　「隠る」は、山の端に沈む意「十一日の月」であるから、沈む時刻も比較的早い。



一九　「飽かなくに」は、まだ満ち足りないのに、の意。「隠るるか」にかかる。「か」は、詠嘆の意の終助詞。「まだき」は、その時でもないのに、早々と、の意。「山の端」は、山の頂。「あらなむ」の「なむ」は、希求、願望の終助詞。〔
 
補注一二七

 〕



二〇　「おしなべて」は、「押し靡べて」。どこもかしこも一様に、の意。〔
 
補注一二八

 〕










第八十三段








　むかし、
水
 み

 
無
 な

 
瀬
 せ

 に通ひ給（ひ）し
惟
 これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 、
例
 一

 の
狩
 かり

 しにおはします
供
 とも

 に、
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 なる
翁
 おきな

 
仕
 つか

 うまつれり。
日
 二

 ごろ
経
 へ

 て、宮に帰りたまうけり。御おくりして、とくいなむと思ふに、
大
 三おほ

 
御
 み

 
酒
 き

 たまひ、
禄
 ろく

 たまはむとて、
つ
 四

 かはさざりけり。この
馬
 むま

 の
頭
 かみ

 、
心
 五

 もとながりて、




枕
 六

 とて草ひきむすぶこともせじ




秋の
夜
 よ

 とだに頼まれなくに



とよみける。時は
弥生
 やよひ

 のつごもりなりけり。
親
 み

 
王
 こ

 、おほとのごもらで明かし
給
 七

 （う）てけり。かくしつつまうで
仕
 つか

 うまつりけるを、思ひのほかに、
御
 八

 
髪
 ぐし

 おろしたまうてけり。
睦
 む

 
月
 つき

 に、をがみ
奉
 たてまつ

 らむとて、
小
 九を

 
野
 の

 にまうでたるに、
比
 ひ

 
叡
 え

 の山のふもとなれば、雪いと高し。しひ
て
 一〇

 
御
 み

 
室
 むろ

 にまうでてをがみ
奉
 たてまつ

 るに、つれづれといとものがなしくておはしましければ、やや久しくさぶらひて、いにしへのことなど
思
 一一

 ひ
出
 い

 で聞えけり。さてもさぶらひてしがなと思へど、
お
 一二

 ほやけごとどもありければ、えさぶらはで、
夕
 ゆふ

 
暮
 ぐ

 れに帰るとて、




忘
 一三

 れては夢かとぞ思ふ思ひきや




雪踏みわけて君を見むとは



とてなむ、泣く泣く来にける。







【校注】



一　例のように。前段を受けた書き方。



二　何日も経ってから。「宮」は、京の本邸。



三　「大御酒」は、酒の美称。「禄」は、主人から褒美として賜わる物。



四　「つかはす」は、目上の人が目下の者を行かせる意。



五　気が気でなくて。早く家に帰りたい気持。



六　「枕とて草ひきむすぶ」は、旅寝をする意。ここは、宮の邸に泊る意。〔
 
補注一二九

 〕



七　武田本「たまうてけり」とあるのにより、「う」を補う。



八　惟喬親王の出家は、貞観十四年（八七二）七月十一日。二十九歳であった。「四品守弾正尹惟喬親王寝[image: ]
 疾頓出家為[image: ]
 沙門[image: ]
 」（『三代実録』）。



九　愛宕郡の小野。修学院から大原にかけての地。惟喬親王隠棲の地である。



一〇　親王の御庵室。



一一　武田本以下の諸本に「思ひいでて」とあるのが正しいであろう。



一二　「公事」。宮中での公的ないろいろな行事。



一三　「忘れては」は、このつらい現実が現実であるということを、ふと忘れては、の意。〔
 
補注一三〇

 〕










第八十四段








　むかし、男ありけり。身はいやしながら、
母
 一

 なむ宮なりける。その母、
長
 二なが

 
岡
 をか

 といふ所に住み給（ひ）けり。子は
京
 きやう

 に
宮
 みや

 
仕
 づか

 へしければ、まうづとしけれど、しばしばえまうでず。
一
 三ひと

 つ
子
 ご

 にさへありければ、いと
か
 四

 なしうし給ひけり。さるに、
師走
 しはす

 ばかりに、
と
 五

 みのこととて御
文
 ふみ

 あり。おどろきて見れば、歌あり。




老
 六

 いぬればさらぬ別れのありといへば




いよいよ見まくほしき君かな



かの子、いたううち泣きてよめる、




世
 七

 の中にさらぬ別れのなくもがな






千
 ち

 
代
 よ

 もと祈る人の子のため









【校注】



一　業平の母。桓武天皇第八皇女無品伊登内親王。貞観三年九月十九日薨。



二　平安京の前、約十年間長岡京のあった所。五八段に既出。



三　ひとり子。業平には、行平、守平、仲平などの兄弟がいたが、伊登内親王腹の子は業平だけであった。



四　「かなしうす」は、いとしいと思い、かわいがる意。



五　至急の用件。



六　「さらぬ」は、「避らぬ」。避けることのできない意。「さらぬ別れ」とは、死の別れである。「見まくほし」の「ま」は上代に見られる意志の助動詞「む」の未然形で、「く」は体言構成の接尾語、「ほし」は形容詞「欲し」。〔
 
補注一三一

 〕



七　「千代もと祈る」は、千年も生きていてほしいと祈る、意。「人の子」で、一語。四〇段に既出。










第八十五段








　むかし、男ありけり。
童
 一わらは

 より
仕
 つか

 うまつりける君、御
髪
 ぐし

 おろしたまうてけり。
睦
 む

 
月
 つき

 にはかならずまうでけり。
お
 二

 ほやけの
宮
 みや

 
仕
 づか

 へしければ、
常
 つね

 にはえまうでず。されど、もとの心うしなはでまうでけるになむありける。むかし
仕
 つか

 うまつりし人、
俗
 ぞく

 なる、
禅
 ぜん

 
師
 じ

 なる、あまた参り集りて、
睦
 む

 
月
 つき

 なれば
こ
 三

 とたつとて、
大
 おほ

 
御
 み

 
酒
 き

 たまひけり。雪こぼすがごと
降
 ふ

 りて、ひねもすにやまず。みな人
酔
 ゑ

 ひて、雪に
降
 ふ

 りこめられたりといふを題にて、歌ありけり。




思
 四

 へども身をしわけねば目
離
 か

 れせぬ




雪の積るぞわが心なる



とよめりければ、
親
 み

 
王
 こ

 、いといたうあはれがりたまうて、御
衣
 ぞ

 ぬぎてたまへりけり。







【校注】



一　男が子供の頃から。この主従は、八三段によって惟喬親王と業平を暗示するが、実際は業平が十九歳年長である。



二　「宮仕へ」は、貴族に仕える場合も含んだので、それと区別して「おほやけ（朝廷）の宮仕へ」という。



三　「ことたつ」は、物事が改まる、新たになる、意であろう。



四　「思へども」は、いつも親王のおそばにいたいと思うけれども、の意。「身をしわけねば」は、身を二つに分けられないので。「目離る」は、親しい人に会わないで疎遠になる意の歌語。〔
 
補注一三二

 〕










第八十六段








　むかし、いと若き男、若き女を
あ
 一

 ひ言へりけり。おのおの親ありければ、
つ
 二

 つみて言ひさしてやみにけり。年ごろ
経
 へ

 て、女のもとに、なほ
心
 三

 ざし
果
 はた

 さむとや思ひけむ、男、歌をよみて
や
 四

 れりけり。




今
 五

 までに忘れぬ人は世にもあらじ




おのがさまざま年の
経
 へ

 ぬれば



とてやみにけり。男も女も、
あ
 六

 ひ
離
 はな

 れぬ
宮
 みや

 
仕
 づか

 へになむいでにける。







【校注】



一　「あひ言ふ」は、四二段に既出。ここは、互いに愛情を抱くというほどの意。



二　「つつむ」は、憚る、遠慮する、意。「言ひさす」の「さす」は、途中でやめる意。



三　「心ざし」は、何かに向かう気持。ここは、愛情の意。四段、四一段に既出。



四　武田本、「やれりける」。



五　「おのがさまざま」は、めいめいがそれぞれに、の意。〔
 
補注一三三

 〕



六　男が後年に及んで女に歌をよみおくった事情を説明したもの。










第八十七段








　むかし、男、
津
 一つ

 の国、
[image: 兎]

 む

 
原
 ばら

 の
郡
 こほり

 、
蘆
 あし

 
屋
 や

 の里に、
し
 二

 るよしして、
行
 い

 きて住みけり。むかしの歌に、




蘆
 三あし

 の屋の
灘
 なだ

 の塩焼きいとまなみ






黄
 つ

 
楊
 げ

 の
小
 を

 
櫛
 ぐし

 もささず来にけり



とよみけるぞ、この里をよみける。ここをなむ、
蘆
 あし

 
屋
 や

 の
灘
 なだ

 とはいひける。この男、
な
 四

 ま
宮
 みや

 
仕
 づか

 へしければ、それを頼りにて、
衛
 五ゑ

 
府
 う

 の
佐
 すけ

 ども集り来にけり。
こ
 六

 の男の
兄
 このかみ

 も
衛
 ゑ

 
府
 ふ

 の
督
 かみ

 なりけり。その家の前の海のほとりに遊びありきて、「いざ、この山の
上
 かみ

 にありといふ
布
 七ぬの

 
引
 びき

 の滝、見にのぼらむ」と言ひて、のぼりて見るに、その滝、ものよりことなり。長さ
二
 八

 十
丈
 ぢやう

 、広さ五
丈
 ぢやう

 ばかりなる石の
お
 九

 もて、
白
 しら

 
絹
 ぎぬ

 に岩をつつめらむやうになむありける。さる滝の
上
 かみ

 に、
藁座
 一〇わらうだ

 の大きさして、さしいでたる石あり。その石の
上
 うへ

 に走りかかる水は、
小
 一一せう

 
柑
 かう

 
子
 じ

 、
栗
 くり

 の
大
 おほ

 きさにてこぼれ落つ。そこなる人にみな滝の歌よます。かの
衛
 ゑ

 
府
 ふ

 の
督
 かみ

 、まづよむ、




わ
 一二

 が世をば
今
 け

 
日
 ふ

 か
明
 あ

 
日
 す

 かと待つかひの




涙の滝といづれ高けむ



あるじ、次によむ、




ぬ
 一三

 き乱る人こそあるらし
白
 しら

 
玉
 たま

 の




まなくも散るか
袖
 そで

 のせばきに



とよめりければ、かたへの人、
笑
 一四

 ふことにやありけむ、この歌にめでてやみにけり。

　帰り来る道遠くて、うせにし
宮
 一五く

 
内
 ない

 
卿
 きやう

 もちよしが家の前来るに、日暮れぬ。宿りの
方
 かた

 を見やれば、
海
 あ

 
人
 ま

 の
漁
 一六いさり

 
火
 び

 多く見ゆるに、かのあるじの男、よむ、




晴
 一七

 るる
夜
 よ

 の星か
河
 かは

 
辺
 べ

 の
螢
 ほたる

 かも




わが住む方の
海
 あ

 
人
 ま

 のたく火か



とよみて、家に帰り
来
 き

 ぬ。その
夜
 よ

 、南の風吹きて、浪いと高し。つとめて、その家の
女
 め

 の子どもいでて、
浮
 一八

 き
海
 み

 
松
 る

 の浪に寄せられたるひろひて、家のうちに
持
 も

 て
来
 き

 ぬ。
女
 一九をむな

 
方
 がた

 より、その
海
 み

 
松
 る

 を
高
 二〇たか

 
坏
 つき

 にもりて、
柏
 かしは

 をおほひていだしたる、
柏
 かしは

 に書けり。




わ
 二一

 たつうみのかざしにさすといはふ
藻
 も

 も




君がためにはをしまざりけり





ゐ
 二二

 なか人の歌にては、あまれりや、たらずや。







【校注】



一　「津の国、[image: 兎]
 原の郡」は、三三段に既出。「蘆屋の里」は、蘆屋郷。現在の芦屋市のあたり。



二　所領があったので。初段に既出。



三　「蘆の屋」は、地名蘆屋に屋根を芦でふいた粗末な家の意をかける歌語。「灘」は、武庫川の川口から神戸の湊川の川口までのあたりの海浜をいう。〔
 
補注一三四

 〕



四　「なま」は、中途半端の意。宮仕えともいえないような宮仕え。



五　「衛府」は、六衛府（近衛、兵衛、衛門）の総称。「佐」はその次官。武田本に「ゑふ」とあるのが正しい。業平は、貞観五年二月十日、左兵衛権佐に任じられた。



六　業平の兄、行平。貞観六年三月八日、左兵衛の督。同日、業平は左近衛権少将に転じた。



七　生田川の上流、神戸市葺合（ふきあい）区布引町にある。雄滝は約四三メートル、雌滝は約一九メートル。



八　一丈は約三メートル。



九　武田本、「おもてに」。



一〇　円座（藁製の円形の敷物）。『和名抄』、「和良布太」とある。



一一　きしゅうみかん、一名こみかんの類か。



一二　「わが世」は、自分が時めく世。「かひ」は、甲斐。「峡（かひ）」をかける。「涙」に「無み」をかける。〔
 
補注一三五

 〕



一三　「ぬき乱る」は、貫いた緒を抜き取って玉などを散り乱す意。〔
 
補注一三六

 〕



一四　笑いを誘うおかしい歌だったのだろうか。この一句、難解であるが、上役にでも対する当てこすりをおかしがった、といったことか。



一五　「宮内卿」は、宮内省の長官。「もちよし」は不明。



一六　武田本、「いさりする火」とある。



一七　「わが住む方の」は、武田本、「わが住む方に」とある。〔
 
補注一三七

 〕



一八　根が切れて海面にただよっている海松。「海松」は、二五、七五段などに既出。



一九　女（妻）の部屋。六九段に既出。



二〇　「高坏」は、脚のついた、食物を盛る器。「柏」は、柏の葉。



二一　「わたつうみ」は、ここは海の神。「いはふ」は、「斎ふ」で、神聖なものとして祭る。〔
 
補注一三八

 〕



二二　田舎者。「あまる」は、分に過ぎる意。三三段に、「ゐなか人の言にては、よしや、あしや」とあった。










第八十八段








　むかし、
い
 一

 と若きにはあらぬ、これかれ友だちども集りて、月を見て、それが
中
 なか

 にひとり、




お
 二

 ほかたは月をもめでじこれぞこの




積れば人の
老
 お

 いとなるもの









【校注】



一　ひどく若いという程ではない。「友だちども」にかかる。「友だち」は、語としてすでに熟している。この語および「月」を歌に詠むこと、一一段に似る。



二　「おほかたは」は、大体のところは、の意。「これぞこの」は、「これやこの」と同趣の言い方。対象を強く取り上げ、感慨を強くあらわす。〔
 
補注一三九

 〕










第八十九段








　むかし、いやしからぬ男、
わ
 一

 れよりはまさりたる人を
思
 二

 ひかけて、年
経
 へ

 ける。




人
 三

 知れずわれ恋ひ死なばあぢきなく




いづれの神になき名
負
 お

 ほせむ









【校注】



一　自分よりは身分の高い、の意。



二　「思ひかく」は、思いをかける、懸想する、意。五五段に既出。



三　「恋ひ死ぬ」は、恋いこがれてこがれ死にする意。「あぢきなし」は、不本意である、にがにがしい、の意。「なき名負ほす」は、私に神罰を下したという無実の評判を負わせる意。〔
 
補注一四〇

 〕










第九十段








　むかし、つれなき人を
い
 一

 かでと思ひわたりければ、あはれとや思ひけむ、「さらば、
明
 あ

 
日
 す

 、
も
 二

 のごしにても」と言へりけるを、かぎりなくうれしく、またうたがはしかりければ、おもしろかりける桜につけて、




桜
 三

 花
今
 け

 
日
 ふ

 こそかくもにほふとも




あな頼みがた
明
 あ

 
日
 す

 の
夜
 よ

 のこと





と
 四

 いふ心ばへもあるべし。







【校注】



一　なんとかして逢いたいと。



二　「ものごし」は、直接にでなく、部屋の内と外と物を隔てて男女が逢うこと。



三　「にほふとも」、武田本「にほふらめ」とある。「にほふ」は、色つやの美しいこと。「頼みがた」は形容詞「頼みがたし」（頼りにしがたい）の語幹。上の「あな」と呼応して感動の意を表わす。



四　という気持も（男には）あるようだ。作者の評語であるが、不文というべきである。










第九十一段








　むかし、
月
 一

 日の
行
 ゆ

 くをさへ歎く男、
弥生
 やよひ

 のつごもりがたに、




を
 二

 しめども春のかぎりの
今
 け

 
日
 ふ

 の日の






夕
 ゆふ

 
暮
 ぐ

 れにさへなりにけるかな









【校注】



一　「さへ」は、添加、（さまざまなことを嘆く上に）……まで、の意。歌にも「夕暮れにさへ」とある。八八段に、「おほかたは月をもめでじ」とあった。



二　「春のかぎり」は、春の最後。前の「弥生のつごもりがたに」とあるのはこれに照応させたもの。〔
 
補注一四一

 〕










第九十二段








　むかし、恋しさに来つつ帰れど、女に
消息
 一せうそこ

 をだにえせでよめる、




蘆
 二あし

 
辺
 べ

 こぐ
棚
 たな

 なし
小
 を

 
舟
 ぶね

 いくそたび






行
 ゆ

 きかへるらむ知る人もなみ









【校注】



一　便り。



二　「蘆辺」は、蘆の生えている水辺。「棚なし小舟」は、舟の舷側に取り付けて波を防ぐ横板、舟棚のない小舟。『万葉集』（巻一、五八）に見える。歌語である。「いくそたび」は、なんべんも、の意。「そ」は十か。前に「来つつ帰れど」とあるをうける。〔
 
補注一四二

 〕










第九十三段








　むかし、男、身はいやしくて、
い
 一

 とになき人を思ひかけたりけり。すこし
頼
 二

 みぬべきさまにやありけむ、
ふ
 三

 して思ひ、起きて思ひ、思ひわびてよめる、




あ
 四

 ふなあふな思ひはすべしなぞへなく




高きいやしき苦しかりけり



むかしも、かかることは、世のことわりにやありけむ。







【校注】



一　「になし」は、「二なし」、二つとない意。八九段に、「われよりはまさりたる人を思ひかけて」とあった。



二　「頼む」は、あてにする意。



三　四段に、「立ちて見、ゐて見、見れど」とあった。男と女の身分関係も、四段に似る。



四　「あふなあふな」は、身分相応に、の意とするのが通説であるが、契沖の言うように「あふ（奥）なし」と関係づけるべきか。とすれば、無思慮に、の意である。『源氏物語』などに見られる「おほなおほな」とは、仮名遣いが違うので、別語であろう。〔
 
補注一四三

 〕










第九十四段








　むかし、男ありけり。いかがありけむ、その男
住
 一

 まずなりにけり。のちに男ありけれど、
子
 二

 ある仲なりければ、
こ
 三

 まかにこそあらねど、時々
も
 四

 の言ひおこせけり。
女
 五をむな

 
方
 がた

 に、絵かく人なりければ、かきにやれりけるを、
今
 六

 の男のものすとて、
一
 ひと

 
日
 ひ

 
二
 ふつ

 
日
 か

 おこせざりけり。かの男、「
い
 七

 とつらく、おのが聞ゆることをば、今までたまはねば、ことわりと思へど、なほ人をば
恨
 うら

 みつべきものになむありける」とて、
ろ
 八

 うじてよみてやれりける、時は秋になむありける。




秋
 九

 の
夜
 よ

 は
春
 はる

 
日
 ひ

 忘るるものなれや






霞
 かすみ

 に
霧
 きり

 や
千
 ち

 
重
 へ

 まさるらむ



となむよめりける。女、返し、




千
 一〇ち

 
々
 ぢ

 の秋
一
 ひと

 つの春にむかはめや






紅葉
 もみぢ

 も花もともにこそ散れ









【校注】



一　「住む」は、夫として通う意。



二　契沖は、この段を、『大和物語』一五九段、一六〇段と読み合わせ、女を染殿の内侍としている。



三　こまやかに心をくばる、情愛こまやかである意。



四　（女は男に）手紙をよこしていた。



五　女の家に。「かきにやれりける」に続く。「絵かく人」は、女。



六　「ものす」は、ここは、来ている意。



七　「いとつらく」を諸注に地の文とするが、男のことばと解すべきである。「おのが聞ゆること」は、私がお願いしたこと。



八　「ろうず」は、「弄ず」。からかう、嘲弄する、意。



九　「ものなれや」の「や」は、詠嘆。「千重」は、千倍の意。〔
 
補注一四四

 〕



一〇　「千々」の下の「ぢ」は、助数詞。「むかはめや」は、匹敵できようか、できない。〔
 
補注一四五

 〕










第九十五段








　むかし、
二
 一

 条の
后
 きさき

 に
仕
 つか

 うまつる男ありけり。女の
仕
 つか

 うまつるを、
常
 つね

 に見かはして、
よ
 二

 ばひわたりけり。「いかで
も
 三

 のごしに
対
 たい

 
面
 めん

 して、おぼつかなく
思
 四

 ひつめたること、すこし
は
 五

 るかさむ」と言ひければ、女、いと忍びて、ものごしにあひにけり。
物
 もの

 
語
 がたり

 などして、男、




彦
 六ひこ

 
星
 ぼし

 に恋はまさりぬ
天
 あま

 の
河
 がは






へだつる
関
 せき

 を今はやめてよ



この歌にめでてあひにけり。







【校注】



一　清和天皇の女御高子。三段に既出。



二　ずっと求婚しつづける意。



三　九〇段に既出。



四　「思ひつむ」は、思い集める。



五　「はるかす」は、晴らす。



六　「彦星」は、牽牛星。「天の河へだつる関」とは、前文に「ものごしにあひにけり」とあったのを受けて、「彦星」になぞらえて言ったもの。〔
 
補注一四六

 〕










第九十六段








　むかし、男ありけり。女を
と
 一

 かく言ふこと月日
経
 ヘ

 にけり。
石
 二いは

 
木
 き

 にしあらねば、心苦しとや思ひけむ、やうやうあはれと思ひけり。そのころ、
水
 三み

 
無
 な

 
月
 づき

 の
望
 もち

 ばかりなりければ、女、身に
か
 四

 さ
一
 ひと

 つ
二
 ふた

 ついできにけり。女言ひおこせたる、「
今
 五

 はなにの心もなし。身に、かさも
一
 ひと

 つ
二
 ふた

 ついでたり。時もいと暑し。すこし秋風吹き立ちなむ時、かならずあはむ」と言へりけり。
秋
 六

 待つころほひに、ここかしこより、
そ
 七

 の人のもとへいなむずなりとて、
口
 八く

 
舌
 ぜち

 いできにけり。さりければ、
女
 九

 の
兄人
 せうと

 、にはかに迎へに来たり。されば、この女、かへでの
初
 はつ

 
紅葉
 もみぢ

 をひろはせて、歌をよみて、書きつけておこせたり。




秋
 一〇

 かけて言ひしながらもあらなくに






木
 こ

 の葉
降
 ふ

 りしくえにこそありけれ



と書き置きて、「
か
 一一

 しこより人おこせば、これをやれ」とて、いぬ。
さ
 一二

 て、やがてのち、つひに
今
 け

 
日
 ふ

 まで知らず。よくてやあらむ、あしくてやあらむ。いにし所も知らず。かの男は、
天
 一三あま

 の
逆
 さか

 
手
 て

 を打ちてなむ、のろひをるなる。むくつけきこと。人ののろひごとは、
負
 一四お

 ふものにやあらむ、
負
 お

 はぬものにやあらむ。「今こそは見め」とぞ言ふなる。







【校注】



一　あれこれ言い寄る意。



二　非情な石や木ではないから。主語は、女。『白氏文集』巻四の「人非[image: ]
 木石[image: ]
 、皆有[image: ]
 情」などによるか。



三　陰暦六月の十五日ごろ。暑い盛りである。「不尽の嶺に降り置く雪は水無月の望に消ぬればその夜降りけり」（『万葉集』巻三、三二〇）



四　「かさ」は、「瘡」。おでき。暑い盛りなので、あせもがとがめたのでもあろう。



五　あなたをお思いするほかには、何の心もありません、の意。



六　武田本、「秋たつ」とある。



七　女が、誰それ（男）の所に行こうとしているようだ。



八　文句。苦情。



九　武田本、「この女のせうと」。「兄人」は、女からみて男の兄弟。



一〇　「秋かけて」は、将来の秋を目ざして、というほどの意。〔
 
補注一四七

 〕



一一　男の所、の意。



一二　「さて」は、そのようなことがあって。「やがてのち」は、そのまま、その後、の意。



一三　普通とは違う手の拍ち方をすること。ここは人を呪うしぐさ。〔
 
補注一四八

 〕



一四　身に受ける意。










第九十七段








　むかし、
堀
 一ほり

 
河
 かは

 の
大臣
 おほいまうちぎみ

 と申す、いまそかりけり。
四
 二し

 
十
 じふ

 の
賀
 が

 、九条の家にてせられける日、
中
 三ちゆう

 
将
 じやう

 なりける
翁
 おきな

 、




桜
 四

 花散り
交
 か

 ひ曇れ老いらくの






来
 こ

 むといふなる道まがふがに









【校注】



一　藤原基経。父は藤原長良。良房の養子となり、貞観十四年（八七二）右大臣、元慶四年（八八〇）太政大臣。堀河に邸があった。「九条の家」は別邸であろう。六段に既出。



二　四十歳を迎えたことを祝い、長寿を祈る儀式。基経の四十の賀は、貞観十七年にあたる。



三　業平。業平は貞観十七年正月、右近衛権中将に任じられた。



四　「散り交ひ曇る」は、花びらが一面に散り乱れて、空を暗くする意。「道まがふがに」の「がに」は、ほどに、ばかりに、の意。〔
 
補注一四九

 〕










第九十八段








　むかし、
太政
 一おほき

 
大臣
 おほいまうちぎみ

 と聞ゆる、おはしけり。
仕
 つか

 うまつる男、
長
 なが

 
月
 つき

 ばかりに、
梅
 二むめ

 のつくり
枝
 えだ

 に
雉
 きじ

 をつけて
奉
 たてまつ

 るとて、




わ
 三

 が頼む君がためにと折る花は




時しもわかぬものにぞありける



とよみて
奉
 たてまつ

 りたりければ、いと
か
 四

 しこくをかしがり給（ひ）て、
使
 つかひ

 に
禄
 ろく

 たまへりけり。







【校注】



一　基経の養父、良房。斎衡四年（二月二十一日改元、天安元年）二月十九日、太政大臣。貞観十四年九月二日、六十九歳で薨ずるまでその職にあった。



二　細工物の梅の枝。当時、人に品物を贈る時、木の枝につけて贈るのが習いだった。



三　「時しも」に、「きじ（雉）」を詠みこんでいる。〔
 
補注一五〇

 〕



四　「かしこし」は、ここは、程度のはなはだしい意。










第九十九段








　むかし、
右
 一う

 
近
 こん

 の
馬
 むま

 
場
 ば

 の
ひ
 二

 をりの日、むかひに立てたりける車に、女の顔の、
下
 三した

 すだれよりほのかに見えければ、
中
 ちゆう

 
将
 じやう

 なりける男のよみてやりける、




見
 四

 ずもあらず見もせぬ人の恋しくは




あやなく
今
 け

 
日
 ふ

 やながめ暮らさむ



返し、


知る知らぬなにかあやなくわきて言はむ




思ひのみこそしるべなりけれ



のちは
誰
 たれ

 と知りにけり。







【校注】



一　右近衛府の馬場。一条大宮にあった。



二　『袖中抄』に、五月三日、左近の荒手結（あらてつがひ）、四日、右近の荒手結、五日、左近の真手結、六日、右近の真手結があり、真手結の日、射手は「褐（かち）の尻を胯より前ざまに引きたうさぎて前にはさめり。されば此真手結の日をひをりの日とは云也」とする。「ひをり」は、引き折りの義である。ここは「右近の馬場」だから、五月六日ということになる。しかし、この荒手結、真手結は、五月の節が廃節になってから後のことで、業平の時代には合わない。真淵、信友等諸家に説があるが、宣長も言うごとく明解を得ない難義の語である。



三　牛車の前後にかける簾の内側にたらす帷（とばり）。



四　「恋しくは」は、恋しくて。「あやなし」は、筋が通らない、というほどの原義。〔
 
補注一五一

 〕










第百段








　むかし、男、
後
 一こう

 
涼
 らう

 
殿
 でん

 のはさまを渡りければ、あるやむごとなき人の御
局
 つぼね

 より、
忘
 二

 れ草を、「
し
 三

 のぶ草とや言ふ」とて、いださせたまへりければ、たまはりて、




忘
 四

 れ草
生
 お

 ふる
野
 の

 
辺
 べ

 とは見るらめど




こはしのぶなりのちも頼まむ









【校注】



一　清涼殿の西にある殿舎。諸注「はさま」を清涼殿との間と見るが、疑問。後涼殿の中央を東西に貫通する馬道と見るべきであろう。



二　ゆり科の多年草、萱草（かんぞう）。歌語である。



三　のきしのぶをいう歌語。



四　〔
 
補注一五二

 〕










第百一段








　むかし、
左
 一さ

 
兵
 ひやう

 
衛
 ゑ

 の
督
 かみ

 なりける
在
 二あり

 
原
 はら

 の
行
 ゆき

 
平
 ひら

 といふありけり。その人の家によき酒ありと
聞
 三

 きて、
上
 うへ

 にありける
左
 四さ

 
中
 ちゆう

 
弁
 べん

 
藤
 ふぢ

 
原
 はら

 の
良
 まさ

 
近
 ちか

 といふをなむ、
ま
 五

 らうとざねにて、その日は
あ
 六

 るじまうけしたりける。
な
 七

 さけある人にて、かめに花をさせり。その花の中に、あやしき藤の花ありけり。
花
 八

 のしなひ、三尺六寸ばかりなむありける。それを題にてよむ。よみはてがたに、
あ
 九

 るじのはらからなる、あるじしたまふと聞きて来たりければ、とらへてよませける。もとより歌のことは知らざりければ、
す
 一〇

 まひけれど、しひてよませければ、かくなむ。




咲
 一一

 く花の下にかくるる人おほみ




ありしにまさる藤のかげかも



「など、かくしもよむ」と言ひければ、「
太政
 一二おほき

 
大臣
 おとど

 の
栄
 えい

 
花
 ぐわ

 のさかりにみまそかりて、
藤
 とう

 
氏
 し

 のことに栄ゆるを思ひてよめる」となむ言ひける。みな人、そしらずなりにけり。







【校注】



一　「左兵衛」は、左兵衛府。内裏外廓の警備などを司る役所で、「督」はその長官。



二　業平の兄。貞観六年左兵衛督に任ぜられた。



三　武田本、「聞きて」がない。「上にありける」は、清涼殿の殿上の間に出仕していた、の意。



四　「弁」は、太政官に属する庶務担当の職で、左右に分かれ、大中少の三等がある。「藤原良近」は、宇合の流、吉野の子。貞観十六年、左中弁。同十七年八月十五日、神祇伯。同年九月九日、卒、五十三。強力の人であったと伝える。〔
 
補注一五三

 〕



五　正客。六九段に「使ざね」の語があった。



六　饗応の支度。



七　風流のたしなみのある人。



八　長くしなやかに垂れた花房。



九　主人の兄弟。業平をさす。



一〇　「すまふ」は、争う。ここは、辞退する、意。



一一　「咲く花の下にかくるる」は、藤原氏の庇護を蒙る意を寓する。「人おほみ」は、武田本、「人をおほみ」とある。〔
 
補注一五四

 〕



一二　藤原良房。九八段に既出。










第百二段








　むかし、男ありけり。歌はよまざりけれど、
世
 一

 の中を思ひ知りたりけり。あてなる女の、
尼
 あま

 になりて、世の中を
思
 二

 （ひ）うむじて、
京
 きやう

 にもあらず、はるかなる
山
 三

 里に住みけり。もと
親
 四し

 
族
 ぞく

 なりければ、よみてやりける、




そ
 五

 むくとて雲には乗らぬものなれど




世の
憂
 う

 きことぞよそになるてふ



となむ言ひやりける。

　
斎
 六さい

 
宮
 くう

 の宮なり。







【校注】



一　「世の中」は、世間。「思ひ知る」は、わきまえる意。



二　「うむず」。「倦みす」の撥音便形。いとわしく思う、意。



三　「山里」の語は、五九段に既出。〔
 
補注九六

 〕参照。



四　身内、親類。



五　「そむくとて」の「そむく」は、世を捨てて出家する意。「とて」は、「とても」の意。下句は、前文に「世の中を思ひうむじて」とあるのを受けて、「世の憂きこと」と言う。身内の女の出家の話は、一六段にも見える。〔
 
補注一五五

 〕



六　伊勢の斎宮。恬子。六九段以下に既出。










第百三段








　むかし、男ありけり。いとまめに
じ
 一

 ちようにて、あだなる心なかりけり。
深
 二ふか

 
草
 くさ

 の
帝
 みかど

 になむ
仕
 つか

 うまつりける。
心
 三

 あやまりやしたりけむ、
親
 み

 
王
 こ

 たちの使ひたまひける人を
あ
 四

 ひ言へりけり。さて、




寝
 五ね

 ぬる
夜
 よ

 の夢をはかなみまどろめば




いやはかなにもなりまさるかな



となむよみてやりける。
さ
 六

 る歌のきたなげさよ。







【校注】



一　「実要にて、かさねて訓釈して文選のかたちよみのやうにいへり」（『勢語臆断』）。



二　第五十四代仁明天皇。嘉祥三年三月二十一日崩。御陵が伏見区深草にあるところからの称。



三　心が平常を失うさま。



四　「あひ言ふ」は、四二段、八六段に既出。



五　「寝ぬる夜の夢」は、あなたと共寝をした夜のことがまるで夢のように思われる、その夢、の意。〔
 
補注一五六

 〕



六　「さる」は、「さある」。〔
 
補注一五七

 〕










第百四段








　むかし、
こ
 一

 となることなくて、
尼
 あま

 になれる人ありけり。
か
 二

 たちをやつしたれど、ものやゆかしかりけむ、
賀
 三か

 
茂
 も

 の
祭
 まつり

 見にいでたりけるを、男、歌よみてやる、




世
 四

 をうみのあまとし人を見るからに




めくはせよとも頼まるるかな



これは、
斎
 五さい

 
宮
 くう

 のもの見たまひける車に、かく聞えたりければ、見さして帰り給（ひ）にけりとなむ。







【校注】



一　「ことなり」は、「異なり」。（出家するような）格別な事情。



二　「かたちをやつす」は、髪をおろして出家する意。「やつす」は、みすぼらしくする意。



三　賀茂神社の祭。四月の中の酉（とり）の日に行われた。



四　「うみのあま」に、「海の海女」と「憂みの尼」をかけ、「見るからに」には、「海松（みる）」をかける。七五段の第一首に既出。〔
 
補注一五八

 〕



五　伊勢の斎宮。前の一〇二段と関連する話である。










第百五段








　むかし、男、「かくては死ぬべし」と言ひやりたりければ、女、




白
 一しら

 
露
 つゆ

 は
消
 け

 なば
消
 け

 ななむ
消
 き

 えずとて




玉にぬくべき人もあらじを



と言へりければ、いと
な
 二

 めしと思ひけれど、心ざしはいやまさりけり。







【校注】



一　「消なば消ななむ」の「消」は「消（け）ゆ」（下二段活用、自動詞）の連用形。「な」は、完了の助動詞「ぬ」の未然形、「なむ」は、他に対する希求の意の終助詞。〔
 
補注一五九

 〕



二　「なめし」は、無礼だ、の意。










第百六段








　むかし、男、
親
 み

 
王
 こ

 たちの
逍
 一せう

 
遙
 えう

 し給（ふ）所にまうでて、
龍
 二たつ

 
田
 た

 
河
 がは

 のほとりにて、




ち
 三

 はやぶる神代も聞かず
龍
 たつ

 
田
 た

 
河
 がは






からくれなゐに水くくるとは









【校注】



一　「逍遙す」は、六七段に既出。



二　奈良県生駒郡を南流し、大和川にそそぐ。紅葉の名所として名高い歌枕の地である。



三　「ちはやぶる」は、「神」にかかる枕詞。「からくれなゐ」は、「韓紅」。韓国渡来の紅で、深紅色のあざやかさがもてはやされた。「くくる」は、くくり染め（しぼり染め）にする意。〔
 
補注一六〇

 〕










第百七段








　むかし、あてなる男ありけり。その男のもとなりける人を、
内
 一ない

 
記
 き

 にありける
藤
 二ふぢ

 
原
 はら

 の
敏
 とし

 
行
 ゆき

 といふ人よばひけり。されど、
若
 三

 ければ、
文
 ふみ

 も
を
 四

 さをさしからず、ことばも言ひ知らず、いはむや歌はよまざりければ、
か
 五

 のあるじなる人、
案
 六あん

 を書きて、書かせてやりけり。
め
 七

 でまどひにけり。さて、男のよめる、




つ
 八

 れづれのながめにまさる
涙
 なみだ

 
河
 がは








袖
 そで

 のみひちてあふよしもなし



返し、例の、男、女にかはりて、




浅
 九

 みこそ
袖
 そで

 はひつらめ涙河




身さへ流ると聞かば頼まむ



と言へりければ、男いといたうめでて、今まで巻きて
文
 一〇ふ

 
箱
 ばこ

 に入れてありとなむいふなる。男、
文
 ふみ

 おこせたり。
得
 一一え

 てのちのことなりけり。「雨の
降
 ふ

 りぬべきになむ、
見
 一二

 わづらひはべる。
身
 一三

 さいはひあらば、この雨は
降
 ふ

 らじ」と言へりければ、例の、男、女にかはりてよみてやらす、




数
 一四かず

 
々
 かず

 に思ひ思はず問ひがたみ




身を知る雨は
降
 ふ

 りぞまされる



とよみてやれりければ、
蓑
 みの

 も
笠
 かさ

 も取りあへで、しとどに
濡
 ぬ

 れてまどひ来にけり。







【校注】



一　中務省に属し、詔勅、宣命を作り、位記を書く役。大内記（正六位上）、少内記（正七位上）、各二人。儒者を任ずる。



二　藤原富士麿の子。母は、紀名虎の娘で、紀有常の妹。その有常の娘の一人が業平の妻である。〔
 
補注一六一

 〕



三　武田本、「まだ若ければ」とある。



四　「をさをさし」は、「長々し」。



五　武田本、「このあるじなる人」。



六　文案。下書きである。



七　「めでまどふ」は、うろたえるほど感動する意。



八　「ながめ」は、物思いにふける意で、「長雨（ながめ）」をかける。「涙河」は、ひどく涙が流れることをいう。「ひつ」は、清音。ぐっしょり濡れる意。〔
 
補注一六二

 〕



九　「浅みこそ」は、私を思って下さるお心が浅いからこそ、の意。



一〇　書状や文書を入れて置く箱。



一一　（女を）得てのち。



一二　「見わづらふ」は、見ていて、どうしようか決めかねる意。



一三　私の身に幸いがあるのなら、の意か。



一四　「数々に」は、しきりに、ねんごろに、の意ともされるが、何かにつけ、あれこれと、の意に解すべきであろう。「問ひがたみ」は、お尋ねするのもむつかしいので。「身を知る雨」は、わが身の程を思い知って流す悲しみの涙、の意。〔
 
補注一六三

 〕










第百八段








　むかし、女、人の心を
恨
 うら

 みて、




風
 一

 吹けばとはに浪こす岩なれや




わが
衣
 ころも

 
手
 で

 のかわく時なき



と
常
 二つね

 の
言
 こと

 くさに言ひけるを、
聞
 三

 き
負
 お

 ひける男、

　
宵
 四よひ

 ごとにかはづのあまた鳴く田には

　水こそまされ雨は
降
 ふ

 らねど







【校注】



一　「とはに」は、永久に。「岩なれや」は、岩なのだろうか、の意。「衣手」は、袖の意の歌語。〔
 
補注一六四

 〕



二　「言くさ」は、言いぐさ、口癖。



三　「聞き負ふ」は、聞いて身に負う。ここは、自分が恨まれているのだと思った、の意。



四　贈答として要領を得ないが、全体の歌意は、蛙の涙──あなた自身のせいで、雨──私の罪ではない、の意であろう。『愚見抄』は「かはづのあまた」に、ほかの大勢の男の意を寓すると見る。高尚の『新釈』に異説があるが、採らない。










第百九段








　むかし、男、友だちの
人
 一

 をうしなへるがもとにやりける、




花
 二

 よりも人こそあだになりにけれ




いづれを先に恋ひむとか見し









【校注】



一　「人」は、妻であろう。



二　「あだ」は、ここは、はかなく散りやすい意。〔
 
補注一六五

 〕










第百十段








　むかし、男、
み
 一

 そかに
通
 かよ

 ふ女ありけり。それがもとより、「
今
 二こ

 
宵
 よひ

 、夢になむ、見えたまひつる」と言へりければ、男、




思
 三

 ひあまりいでにし
魂
 たま

 のあるならむ






夜
 よ

 
深
 ぶか

 く見えば
魂
 たま

 
結
 むす

 びせよ









【校注】



一　ひそかに。五段に「みそかなる所なれば」とあった。



二　「今宵」は、昨夜。ゆうべ。



三　「思ひあまる」は、五六段に既出。「夜深し」は、まだ夜明けには遠い時刻をいう。「出でにし魂」は、私の身体から抜け出した魂。それがあなたの夢の中に現れたのであろうという。「魂結び」とは、離れ出た魂をもとにもどすまじない。〔
 
補注一六六

 〕










第百十一段








　むかし、男、やむごとなき女のもとに、
な
 一

 くなりにけるをとぶらふやうにて、言ひやりける、




い
 二

 にしへはありもやしけむ今ぞ知る




まだ見ぬ人を恋ふるものとは



返し、




下
 三した

 
紐
 ひも

 のしるしとするも
解
 と

 けなくに




語るがごとは恋ひずぞあるべき



また、返し、




恋
 四

 しとはさらにも言はじ
下
 した

 
紐
 ひも

 の






解
 と

 けむを人はそれと知らなむ









【校注】



一　「なくなりたる人は女の親族なるべし」（『勢語臆断』）。



二　「いにしへはありもやしけむ」は、昔はこんなことがありでもしたのだろうかの意。「いにしへは」は、武田本、「いにしへや」。「まだ見ぬ人」は、表面ではなくなった人を指すが、実は「やむごとなき女」を意味する。〔
 
補注一六七

 〕



三　「下紐」は、女の下袴の紐。「しるしとするも」は、（自然に解けたら人に恋い慕われている）証拠とするが、それも、の意。〔
 
補注一六八

 〕



四　「人」は、相手の女をさす。「知らなむ」の「なむ」は他への希求をあらわす終助詞。










第百十二段








　むかし、男、ねむごろに
言
 一

 ひ
契
 ちぎ

 りける女の、
こ
 二

 とざまになりにければ、




須
 三す

 
磨
 ま

 の
海
 あ

 
人
 ま

 の塩焼く
煙
 けぶり

 風をいたみ




思はぬ方にたなびきにけり









【校注】



一　武田本、「いひちぎれる女の」とある。



二　「異様」。「ことざまになる」は、他の男に心を移す、意。



三　女を「煙」に、ほかの男の誘いを「風」にたとえる。「いたみ」は、はげしいので、の意。〔
 
補注一六九

 〕










第百十三段








　むかし、男、
や
 一

 もめにてゐて、




長
 二

 からぬ命のほどに忘るるは




いかに短かき心なるらむ









【校注】



一　古くは夫のない女を「やもめ」、妻のない男を「やもを」と言ったが、後には両者を「やもめ」と言うようになった。



二　「長からぬ命のほど」は、たいして長くもない生涯の間。「忘るる」は、女が、契った相手、つまり自分を忘れる意。「短かき心」は、「長からぬ命」に対して言う。










第百十四段








　むかし、
仁
 一にん

 
和
 な

 の
帝
 みかど

 、
芹
 二せり

 
河
 がは

 に
行
 ぎやう

 
幸
 がう

 したまひける時、今はさること似げなく思ひけれど、
も
 三

 とつきにけることなれば、
大
 四おほ

 
鷹
 たか

 の
鷹
 たか

 
飼
 がひ

 にてさぶらはせたまひける、
摺
 五すり

 
狩
 かり

 
衣
 ぎぬ

 の
袂
 たもと

 に書きつけける、




翁
 六おきな

 さび人なとがめそ
狩
 かり

 
衣
 ごろも








今
 け

 
日
 ふ

 ばかりとぞ
鶴
 たづ

 も鳴くなる





お
 七

 ほやけの御けしきあしかりけり。おのがよはひを思ひけれど、若からぬ人は
聞
 八

 き
負
 お

 ひけりとや。







【校注】



一　光孝天皇。仁和は、その年号。



二　京都市伏見区下鳥羽の鳥羽離宮の南を流れていた川。光孝天皇の芹河野行幸は、仁和二年（八八六）十二月十四日のこと。〔
 
補注一七〇

 〕



三　「もとよりつきたる能にて、鷹飼の道に達したる人なる故、勅によりて鷹飼に召具せらるるなり」（『勢語臆断』）。



四　「大鷹」は雌の鷹。秋の小鷹狩に対して、これは冬であるから大鷹狩である。「鷹飼」は鷹を扱う役。



五　模様を摺り出した狩衣。



六　「翁さび」の「さび」は、そのものらしい様子である意の接尾語「さぶ」の名詞形。〔
 
補注一七一

 〕



七　「おほやけ」は、帝。



八　「聞き負ふ」は、聞いて自分のことと思う意。一〇八段に既出。










第百十五段








　むかし、
陸奥
 一みちのくに

 にて、男、女、住みけり。男、「
都
 二みやこ

 へいなむ」と言ふ。この女、いとかなしうて、
馬
 三

 のはなむけをだにせむとて、
お
 四

 きのゐて、
都
 みやこ

 
島
 しま

 といふ所にて、酒飲ませてよめる、




お
 五

 きのゐて身をやくよりもかなしきは






都
 みやこ

 
島
 しま

 
辺
 べ

 の別れなりけり









【校注】



一　一四段に既出。



二　一四段にも、「京へなむまかる」とあった。



三　四四、四八段に既出。



四　陸奥の歌枕の地。武田本は、「おきのゐ、宮こしま」に作る。〔
 
補注一七二

 〕



五　「おきのゐて」は、「おき」（まっかにおこった炭火）が「居て」（身体について）で、地名「おきのゐて」を詠みこむ。〔
 
補注一七三

 〕










第百十六段








　むかし、男、
す
 一

 ずろに
陸奥
 みちのくに

 まで
ま
 二

 どひいにけり。
京
 きやう

 に、思ふ人に言ひやる、




浪
 三なみ

 
間
 ま

 より見ゆる
小
 こ

 
島
 じま

 のはまびさし




久しくなりぬ君にあひ見で



「
な
 四

 にごとも、みなよくなりにけり」となむ言ひやりける。







【校注】



一　一四段に既出。以下の措辞、〔
 
補注一七四

 〕参照。



二　九段、「まどひ行（い）きけり」。



三　上句は、実景であるとともに「久し」の序。〔
 
補注一七四

 〕



四　文意は明らかであるが、具体的な意味合いは必ずしも判然としない。生活が安定したという程の意味であろう。










第百十七段








　むかし、
帝
 みかど

 、
住
 一すみ

 
吉
 よし

 に
行
 ぎやう

 
幸
 がう

 したまひけり。




わ
 二

 れ見ても久しくなりぬ
住
 すみ

 
吉
 よし

 の




岸の
姫
 ひめ

 
松
 まつ

 いく世
経
 へ

 ぬらむ





大
 三おほ

 
御
 む

 
神
 かみ

 、
現
 四げ

 
形
 ぎやう

 し給（ひ）て、




む
 五

 つましと君はしらなみみづがきの




久しき世よりいはひそめてき









【校注】



一　住吉神社。



二　〔
 
補注一七五

 〕



三　「大御神（おほみかみ）」の音転。



四　漢語「現形（げんぎやう）」の「ん」無表記。神仏などが姿を現わす意。



五　「君」は、帝。「しらなみ」は、「知ら無み」に「白波」をかけ、波──水の縁で「みづがき」を導く。「みづがきの」は、「久し」にかかる枕詞。「いはふ」は、八七段に既出。〔
 
補注一七六

 〕










第百十八段








　むかし、男、久しく
音
 一おと

 もせで、「忘るる心もなし。参り
来
 こ

 む」と言へりければ、




玉
 二

 かづらはふ木あまたになりぬれば




絶えぬ心のうれしげもなし









【校注】



一　「音す」、音信（たより）をする意。一三段に既出。



二　「玉かづら」の「玉」は、美称。「かづら」は、蔓草の総称。男になずらえ、蔓が木などにはいまつわることから、「はふ木」にかかる。「はふ木」は、男が通っている女の意を寓する。「はふ」「絶えぬ」は、「かづら」の縁語。男が「忘るる心もなし」と言ったのを受けて、（そのあなたの）「絶えぬ心」も、と言った。〔
 
補注一七七

 〕










第百十九段








　むかし、女の、
あ
 一

 だなる男の
形
 二かた

 
見
 み

 とて置きたるものどもを見て、




形
 三かた

 
見
 み

 こそ今はあたなれこれなくは




忘るる時もあらましものを









【校注】



一　「あだ」は、実のない、浮気っぽい、の意。



二　死別したり離別したりした人を思い出させるよすがとなるもの。



三　「あた」は、「仇」。自分に害、苦痛を与えるもの、の意。三一段に既出。「これなくは」は、この形見がなければ、の意。〔
 
補注一七八

 〕










第百二十段








　むかし、男、女のまだ
世
 一

 
経
 へ

 ずとおぼえたるが、人の御もとに忍びて
も
 二

 の聞えてのち、ほど
経
 へ

 て、




近江
 三あふみ

 なる
筑
 つく

 
摩
 ま

 の
祭
 まつり

 とくせなむ




つれなき人の
鍋
 なべ

 の
数
 かず

 見む









【校注】



一　「世経ず」は、ここは、男女関係の経験がない意。



二　「もの聞ゆ」は、「もの言ふ」の謙譲語。ここは、情を交す意。



三　「筑摩の祭」は、滋賀県米原市にある筑摩神社の祭。鍋祭とも言われ、陰暦四月八日、女は自分が情を交した男の数だけの土鍋をかぶって参詣し、奉納するならわしがあった。
 〔補注一七九
 〕









第百二十一段








　むかし、男、
梅
 一むめ

 
壷
 つぼ

 より雨に
濡
 ぬ

 れて人のまかりいづるを見て、




う
 二

 ぐひすの花を
縫
 ぬ

 ふてふ
笠
 かさ

 もがな






濡
 ぬ

 るめる人に着せてかへさむ



返し、




う
 三

 ぐひすの花を
縫
 ぬ

 ふてふ
笠
 かさ

 はいな




思ひをつけよほしてかへさむ









【校注】



一　凝花舎（ぎょうかしゃ）。後宮の殿舎の一つで、庭（壷）に梅を植える故の名。



二　「花を縫ふてふ笠」は、梅の花びらを縫って作るという笠。〔
 
補注一八〇

 〕



三　「いな」は、「否」、ここは、要らない意。「思ひ」の「ひ」に火をかける。「ほしてかへさむ」は、その火で濡れた衣を乾して、「思ひ」はあなたにお返ししましょう、の意。










第百二十二段








　むかし、男、
契
 一ちぎ

 れることあやまれる人に、




山
 二やま

 
城
 しろ

 の
井
 ゐ

 
手
 で

 の
玉
 たま

 
水
 みづ

 手にむすび




頼みしかひもなき世なりけり



と言ひやれど、いらへもせず。







【校注】



一　「契る」は、約束する。「あやまる」は、違（たが）える意。



二　「井手」は、京都府綴喜郡井手町のあたり。玉川が流れ、清泉があった。「玉水」は、清らかな水。「むすぶ」は、「掬（むす）ぶ」（手ですくう）に「結ぶ」（約束を結ぶ）をかけ、その縁で上句は「頼む」にかかる序詞。「頼む」に「手飲（たの）む」をかける（『勢語臆断』）。「世」は、二人の仲。〔
 
補注一八一

 〕










第百二十三段








　むかし、男ありけり。
深
 一ふか

 
草
 くさ

 に住みける女を、やうやう
飽
 あ

 き
方
 がた

 にや思ひけむ、かかる歌を
よ
 二

 みけり。




年
 三

 を
経
 へ

 て住み
来
 こ

 し里をいでていなば




いとど
深
 ふか

 
草
 くさ

 
野
 の

 とやなりなむ



女、返し、




野
 四

 とならば
鶉
 うづら

 となりて鳴きをらむ






狩
 かり

 にだにやは君は来ざらむ



とよめりけるにめでて、
行
 ゆ

 かむと思ふ心なくなりにけり。







【校注】



一　現在の京都市伏見区深草のあたり。



二　武田本、「よみける」とある。



三　「深草野」は、深く草がおいしげった野に地名「深草」をかける。〔
 
補注一八二

 〕



四　贈歌の下句を受けて、「野とならば」と言う。「鳴きをらむ」の「鳴き」に「泣き」をかける。「狩にだにやは」の「狩に」に「仮に」をかける。「だに」は、せめて……だけでも、の意。「やは」は、反語。










第百二十四段








　むかし、男、いかなりけることを思ひけるをりにか、よめる。




思
 一

 ふこと言はでぞただにやみぬべき




われとひとしき人しなければ









【校注】



一　「ただに」は、「直に」。ここは、そのまま、の意。「人し」の「し」は、強意の副助詞。〔
 
補注一八三

 〕










第百二十五段








　むかし、男、わづらひて、
心
 一ここ

 
地
 ち

 死ぬべくおぼえければ、




つ
 二

 ひに
行
 ゆ

 く道とはかねて聞きしかど






昨日
 きのふ

 
今
 け

 
日
 ふ

 とは思はざりしを









【校注】



一　「心地」は、初段、一三段に既出。



二　「つひに行く道」は、人生の最後に行く道、つまり死出の道。この歌、『古今集』巻一六、哀傷、八六一に、「やまひして弱くなりにける時、詠める、業平朝臣」として載せる。〔
 
補注一八四

 〕









補　注








　一
 　『名義抄』には「艶」「媛」「[image: ]
 」を「ナマメイタリ」と訓み、「婀娜」を「ナマメク」と訓む。古くは「なまめく」の形しか見出せない。たおやかな女の美しさを言うのが、色っぽい、こびをふりまく、といった方向と、心がやさしい、風流だ、といった方向に分化して使用され、それがやがて「なまめかし」と共存して、『枕草子』や『源氏物語』に一般に見られるように、優美というに近い美的範疇をあらわす語として成長をとげたのであろう。



　二
 　『
玉
 たま

 
勝
 かつ

 
間
 ま

 』五、しのぶもぢずりに、「しのぶもぢずりといひし物は、古今集の河原左大臣の歌の、顕昭の注に、陸奥ノ国の
信
 シノ

 
夫
 ブ

 ノ郡に、もぢずりとて、髪をみだしたるやうにすりたるを、しのぶずりといふといひ、契沖が勢語臆断にも、信夫ノ郡より、むかし
摺
 スリ

 て出したる名物也、といへるがごとし。然るを師のいせ物語ノ古意に、
垣衣
 シノブ

 
草
 グサ

 の形を、紫の色もて
摺
 スリ

 たるをいふと見えたり、陸奥ノ国に石二つある、其石にてすりたるよしいふは、偽言也、むかしのすり衣は、家々にてこそすりたれとて、己が家々にてすりたりし
証
 アカシ

 を出し、さて
垣衣
 シノブ

 草の形の乱れたるをもて、おのが恋のみだれにたとへたり、といはれたるはいかにぞや。いせ物がたりの歌にては、さ聞ゆることも有べかめれど、そは次に、古今集なる、河原ノ大臣の歌を出して、といふ歌のこゝろばへなりといへり、これしのぶのみだれとよめるは、しのぶずりの乱れといふ意也と、しらせたる也。かの紫の色こきときはといふ歌の次に、むさし野のこゝろなるべし、といへるをもおもひ合すべし。もししのぶ草のかたをすりたるをよめるならば、古今の歌を引出たるは、用なきいたづらごと也。又
垣衣
 シノブ

 草のかたならんには、かの古今の歌、軒に生るなどこそよむべけれ、みちのくのとよめるは、何のよしぞや、かの国に信夫ノ郡といふがあればとて、さる遠き国の名をとり出て、よしもなき垣衣草の枕詞には、おくべき物かは。又みだるゝよしをいはむに、しのぶ草は、いとも似つかはしからず、かの草のさまは、さいふばかりみだれたる物にはあらず、それも
摺
 スリ

 たる形は、乱れてもあるべけれど、すりたるにつけてみだれたらんは、いづれの物のかたにても、同じことなるべし。いたく物よりことに乱れたる形ならではかなはず。又
垣衣
 シノブ

 は、とり分て
摺
 スリ

 
染
 ゾメ

 などにすべき物にもあらざるをや。さて又かの信夫ノ郡より出ヅといふことを破りて、布など、染たるを諸国より貢ることは、古へ見えず、といはれたるも、たがへり。延喜の大蔵内蔵などの式にも、諸国[image: ]
 所[image: ]
 [image: ]
 貢[image: ]
 染布の色々など見えたるをや。すり衣は、おのが家々にてこそ
摺
 スリ

 たれ、といはるれども、さりとて、外より摺ていだすことも、などかなからん、国々より出て名ある物を、めで用ふることは、今も昔も同じこと也。さて信夫ノ郡に、石の有しにてすれりといふは、いかゞ有けむ、されどまことに然なりけんもしりがたきを、ひたぶるに偽言也とはいふべくもあらず。その石の事は、とまれかくまれ、信夫郡より出せりしことは、論なきをや」とある。



　三
 　「
若
 わか

 
紫
 むらさき

 」は、春生い出た紫草。若草、若菜、若竹などと同類の歌語である。この語によって季節は春。第四句以下、「しのぶずり」の乱れた文様から、「しのぶ」が「乱れ」の語を導いている。






　この歌、『古今六帖』五、三四一五五、すり
衣
 ごろも

 、四首の第一首に載せる。また『新古今集』巻一一、恋一、九九四、「女につかはしける、在原業平朝臣」として採録。






　四
 　「みちのくのしのぶもぢずり」は『袖中抄』巻一八に「陸奥の信夫郡と云所に、もぢずりとてみだれたるすりをする也」云々とあり、「乱れ」の序詞である。『古今集』巻一四、恋四、七二四、「題しらず、
河原
 かはらの

 
左
 ひだりの

 
大臣
 おほいまうちぎみ

 」源
融
 とおる

 の歌である。定家本、清輔本などは第四句「みだれむとおもふ」であるが、元永本、関戸本などには「みだれそめにし」とある。『古今六帖』五、すり衣、三四一五八もこの物語と同形。



　五
 　「うち物語らふ」あるいは「物語らふ」はほかに用例を求めえないが、「物語らひ」という名詞の例が二例ある。一例は、『宇津保物語』、藤原の君、滋野真菅のくだりに、仲媒の女の言葉として、「何の事も壷尻に入れてまうで来ぬ。むまいものどもひとくち参らむ。さて、物語らひもうちきこえむか。知れるどちこそ、あとがたりもすなれ」（角川文庫本による）。また、時代は下るが、『仁和寺蔵秦中吟延慶二年書写加点本』のうち、五絃の一節「小声細欲絶、切々鬼神語」の「語」に「モノカタラヒアリ」、その左傍の訓に「モノカタラヒス」の付訓がある（「訓点語と訓点資料」第四一輯による）。






　「語らふ」は、親しく話す、頼む、仲間に引き入れる、仲よくする、などの意であるが、ここの「うち物語らふ」は、前引「物語らひ」の用例から、親しく話をするというほどの意と解される。歌の「起きもせず寝もせで」と照応させて、逢うには逢ったが、共寝にまでは至らぬ仲という設定にしたのであろう。






　六
 　『古今集』巻一三、恋三の巻頭、六一六に、「
弥生
 やよひ

 のついたちより、忍びに人にものらいひてのちに、雨のそほふりけるに、よみてつかはしける、在原業平朝臣」の詞書を伴って載せる。『新撰和歌』巻四にも見え、『古今六帖』には、一、雨、三一三三五、および五、あした、三三四三九に、業平歌として重出する。






　この歌、（恋の煩悶に）起きることもせず、さりとて眠るでもなく夜を明かし、昼間は昼間でぼんやり外をながめて永い一日を暮らした、という歌意からも、『古今集』の排列（巻一三の巻頭は、逢はぬ恋）からいっても、逢わぬ恋の歌である。『古今集』の詞書も、そのように理解される。しかるに、物語本文は「うち物語らひて、帰り来て」とあり、逢って翌日によみおくったものとしか受け取れない。歌と物語本文の間には明らかにずれがある。この点で、『古今集』の詞書の方が歌の制作事情を正しく伝えたものである事は疑いない。物語化するに際して犯した無理の結果と考えられる。『古今集』の性質から、「やよひのついたちより」は原資料の姿をそのまま伝えたものであろう。物語本文に「時はやよひのついたち」とあるが、少なくとも「ついたち」という限定には、物語として必然性はなく、原資料に規制されたものである。もし、物語が直接に『古今集』に基づいたものとすれば、本段と初段の密接な関係から、初冠本の成立は『古今集』の成立後ということになる。






　七
 　高子は、清和天皇の女御であり、陽成天皇の母后である。ここで女の実名を顕わしたのは、一方の「男」が誰であるか、読者の暗黙の了解を前提とした書き方である。






　高子について、その略歴を以下に摘記する。貞観元年（八五九）十一月二十日、従五位下（天福本勘物に「五節舞妓」とする）、十八歳。同八年（八六六）、十二月二十七日、女御。二十五歳。同十年（八六八）十二月十六日、第一皇子貞明（後の陽成天皇）を生む。二十七歳。時に、清和天皇十九歳。同十一年（八六九）二月一日、貞明親王、立太子。元慶元年（八七七）正月三日、陽成天皇即位。同日、皇太夫人となり、中宮を称す。三十六歳。同六年（八八二）正月二日、陽成天皇元服（年十五）、同月七日、皇太后となる。四十一歳。寛平八年（八九六）九月二十二日、皇太后を停廃せらる。五十五歳。『扶桑略記』によるに、東光寺の善祐法師と密通のかどによる。善祐は、伊豆の国の講師に配流さる。延喜十年（九一〇）三月二十四日、崩。六十九歳。天慶六年（九四三）五月二十七日、皇太后の本号を復せらる。



　なお、諸説、「二条の后の」以下の文を、後人の注記とするものが多い。しかし、現存諸本には、これを後人の注記とすべきなんらの縦跡も認めがたい。初段も二段も男の相手の女について、なにがしかの物語的肉付けがあるが、この部分はその肉付けの部分に相当する。これを後人の注記とする説は、『伊勢物語』の第三段としてのこの物語を破壊するに等しいであろう。






　八
 　このところ、すぐ下の「心ざし深かりける」にかける説（『愚見抄』『古典文学大系』など）、あるいはずっと下の「ほかにかくれにけり」にかける説など諸説があるが、いずれも解釈上無理がある。次の「
行
 ゆ

 きとぶらひける」にかけて、「不本意なこととは思ったが」と解するほかない。つまり、男は女がその時入内が内定していたことを気にして、もともとこんなことをするつもりはなかったが（やむにやまれず）、ということで、下の「心ざし深かりける人」が男の通って行く理由として示されていることになる。






　なお、この部分、広本系の本文に「ほにはあらで」の異文がある。この段と内容の酷似した『古今集』（七四七）の詞書でも、清輔本、元永本に「ほにはあらで」とある。これらは、「ほ」を歌によく詠まれる「穂に出づ」の「穂」と解するので、「忍びて」とほぼ同意と解されている。しかるに、『古今集』の「ほに出づ」の用例を検するに、あからさまに相手に意中を打ち明けるという意味である。したがって、「ほにはあらで」は、意中を相手に打ち明けないでという意味にはなっても、「忍びて」という意味にはならない。また、「ほに出づ」の「ほ」は、『古今集』でも『万葉集』でも、「秋の田」「花すすき」「しのすすき」などの縁語として用いられている。「ほにはあらで」は、歌語の転用としか考えられないが、それが縁語として使用されるという約束を離れて、単独に用いられている点は、大きな不審である。






　九
 　「聞く」とは、世間の
噂
 うわさ

 などで聞くということで、別に秘密にされていたわけでもないらしいから、女の意志で姿を隠したのではなく、女の身辺の事情からであったのであろう。男の立場から言えば、女の周囲からの邪魔が入って二人の仲が裂かれたということになろう。「
行
 い

 き通ふ」は、前に「
行
 ゆ

 きとぶらひける」とあったのと照応しており、単に「通ふ」というより、遠い所をわざわざという程の感がある。必ずしも女の許に通うとのみ解するを要しない語であるが、ここはやはり、後の二三段、六五段と同じく、女の許に通う意味に解すべきであろう。そうすれば、その場所は、宮中を思わせる。女は入内したのであろう。



　一〇
 　名歌のほまれは高いが、難解な歌である。ことに「や」の解釈には、疑問説、反語説が入り乱れている。疑問説は、前文に「
去
 こ

 
年
 ぞ

 に似るべくもあらず」と強く言い切りながら、「や」が疑問では、弱きにすぎる。ここは、反語と見るのが、言葉に対する感覚としては正しい。この歌は上の句と下の句が倒置されており、下の句「わが身
一
 ひと

 つはもとの身にして」は、論理的には上の句「月やあらぬ春や昔の春ならぬ」の反語中に意味的に包み込まれると考えるべきである。つまり、論理的には、──〈自分だけが昔のままの自分であって、月や春が昔のままの月や春でない〉そんなことがあろうか、自分がすでに愛する人を喪って昔のままの自分ではないのだから、月や春が昔のままの月や春でないのも当然のことだ、──ということになろう。諸解、多く、『古今集』仮名序の「その心余りて言葉足らず」の評を引いてこの隠れ蓑に逃げ込む趣があるが、論理は過不足なく三十一文字に畳み込まれていると見るべく、格調ほとんど豪宕、不思議な魅力をたたえた名歌である。






なお、この歌、『古今集』巻一五、恋五の巻頭、七四七に載せる。



五条の
后
 きさい

 の宮の西の
対
 たい

 に住みける人に、
本
 ほ

 
意
 い

 にはあらでものいひわたりけるを、
睦月
 むつき

 の
十
 とを

 
日
 か

 あまりになむ、ほかへかくれにける。あり所は聞きけれど、えものもいはで、またの年の春、
梅
 むめ

 の花さかりに、月のおもしろかりける夜、
去
 こ

 
年
 ぞ

 を恋ひて、かの西の
対
 たい

 に行きて、月のかたぶくまで、あばらなる板敷にふせりてよめる、






在原業平朝臣　　　






月やあらぬ春や昔の春ならぬわが身
一
 ひと

 つはもとの身にして






　冒頭、物語本文に「
東
 ひむがし

 の五条に
大
 おほ

 
后
 きさい

 の宮おはしましける」とあるのが、詞書では「五条の
后
 きさい

 の宮」とはっきり順子と分かる書き方になっていること、および「
睦月
 むつき

 の
十
 とを

 
日
 か

 ばかりのほどに」が詞書では「睦月の十日あまりになむ」とある点が異なり、詞書に「月のおもしろかりける夜」の一句がある点を除けば、全体に詞書の方が簡素である。両者、文章全体の運び方も一致し、
語
 ご

 
彙
 い

 の一致もほとんど随所に見られる。両者に共通の源泉を考えるよりも、両者の直接関係を想定すべきであろう。






　一一
 　「人知れぬ」は、「人知れず」とともに歌語。本文にも見える「
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 」も歌語である。『新釈』に「人にしられぬと云べきをつゞめていへる哥詞なり」と言う。「
寝
 ね

 ななむ」は、「
寝
 ぬ

 」の連用形＋完了の助動詞「ぬ」の未然形＋終助詞「なむ」（他に対する希求をあらわす）。






この歌、『古今集』巻一三、恋三、六三二に載せる。





東
 ひむがし

 の五条わたりに、人を知りおきてまかり通ひけり。忍びなる所なりければ、
門
 かど

 よりしもえ入らで、
垣
 かき

 のくづれより通ひけるを、たび重なりければ、あるじ聞きつけて、かの道に夜ごとに人を伏せてまもらすれば、
行
 い

 きけれどえあはでのみ帰りて、よみてやりける、






業平朝臣　　　






人知れぬわが
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 の
関
 せき

 
守
 もり

 は
宵
 よひ

 々ごとにうちも寝ななむ






　詞書と物語本文との比較からすれば、事情は前の四段と同じく、文章の運びも語彙もほぼ等しい。物語本文の方が「
童
 わらは

 べの踏みあけたる
築
 つい

 
地
 ひぢ

 のくづれより」のところなど細部に委しく、両者に直接関係ありと認むべきであろう。






　一二
 　この歌、紀貫之晩年の撰集たる『新撰和歌』四、恋雑に、同じ形で入り、『新古今集』巻八、哀傷、八五一に、「題しらず、在原業平朝臣」、五句「けなましものを」として入る。歌だけ独立しては理解しがたいところのある歌で、少なくともこの段の物語を抜きにしては解しがたいであろう。その意味で物語と切り離しがたい歌である。






　なお、この段と同様の説話が『今昔物語集』巻二七、在原業平中将女被噉鬼語第七に見える。






　一三
 　「これは、二条の后の」以下を後人の書き加えたものとする説があるが、物語の正文と認むべきである。



　一四
 　この歌、『後撰集』巻一九、羇旅、一三五三に載せる。






　あづまへまかりけるに、過ぎぬる方恋しくおぼえけるほどに、河を渡りけるに、浪の立ちけるを見て、






業平朝臣　　　






いとどしく過ぎゆく方の恋しきにうらやましくもかへる浪かな






　一五
 　この歌、あるいは、もとは、浅間の噴煙に托して、恋のあらわれるのを
揶
 や

 
揄
 ゆ

 した民謡風の歌かと思われる。『新古今集』巻一〇、羇旅、九〇三に、「あづまの方にまかりけるに、
浅
 あさ

 
間
 ま

 の
嶽
 だけ

 に
煙
 けぶり

 の立つを見てよめる、業平朝臣」として載せるが、明らかにこの段からの採録である。



　一六
 　五七五七七の各句の上に、か、き、つ、は、た、の五文字を置く、折句で、「からころも着つつ」は、下の「なれ」（褻）を導くための序詞。「
褻
 な

 れ」に「馴れ」をかけ、「つま」に「褄」「妻」をかけ、「はるばる」に「張る張る」と「遙々」をかける。「着る」「褻る」「褄」「張る」いずれも「からころも」の縁語である。なお、「つま」（妻）は散文用語の「め」に相当する歌語である。






この歌、『古今集』巻九、羇旅、四一〇に載せる。



あづまの方へ、友とする人ひとりふたりいざなひて
行
 い

 きけり。三河の国、八橋といふ所にいたれりけるに、その河のほとりに、かきつばたいとおもしろく咲けりけるを見て、木の蔭におりゐて、かきつばたといふ
五
 いつ

 文字を句のかしらにすゑて、旅の心をよまむとてよめる、






在原業平朝臣　　　






からころも着つつなれにしつましあればはるばる来ぬる旅をしぞ思ふ






　また、『新撰和歌』三、別旅、『古今六帖』六、かきつばた（三四六五〇、業平）に載せる。






　一七
 　第一句、二句は、今越えている宇津の山によせて、「うつつ」（現実の意）を導く序詞。「
山
 やま

 
辺
 べ

 」は、山のあたりの意の歌語。相手を思えば、魂が夢路を通って相手の夢の中に現れる、とされていた。女の薄情を怨んだていの歌で、たがいに相手の薄情をなじるのは、男女の贈答歌の常法である。この歌は、『古今六帖』二、山、三一七一五、同、五、三三三七九、あるいは『忠岑集』（西本願寺本）にある古歌を改作したものであろう。「駿河なる宇津のを山のうつつにも夢にも見ぬに人の恋しき」（『六帖』三一七一五）。『新古今集』巻一〇、羇旅、九〇四に、「駿河の国宇津の山にあへる人につけて、京につかはしける」として載せるのは、この物語からの採録である。



　一八
 　「いつとてか」を現行諸注は「今をいつと思って……」と訳すが、本来の使い方は「いつということで」であり、この歌もやはり直訳としてはそう訳すべく、いったいいつ（どういう時に）、ということである。






　この歌、『古今六帖』一、雪、三一五六四に載せる。『新古今集』巻一七、雑歌中、一六一四に「さ月のつごもりに富士の山の雪白く降れるを見てよみ侍りける、業平朝臣」として載せるのは、この物語からの採録である。






　一九
 　「いざ」は、人をうながす時の言葉。ここも、同行の人々をうながす呼びかけの語と見なくてはならない。「こと問ふ」も、現行諸注多く、尋ねる意とするが、ものを言うの意である。そう解して、はじめて、相手は「こと問ふ」術を知らぬ、もの言わぬ鳥ではあるが、というこの歌の悲痛な含みが、了解される。「ありやなしや」は、端的に言えば、いったい生きているのか死んでいるのか、の意で、遠く異境に離れてその消息を知る術もない人の安否を気づかう激語である。






この歌、『古今集』巻九、羇旅、四一一に、「からころも」の歌につづいて、次の詞書とともに載せる。





武蔵
 むさし

 の国と
下
 しも

 つ
総
 ふさ

 の国との中にある
隅
 すみ

 
田
 だ

 河のほとりにいたりて、都のいと恋しうおぼえければ、しばし河のほとりにおりゐて、思ひやれば、かぎりなく遠くも来にけるかな、と思ひわびて、ながめをるに、渡し守、「はや舟に乗れ、日暮れぬ」と言ひければ、舟に乗りて、渡らむとするに、みな人ものわびしくて、京に思ふ人なくしもあらず、さるをりに、白き鳥の、はしとあしと赤き、河のほとりに遊びけり。京には見えぬ鳥なりければ、みな人見知らず。渡し守に、「これは何鳥ぞ」と問ひければ、「これなむ都鳥」と言ひけるを聞きて、よめる、






名にし負はばいざこと問はむ都鳥わが思ふ人はありやなしやと






　直前の「からころも」の詞書（補注一六）とともに、物語本文と比較するに、いずれも、共通の源泉を想定するよりも、両者の直接関係を考えるべきであろう。また、これらは、文章の運び、全体の印象に、四段と共通するものがある。これら三者は、九段までのほかの部分と明らかに異質である。諸種の点から見て、四段および九段の八橋と都鳥との両条が先に存在し、初冠本の成立した時に、宇津の山と富士の山との両条が加えられて、現在見るような九段が構成されたものであろう。それは、おそらく、付随章段である七段、八段の成立と同時であったであろう。



　なお、この歌、『新撰和歌』三、別旅、『古今六帖』二、都鳥、三二一〇四（業平）にも載せる。






　二〇
 　「ひたぶるに」の「ひた」は、いちず（一途）という程の意で、「ぶる」は接尾語。一途に思う、または行動する意。「寄る」は、心を寄せる意。母親の歌は、娘を許すという意思表示で、それに対する男の歌は、愛情の変わらぬ旨を答えた歌である。






　この贈答は、『古今六帖』六、雁、三五二二三、三五二二四に、ならんで載せる。この物語から採録されたものであろう。また、『続後拾遺集』巻一三、恋三、八〇〇、八〇一にも、詞書を伴って出ている。






　二一
 　歌語「雲居」の縁で「空
行
 ゆ

 く月」と言い、そこから「めぐりあふ」と言う。






この歌、『拾遺集』巻八、雑上、四七〇に、橘忠幹の歌として載せる。



橘の忠幹が、人の娘に忍びてもの言ひ侍りけるころ、遠き所にまかり侍るとて、この女のもとに言ひつかはしける、






忘るなよほどは雲居になりぬとも空行く月のめぐりあふまで






　この歌は、右の詞書にあるように、本来は女性に詠みおくったものであることは、疑問の余地がない。それを、九段の八橋のくだりに「もとより友とする人云々」とあることを因子として、友人との交渉の歌として、いわば東下りの傍系の一插話として、成立したものであろう。



　なお、この歌の詠まれた年時を確定する手がかりはないが、忠幹は天暦九年（九五五）に歿しており、その青年時代として、延長（九二三─九三〇）か、承平（九三一─九三七）年間あたりが、考えうる上限であろう。詞書の形から見て、歌語りとして伝えられた歌と考えられる。初冠本編纂の時期を考えるメドになるものか、後の付加章段であるのか、問題を投ずる段である。






　二二
 　この歌、『古今集』巻一、一七に、題しらず、詠人しらず、初句「春日野は」として出ている。歌意や『古今集』での排列からは、愛妻とともに一日の野遊びを楽しもうとする男の歌とも受けとれる。この歌の「春日野」を「武蔵野」に作りかえた上で、その歌に基づいて、空想的な虚構によって作り上げた一篇の物語であること、疑いがない。追捕の人数が「火つけむとす」るのも、歌に「今日はな焼きそ」とあるのから発想されたものであり、「女をば草むらの中に置きて」という状況設定も、歌の「こもれり」から生まれたのであろう。






　なお、この段、「人のむすめを盗みて」「
率
 ゐ

 て
行
 ゆ

 くほどに」「女をば草むらの中に置きて」などの描写や、結末を最初に書いた点、歌によりかかって物語が作られている点など、明らかに六段を下敷きにして、それをなぞって作られたものと考えられる。






　二三
 　「恥づかし」の一語が、よく「聞ゆ」ることの内容を暗示している。また「苦し」の語に、京の女に対して隔意なく何事も打ち明けようとする男の苦衷がよく読み取れる。京の女をなお深く思いながら、遠い他国に流浪して京の女を裏切る結果にならざるを得なかった男の悲しみが、簡素な文であるだけに強く人の心を打つと言えようか。



　二四
 　『比古婆衣』巻七に伴信友の精密な考証があり、この段の「
武蔵
 むさし

 
鐙
 あぶみ

 」が尋常の武蔵鐙と違うのだと、図を掲げて説く。この考証の是非を論ずることはできないが、引くところの古歌、ならびにこの『伊勢』の歌も、たしかにこの考えによってはじめて解き得るものがある。



　二五
 　「さすが」は、
鐙靼
 みずお

 に付いている
鉸
 か

 
具
 こ

 の一部で、鐙靼の穴にさし込んで固定する釘状の物。「さすがにかけて」という歌の措辞は、鐙靼を鐙の代用にしたものとする信友の説によく合うようである。下の句は、男の手紙の「
聞
 きこ

 ゆれば恥づかし。
聞
 きこ

 えねば苦し」を受けている。また、結句の「問ふもうるさし」は、前文の「音もせずなりにければ」と響き合っている。男からの音信が絶えてしまったという事実に対して、「（ほかの女と暮らしている男の手紙など）もうもらってもしかたがない」という一面の気持を表白しているのである。二人の間はもうどうしようもないものではありませんか、という嘆きである。



　二六
 　「なかなかに」は、物事の中途半端なことで、なまなか、なまじい、などの意。






　この歌、『万葉集』巻一二、三〇八六、「
中
 ナカ

 
々
 ナカ

 
二
 ニ

 
人
 ヒト

 
跡
 ト

 
不在
 アラズ

 
者
 ハ

 
桑
 クハ

 
子
 コ

 
尓
 ニ

 
毛
 モ

 
成
 ナラ

 
益
 マシ

 
物
 モノ

 
乎
 ヲ

 
玉
 タマ

 
之
 ノ

 
緒
 ヲ

 
許
 バカリ

 」という類歌がある。これを改作したものであろう。






　二七
 　「はめなで」は、「きつ」を狐とする説ともあいまって諸説がある。「嵌め」に完了の助動詞「ぬ」の未然形「な」がつき、さらに打消の「で」のついたものとする説が多いが、問題の残るところである。むしろ、全体の歌意から見て、「嵌めなむ」の意の方言と解したい。



　二八
 　「あねは」は、現在の宮城県栗原郡
金
 かん

 
成
 なり

 町
姉
 あね

 
歯
 は

 。「あねはの松」は歌枕、中世以降、特に著名である。「人ならば」──松を女にたとえて、その松が人間であるなら──に、あなたが人並の女ならの意を寓する。なおこの歌により、この段の物語の舞台が暗示される。






　この歌、『古今集』巻二〇、東歌の中のみちのく歌（一〇九〇）に、「をぐろ崎みつの小島の人ならば都のつとにいざといはましを」の類歌がある。これを改作したものであろう。






　二九
 　「心の奥」を諸注、女の本心、真意などと解するが、「ただいとなまめかしう、はづかしげに、心の奥多かりげなるけはひの、人に似ぬなりけり」（『源氏物語』匂宮）のように、奥深い心、心のたしなみ、の意。






　この歌、『古今六帖』二、山、三一七四三（桂宮本、御所本は、二句「忍びに越えむ」とある）、および『新勅撰集』巻五、恋五、巻頭（九四四）に、「
陸奥
 みちのくに

 にまかりて女につかはしける、業平朝臣」として出る。後者は、この段からの採録である。



　なお、この段、冒頭に「男（ありけり）」の語がなく、直接に物語がはじまる点で、異例である。






　三〇
 　元慶元年（八七七）正月二十三日、歿、六十三歳。弘仁六年（八一五）の出生である。『三代実録』の卒伝を次に掲げる。






（元慶元年正月）廿三日乙未。従四位下行周防権守紀朝臣有常卒。有常者、左京人、正四位下名虎之子也。性清警、有[image: ]
 儀望[image: ]
 。少年侍[image: ]
 奉仁明天皇[image: ]
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 。数年右近衛権将監、兼[image: ]
 近江権少掾[image: ]
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 左馬助[image: ]
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 。左馬助如[image: ]
 故。俄而右兵衛佐兼讃岐介。尋[image: ]
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 左近衛少将[image: ]
 、讃岐介如[image: ]
 故。天安元年自[image: ]
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 遷為[image: ]
 伊勢権守[image: ]
 、同年除[image: ]
 少納言[image: ]
 、兼[image: ]
 侍従[image: ]
 。明年遷[image: ]
 肥後権守[image: ]
 。貞観九年為[image: ]
 下野権守[image: ]
 。秩満為[image: ]
 信濃権守[image: ]
 。十五年授[image: ]
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 。十七年為[image: ]
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 。十八年至[image: ]
 従四位下[image: ]
 、為[image: ]
 周防権守[image: ]
 。卒時年六十三。






　仁明天皇の即位した天長十年（八三三）に、有常十九歳であり、歿した元慶元年の正月三日に、陽成天皇が即位している。すなわち、史実では、本文に言う「
三
 み

 
代
 よ

 の
帝
 みかど

 」は、仁明、文徳、清和を指すとしなくてはならないが、『愚見抄』『直解』などの旧注は、淳和、仁明、文徳の三代とする。これは、有常の妹静子が文徳天皇の更衣で第一皇子惟喬親王を生んだが、良房の女明子の生んだ第二皇子惟仁親王が即位して清和天皇となった（天安二年─八五八。なお立太子は文徳天皇即位の年、嘉祥三年─八五〇）ことによって、「世かはり時移りにければ」ということになったのだと、物語本文を読むのである。






　三一
 　この「友だち」が誰であるかは、一方を有常と実名を顕わしているのだから、読者の了解ないしは想像を前提していると見られる。『古今集』巻一五、恋五、七八四、七八五は、有常の娘と業平との贈答で、詞書に「業平の朝臣、紀の有常がむすめに住みけるを、云々」とある。後出一九段は、この贈答に取材したものであるが、この段も、一九段も、有常と業平の姻戚関係はいっさい消し去っている。



　三二
 　上句は有常の歌の下句を受け、四十年も共に暮らしてきたのだから、その間、幾度あなた（の愛情）を頼りにしてきたことだろうか、と言って、言外に、そういう夫婦の別れの悲しさはいかばかりでありましょうかと、友人の悲しみの深さを思いやったのである。






　この歌、『続千載集』巻一四、恋四、一五四二に、「題しらず、業平朝臣」として出る。






　三三
 　「天の
羽
 は

 
衣
 ごろも

 」は、『竹取物語』などにも見られ、中国の伝説に基づく語。天人が着て空を飛ぶと信ぜられた。「天」に「尼」を掛ける。「みけし」は、「けす」（着るの敬語）の連用形に、美称の接頭語「み」の付いた形。中古の用例は他に見当たらない。「奉る」は、着るの敬語。






　なお、次の「秋や来る」の歌は、『新古今集』巻一六、雑上、一四九六に、「業平朝臣の、装束つかはして侍りけるに、紀有常朝臣」として載せる。






　三四
 　「年にまれなる」は、一年のうちに稀にしか来ないの意だが、物語本文の冒頭に「年ごろ」とあるのは歌に合わない。「年ごろ」を「月ごろ」の誤りとする説など諸説は、いずれも無理がある。






この歌、および、次の「今日来ずは」の歌、『古今集』巻一、春上、六二、六三に、次のように出る。



桜の花の盛りに、久しく
訪
 と

 はざりける人の来たりける時に、詠みける、






よみ人知らず　　　






あだなりと名にこそ立てれ桜花年にまれなる人も待ちけり






返し






業平の朝臣　　　








今
 け

 
日
 ふ

 来ずは
明
 あ

 
日
 す

 は雪とぞ降りなまし消えずはありとも花と見ましや






　『古今集』の清輔本（前田本）、元永本、私稿本、筋切本、永治本、天理本などに「消えずはあり
 と
 」とあるのは、この段の神宮文庫本、大島本、塗籠本、通具本、武者小路本の本文と一致している。阿波国文庫旧蔵本、谷森本の「消ゑはありと」とあるのも含めると、「ありと」の本文は、広本系、塗籠本などに特有の本文と見られる。



　なお、この「今日来ずは」の歌は、『古今六帖』六、桜、三五〇五三に、「業平」として載せる。






　三五
 　「うへ」は、「上」「表」の意とすると、下の「白菊」の語が落着かず、解しがたくなる。「経仏など、このうへも供養じ給ふべきなめり」（『源氏物語』宿木）と同じ用法である。






　なお、『貫之集』第九に、状況の類似した贈答が十首あること、『勢語臆断』に指摘がある。






　三六
 　この贈答は、『古今集』巻一五、恋五、七八四、七八五に、載せる。






業平朝臣、
紀
 きの

 
有
 あり

 
常
 つね

 が
女
 むすめ

 に住みけるを、恨むることありて、しばしの間、昼は来て夕さりは帰りのみしければ、詠みてつかはしける、






天雲のよそにも人のなりゆくかさすがに目には見ゆるものから






返し






業平の朝臣　　　






ゆきかへり空にのみして
経
 ふ

 ることはわがゐる山の風はやみなり






　『古今集』では紀有常女と業平との贈答であり、二人は夫婦関係にあったと解される。『伊勢物語』では、この贈答の事情を作りかえ、業平の返歌の上二句を「天雲のよそにのみして」と作りかえたものと思われる。『伊勢』の作者が、直接『古今集』に取材して改作したのか、それとも他の資料に拠ったのかは明らかにしがたいが、ただ、作者は、この贈答の
主
 ぬし

 が有常女と業平であることは承知していたであろう。作者は、それを、物語の上では意識的に消そうとしているようである。同じ手法は、一六段にも見られるし、二条の后と伊勢の斎宮以外の女性の場合に共通に認められるようである。



　なお、有常女の歌は、『新撰和歌』巻四にも採られている。






　三七
 　この歌、『玉葉集』巻一二、恋四、一六〇六に、「やよひばかりに、かへでのもみぢたるを折りて女のもとにつかはしける、業平朝臣」として出るのは、この物語から採録したものである。



　三八
 　「玉かづら」の「玉」は美称。「かづら」は、もと髪の飾りで蔓草を用いたが、同じく飾りに用いる「ひかげのかづら」（さるおがせ）を「ひかげ」とも単に「かげ」とも言い、「かづら」と「かげ」は同意に用いられるところから、同意の語を重ねて枕詞としたもの。ここでは、「おもかげ」の「かげ」にかかる枕詞と見るべきであろう。「おもかげ」は、眼前にないものの姿、形の、ありありと目に浮かんだもの。男が女のおもかげを追うのは、女を忘れられないためであるが、それを逆に、先方も自分を思っているのだろうかと、半信半疑、疑ってみせたのが「人はいさ」である。






　この歌、『新勅撰集』巻一五、恋五、九五二に、「題しらず、詠人しらず」として出る。なお、『万葉集』巻二、一四九に、天皇崩後之時倭大后御作歌「
人
 ヒト

 
者
 ハ

 
縦
 ヨシ

 
念
 オモヒ

 
息
 ヤム

 
登
 ト

 
母
 モ

 
玉
 タマ

 
蘰
 カズラ

 
影
 カゲ

 
尓
 ニ

 
所
 ミ

 
見
 エ

 
乍
 ツツ

 
不所忘
 ワスラエヌ

 
鴨
 カモ

 」があり、「縦」の旧訓は「イサ」である。『伊勢』の歌は、この歌の改作かと言われている。






　三九
 　女の歌に、忘れ草の種を蒔かせたくない、と言ったのを打ち返して、いや、忘れ草を植えることは悪いことではない、せめてあなたが忘れ草を植えたということを聞くならば、私はそれで、あなたが私を忘れるために植えたのだと諒解する。つまりそれは、あなたが私のことを思ってくれていたことを示すので、うれしいことだ、の意である。






　この歌、『続後撰集』巻一五、九七八に、「忘るる草の種をだにと言ひける人の返り事に、業平朝臣」として出る。






　四〇
 　前の、男の「忘れ草植うとだに」の歌を受けた形にして、相手に忘れられる悲しみを率直に述べたもの。一度
背
 そむ

 かれた男の、相手を信じきれない悲しみがよく表われている。






　『古今集』巻一四、恋四、七一八、題しらず、詠人しらず、に「忘れなむと思ふ心のつくからにありしよりけにまづぞ恋しき」という類似の歌があるが、『伊勢』の歌は、これを改作したものか。この物語の歌としては「ありしよりけに」にやや無理がある。



　この歌、『新古今集』巻一五、恋五、一三六一に、「題しらず、詠人しらず」として出る。






　四一
 　「あともなく」は、消えること、そのように、の気持で、下の「身のはかなくも云々」にかかる。男の許を去ったものの、なお男に心惹かれぬでもなく、頼りない身の上になってしまったことです、という女の嘆きの歌である。この歌を、諸注に、前の「忘るらむと」の歌とともに、再び同棲してからの歌とするのは、誤りである。また、「はかなくなる」も、死ぬ意とは解しがたい。






　この歌、『新古今集』巻一五、恋五、一三六九に、「題しらず、詠人しらず」として、五句「なりぬべきかな」の形で出る。






　四二
 　ここの「
憂
 う

 し」は男の仕打を恨む気持であり、二人の離別の原因には、男の浮気といった事情があったのであろう。この点、前段に「いささかなることにつけて、世の中を憂しと思ひて」とあるのも同様である。別れて後、女の方から男に歌を詠みおくる点も、前段と同様である。ただし、以下のいきさつは、前段と逆の結果になる。






　この歌、『新古今集』巻一五、恋五、一三六二に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。この物語からの採録であろう。






　四三
 　「心ひとつ」は、もともと一つだけの心という意味であるが、特に「心ひとつに」という言い方では、現代語の、胸一つに畳むというような言い方に近く、自分だけで一人思い悩むような場合に使われる。諸注、この語を、一心に、同じ心に、などと解するが、この場合「心ひとつを交す」とは、今はあい逢えないが、心だけは互いに通わす、と解くほかない。下句は、「川島」の縁で、「水の流れて」を導き出し、水流の絶えないように「絶えじ」と言ったので、その場合「流れて」には、行末長くという意味がある。






　この歌、『続後撰集』巻二三、恋三、八三三に、「題しらず、業平の朝臣」として載せる。






　四四
 　男の歌である。長い秋の夜の千夜を仮に一夜と考えて、その一夜を八千夜でも共寝したら満足する時もあろうか、の意。「
八
 や

 
千
 ち

 
夜
 よ

 し」の「し」は強意の副助詞。






　この歌、『古今六帖』四、恋、三二八四〇に、下句「
八
 や

 
千
 ち

 
夜
 よ

 し
寝
 ね

 なば恋はさめなむ」の形で載せる。両者に直接関係ありと認むべきであるが、詳細は考うべき手掛りがない。






　四五
 　「
筒
 つつ

 
井
 ゐ

 つの」の「つ」は、『闕疑抄』『臆断』に「休め字也」とする。下の「
井
 ゐ

 
筒
 づつ

 」を導き出すために置かれたものであろう。「
井
 ゐ

 
筒
 づつ

 」は、掘り井戸の周囲に高くしつらえた円形の井戸側を言ったもの。「かけし」は、次の女の返歌との関係や歌意から見て「くらべる」と訳したいところである。しかし、「懸く」にそういう意味は本来なく、井筒を標準として身の丈を計った意とするのが穏当であろう。






　「まろ」は、親しい者同士の間で使う自称の代名詞。ここは、「
井
 ゐ

 のもとにいでて遊びける」「このとなりの男」とあったように、幼ななじみだからである。「
妹
 いも

 」は、恋愛の対象になる女性を親しみ呼ぶ語。この時代としてはやや古風な感じの歌語である。「
妹
 いも

 見ざるまに」を宣長の『玉かつま』に、それを妹が見ざるまに、とする。論理的のようであるが、あなたと逢わないでいるうちに、と解する方が、女に対する男の気持が
籠
 こ

 められて歌意にはるかにふくらみがある。






　四六
 　龍田山は、信貴山の南に接する山地。『能因歌枕』などに見られる歌枕である。大和川の北岸、いわゆる立野越えの山越えの道で、大和、河内間の一要路であった。






　この歌、『古今集』巻一八、雑下、九九四に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。これは、本段の物語に酷似する次のごとき長文の左注を伴う。






ある人、この歌は、むかし、大和の国なりける人の娘に、ある人住みわたりけり。この女、親もなくなりて家も
悪
 わる

 くなりゆくあひだに、この男、河内の国に人をあひしりて通ひつつ、
離
 か

 れやうにのみなりゆきけり。さりけれども、つらげなるけしきも見えで、河内へ
行
 い

 くごとに、男の心のごとくにしつつ
出
 いだ

 しやりければ、あやしと思ひて、もしなき
間
 ま

 にこと心もやあると疑ひて、月のおもしろかりける
夜
 よ

 、河内へ
行
 い

 くまねにて、前栽の中に隠れて見ければ、夜ふくるまで
琴
 こと

 をかき鳴らしつつうち嘆きて、この歌をよみて
寝
 ね

 にければ、これを聞きて、それより、またほかへも
罷
 まか

 らずなりにけり、となむ言ひ伝へたる。



また、『古今六帖』一、雑の風、三一三一四および、二、山、三一七三四に作者「かこのやまのはな子」






として重出し、いずれも結句は「ひとりゆくらむ」に作る。さらに、『新撰和歌』巻四にも載せ、ほぼ同じ内容の物語を伴って『大和物語』一四九段に見える。物語としては、『古今集』左注および『大和物語』一四九段が問題になるが、本文を比較するに、いずれも直接関係はないと言ってよい。






　四七
 　従来は、塗籠本ないしは真名本によって「心にくくも」の本文を立てるか、「心にく」の本文によっても、「心にくく」と同じく下の「つくる」を修飾すると釈くか、いずれかのようである。ここは、「心にく」（形容詞「心にくし」の語幹）であること、疑う余地がない。さらに、少なくとも、この時代、形容詞の語幹が下の語（ここでは、「つくる」）を修飾することは一般的でない。「つくる」は必ず「何ヲ」作るか明確でなくてはならず、「心にくく」と解した場合、「何ヲ」心にくくつくるのか、はなはだ明確を欠く。──などから、「心にく（を）つくる」と解するほかあるまい。



　四八
 　この歌、『万葉集』巻一二、寄物陳思、三〇三二、「
君
 キミ

 
之
 ガ

 
当
 アタリ

 
見
 ミ

 
乍
 ツン

 
母
 モ

 
将居
 ヲヲム

 
伊
 イ

 
駒
 コマ

 
山
 ヤマ

 
雲
 クモ

 
莫蒙
 ナタナビキ

 
雨
 アメ

 
者
 ハ

 
雖零
 フルトモ

 」が原歌である。『柿本集』に、本段と同じ形で載せる。また、『新古今集』巻一五、恋五、一三六八に、「題しらず、詠人しらず」として出る。



　四九
 　諸注、『戸令』第八に「雖[image: ]
 已成[image: ]
 、其夫没[image: ]
 落外蕃[image: ]
 、有[image: ]
 子五年、無[image: ]
 子三年不[image: ]
 帰、及逃亡、有[image: ]
 子三年、無[image: ]
 子二年不[image: ]
 出者、並聴[image: ]
 改嫁[image: ]
 」とあるのを引く。この男の場合、外蕃に没落というのでも逃亡というわけでもないから、『戸令』の規定にはあてはまらない。前に「別れ
惜
 を

 しみて」とある以上、この物語で女にふられた役割は、いつまでも男を待つという役割でなくてはならない。



　五〇
 　「引けど引かねど」は、下句の「寄る」を導くもので、とにもかくにもの意を弓にたとえて言ったもの。「陸奥の
梓
 あづさ

 の真弓わが引かばやうやう寄り
来
 こ

 忍び忍びに忍び忍びに」（神楽歌、弓、末）を踏まえるか。






　この歌、『新勅撰集』巻一四、恋四、八七三、『続後撰集』巻一三、恋三、八〇九に、いずれも二句「引きみ引かずみ」の形で、「題しらず、詠人しらず」として載せる。






　五一
 　「秋の野」「笹分けし」「朝の袖」で、言外に「露」を言おうとした。この歌、『古今集』巻一三、恋三、六二二に、「題しらず、業平の朝臣」として、四句「あはで
来
 こ

 し夜ぞ」の形で見える。『古今六帖』一、露、三一四三五、初句「秋の野の」とあり、同じく、五、来れど会はず、三三八八三、三、四句「朝の露よりもあはで
寝
 ぬ

 る夜ぞ」、作者業平とある。



　五二
 　「みるめ」（海松布）に「見る目」をかけ、男女あい逢う意を寓する。「
離
 か

 れなで」は、一夜もかかさず、の意。「たゆし」は、疲れて力がない、だるい。「みるめ」「浦」「
海
 あ

 
人
 ま

 」は縁語である。






　この歌、『古今集』巻一三、恋三、六二三に「題しらず、小野小町」として、「秋の野に」の歌の次に載せる。また、『古今六帖』五、来れど会はず、三三八七九、作者「小町」。『小町集』一九五九一。『古今集』との関係については古くから注目されており、諸説があるが、『古今集』に並記されている業平と小町の歌に拠って、これを贈答に仕立てたものとする見方は、動かしがたい。本段は、初冠本の成立が『古今集』の成立より遅れることを示すほとんど決定的な材料といってよい。






　五三
 　「袖にみなとの騒ぐ」とは、「袖」と言えば涙であるから、「袖にみなと」が「騒ぐ」とは、涙を多く流す意であろう。「もろこし舟」は、「もろこし」（唐土）から珍奇な物産をもたらす珍しい舟であり、意外でまれな手紙であった意を寓する。「ばかりに」は、「……したばかりに」の意。「五条わたり」の女について泣き言を並べて来た男がいたので、はしなくも男の記憶が呼び起こされたのである。






　この歌、『新古今集』巻一五、恋五、一三五七に、「題しらず、詠人しらず」として出る。






　五四
 　「
水
 みな

 
口
 くち

 」は、ここは、苗代または田に水を入れる水の取り口、あるいは取り入れ口のあたりをいう。
半
 はん

 
插
 ぞう

 から水を注ぐ
盥
 たらい

 を、苗代または田の水口の部分に見立てたのであろう。女の歌は、水影に男の姿を見ながら、それを自分のことにとりなして、自分ほど悲しんでいる人間もあるまいと思っていたのに、水の中にもう一人いた、と詠んだ。実際は、それは男の姿だったのだから、男は、それを逆手にとって、盥の水に私が映っているのでしょうか、蛙だって水の中で声を合わせて鳴く、あなたが自分ほどに悲しそうな顔というのは、実は私の顔なのです、私だってあなたと同じように悲しんでいるのです（あなたの薄情を恨んで）と、切り返したのである。「かはづ」は、蛙の歌語。



　五五
 　底本の勘物に「貞観十一年二月貞明親王為[image: ]
 皇太子[image: ]
 。于[image: ]
 時高子為[image: ]
 女御[image: ]
 、依[image: ]
 春宮母儀[image: ]
 号也。去年十二月廿六日誕生、高子年廿七」とあり、この春宮の女御を二条の后高子と見ること、諸注のとおりである。高子については補注七参照。ここから、二条の后物語の後日譚ということになる。



　五六
 　表は桜の花の散るのを、あるいは賀宴の果てるのを嘆く歌であり、裏には東宮の女御に対する尽きせぬ慕情を
籠
 こ

 めた歌である。






　この歌、『新古今集』巻二、春下、一〇五に、「題しらず、在原業平朝臣」として載せる。この物語からの採録であろう。






　五七
 　この句全体の意味は、「草葉よ」その「ならむさが」を「見む」ということで、草葉というものがその本性上どういうことになるか、その末路を見とどけてやりましよう、ということである。「よしや」とあるから、今よい状態にあるのはそれでいいとして、末は悪いことになるに決まっている、というのである。しかし、こう解しただけでは、次の男の歌に「忘れ草」を詠んでいることとのつながりがない。また、「よしや……」の句は、いかにも歌の下句らしい感じである。『直解』は、『続万葉集』巻八の「忘れ行くつらさはいかに命あらばよしや草葉よならむさが見む」（石上乙麿）を引き、その下句であると言う。この歌、現存の文献では確かめるすべもないが、従うべきであろう。歌意は、恋しい人を忘れようとするつらさはいかばかりであろうか、もしつらさに堪え切れずに死ぬようなことがないならば、ままよ、たかが草葉に過ぎないことだ、自分の心の中の忘れ草がどのように生い繁るか、それを見届けよう、となる。したがって、この物語では、この歌の下句を借りて、（あなたは私を忘れたが）あなたの心の中の忘れ草がどのように生い繁るか、見とどけましょうよ、の意となろう。






　なお、「草葉よ」は、武田本には「草葉の」とある。これは元来広本系の異文である。






　五八
 　この歌、『古今集』巻一七、雑上、八八八、「題しらず、詠人しらず」に、「いにしへのしづのをだまきいやしきもよきもさかりはありしものなり」と、初、二句を同じくする歌がある。『古今六帖』四、
雑
 ざう

 の思ひ、三三〇〇三にも、五句「ありこしものを」の形で載せる。



　五九
 　この歌、『万葉集』巻四、六一七、山口女王「
従蘆辺
 アシベヨリ

 
満来
 ミチクル

 
塩
 シホ

 
乃
 ノ

 
弥
 イヤ

 
益
 マシ

 
荷
 ニ

 
念歟
 オモヘカ

 
君
 キミ

 
之
 ガ

 
忘
 ワスレ

 
金
 カネ

 
鶴
 ツル

 」の改作であろうとされている。『古今六帖』三、しほ、三二六三六には、作者を「山口の女王」として「あしまより満ち来る潮のいやましに思ひは増せどあはぬ君かな」とある。



　六〇
 　この歌、『続後撰集』巻一一、恋一、六八八に、「業平朝臣のもとより、君に心を、と言へりける返りことに、詠人しらず」として、載せる。なお「こもり江」（隠江）は元来、入り込んだ入江の意であるが、この時代の理解は「こもりぬ」（隠沼）に等しいと思われる。



　六一
 　この歌、『万葉集』巻四、七六四、紀女郎が家持に贈った「
玉緒
 タマノヲ

 
乎
 ヲ

 
沫
 アワ

 
緒
 ヲ

 
二
 ニ

 
搓
 ヨリ

 
而
 テ

 
結有者
 ムスベレバ

 
在
 アリ

 
手
 テ

 
後
 ノチ

 
二
 ニ

 
毛
 モ

 
不相在
 アハザラ

 
目
 メ

 
八
 ヤ

 
方
 モ

 」の改作とされている。これは、『古今六帖』五、玉の緒、三四〇五四、作者紀女郎として、「玉の緒を沫緒によりてむすべらばありての後もあはざらめやは」の形で載せる。また本段の歌は、『新勅撰集』巻一五、恋五、九五〇に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



　六二
 　『万葉集』巻一四、三五〇七、「
多
 タ

 
尓
 ニ

 
世
 セ

 
婆
 バ

 
美
 ミ

 
弥
 ミ

 
年
 ネ

 
尓
 ニ

 
波
 ハ

 
比
 ヒ

 
多
 タ

 
流
 ル

 
多
 タ

 
麻
 マ

 
可
 カ

 
豆
 ズ

 
良
 ラ

 
多
 タ

 
延
 エ

 
武
 ム

 
能
 ノ

 
己
 コ

 
許
 コ

 
呂
 ロ

 
和
 ワ

 
我
 ガ

 
於
 オ

 
母
 モ

 
波
 ハ

 
奈
 ナ

 
之
 ク

 
尓
 ニ

 」（東歌、未勘国相聞往来歌百十二首）のうちの一首の改作とされている。この歌、『続後拾遺集』巻一四、九〇五に載せる。



　六三
 　この歌、『新勅撰集』巻一三、恋三、八二三に、「女のもとより帰りてつかはしける、業平朝臣」として載せる。



　
 六四

 　この物語では、他に「みまそかり」の形もある。「いますかり」は「いますがあり」の約かと説かれているが、『日仏辞書』によると清音である。なお、この語、「おはします」の用例と比較するに、少なくともこの物語では、「おはします」に比して一段敬意の低い語として位置づけることができる。



　六五
 　「べみ」は、「べし」の語幹に「み」のついたもので、「……であろうから」の意。上代に多く用いられた歌語。「ともし
消
 け

 ち」は、前文の「ともし
消
 け

 ちなむずる」に応じ、つまり至の誘いには乗らないという意思表示である。また「年
経
 へ

 ぬるかと泣く」は、「
 いと久しう
 

率
 ゐ

 て出で奉らず、
 うち泣きて
 止みぬべかりけるあひだに」に応ずる。（葬列の出門を）お待ちして、何年もたったかと思うほど長い間、（
皇
 み

 
女
 こ

 の死をいたんで）泣いている（これが最後と思うから、いつまでも長い間待っていたのである）──その悲しみの声を聞きなさい、ということで、歌意全体としては、至の軽薄な行動をたしなめたもの、ということになろう。



　六六
 　「泣くぞ聞ゆる」は、男の歌の「泣く声を聞け」を受けている。「ともし
消
 け

 ち」は、贈歌の言葉をそのまま受けたもので、以下は、上の一、二句に対して、しかしというほどの意味でつながるのであろう。ともし火を消して消えるものとも私は知らない、とは、贈歌に「ともし
消
 け

 ち」と言ったのを否定して、女を
螢
 ほたる

 に見立てて、その火を消そうとしても消えるはずもないでしょう──思ひ（火）に燃えているではありませんか──と切り返したのであろう。末尾の「な」は、感動の終助詞。



　六七
 　この歌、『古今六帖』四、別れ、三三二〇四「
いとひて
 イテゝイナハイ

 は誰か別れのかたからむありしにまさるけ
さ
 フ

 はかなしも」とある。また、『続後撰集』巻一三、恋三、八三六、詞書「心にもあらで別れける人に遣はしける、業平朝臣」として、初句「いとひても」とある。独立の歌としては「いでていなば」では意を通じがたい。『六帖』の形の原歌を、改作したものであろう。



　六八
 　「今の翁」とは、「昔の若人」に対する。今の、若者らしくない分別くさい若者を
揶
 や

 
揄
 ゆ

 した
諧
 かい

 
謔
 ぎやく

 の語と解すべきである。「まさに……むや」は、反語、「どうして……しようか」の意。



　六九
 　「野なる草木」は、「緑衫の上の衣」とわざわざいったところから察するに、緑袍を着る六位の男をたとえたと見ることも可能である。「わかれ」は、「わく」（区別する）に自発の助動詞「る」の付いた形。






この歌、『古今集』巻一七、雑上、八六八に、次のような形で載せる。





妻
 め

 のおとうとを
持
 も

 て侍りける人に
上
 うへ

 の
衣
 きぬ

 を贈るとてよみてやりける、






業平の朝臣　　　








紫
 むらさき

 の色濃き時はめもはるに野なる草木ぞわかれざりける






　両者を比べるに、『古今集』の詞書が物語本文を簡略化して詞書としたと見ることは無理で、物語が『古今集』の詞書ないしは詞書のごとき原資料に物語的脚色を施したものと見なくてはならない。この歌は、それだけを卒然と読んでもその意は解しがたく、その前に排列された八六七、「紫のひともとゆゑに」と読み合わせてはじめてその意を解し得るていのものである。この二歌は、『古今六帖』五、むらさき、三四三四六、三四三四七にも、同じ順序で載せる。






　七〇
 　『古今集』巻一七、雑上、八六七、「題しらず、詠人しらず」として載せる、「紫のひともとゆゑに武蔵野の草はみながらあはれとぞ見る」を指すのであろう。歌意は平明であるが、「紫のひともと」には、わが愛する人、「武蔵野の草」とは、その血縁の人というほどの寓意があろう。補注六九にも記したように、この歌、『古今集』で、「
紫
 むらさき

 の」の歌の直前にある。



　七一
 　この歌、『新古今集』巻一五、恋五、一四〇八に、「題しらず、業平朝臣」として、初句「いでていにし」、三句「かはらぬに」として載せる。



　七二
 　「君がためにとぬぎつれば」は、着ていた装束を脱いで贈ったていにとりなしたもの。「我さへもなく」は、
裳
 も

 に
喪
 も

 をかけたもので、「我さへ」は、（あなただけでなく）私までもが、ということで、相手の旅路の平安を祈る気持を
籠
 こ

 めた。






　この歌、『古今六帖』四、別れ、三三二〇三に、作者業平として、二句「君をいはふと」、五句「なりにけるかな」とある。






　七三
 　この歌、『後撰集』巻五、秋上、二五二、「題しらず、業平朝臣」として載せる。『古今六帖』六、ほたる、三四八五四にも出る。



　七四
 　「暮れがたき」は、夏の日の長さを嘆く心である。「ひぐらし」は、一日を暮らす意の名詞。






　この歌、『続古今集』巻三、夏、二七〇に、「題しらず、業平朝臣」として載せる。






　七五
 　「忘らるる」は、四段活用の動詞「忘る」（上代語で、下二段活用の自然に忘れる意の「忘る」に対して、能動的に意志的に忘れる意）に自発の助動詞「る」の付いた形。「おもかげ」（面影）は、眼前にないものがあるがごとくに見えるその姿。幻影。「おもかげに」で、ありありと、というほどの気持になる。「たつ」は、顕れる意。「虹たつ」「名にたつ」と同じ。






　この歌、『古今六帖』四、おもかげ、三二九一三に、作者業平として載せる。






　七六
 　「
大
 おほ

 
幣
 ぬさ

 」は、元来、
大
 おお

 
祓
 はらえ

 に出すいわゆる
祓
 はらえ

 
物
 もの

 である。「ぬさ」の語義に関して、宣長は
禱
 ネギ

 
布
 フ

 
佐
 サ

 で、布佐とは麻の意とする。中古には、六月晦日の大祓えの時、百官ことごとく朱雀門に集まって祓えをするが、その折、
切
 キリ

 
麻
 ヌサ

 が頒たれ、次に
大
 オホ

 
麻
 ヌサ

 を行う（『西宮記』『江家次第』など）。切麻は細かく切った幣帛であり、大麻は切らないで長く引いたものであろう。『西宮記』に「曳[image: ]
 大麻[image: ]
 」とあり、『江家次第』の「行[image: ]
 大幣[image: ]
 」の注に、「神祇官以下執[image: ]
 之、上卿以下座前引[image: ]
 之」とあって、「
大
 おほ

 
幣
 ぬさ

 」が「引く手あまた」の序詞に使われた事情は、これで解けよう。






　次の歌との贈答は、『古今集』巻一四、恋四、七〇六、七〇七に見える。



　ある女の、業平の朝臣を所定めずありきすと思ひて、よみてつかはしける、






詠人しらず　　　






大幣の引く手あまたになりぬれば思へどえこそ頼まざりけれ






　返し、






業平の朝臣　　　






大幣と名にこそ立てれ流れてもつひに寄る瀬はありてふものを






　贈歌の「なりぬれば」は、定家本、清輔本（前田家本）、元永本、また永治本、寂恵本も物語本文と同じ形であるが、他の諸本に「とまらねば」とある。詞書の「所定めずありきす」との対応からも、また何よりも答歌との響き合いの点で、「とまらねば」が正しいとしなくてはなるまい。「とまらねば」は、答歌の「流れてもつひに寄る瀬」で受けられていると見られる。「引く手あまたにとまらねば」は、引き止める手がたくさんあるのに引き止められずに川に流れて行く、の意であり、故に答歌の「流れても」で受けられていると考えられる。「
大
 おほ

 
幣
 ぬさ

 の」という序詞は、正しくは「引く手あまたにとまらねば」の序詞としなくてはならない。その方が、この序詞の成り立ちを考えるにも考えやすいのであって、「
大
 おほ

 
幣
 ぬさ

 」は、これを運ぶに「引く」と形容され、やがてはそれは川に流される、この二点だけを押えれば説明がつく。



　このような事情は、物語本文でも同じで、『古今集』との直接的関係はともかくとして、原作あるいは原資料の本来の形でないことは確実といってよい。






　七七
 　この歌、『古今集』巻一八、雑下、九六九に、次の詞書を伴って載せる。






　紀の
利
 とし

 
貞
 さだ

 が
阿
 あ

 
波
 はの

 
介
 すけ

 に
罷
 まか

 りける時に、馬のはなむけせむとて、今日と言ひおくれりける時に、ここかしこに罷りありきて、夜ふくるまで見えざりければ、よみてつかはしける、






業平の朝臣　　　






今ぞ知る苦しきものと人待たむ里をば
離
 か

 れず
訪
 と

 ふべかりけり






　物語の文は、このような原資料に改変を施したものである。この歌は、なお、『新撰和歌』巻四、『古今六帖』二、里、三二一五〇にも、作者業平として載せる。






　七八
 　「うら若み」の「うら」に「
末
 うら

 」がかけられ、「
寝
 ね

 よげに」の「
寝
 ね

 」に「根」がかけられている。「
末
 うら

 」「根」「結ぶ」は「草」の縁語。






　この歌、『古今六帖』六、春草、三四三九四、作者業平として、三句「若草の」として、見える。






　七九
 　「など」は、どうして、の意。下の「言の葉ぞ」で受けられている。どうしてそんな目新しい（妙な）ことをおっしゃるのですか、の意。「
言
 こと

 の
葉
 は

 」の「葉」は、上の「初草」の縁語。「うらなく」は、無心に、の意。下句は、私は何の気もなくものを考えていた──あなたを兄弟とばかり思っていた──ことです、の意である。






　この贈答、『新千載集』巻一一、恋一、一〇一六、一〇一七に、「妹のをかしきを見てよめる、在原業平朝臣」「返し、詠人しらず」、答歌の四句「うらなく人を」として載せる。なお、この段、『源氏物語』総角の巻、匂宮が同じ中宮腹の女一の宮の許を訪れての場面に引かれるが、そこに「在五が物語を書きて、いもうとにきむをしへたる所の」とあるのが、最福寺本「いとをかしき、琴をしらべけるをみて」、時頼本「イトヲカシゲナル、キムヲシラブトテ、ミヲリテ」とある異文と似ていて、従来注目されている。しかし、この種の異文が古本中の一部に極限されていること、最福寺本では「琴をしらべける」の主語は妹になるが、時頼本の「キムヲシラブトテ」の主語が不明瞭で、両本そのものに不一致のあることなど、この種の異文の本文としての定着度そのものを疑わせるものがある。総角の文章は、『伊勢物語』を絵にした、その絵様を言っているものと解される。福井貞助氏の『伊勢物語生成論』では、傍書の本文竄入を説いて、傍書の源流を逆に『源氏物語』総角の本文に求めている。現に吉田幸一博士蔵古本系一本に「一本きんをしふとて」の傍書がある。






　八〇
 　下句は、「思はぬ人」は相手の女のことで、自分を愛してもくれない人を、思おうか思いはしない、の意である。卵を重ねることは、陳鴻の『報恩記』に「恩至恩、父母恩、縦以[image: ]
 禽子[image: ]
 空上百数百度重、其恩難[image: ]
 報」とある。






　この歌、『古今六帖』四、雑の思の「女をはなれてよめる、紀友則」とする十首の三首目（三三〇四八）に、下句「人の心をいかが頼まむ」とあり、その改作であろう。






　八一
 　「上句は、消えやすい朝露でも消え残ることがあるかもしれない、そういう不可能事が万に一つこの世にあろうとも、の意。「この世」の「世」を諸注、男女の仲と見るが、後の五首目の男の歌にはこの歌を受けて「過ぐるよはひ」と言っており、作者自身も無常の歌と見ていると考えられる。朝露の消えやすさを人生の無常にたとえるのは中国以来の古典的発想であり、額面どおり素直に無常の歌と見たい。無常迅速のこの世のこと、男の心の移ろいやすさなど、まして頼むに足りないものだとの余意を含んでいる。






　この歌、『続後拾遺集』巻一八、哀傷、一二三四に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。ここでも、世間の無常を嘆く歌とされている。






　八二
 　この歌、『古今六帖』四、三三〇五七、「在原
滋
 とき

 
春
 はる

 」十首中の三首目に、「散らずしてこぞの桜はありぬとも人の心をいかが頼まむ」とあるのの改作であろう。『続古今集』巻一四、恋四、一二九三、「女をうらみて言ひつかはしける、業平朝臣」として載せるのは、この物語からの採録である。



　八三
 　秋がめぐってくるかぎり花が必ず咲きつづけると言い、言外にあなたに対する私の心も変わらないと言う。






この歌、小異ある詞書で『古今集』巻五、秋下、二六八に載せ、一連の菊の歌の初頭を飾っている。



人の前栽に、菊に
結
 むす

 びつけて植ゑける歌、






在原業平朝臣　　　






植ゑし植ゑば秋なき時や咲かざらむ花こそ散らめ根さへ枯れめや






　詞書の「菊に
結
 むす

 びつけて
 植ゑける歌
 」というのは妙な措辞であるが、かえってこれが、この歌の成立事情を物語る詞書としては本来的なもので、物語の文はこれを簡略に刈り込んだものであろう。



　なお、この歌、『古今六帖』六、菊、三四五七五、および『大和物語』一六三段に見える。『大和物語』には、「
后
 きさい

 の宮より菊召しければ」とあり、業平と二条后との話になっているが、これは『古今集』『伊勢物語』の形に潤色の加わったものであろう。この段は、次の五二段と対をなすもので、両段とも相手は親しい友人といった関係を想定すべきである。






　八四
 　『拾遺集』巻一八、雑賀、一一七二の詞書にも「かざりちまき」と見える。「ちまき」は、『和名抄』に、「風土記云、[image: ]
 、以[image: ]
 菰葉[image: ]
 裹[image: ]
 米、以[image: ]
 灰汁[image: ]
 煮[image: ]
 之、令[image: ]
 爛熟[image: ]
 也、五月五日啖[image: ]
 之」とあり、「[image: ]
 」の注に「作弄反、字亦作[image: ]
 粽、知末岐」とある。「飾りちまき」は、ちまきをどのように飾ったものか明らかでないが、『愚見抄』に「五月五日のちまきを五色の糸にてゆひたるをいふ」、『臆断』に「色々の糸してまきたる粽なり」などというのが代表的見解である。



　八五
 　上句は、ちまきを作って贈ってくれた相手の労苦を謝す意であるが、「飾りちまき」に菖蒲が添えてあったとも、菖蒲がその飾りに用いられていたとも見ることができる。あるいは、ちまきに菖蒲を用いたとする見方も、一概に否定はできない。下句は、自らの労苦、ひいては相手に対するわが志の深さを言う。同音の「刈る」「狩る」が対照的におかれている。






　なお、この段と同じ話が、『大和物語』一六四段に見える。






　八六
 　従来は、「夜深し」の「深し」に思う心が深い意をかけたとする解が一般であるが、それでは「人知れず」との関係への配慮が欠落する。意味の関連は「いかでかは鶏の鳴くらむ──まだ
夜
 よ

 
深
 ぶか

 きに」で完結しており、そこに、まだ帰りたくないという男の心が託されている。「人知れず思ふ心は」と言って、それが「まだ夜深きに」に続く措辞の関係は明瞭でない。歌の技巧としては、「人知れず思ふ心は」が「まだ
夜
 よ

 
深
 ぶか

 きに」を導き出すための何らかの修辞的役割を果たすのであろうが、そうだとすれば、この場合、この両者は、「夜深き」時刻は人目につかない、といった関連で結びついていると見るほかはあるまい。






　この歌、『続後撰集』巻一三、恋三、八一六に、「女のもとに
罷
 まか

 りてもの申しける程に、鶏の鳴きければ、業平朝臣」として見える。この物語からの採録である。






　八七
 　「露」は、言うまでもなく、夢の中でも逢えぬ悲しみの涙を言ったもの。武田本以下の「たどる」の本文で解すべく、相思わぬ仲であるために、夢の中でも思う人の許に行くことができないのである。






　この歌、『後撰集』巻九、恋一、五六〇、「題しらず、詠人しらず」「
行
 ゆ

 きやらぬ夢路にまどふ
袂
 たもと

 には天つ空なき露ぞ置きける」と見える。この歌を改作したものであろう。






　八八
 　「言の葉」については、今までにもらっていた手紙の言葉と解する説がある。現在は手紙の交換も絶えてしまっていると解するのである。しかし、この解は、この歌の措辞（ことに「思はずは
 ありもすらめど
 」）から言って、無理がある。






　この歌、『続後撰集』巻一三、恋三、八五二、「あひがたかりける女につかはしける、業平朝臣」として載せる。この物語からの採録である。






　八九
 　「暮るれば」と言うのは、「露の宿り」と言うためではあるが、夕方になると恋しさがつのり、独り寝のわびしさを嘆くという気持がある。






　この歌、『新勅撰集』巻一七、雑歌二、一一二五に、「題しらず、業平朝臣」として載せる。






　九〇
 　「我から」の「から」は、原因、理由をあらわす格助詞。虫の「われから」は、
割
 われ

 
殻
 から

 で、海草につく小さな節足動物。「身をもくだきつるかな」は、心はもとよりということで、「心をくだく」とは悲しみ、悩みのはなはだしいことを言う。






　この歌、『新勅撰集』巻一二、恋二、七二二に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。






　九一
 　この物語中難解の語の一つで、古来、分別心が付く、ひどい心労をする（心尽く）、ある思いにとらわれる、など種々の解釈がなされているが、用例に検するにいずれも難があり、とれない。むしろ、『宇津保物語』の「在原のしげ家、心つきたる人にて、かしこく驚きて」（忠こそ）「かたちきよげにて、心つきてあり」（吹上ノ上）の例を援用するのが素直で、用語例からもこの『宇津保物語』の例によって推す以外に解釈の可能性はないように思われる。忠こその例は、博打の売りに来た石帯を一目見てその素姓を見抜いた明敏さを言ったもの、吹上ノ上の例は神奈備の種松の人柄を言ったものである。






　趣味を解するという程度に解して、はじめて、後の「家つくりてをりけり」「田刈らむとて」が、田舎での閑屋の風流を楽しんでいる趣であることがよくわかるように思われるし、また、「いみじの
好
 す

 き者」（たいそうな風流人）とも、よく響き合うように思われる。






　九二
 　後の八四段に「むかし、男ありけり。身はいやしながら、母なむ宮なりける。その母、長岡といふ所に住み給ひけり。子は京に宮仕へしければ、云々」とあるが、業平の母、伊登内親王（桓武天皇皇女）は、平安京遷都後も長岡に住んだらしい。この段も、明らかに主人公の男を業平と思わせる書き方である。



　九三
 　「いく世」の「世」は、必ずしも確定しがたいが人の一生を言うもののごとくである。この歌、『古今集』巻一八、雑歌下、九八四、題しらず、詠人しらず、の歌である。『古今集』では、住み捨てられた廃屋を詠んだ趣であるが、それを風雅な田舎住いにとりなし、さらに主人公の男が隠れたのを籠めていったもの。






　なおこの歌、『新撰和歌』巻四、『古今六帖』二、宿、三二一六五にも、作者伊勢として載せる。






　九四
 　「かりにも」は、一種の成句で、ほぼ、仮の話としても、たとえばの話にしても、あるいは、名目だけにしても、などの意。「すだく」は、『万葉集』は五例とも鳥についていう。単に集まるのでなく、騒ぐ意を含む。女たちがはいりこんでワイワイ言っているのを廃屋に棲みついた鬼にたとえたのである。



　九五
 　「聞か
 ませば
 ……
行
 ゆ

 か
 まし
 ものを」は、反実仮想。仮定条件「ませば」の形は、上代語が、この時代、歌に遺存したもの。落穂を拾うのは中国では寡婦の利とされ、わが国にも同様の風があったらしい。落穂を拾うのならお付き合いしましょう、お遊びの相手はごめんです、と、女の誘いに応じなかったのである。「田づら」は、「海づら」（七段）と同じく、「つら」は何かに面する所の意。田のそば、田のほとりの意である。



　
 九六
 　「山里」は、語義は、山中の人里の意であるが、実際の用例の大部分はより限定された特殊の意味を持つ。京の周辺、東山、北山、宇治など、山水の便りある景勝の地に貴族たちの営んだ別荘そのもの、あるいは、そうした別荘を営むに恰好の地をいう。






　この歌、『後撰集』巻一五、雑歌一、一〇八四に、「世の中を思ひうじてはべりけるころ、業平朝臣」として、四句「つま木こるべき」として載せる。この歌を改作したものであろう。また、『古今六帖』二、山里、三一八六〇にも、作者業平、二句「今はかぎりぞ」として載せる。






　九七
 　「天の河」は、七月七日の夜、彦星が舟で渡って織女と相逢うとされている。「
門
 と

 渡る舟」とは、彦星が乗って織女のもとに通う舟と見るべきである。






　この歌、『古今集』巻一七、雑歌上、八六三、題しらず、詠人しらず、の歌である。『新撰和歌』巻四にも載せる。






　九八
 　この歌、『古今集』巻三、夏、一三九に、「題しらず、詠人しらず」として載せ、『新撰和歌』巻二、『古今六帖』六、橘、三五〇九八にも載せる。



　九九
 　「たはれ島」（風流島）は、熊本県宇土市の西方、緑川の河口近くの孤礁。島の名に、「たはる」（色恋にだらしなくふける）をかける。「
濡
 ぬ

 れ
衣
 ぎぬ

 」は、無実の噂の意。






　この歌、『後撰集』巻一九、羇旅、一三五二の、「たはれ島を見て、詠人しらず、名にし負はばあだにぞ思ふたはれ島浪の濡れ衣いくよ着つらむ」を改作したものであろう。






　一〇〇
 　この段の話は、『今昔物語集』巻三〇の「中務[image: ]
 太輔[image: ]
 娘成[image: ]
 近江郡司婢[image: ]
 語第四」と関係がある。この話は堀辰雄の『曠野』の原拠になった長篇である。両親を失って零落した女が、夫と離別し、近江の郡司の息子と結ばれ、近江の国に連れて行かれるが、息子の妻の嫉妬によって、父親の郡司に使われる身の上になる。そこへ新しく国司として赴任したもとの夫の目にとまって、夜伽に召され、二人は互いに相手の素姓を知らぬまま、むつびを重ねる。やがて夫の方が先に、女がもとの妻であることを知るが、ある夜、女が湖の浪の音をこわがるので、もとの夫が「コレゾコノツヒニアフミヲイトヒツツ世ニハフレドモイケルカヒナシ」という歌を詠んで、わが身の素姓を女に打ち明ける。女は恥じてそのまま果敢なくなった。以上のような筋であるが、「逢ふ身」に「近江」が掛けられ、話の細部と歌の間に必然的なつながりがある点から見て、この話の方が原話で、『伊勢物語』のこの段は、刈り込んだ再話であること明らかである。



　一〇一
 　この歌、『古今集』巻一四、恋四、六八九に、「題しらず」、四、五句「われを待つらむ宇治の橋姫」として載せる。『古今六帖』五、家とじを思ふ、三三八三六にも、『古今集』と同じ形で見える。物語の歌は、『古今集』の歌を改作したものであろう。



　一〇二
 　この歌、『古今集』巻一一、恋一、五〇三に、題しらず、詠人しらず、四、五句「色にはいでじと思ひしものを」として載せる。『古今六帖』五、人に知らるる、三三五二八も、『古今集』と同形である。下句の「あふにしかへば」は、『古今集』巻一二、恋二、六一五、友則、「命やは何ぞは露のあだものをあふにしかへば惜しからなくに」と見える。彼此取り合わせたものであろう。






　この段の五首の和歌は、四首目の「さりともと」の歌を除いて、『古今集』の題しらずの歌で、そのうち三首は詠人しらずの歌である。おそらく、この段は、『古今集』のこの四首をもとに、あるいは改作を加えたりしてそれを中心として構成したのであろう。なお、『新古今集』巻二三、恋三、一一五一に、「題しらず、業平朝臣」としてあるのは、この物語からの採録である。






　一〇三
 　「みそぎ」は
禊
 みそぎ

 で、罪や身のけがれを川の水ではらい清めること。






　この歌、『古今集』巻一一、恋一、五〇一に、題しらず、詠人しらず、五句「なりにけらしも」として、載せる。また『新撰和歌』巻四、雑恋にも、詠人しらずとして載せる。






　一〇四
 　この歌、『古今集』巻一五、恋五、八〇七に、「題しらず、
内侍
 ないしのすけ

 藤原
直子
 なほいこ

 朝臣」として載せる。また、『古今六帖』三、われから、三二七二九に、「
内侍
 ないしのすけ

 きよいこ」として載せ、『新撰和歌』巻四、恋雑にも、同じ形で載せる。



　一〇五
 　この歌、『新勅撰集』巻一四、恋四、八六八に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



　一〇六
 　この歌、『古今集』巻一三、恋三、六二〇に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。『古今六帖』五、来れど逢はず、三三八八一には、作者人麿として載せる。



　一〇七
 　この歌、『後撰集』巻一七、雑三、一二四五に、「身のうれへ侍りける時、津の国に
罷
 まか

 りて住みはじめ侍りけるに、業平朝臣」、二句「けふこそみつの」として載せる。『古今六帖』三、舟、三二六六二にも、作者業平として、初句「なにはづに」として見える。



　
 一〇八
 　この歌、および次の「かきくらす」の歌、『古今集』巻一三、恋三、六四五、六四六に、次の詞書を伴って載せる。






業平朝臣の伊勢の国に
罷
 まか

 りたりける時、
斎
 さい

 
宮
 くう

 なりける人にいとみそかにあひて、またの
朝
 あした

 に、人やるすべもなくて、思ひをりけるあひだに、女のもとよりおこせたりける、






詠人しらず　　　






君や
来
 こ

 しわれや
行
 ゆ

 きけむおもほえず夢かうつつか寝てかさめてか






返し、






業平の朝臣　　　






かきくらす心の闇にまどひにき夢うつつとは
世
 よ

 
人
 ひと

 定めよ






　清輔本の詞書、「伊勢の国、狩の使にまかりける時」。元永本「伊勢の国に狩の使にまかりける時に」。



　これらの歌は、また、『古今六帖』四、夢、三二八八八および、三二八八九に、作者斎宮（ある本）および業平として、『古今集』と同じ形で載せる。






　一〇九
 　この句、続く「また逢坂の」ではじまる下の句とともに、一首として、『古今六帖』五、契る、三三七七五に載せる。この物語からの採録であろう。



　一一〇
 　「みるめ刈るかた」とは、恋しい人（斎宮）にお逢いできる場所、の意。「棹さしてわれに教へよ」は、棹で指し示して（はっきり）私に教えてくれ、の意。三三段に、「舟さす棹のさして知るべき」とある。「
斎
 いつき

 の宮の童べ」は、前段に「小さき
童
 わらは

 をさきに立てて」とあったのを意識している。






　この歌、『新古今集』巻一一、恋一、一〇八〇に、「題しらず、業平朝臣」として載せる。この物語からの採録である。






　一一一
 　「見まくほし」は、「見る」の未然形に推量の助動詞「む」の未然形「ま」が付き、それに体言構成の接尾語「く」がついて、形容詞「
欲
 ほ

 し」のついたもの。「まくほし」は、「まほし」の古形である。






　この歌、『万葉集』巻一一、二六六三、「
寄
 テ

 [image: ]
 
物
 ニ

 
陳
 ブ

 [image: ]
 
思
 ヲ

 」四、五句「
今
 イマ

 
者
 ハ

 
吾
 ワガ

 
名
 ナ

 
之
 ノ

 
惜
 ヲシケクモ

 
無
 ナシ

 」とある歌を改作したものであろう。『古今六帖』二、社、三一九四一には、四、五句、「今はわが身の惜しからなくに」として載せる。また、『拾遺集』巻一四、恋四、九二四にも、「題しらず、柿本人麿」として、四、五句「今はわが身の惜しけくもなし」として載せる。



　また、『続千載集』巻一三、恋三、一四〇〇、一四〇一に、次の男の返歌とともに、



　業平朝臣伊勢へ下り侍りける時、斎宮に侍りける女房のもとより、






ちはやぶる神のいがきも越えぬべし大宮人の見まくほしさに






　返し、






業平朝臣　　　






恋しくは来ても見よかしちはやぶる神のいさむる道ならなくに






　として載せるのは、この物語からの採録である。






　一一二
 　この歌、『新古今集』巻一五、恋五、一四三二に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



　一一三
 　この歌、『万葉集』巻四、相聞、六三二に、「湯原王贈娘子歌二首」のうちの一首として、「
目
 メ

 
二
 ニ

 
破
 ハ

 
見
 ミ

 
而
 テ

 
手
 テ

 
二
 ニ

 
破
 ハ

 
不所取
 トラエヌ

 
月
 ツキノ

 
内
 ウチ

 
之
 ノ

 
楓
 カツラノ

 
如
 ゴトキ

 
妹
 イモ

 
乎
 ヲ

 
奈何
 イカガ

 
責
 セム

 」とあり、『古今六帖』六、桂、三五一三一に、『万葉集』とほぼ同じ形（二句、手には取られぬ）で載せる。この段の歌は、『万葉集』の歌を改作したものであろう。『新勅撰集』巻一五、恋五、九五五には、「題しらず、湯原王」として見える。



　一一四
 　この歌、『万葉集』巻一一、「寄物陳思」、二四二二に、「
石
 イハ

 
根
 ネ

 
踏
 フム

 
重成
 ヘナレル

 
山
 ヤマハ

 
雖不有
 アラネドモ

 
不相
 アハヌ

 
日数
 ヒマネミ

 
恋
 コヒ

 
度
 ワタル

 
鴨
 カモ

 」とあるのを物語に取り入れたものであろうが、「
重成
 ヘナレル

 」（隔てになっている意）を直読して「重なる」と訓じている。中古以降歌に散見する例は、「岩根ふみ重なる」と詠んでいる。ためにもとの歌とはわずかに趣を異にし、歌意も曖昧になった感は否めない。しかし中古以降の歌では、「重なる山」で、二人の間を隔てて幾重にもかさなる山の意に用いられていることは用例によって明らかである。『万葉集』の歌が「
重成
 ヘナレル

 
山
 ヤマハ

 
雖不有
 アラネドモ

 」とあることから見ても、底本の「重なる山にあらねども」が原態に忠実な形であることはいうまでもない。武田本以下の「重なる山はへだてねど」は、かえって意味が重複しており、歌意を明確にする目的で改めた本文と見なくてはならない。






　なお、この歌、『拾遺集』巻一五、恋五、九六九に、「題しらず、坂上郎女」として、「岩根踏み重なる山はなけれども逢はぬ日数を恋ひやわたらむ」という形で載せる。






　一一五
 　「わたつうみ」は、海の意の歌語。「
海
 み

 
松
 る

 」に「見る」をかけ、「あふ」は、前歌に「語らはねども」とあるのをうけ、男女があい結ばれる意。






　この歌、および次の「岩間より」の歌ともに、『新勅撰集』巻一一、恋一、六五一、六五二に、それぞれ「女につかはしける、業平朝臣」、「返し、詠人しらず」として載せる。






　一一六
 　この歌、『貫之集』五、恋、一七七八五に見え、『臆断』に不審のこととする。『続後撰集』巻一一、恋一、六九九に、「女につかはしける、業平朝臣」として載せるのは、この物語からの採録である。



　一一七
 　大原野神社は、春日神社と同じく、健甕槌命、伊波比主命、天児屋根命、比売神の四座を祀る。天児屋根命は、藤原氏の祖神。






　この歌、『古今集』巻一七、雑上、八七一に、「二条の后のまだ春宮の御息所と申しける時に、大原野にまうでたまひける日詠める、業平の朝臣」として載せる。『古今六帖』二、山、三一七九三にも、三句「今日しこそ」、作者業平として載せる。また、『大和物語』一六一段にも、ほぼ同趣の物語を伴って見える。






　一一八
 　多可幾子の兄である。常行は、多可幾子の亡くなった頃は、まだ右近衛権少将兼周防権守で、右大将ではない。貞観二年八月二十六日、右少将、同四年四月七日、権中将、同六年正月十六日、参議を兼ね、同八年十二月十六日、右大将、同十二年正月十三日、中納言、同十四年八月二十五日、大納言を兼ね、同十七年二月十七日歿、享年四十。



　一一九
 　業平が右馬頭に任じられたのは、貞観七年三月九日で、同十七年正月十三日、右近権中将に任じられるまで、その職にあった。多可幾子の亡くなった頃は、まだ散位である。



　一二〇
 　「春のわかれとは、折節春なれば今日の法事を仏の涅槃になずらへていへる歟。涅槃経云、爾時世尊娑羅林下寝臥宝牀、於其中夜入第四禅寂然無声、於是時頃便般涅槃、入涅槃已、其娑羅林東西二雙合一樹、南北二雙合為一樹、垂覆宝牀蓋覆如来。又大山崩裂ともあれば、山もうつり木もうつりたるやうにみゆるはこれらの心にや」（『勢語臆断』）。なお本段の「みわざ」は、次の段に「
七
 なな

 
七
 なぬ

 
日
 か

 のみわざ」とあるのと同時のこと、即ち四十九日の法事と見るべきである。契沖の計算によれば、天安三年（貞観元年）正月二日が多可幾子の四十九日にあたる。歌に「春の別れ」と言うのは、逝く春との別れの意。正月二日というのとも、また仏涅槃の二月十五日とも合わない。






　この歌、『古今六帖』四、悲しび、三三三二九に、五句「とふとなりけり」、作者業平として載せる。『続後撰集』巻一八、雑下、一二五八に、「女御高子隠れ侍りて、安祥寺にて後のわざし侍りけるに、人々のささげもの奉れるを見て、詠み侍りける、業平朝臣」として、物語と同じ形で見える。






　一二一
 　人康親王の出家は貞観元年（八五九）五月七日のことで、天安三年（八五九）正月に行われたはずの多可幾子の四十九日の法要より数か月後である。多可幾子の四十九日の法要と「山科の禅師の親王」というのとは、時期的に合わないようである。同様のことは、後の「三条の
大
 おほ

 
御
 み

 
幸
 ゆき

 」についてもいえる。これは、貞観八年（八六六）三月二十三日に清和天皇が藤原良相の西三条邸（百花亭）に行幸されたことをさしていようが、これは、さらに後年のことである。



　一二二
 　「飽かねども」は、これでも（私の心をお示し申しあげるには）満足ではありませんが、の意。「色見えぬ心」は、人の心の色は見えないものなので、いう。前に、「年ごろよそには仕うまつれど、近くはいまだ仕うまつらず」とあった。「色見えでうつろふものは世の中の人の心の花にぞありける」（『古今集』巻一五、恋五、七九七、小町）。



　一二三
 　この歌、『古今集』巻二、春下、一三三に、「
弥生
 やよひ

 のつごもりの日、雨の
降
 ふ

 りけるに、藤の花を折りて人につかはしける、業平朝臣」として載せる。これをもとに、一段の物語としたものであろう。



　一二四
 　河原院は、『江談抄』『今昔物語集』などに、「塩竈」の風景を模して造ったことが見える。初、二句はその事情を詠んだもの。過去の推量の意をあらわす「けむ」に、そんなはずはないのだが、いったいいつの間に、という驚きの気持が分明である。「なむ」は、他の動作に対してあつらえのぞむ意の終助詞。






　この歌、『続後拾遺集』巻一五、雑上、九六七に、「河原左大臣の家に罷りて侍りけるに、塩釜といふ所の様を作れりけるを見て詠める、業平朝臣」として載せる。






　一二五
 　この歌、『古今集』巻一、春上、五三に、「渚の院にて、桜を見てよめる、在原業平朝臣」として載せる。『古今六帖』六、桜、三五〇五六にも、作者業平として載せ、『新撰和歌』巻一、春秋、六九にも、「業平朝臣」として載せる。






　なお、『土左日記』承平五年二月九日の条に「かくて舟
曳
 ひ

 きのぼるに、渚の院といふ所を見つつ
行
 ゆ

 く。その院、昔を思ひやりて見れば、おもしろかりける所なり。しりへなる岡には松の木どもあり。中の庭には梅の花咲けり。ここに人々のいはく、これ、昔、名高く聞えたる所なり。故惟喬の
親
 み

 
王
 こ

 の
御
 おほむ

 供に、故在原の業平の中将の、世の中にたえて桜の咲かざらば春の心はのどけからまし、といふ歌よめる所なりけり。（下略）」と見える。






　一二六
 　この歌、および次の有常の歌は、『古今集』巻九、羇旅、四一八、四一九に、「惟喬の
親
 み

 
王
 こ

 の供に、狩に罷りける時に、天の河といふ所の河のほとりにおりゐて、酒など飲みけるついでに、親王の言ひけらく、狩して天の河原にいたるといふ心をよみて
盃
 さかづき

 はさせ、と言ひければ、よめる、在原業平朝臣」、「
親
 み

 
王
 こ

 、この歌をかへすがへすよみつつ、返しえせずなりにければ、供に侍りてよめる、紀有常」として載せる。『古今六帖』二、大鷹狩、三二〇五七、三二〇五八にも、作者業平として載せる。また、「狩り暮らす」の歌は、『新撰和歌』巻三にも載せる。



　一二七
 　この歌、『古今集』巻一七、雑上、八八四に、「
惟
 これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 の狩しける供に
罷
 まか

 りて、宿りに帰りて、
夜
 よ

 
一
 ひと

 
夜
 よ

 酒を飲み、物語りをしけるに、十一日の月も隠れなむとしける折に、
親
 み

 
王
 こ

 
酔
 ゑ

 ひて内へ入りなむとしければ、よみ侍りける、業平の朝臣」として載せる。『古今六帖』一、ざうの月、三一二〇五にも、作者業平として載せ、『新撰和歌』巻四にも載せる。






　なお、『土左日記』承平五年一月八日の条に「
今
 こ

 
宵
 よひ

 、月は海にぞ入る。これを見て、業平の君の、山の端逃げて入れずもあらなむ、といふ歌なむ、思ほゆる。もし海辺にてよまましかば、波立ちさへて入れずもあらなむ、ともよみてましや。（下略）」と見える。






　一二八
 　この歌、『後撰集』巻一七、雑三、一二五〇に、「月夜にかれこれして、
上野
 かむつけの

 
岑
 みね

 
雄
 を

 」として、五句「月も隠れじ」として載せる。『古今六帖』一、ざうの月、三一二二二にも、「作者
上野
 かむつけ

 のみわけ（或本いまを）」として、「おほかたは（一本には、おしなべて）峰も平らになりななむ山のあればぞ月も隠るる」とある。上野岑雄は、基経の歿した時、哀悼の歌をよんでいる（『古今集』巻一六、哀傷、八三二）。



　一二九
 　「頼む」は、頼りにする、あてにする意。「れ」は、可能の意の助動詞「る」の未然形。「なくに」は、打消の助動詞「ぬ」（四段活用）の未然形に接尾語「く」が付き、助詞「に」の付いたもの。……ないので、……ないからの意。歌特有の語法である。






　この歌、『古今六帖』五、枕、三四〇八八に載せる。また、四、旅、三三二七二も、二、三句が一部異なるのみである。『新勅撰集』巻八、羇旅、五三八に、「惟喬の
親
 み

 
王
 こ

 の狩しける供に日ごろ侍りて帰り侍りけるを、なほとどめ侍りければ、よみ侍りける、業平朝臣」として載せるのは、この物語からの採録であろう。






　一三〇
 　「思ひきや」は、倒置で、五句の「君を見むとは」から続く。「き」は直接体験の回想で、「や」は反語。まったく思いもしませんでした、の意である。






　この歌、『古今集』巻一八、雑下、九七〇に、「惟喬の
親
 み

 
王
 こ

 のもとに罷り通ひけるを、
頭
 かしら

 おろして、小野といふ所に侍りけるに、
睦月
 むつき

 にとぶらはむとて罷りたりけるに、比叡の山のふもとなりければ、雪いと深かりけり。しひてかの
室
 むろ

 に罷り到りて
拝
 をが

 みけるに、つれづれとして、いとものがなしくて、帰りまうで来て、よみておくりける」という、この物語によく似た詞書とともに載せる。『古今六帖』一、雪、三一五九二にも、同じ形で載せる。なお、『新古今集』巻一八、雑下、一七一八に親王の答歌が見える。






　一三一
 　この贈答は、『古今集』巻一七、雑上、九〇〇、九〇一に、物語本文ときわめて近似した詞書を伴って載せる。






業平の朝臣の母の
内親王
 み　こ

 、長岡に住み侍りける時に、業平、宮仕へすとて、時々もえまかりとぶらはず侍りければ、
師走
 しはす

 ばかりに、母の
内親王
 み　こ

 のもとより、とみのこととて
文
 ふみ

 を
持
 も

 てまうで来たり。あけて見れば、ことばはなくて、ありける歌、






老いぬればさらぬ別れもありといへばいよいよ見まくほしき君かな






返し






業平の朝臣　　　






世の中にさらぬ別れのなくもがな千代もとなげく人の子のため






　一三二
 　この歌、『古今集』巻八、離別、三七三に、「
東
 あづま

 の方へ罷りける人によみてつかはしける、伊香子淳行」として、三、四、五句「目に見えぬ心を君にたぐへてぞやる」という類歌がある。これを改作したものか。『古今六帖』一、雪、三一六〇〇に、四句「雪のとむるぞ」として載せるのは、この物語からの採録であろう。



　一三三
 　この歌、『古今六帖』五、昔ある人、三三七六三に載せる。また、『新古今集』巻一五、恋五、一三六五にも、「題しらず、詠人しらず」として、同じ形で載せる。



　一三四
 　この歌、『万葉集』巻三、雑歌、二七八に、「石川少郎歌一首」として、「
然
 シカ

 
之
 ノ

 
海
 ア

 
人
 マ

 
者
 ハ

 
軍布
 メ

 
苅
 カリ

 
塩
 シホ

 
焼
 ヤキ

 
無暇
 イトマナ

 
髪
 ミクシ

 
梳
 ラ

 
乃
 ノ

 
少
 ヲ

 
櫛
 グシ

 
取
 トリ

 
毛
 モ

 
不
 ミ

 
見
 ナ

 
久
 ク

 
尓
 ニ

 」とある。この歌を改作したものか。『古今六帖』五、櫛、三四〇二六には、物語と同じ形で載せる。また、『新古今集』巻一七、雑中、一五八八に、「題しらず、在原業平朝臣」として載せるのは、この物語からの採録である。



　一三五
 　「高けむ」は、形容詞「高し」の未然形の古形「高け」に推量の助動詞「む」のついたもの。上代語で、中古では漢文訓読語と歌だけに見える。下句は、「涙の滝」とこの滝とはどちらが高いだろうか、の意。身の不遇を嘆くていの歌である。






　この歌、『新古今集』巻一七、雑中、一六四九に、「布引の滝見に罷りて、中納言行平」として載せる。この物語からの採録であろう。






　一三六
 　「ちるか」の「か」は、感動の意。「袖のせばきに」は、しがない身の上をいう謙退の意があろう。






　この歌、『古今集』巻一七、雑上、九二三に、「布引の滝のもとにて、人々集りて歌よみける時に、よめる、業平の朝臣」として載せる。『古今六帖』三、滝、三二五六七にも、四句「まなくもふるか」（一本ちるか）として見え、『新撰和歌』巻四にも同じ形で見える。なお『古今集』の業平の歌の前には、「布引の滝にてよめる、在原行平朝臣」として「こきちらす滝の白玉拾ひおきて世の憂き時の涙にぞかる」の歌を載せる。






　一三七
 　この歌、『新古今集』巻一七、雑中、一五八九に、「題しらず、在原業平朝臣」、四句「わが住む方に」（烏丸本、方の）として載せる。この物語からの採録であろう。



　一三八
 　この歌、『古今六帖』四、かざし、三三一七一に載せる。二句「かざしにさして」。



　一三九
 　この歌、『古今集』巻一七、雑上、八七九に、「題しらず、業平朝臣」として載せる。『古今六帖』一、ざうの月、三一二一七にも載せる。



　一四〇
 　この歌、『新続古今集』巻一二、恋二、一一五七に、「女につかはしける、在原業平朝臣」として、五句「なき名
負
 お

 はせむ」として載せる。この物語からの採録である。なお、『勢語臆断』に指摘するが、『万葉集』巻一四、東歌（相聞）、三五六六に、「
和
 ワ

 
伎
 ギ

 
毛
 モ

 
古
 コ

 
尓
 ニ

 
安
 ア

 
我
 ガ

 
古
 コ

 
非
 ヒ

 
思
 シ

 
奈
 ナ

 
婆
 バ

 
曾
 ソ

 
和
 ワ

 
敝
 ヘ

 
可
 カ

 
毛
 モ

 
加
 カ

 
未
 ミ

 
尓
 ニ

 
於
 オ

 
保
 ホ

 
世
 セ

 
牟
 ム

 
己
 コ

 
許
 コ

 
呂
 ロ

 
思
 シ

 
良
 ラ

 
受
 ズ

 
弖
 テ

 」という類歌がある。



　一四一
 　この歌、『後撰集』巻三、春下、一四一に、「題しらず、詠人しらず」として、三句「今日のまた」として載せる。



　一四二
 　「なみ」は、形容詞「なし」の語幹に原因、理由の意をあらわす接尾語「み」の付いたもの。この歌、『古今集』巻一四、恋四、七三二に、「堀江こぐ棚なし小舟こぎかへり同じ人にや恋ひわたりなむ」の類歌がある。『玉葉集』巻九、恋一、一二七二に、「恋歌の中に、業平朝臣」として載せるのは、この物語からの採録である。



　一四三
 　「なぞへなし」は、「なぞふ」（なぞらえる）の名詞形「なぞへ」に「なし」がついた語。同列には考えられない、の意。前に、「いとになき人を」とあるのと照応し、「高きいやしき」にかかる。この歌、『古今六帖』五、になき思ひ、三三九六〇に載せる。



　一四四
 　すぎ去った季節の「春日」＝もとの男（自分）が通っていた頃、現在の季節の「秋の夜」＝「今の男」の通っている現在という図式である。下句、春のものである霞（自分）より秋のものである霧（今の男）が千倍もまさっているのであろうか、の意。霞、霧の縁で「
千
 ち

 
重
 へ

 」といった。






　この歌、『古今六帖』五、忘れず、三三七二一に、初句「秋の
夜
 よ

 の」として載せる。






　一四五
 　男の歌の「（春の）霞に（秋の）霧や
千
 ち

 
重
 へ

 まさるらむ」をうけて、「
千
 ち

 
々
 ぢ

 の秋」──今の男は千人合わせても、「一つの春」（一人のあなた）に匹敵できない、と言い、さらに言葉をついで、しかし、（秋の）紅葉も（春の）花も、つまり、今の男もあなたもともにすぐ散ってしまう──久しく頼りにできないではないか、と反発しているのである。「花」は、桜。男の歌に春、秋の景物として霞、霧とあったのに対して、桜と紅葉をあげたもの。



　一四六
 　「やめてよ」の「てよ」は、完了の助動詞「つ」の命令形。「彦星に恋はまさりぬ」は、物を隔てて逢うことを天の河を隔てる彦星にたとえて、彦星は年に一度隔てなく逢うのにくらべて、自分の恋はそれ以上につらい、と言ったもの。



　一四七
 　「言ひしながら」は、言ったそのとおり、の意。前文に、「すこし秋風吹き立ちなむ時、かならずあはむ」とあるのを受ける。「あらなくに」の「なく」は、打消の助動詞の古形「ぬ」（四段活用）の未然形「な」に接尾語「く」の付いた形。「なくに」で、ないのに、の意をあらわす。上代語で、中古では歌特有の言い方。全体で、「
口
 く

 
舌
 ぜち

 」によって、約束したことが実現しなくなったことを言う。「木の葉降りしくえ」の「降りしく」は「降り敷く」であろう。「降り
頻
 し

 く」でも解ける。「え」に「江」と「縁」をかけ、私たち二人の仲は、木の葉に埋もれて浅くなってしまった──浅い縁になってしまった意。この歌、『新勅撰集』巻一二、恋二、七三七に、「秋とちぎりて侍りけるに、えあふまじきゆゑ侍りければ、業平の朝臣につかはしける、詠人しらず」として載せる。この物語からの採録である。



　一四八
 　『古事記』神代に、八重言代主神が「
踏
 フミ

 [image: ]
 
傾
 カタブケ

 
其
 ソノ

 
船
 フネヲ

 [image: ]
 
而
 テ

 、
天
 アマノ

 
逆
 サカ

 
手
 テ

 
矣
 ヲ

 
於
 ニ

 [image: ]
 
青
 アヲ

 
柴
 フシ

 
垣
 ガキ

 [image: ]
 
打
 ウチ

 
成
 ナシ

 
而
 テ

 
隠
 カクリ

 
也
 マシキ

 」ということが見える。これは船を柴垣にするための呪術であるが、この物語のは、人を呪うしぐさである。宣長はこの「天逆手」を「掌を
外
 ト

 になして
拍
 ツ

 を云か、又は常には
両
 フタツ

 の掌を同じさまに
対
 ムカ

 へて
拍
 ツ

 を、
此
 レ

 は左と右との上下を、
逆
 サカサマ

 にやり
違
 チガ

 へて
拍
 ツ

 を云か、
此
 ノ

 
二
 ツ

 の
間
 アヒダ

 、今定めがたし」（『古事記伝』一四）という。



　一四九
 　「老いらく」は、「老ゆらく」の転。老いること、老年の意。「まがふ」は、区別がつかなくなる、分からなくなる意。「がに」は、上代語で、中古では歌特有の言い方。






　この歌、『古今集』巻七、賀、三四九に、「堀河の
大臣
 おほいまうちぎみ

 の四十の賀、九条の家にてしける時によめる、在原業平朝臣」として載せる。






　一五〇
 　作り枝の梅の花は季節にかかわらず咲いているのを、「太政大臣」の栄花の常に変わりないことにかけた挨拶の歌である。前文に、「長月ばかりに」とあった。






　この歌、『古今集』巻一七、雑上、八六六に、「題しらず、詠人しらず」として、初句「限りなき」として載せ、左注に「ある人のいはく、この歌は、さきの
大臣
 おほいまうちぎみ

 のなり」とある。この歌を改作し、物語的潤色を加えて、一段をなしたものであろう。『古今六帖』五、かたみ、三三九八四には、初、二句「限りなき君がかたみと」として載せる。






　一五一
 　この贈答は、『古今集』巻一一、恋一、四七六、四七七に、「右近の馬場のひをりの日、むかひに立てたりける車の下すだれより、女の顔のほのかに見えければ、詠むでつかはしける、在原業平朝臣」「返し、詠人しらず」として載せる。






　『大和物語』の一六六段にも、この段とほぼ同じ物語が見えるが、贈歌の三句「恋しきは」、答歌は「見も見ずも
誰
 たれ

 と知りてか恋ひらるるおぼつかなさの
今
 け

 
日
 ふ

 のながめや」となっている。『古今集』あるいはこの物語に手を加えたものであろう。『今昔物語集』巻二四、三六話は、この物語の九九段と八二段、八三段のそれぞれ後半によって構成したものと考えられる。



　なお、答歌の「知る知らぬ」の歌は、『古今六帖』五、言ひはじむ、三三三八七にも載せる。






　一五二
 　「忘れ草生ふる
野
 の

 
辺
 べ

 」は、あなたのことを忘れてしまっている私、の意を寓し、「こはしのぶなり」は、私はよそながらあなたを恋い慕っております、という程の意を寓する。上句で、前文の「やむごとなき人」が「これ（忘れ草）でもあなたはしのぶ草と言うんでしょうね──私を忘れてしまっているのに、よそながら慕っていると言うのでしょうが」と皮肉を言ったのを受け、下句で切り返したていである。






　この歌、『続古今集』巻一四、恋四、一二七〇に、「後涼殿の局より、忘れ草を、忍ぶ草とや言ふとて、女のいだして侍りければ、詠める、業平朝臣」として、三句「あるらめど」として載せる。『大和物語』一六二段にも、この段とあい似た物語とともに見えるが、この段をもとに書かれたものであろう。



　なお、この段の内容は、多くの点で三一段と酷似している。






　一五三
 　藤原
良
 まさ

 
近
 ちか

 は、『三代実録』によるに、貞観十六年（八七四）に左中弁になり、翌年八月神祇伯に転ずる。行平が左兵衛督であった貞観六年（八六四）から貞観十四年（八七二）までの期間は、貞観五年、左少弁、同十二年、右中弁に任じられている。この段ではまた、「
太政
 おほき

 
大臣
 おとど

 」藤原良房も貞観十四年（八七二）に死んでおり、この点でも良近の左中弁の期間とは一致しない。



　一五四
 　「ありしにまさる藤のかげ」は、昔にまさる藤原氏の勢威、の意。前文に、「花のしなひ、三尺六寸ばかりなむありける」とあったのに照応する。「藤のかげかも」の「かも」は、上代に一般に使われた。「ありし」を「在氏」にかけて、藤原氏に
媚
 こび

 を売り在原氏を自嘲したとする説、専横を極める藤原氏に対する風刺とする説などがあるが、主客である藤原良近への単なる挨拶の歌と見るべきであろう。後の文に、「など、かくしもよむ」とあるのは、単に一座の人々が歌の真意をつかみかねた事情を物語っているに過ぎぬであろう。同趣の「かげ」を詠んだものに、七九段の「わが
門
 かど

 に」の歌がある。






　この歌、『玉葉集』巻七、賀、一〇六六に、「中納言行平の家に人々まうで来てあそびけるに、藤の花のしなひ三尺あまりなるをかめにさして、それを題にて歌詠みけるに、藤氏の栄花の盛りなることを思ひて詠み侍りける、在原業平朝臣」として、二句「かげにかくるる」、五句「藤の色かも」として、載せる。






　一五五
 　「雲には乗らぬ」は、『荘子』（逍遙遊、第一）に、「
藐
 ハ

 
姑
 コ

 
射
 ヤ

 之
山
 ニ

 
有
 リテ
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居
 リ

 焉。肌膚
若
 シ
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 氷
雪
 ノ
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 。綽
約若
 タルコトシ
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 処
子
 ノ
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 。不[image: ]
 
食
 ハ

 [image: ]
 五
穀
 ヲ
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 、
吸
 ヒ
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風
 ヲ

 
飲
 ム

 [image: ]
 
露
 ヲ

 。
乗
 ジ

 [image: ]
 雲
気
 ニ

 [image: ]
 
御
 シテ
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 飛
竜
 ヲ
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 而
遊
 ブ
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 乎四海之
外
 ニ
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 」とある（『臆断』所引）。この歌、『古今六帖』二、尼、三二三〇九に載せる。



　一五六
 　この歌、『古今集』巻一三、恋三、六四四に、「人にあひて、あしたに詠みてつかはしける、業平の朝臣」として載せる。『古今六帖』四、夢、三二八八二には、作者業平として載せる。



　一五七
 　作者の評である。「きたなげさ」は、「きたなし」の語幹に接尾語「げ」が付き、さらに体言構成の接尾語「さ」の付いた形。未練がましいという程の意であろう。



　一五八
 　「めくはす」は、「
布
 め

 （海藻）食はす」に「目くはす」（目くばせをする）をかける。「頼まるる」は、あてにされる、期待される意。「
海
 あ

 
女
 ま

 」「
海
 み

 
松
 る

 」「
布
 め

 」は「海」の縁語。歌意はおおよそ、
海
 あ

 
女
 ま

 とあなたを拝見するから海藻を食べさせてくれとあてにされる──尼とあなたを拝見するから目くばせしてくれとあてにされる、となるが、尼に目くばせしてくれというのは尋常ではない。女が男に目くばせするのは、恋愛沙汰である。前文に、「かたちをやつしたれど、ものやゆかしかりけむ」とあるような斎宮の心根の軽薄さを、この世をつらいと思って出家したはずのあなたが祭見物においでとは、とたしなめ、「目くはせよ」と
揶
 や

 
揄
 ゆ

 したのであろう。



　一五九
 　前文の「かくては死ぬべし」というあからさまな求愛の言葉に対して、逆に冷淡に答えたのである。男が反発しながらもかえって「心ざしはいやまさりけり」とあるのは、逆手を取った女の歌の機知にぞっこん参ったという趣である。「玉」「露」を歌った歌は、六段に見える。






　この歌、『新千載集』巻四、秋上、三一七に、「題しらず、中納言家持」として載せ、『家持集』にも載せる。






　一六〇
 　いうまでもなく、龍田川に紅葉の流れる美しさをたたえた歌である。






　この歌、『古今集』巻五、秋下、二九四に、「二条の后の
春
 とう

 
宮
 ぐう

 の
御
 み

 
息
 やす

 
所
 どころ

 と申しける時に、御屛風に龍田河に紅葉流れたるかたをかけりけるを題にて、詠める」という詞書のもとに、「素性」の歌の次に、「業平朝臣」として、載せる。『百人一首』にも採られた名歌である。『古今集』の屛風歌を、実景での作にとりなして、物語にとりいれたものである。






　一六一
 　従四位上、右兵衛督。『三十六人歌仙伝』によるに、貞観八年正月、少内記、同十二年正月、大内記、その後、図書頭、因幡守、右兵衛佐、右近衛少将、権中将、蔵人頭などを歴任。延喜七年（九〇七）卒。『歌仙伝』には、「家伝」には昌泰四年（延喜元年）卒とあるという。『古今集』には十九首の歌が採られ、巻十六、哀傷に、敏行の歿した時の友則の哀悼の歌（八三三）が見える。名筆家としても著名であった。



　一六二
 　この歌、および次の歌は、『古今集』巻一三、恋三、六一七、六一八に、「業平の朝臣の家に侍りける女のもとに、詠みてつかはしける、敏行の朝臣」、四句「袖のみぬれて」、「かの女にかはりて、返しに詠める、業平の朝臣」として載せる贈答歌である。この段の三首目の「
数
 かず

 
々
 かず

 に」の歌も、『古今集』巻一四、恋四、七〇五に、「藤原敏行朝臣の、業平の朝臣の家なりける女をあひ知りて、
文
 ふみ

 つかはせりけることばに、今まうで
来
 く

 、雨の
降
 ふ

 りけるをなむ見わづらひ侍ると言へりけるを聞きて、かの女にかはりて詠めりける、在原業平朝臣」として、載せる歌である。これら三首の『古今集』の詞書と、この段の物語とを比較するに、極めて近似している。両者に直接関係ありと見るべきであろう。『古今六帖』には、「つれづれの」の歌を、一、雨、三一三三六に、作者敏行、五句「あふよしもなみ」として載せ、四、涙河、三二九三〇、三二九三一には、「つれづれの」「あさみこそ」の贈答を、作者敏行、「返し、業平」として載せる。「数々に」の歌は、一、雨、三一三五二に、作者業平として、載せる。



　一六三
 　「
数
 かず

 
々
 かず

 に」は、『万葉集』巻一三、三二五六、「
数
 シク

 
々
 シク

 
丹
 ニ

 
不思
 オモハズ

 
人
 ヒト

 
者
 ハ

 
雖有
 アラメドモ

 
暫
 シマシ

 
文
 モ

 
吾
 ワレ

 
者
 ハ

 
忘
 ワスラ

 
枝
 エ

 
沼
 ヌ

 
鴨
 カモ

 」の「
数
 シク

 
々
 シク

 
丹
 ニ

 」を、字に即して「かずかずに」と誤読して生じた語という。「しくしくに」は、しきりに、心深く、の意。この歌の出典については、補注一六二参照。



　一六四
 　この歌、『新古今集』巻一一、恋一、一〇四〇に、「題しらず、紀貫之」として、三句「磯なれや」として載せる。『貫之集』巻五にも、『新古今集』と同じ形で載せており、貫之の歌を女の歌にとりなして一段としたものであろう。



　一六五
 　この歌、『古今集』巻一六、哀傷、八五〇に、「桜を植ゑてありけるに、やうやく花咲きぬべき時に、かの植ゑける人みまかりにければ、その花を見て詠める、紀望行」として載せる。これをもとに一段の物語としたものであろうが、ために原歌に見られる詞書と歌との緊密なつながりを失い、分かりにくくなっている。なお、『古今六帖』四、哀しび、三三三三四、および『新撰和歌』巻三にも、作者紀望行として載せる。



　一六六
 　「
魂
 たま

 
結
 むす

 び」については、『袋草子』巻四、誦文歌の項に、「見[image: ]
 人魂[image: ]
 歌」として、「
魂
 たま

 は見つぬしは誰とも知らねども結びとどめつ下がひの
褄
 つま

 　三返誦[image: ]
 之。男、左、女、右ノ
褄
 つま

 ヲ結ビテ三日ヲ経テ解[image: ]
 之云々」とある。物思いをすると魂が身体からさまよい出るとする遊離魂の信仰である。



　一六七
 　この歌、『新勅撰集』巻一一、恋一、六三一に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。



　一六八
 　この歌と、次の「恋しとは」の歌は、逆の順序で、『後撰集』巻一一、恋三、七〇二、七〇三に、次の詞書とともに載せる贈答歌である。






　女につかはしける、






在原元方　　　






恋しとはさらにも言はじ下紐の解けむを人はそれと知らなむ






　返し、






詠人しらず　　　






下紐のしるしとするも解けなくに語るがごとはあらずもあるかな






　『後撰集』の方が明らかに自然で、物語では女の歌に急に「下紐」が歌われる唐突さがある。また、女の歌の五句、『後撰集』の「あらずもあるかな」が本来の形であることは言うまでもなく、物語は前の歌の「恋ふるものとは」を受けて、「恋ひずぞあるべき」と改めたのであろう。なお、『古今六帖』五、紐、三四一九四、三四一九五には、『後撰集』と同じ順序で、答歌の五句「恋ひずぞあるべき」として載せる。






　一六九
 　この歌、『古今集』巻一四、恋四、七〇八に、「題しらず、詠人しらず」として載せ、「仮名序」にも「たとへ歌」の例としてあげられている歌である。同趣の歌は『万葉集』に散見するが、この『古今集』の歌をもとに物語としたものであろう。






　『古今六帖』には、一、
煙
 けぶり

 、三一六六六、および三、塩、三二六三七に、初句「伊勢の海人の」（三の歌は一本に「
須
 す

 
磨
 ま

 の
海
 あ

 
人
 ま

 の」とある）として載せる。






　一七〇
 　『三代実録』仁和二年十二月十四日の条、「十四日戊午、行[image: ]
 幸芹川野[image: ]
 。寅二尅、鸞駕出[image: ]
 建礼門[image: ]
 。到[image: ]
 門前[image: ]
 駐[image: ]
 蹕、勅賜[image: ]
 皇子源朝臣諱朱雀太上天皇
 帯剱[image: ]
 。是日、勅、参議已上着[image: ]
 摺布衫行騰[image: ]
 。別勅[image: ]
 皇子源朝臣諱、散位正五位下藤原朝臣時平二人[image: ]
 、令[image: ]
 着[image: ]
 摺衫行騰[image: ]
 焉。辰一尅、至[image: ]
 野口[image: ]
 。放[image: ]
 鷹鷂払[image: ]
 撃野禽[image: ]
 。山城国司献[image: ]
 物、并設[image: ]
 酒醴[image: ]
 、飲[image: ]
 猟徒[image: ]
 。日暮、乗輿幸[image: ]
 左衛門佐従五位上藤原朝臣高経別墅[image: ]
 。奉[image: ]
 進[image: ]
 夕膳[image: ]
 。高経献[image: ]
 物。賜[image: ]
 従[image: ]
 行親王公卿侍従及山城国司等禄[image: ]
 各有[image: ]
 差。夜、鸞輿還宮。是日、自[image: ]
 朝至[image: ]
 タ、風雪惨烈矣」。この年は、業平の歿後六年、歌も、次の〔補注一七一〕に見るように、兄行平の歌である。この年、行平は、正三位、中納言。民部卿、按察使を兼ね、年六十九歳である。翌仁和三年四月十三日、致仕。寛平五年七月十九日、七十五歳で歿した。



　一七一
 　「
鶴
 たづ

 」は「
鶴
 つる

 」の歌語。「
狩
 かり

 
衣
 ぎぬ

 の
袂
 たもと

 」に摺りつけられていたのである。「鳴くなる」の「なる」は伝聞推定の推定。この年、光孝天皇五十七歳、翌仁和三年八月二十六日、崩御。男はなかばあきらめていた大鷹狩のお伴ができ、これが自分の最後のお伴であるという感慨から「
翁
 おきな

 さび」と詠んだ。しかし、老齢の帝は、ご自分のことと思って、ご機嫌が悪かった、という物語の趣である。






　この歌、『後撰集』巻一五、雑一、一〇七七に、「仁和の
帝
 みかど

 、
嵯
 さ

 
峨
 が

 の御時の例にて芹河に
行
 ぎやう

 
幸
 がう

 したまひける日」の詞書をもつ在原行平の歌「嵯峨の山みゆき絶えにし芹河の千代のふる道あとはありけり」（一〇七六）の次に、「同じ日、
鷹
 たか

 
飼
 がひ

 にて、狩衣の
袂
 たもと

 に
鶴
 つる

 のかたを
縫
 ぬ

 ひて書きつけたりける」として、載せる。同じく、行平の歌である。この歌をもとに、物語をなしたものである。



　物語本文には、詞書の「
鶴
 つる

 のかたをかきて」の部分が省かれ、ために物語では歌の「
鶴
 たづ

 ぞ鳴くなる」が物語本文との脈絡を失して、唐突に持ち出されたという感は否めない。『古今六帖』二、翁、三二二五六に、作者業平として、五句「たづも鳴くなり」として載せるのは、この物語からの採録である。同じく、五、狩衣、三四一五三には、初句「おいさみを（オキナサヒ）」として、後に「芹河の行幸に在中納言狩衣に
鶴
 つる

 
摺
 す

 れり」という一文を伴って載せる。






　一七二
 　詳細は明らかでないが、『能因歌枕』に、「おしのゐて」（「し」は「き」の誤写か）「宮こしま」（
陸奥
 みちのくに

 ）と見える。『古今集』の墨滅歌、巻一〇、物名、一一〇四に、「おきのゐ、みやこしま」とある。



　一七三
 　この歌、『古今集』の墨滅歌、巻一〇、物名、一一〇四に、「おきのゐ、みやこしま、小野小町」として載せる。この歌をもとに、一段の物語を構成したのであろう。



　
 一七四
 　この歌、『万葉集』巻一一、寄物陳思、二七五三に、「
浪
 ナミノ

 
間
 マ

 
従
 ユ

 
所
 ミ

 [image: ]
 
見
 ユル

 
小
 コ

 
嶋
 ジマ

 
之
 ノ

 
浜
 ハマ

 
久
 ヒサ

 
木
 ギ

 
久
 ヒサシク

 
成
 ナリ

 
奴
 ヌ

 
君
 キミ

 
尓
 ニ

 
不
 ア

 [image: ]
 
相
 ハズ

 
四
 シ

 
手
 テ

 」として載せる。『古今六帖』六、ひさぎ、三五一五六、『拾遺集』巻一四、恋四、八五六に、「題しらず、詠人しらず」として載せるのも、いずれも五句「君にあはずて」とある。「はまびさし」は、『万葉集』以下すべてに「はまひさぎ」とある。『伊勢物語』でも、広本系の諸本に「はまひさぎ」とある。これは「はまびさし」を改めたものであることは確かで、この物語の本来の形としては「はまびさし」であったことは動かないが、歌自体のもとの形を考えた場合、「はまひさぎ」の形であったことは疑いがない。「ひさぎ」は、のうぜんかずら科の落葉喬木。
木
 き

 
小
 さ

 
角
 さ

 
豆
 げ

 。『和名抄』に、「楸」に「漢語抄云、比佐岐」とある。この物語は、なんらかの理由で、『万葉集』の「はまひさぎ」を「はまびさし」と改めたものか、あるいは、誤ったものであろう。なお、「はまびさし」は、浜庇で、浜辺の家の意に中世では理解されている。






　なお、この段、脚注に示したが、一四段に「陸奥に、すずろに
行
 ゆ

 きいたりにけり」とあるのと関係があることは明らかで、「まどひいにけり」は九段に「まどひ行きけり」、一〇段に「まどひありきけり」とある。さらに「京に、思ふ人に」というのも、九段に「京に、その人の御もとに」というのと似ている。九段以降の一連の東国物語を受けて作り成されたことは明らかである。






　一七五
 　時代を経てみごとな松となった姫松をたたえ、ひいては住吉の神（
底
 そこ

 
筒
 つつの

 
男
 おの

 
命
 みこと

 、中筒男命、表筒男命の三神に神功皇后を合祀して四座）をたたえた歌。「姫松」は、本来若くみずみずしい小松を言うが、ここは、
女
 め

 
松
 まつ

 とも、また単なる美称ともいう。『住吉大社神代記』に、軽皇子と住吉明神の贈答として「坂木葉仁[image: ]
 布止里志[image: ]
 [image: ]
 多賀余仁賀賀弥乃美賀保遠伊波比曾米芸牟」「宇倍麼佐仁岐美波志良末世賀美呂岐乃比佐志岐余余里伊波比曾女[image: ]
 岐」と見え、「時東一大殿押[image: ]
 開扉[image: ]
 、大神表[image: ]
 美麗貌人[image: ]
 、取[image: ]
 白笏[image: ]
 、叩[image: ]
 閾和歌」とある。こうした伝誦を踏まえて作為された一段と考えられる。歌は、この物語の主人公である「男」が、行幸に供奉して帝の代りに詠んだものと見るべきであろう。この歌、『古今集』巻一七、雑上、九〇五に、三句「住の江の」として載せるが、「題しらず、詠人しらず」になっている。






　なお、この歌、『古今六帖』二、
社
 やしろ

 、三一九四二、および『新撰和歌』巻四に、「住吉の」の形で載せる。






　一七六
 　「むつまし」は、（住吉の神と皇室とが）親密な間柄である、意。前の歌に「いく世
経
 ヘ

 ぬらむ」とあったのを受けて、「君は知らなみ」と言う。言外に、あなたは人ごとのようにみごとな松だなどとおっしゃるが、私はあなたの御先祖の時から切っても切れない間柄なのですよ、という程の意を寓する。この歌、『新古今集』巻一九、神祇、一八五七に、「伊勢物語に、住吉に行幸の時、
大御
 おほむ

 神
現
 げ

 
形
 ぎやう

 し給ひて、と
記
 しる

 せり」という左注を伴って載せる。



　一七七
 　この歌、『古今集』巻一四、恋四、七〇九に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。『古今六帖』五、こと人を思ふ、三三四八四には、「玉かづらはふ木
のあまたありといへば
 アマタニナリヌレバ

 絶えぬ
こころの
 コトノハ

 うれしげもなし」とある。



　一七八
 　この歌、『古今集』巻一四、恋四、七四六に、「題しらず、詠人しらず」として載せる。『小町集』（一一三）にも見える。



　一七九
 　この歌、『拾遺集』巻一九、雑恋、一二一九に、「題しらず、詠人しらず」、上句「いつしかも
筑
 つく

 
摩
 ま

 の祭はやせなむ」として載せ、『俊頼髄脳』にこの歌を引いて説明がある。



　一八〇
 　この歌、直接には、『古今集』巻二〇、神遊びの歌、一〇八一に、「かへしものの歌」として載せる「青柳を片糸によりてうぐひすの
縫
 ぬ

 ふてふ笠は梅の花笠」をふまえたものであろう。






　なお、『古今集』巻一、春上、三六に、「梅の花を折りて詠める、東三条の左の
大臣
 おほいまうちぎみ

 」として、「うぐひすの笠に縫ふてふ梅の花折りてかざさむ老かくるやと」という類歌がある。『古今六帖』にも、二、翁、三二二六四と、六、梅、三四九七〇に、作者東三条左大臣（六は、右大臣とある）として『古今集』と同じ形で重出する。






　一八一
 　この歌、『古今六帖』五、今はかひなし、三三九七一に、三、四句「手に
汲
 く

 みて頼めしかひも」として、載せる。また、『新古今集』巻一五、恋五、一三六七には、「題しらず、詠人しらず」として、三句「手に
汲
 く

 みて」として載せる。



　一八二
 　この贈答は、『古今集』巻一八、雑下、九七一、九七二に、「深草の里に住み侍りて、京へまうで
来
 く

 とて、そこなりける人に詠みておくりける、業平朝臣」、「返し、詠人しらず」として、答歌の二、三句「鶉となきて年は
経
 へ

 む」として載せる。『古今集』の贈答は、雑歌に入っているとおり、京に出る男と、その土地の人との贈答である。その答歌の二、三句を「鶉となりて鳴（泣）きをらむ」として恋の贈答にしたてて、一段の物語としたものである。






　なお、答歌「野とならば」の歌は、『古今六帖』二、
鶉
 うづら

 、三二〇五一に、二、三句、物語と同じく、五句「人の
来
 こ

 ざらむ」として載せる。






　一八三
 　この歌、『新勅撰集』巻一七、雑二、一一二六に、「題しらず、業平朝臣」として、二句「言はでただにぞ」として載せる。この物語からの採録である。



　一八四
 　この段、『古今集』に基づいて物語化したのであろう。主人公である男の
終
 しゆう

 
焉
 えん

 を描く一段で、初段の初冠と対応し、この物語の全体が男の一代記であることを示している。初段との対応は、初段「心地まどひにけり」と、この段の「心地死ぬべくおぼえければ」の間にも、認められるであろう。






















現代語訳










初　段








　昔、男が、元服して、奈良の
京
 きよう

 、
春日
 かすが

 の里に所領があったので、狩に出かけていった。その里に、とても美しい姉妹が住んでいた。この男は、（ひそかにその姿を）のぞき見てしまった。思いもかけず、さびれた旧都に、とても不似合いな様子でいたので、すっかり夢中になってしまった。男の着ていた
狩
 かり

 
衣
 ぎぬ

 の
裾
 すそ

 を切って、歌を書いておくる。その男は、しのぶ
摺
 ず

 りの狩衣を、着ていたのだった。




春日
 かすが

 
野
 の

 の
若
 わか

 
紫
 むらさき

 のすりごろもしのぶの乱れかぎり知られず（春日野の若紫のようなあなたがたの姿に、この狩衣の模様どおり、私の心は千々に乱れています）



と大人ぶって詠みおくったのだった。（ちょうどしのぶ摺りの狩衣を着ていたので）時にとってしゃれた趣向とでも思ったのだろうか、（この男の歌は）


みちのくのしのぶもぢずり
誰
 たれ

 ゆゑに乱れそめにしわれならなくに（
陸奥
 みちのく

 のしのぶもじ摺りのように、つれないあなた故にこそ、私の心は千々に乱れることになったのです）



という歌の趣向を踏まえたものだ。昔の人は、こんな熱烈な風雅のふるまいをしたものだった。







第二段








　昔、男がいた。奈良の京は離れ、この京は人の家がまだきちんと整っていなかった時に、西の京に女がいた。その女は、世間のふつうの女よりすぐれた人だった。その人は、顔かたちよりは心のすぐれた人だった。ひとり身をかこつということでもなかったらしい。その
女
 ひと

 と、かのまじめ男が、親しく話をかわして、帰って来て、どう思ったことだったのだろう、時は
三月
 やよい

 の
一日
 ついたち

 、（折しも）雨のしとしと降る中を、（次のような歌を）おくった、


起きもせず
寝
 ね

 もせで
夜
 よる

 を明かしては春のものとてながめ暮しつ（起きるでもなく眠るでもなく一夜を明かしては、また、春の季節のものということで、この
長雨
 ながめ

 のように、ながめ暮らした──ぼんやり悲しい一日を過ごした──ことです）









第三段








　昔、男がいた。想いを懸けた女のもとに、ひじき藻
 というものを贈る時（それに添えて）、


思ひあらば
葎
 むぐら

 の
宿
 やど

 に
寝
 ね

 もしなむひしきも
 のには
袖
 そで

 をしつつも（愛情があるなら、葎の生い茂ったいやしい家に共寝もできましょうに、敷物には袖をしてでも）



　二条の后が、まだ
帝
 みかど

 にもお仕えしないで、普通の身分でいらっしゃった時のことだ。







第四段








　昔、
東
 ひんがし

 の五条に
大
 おお

 
后
 きさい

 の宮がいらした、その西の対に住む人がいた。その人を、あるまじきこととは思いながら、深く愛していた人がねんごろに訪れていたが、
正月
 むつき

 の十日ほどの頃に、よそに姿を隠してしまった。居場所は聞いて知っているけれども、人の
通
 かよ

 って行けるような所でもなかったので、今までどおり情けないと思いつつ日を経るのみだった。翌年の
正月
 むつき

 に、梅の花盛りの頃、去年（の今ごろ）を恋しく思って、出かけて行って、立っては見、坐っては見して見るけれども、去年とは似ても似つかぬ。泣いて、朽ちかけた板敷に月の傾くまで横になっていて、去年を思い出して詠んだ、


月やあらぬ春や昔の春ならぬわが身
一
 ひと

 つはもとの身にして（月が昔のままの月でない、春が昔のままの春でない、そんなことがあろうか──わが身だけが昔のままのわが身であって──）



と詠んで、夜のほのぼのと明ける頃に、泣く泣く帰ったのだった。







第五段








　昔、男がいた。
東
 ひんがし

 の五条あたりに、ひどく人目を忍んで、
通
 かよ

 って行った。人に知られては困る通い所なので、門からはいることもできないで、子供たちの踏みあけた
築
 つい

 
地
 ひじ

 の崩れから通ったのだった。人の出入りの多い家でもないが、男の通うことが
度
 たび

 重なったので、（その家の）主人が聞きつけて、その通い
路
 じ

 に毎晩人を置いて守らせたので、（男は）行くけれど、女に逢うことができないで、帰った。そんなことで、次のような歌を詠んだ、


人知れぬわが
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 の
関
 せき

 
守
 もり

 は
宵
 よひ

 々ごとにうちも
寝
 ね

 ななむ（人目を忍ぶ私の通い路の関守は、毎晩毎晩、ねむってしまってほしいものだ）



と詠んだので、女はとてもとても心を痛めた。主人は守りを解いたのだった。

　二条の后に人目を忍んでお通い申したのだが、世間に
噂
 うわさ

 が立ったので、后の御兄弟たちが（人に）守らせなさったのだ、とのこと。







第六段








　昔、男がいた。女の、とてもわがものにできそうになかったのを、何年もの間求婚しつづけたが、やっとのことで盗み出して、とても暗い夜をやって来た。
芥
 あくた

 
河
 がわ

 という河のほとりを（女を）連れて行く道すがら、草の上に置いていた露を、「あれは何ですか」と（女が）男に聞いた。目的地まで長い道のりで、
夜
 よ

 もふけてしまったので、鬼の
棲
 す

 みついている所とも知らないで、雷までとてもひどく鳴り、雨もたいそう降ったので、荒れ果てた
蔵
 くら

 に女を押し入れて、男は、弓、
胡
 やな

 
籙
 ぐい

 を負うて、戸口に居た、はやく
夜
 よ

 も明けてほしいものだと思いながら居たのだが、鬼が早速一口に食べてしまったのだった。（女は）アーッと悲鳴をあげたのだが、雷の鳴るやかましい音で、男には聞こえなかった。ようやく
夜
 よ

 も明けてゆくのに、見ると、連れて来た女の影もない。じだんだを踏んで泣くけれども、もうどうしようもない。




白
 しら

 
玉
 たま

 かなにぞと人の問ひし時
露
 つゆ

 とこたへて消えなましものを（あれは白玉ですか何ですかとあの人の尋ねた時、露ですと答えて、──その露のように──消えてしまっていたらよかったのに）



　これは、二条の后が、いとこの
女
 によう

 
御
 ご

 のお手許に、お仕えするような恰好でいらしたのを、顔かたちがとてもすばらしくていらしたので、盗んで背負って出たのを、御兄弟の、
堀
 ほり

 
河
 かわ

 の
大臣
 おとど

 と、太郎の
国
 くに

 
経
 つね

 の大納言が、まだ官位の低かった時、参内なさる途中で、ひどく泣く人のあるのを聞きつけて、引き留めて、お取り返しになったのだった。それを、このように、鬼に食われたと言うのだった。まだとても若くて、后が普通の身分でいらした時のこととか。







第七段








　昔、男がいた。京に居づらくなって、
東国
 あずま

 に行ったのだが、伊勢、尾張の
国
 くに

 
境
 ざかい

 のあたりの海岸を行く折に、波のとても白く立つのを見て、


いとどしく過ぎゆく方の恋しきにうらやましくもかへる浪かな（こうして過ぎ去ってゆく京の方がますます恋しいのに、うらやましくも立ち帰る波であることだ）



と、詠んだのだった。







第八段








　昔、男がいた。京が住みづらかったのであろうか、
東国
 あずま

 の方に行って、住み所を探すのだということで、友とする人一人二人と一緒に、出かけて行った。
信
 しな

 
濃
 の

 の国、
浅
 あさ

 
間
 ま

 の
嶽
 だけ

 に煙の立つのを見て、

　
信
 しな

 
濃
 の

 なる
浅
 あさ

 
間
 ま

 の
嶽
 だけ

 に立つ
煙
 けぶり

 をちこち人の見やはとがめぬ（信濃の国の浅間の嶽に立つ煙は、あちこちの人がみな、オヤと思わないことがあろうか）







第九段








　昔、男がいた。その男、わが身を世間には無用の人間と思いきめて、京には身を置くまい、
東国
 あずま

 の方にこれから住む国を探しに、ということで、出かけて行った。以前から友とする人一人二人とともに、行った。道を知っている人もなくて、うろうろしながら行ったのだった。三河の国、八橋という所に到り着いた。そこを八橋といったのは、流れ行く河が
蜘
 く

 
蛛
 も

 
手
 で

 に分かれているので、橋を八つ渡してあるところから、八橋といったのである。その沢のほとりの木の蔭に馬から下りて坐って、
乾
 かれ

 
飯
 いい

 を食べた。その沢に、かきつばたが、とてもきれいに咲いていた。それを見て、ある人のいうには、かきつばたという五文字を各句の上に置いて、旅の思いを詠め、と言ったので、（男が）詠んだ、


からころも着つつなれにしつましあればはるばる来ぬる旅をしぞ思ふ（都には長年馴れ親しんだ妻がいるので、はるばると遠くここまでやって来た旅を、悲しく思うことだ）



と詠んだので、みなの人は、
乾
 かれ

 
飯
 いい

 の上に涙を落して、ふやけてしまった。

　行きに行って、
駿
 する

 
河
 が

 の国に到り着いた。
宇
 う

 
津
 つ

 の山に到り着いて、自分の分け入ろうとする道は、とても暗く細いのに、
蔦
 つた

 や
楓
 かえで

 は茂り、なんとなく心細く、とんでもない目にあうことだ、と思っていると、修行者がぱったり出会った。「こんな道を、どうして行かれるのか」と言うのを見ると、以前（京で）見知った人なのであった。京に、思うお人の所にということで、手紙を書いてことづける。




駿
 する

 
河
 が

 なる
宇
 う

 
津
 つ

 の
山
 やま

 
辺
 べ

 のうつつにも夢にも人にあはぬなりけり（駿河の国にある宇津の山辺のその名のように、うつつにも夢にもあなたに逢えないことでした）



　富士の山を見ると、
五月
 さつき

 のつごもりに、雪がとても白く降り積んでいる。


時知らぬ山は
富
 ふ

 
士
 じ

 の
嶺
 ね

 いつとてか
鹿
 か

 の子まだらに雪の
降
 ふ

 るらむ（時節を知らぬ山は富士の嶺よ、いったい、今がいつということで、鹿の子まだらに雪が降り積むのであろうか）



　その山は、この京にたとえるならば、
比
 ひ

 
叡
 え

 の山を二十ほど重ね上げたような大きさで、恰好は塩尻のようであった。

　なお行きに行って、武蔵の国と
下総
 しもつふさ

 の国との間に、とても大きな河がある。それを
隅
 すみ

 
田
 だ

 河という。その河のほとりに群れ居て、はるかに思えば、限りなく遠くもやって来たものだなあ、とみなで悲しんでいると、渡し守が、「早く船に乗れ。日も暮れてしまう」と言うので、乗って、渡ろうとするのだが、一行の者みな、なんとなくつらい思いで、京に思う
女
 ひと

 がいないわけではない。ちょうどそんな時、白い鳥の、
嘴
 くちばし

 と脚とが赤く、
鴫
 しぎ

 くらいの大きさのが、水の上に屈託なげに浮かびながら、魚を捕って食う。京には見えない鳥なので、一行の者は誰も見知らない。渡し守に尋ねたところ、「これが、それ、
都
 みやこ

 
鳥
 どり

 」と言うのを聞いて、


名にし
負
 お

 はばいざこと問はむ
都
 みやこ

 
鳥
 どり

 わが思ふ人はありやなしやと（その身に都という名を負い持っているのならば、さあ、みな、話しかけてみようではないか、あの都鳥に、わが思う人は、いったいこの世にまだ在るものか、亡いものかと）



と詠んだので、船の中の一行こぞって泣いたのであった。







第十段








　昔、男が、武蔵の国まで、うろうろと出かけて行ったのだった。そうして、その国にいる女に求婚した。（女の）父は、ほかの人にめあわせようと言ったのだが、母の方が、
素
 す

 
姓
 じよう

 の尊い人に執心したのであった。父は身分の低い男で、母の方が藤原氏の出なのであった。そこで、素姓の尊い人に（娘を）と、思ったのであった。この、婿にと思い定めた男に、（母が、次のような歌を）詠んでよこしたのだった。住む所が、
入
 いる

 
間
 ま

 の
郡
 こおり

 、
三
 み

 
芳
 よし

 
野
 の

 の里なのであった。


みよし野のたのむの
雁
 かり

 もひたぶるに君が方にぞ寄ると鳴くなる（三芳野の田の
面
 も

 におり立っている──あなたを頼りにしている──雁も、ひたすらあなたに心を寄せているということで鳴いているようです）



婿にと思われている男の、返しの歌（は）、


わが方に寄ると鳴くなるみよし野のたのむの
雁
 かり

 をいつか忘れむ（私の方に心を寄せているということで鳴いているそうな三芳野のたのむの雁を、私がいつ忘れることがありましょうか）



ということだった。（都を遠く離れた）地方でも、やはり、こういうことは、やまなかったのであった。







第十一段








　昔、男が、東国の方へ行ったのだが、友人たちに、途中から詠んでよこしたのだった、


忘るなよほどは
雲
 くも

 
居
 ゐ

 になりぬとも空
行
 ゆ

 く月のめぐりあふまで（私のことを忘れないでほしい、我々の間は雲居ほど遠く隔たってしまっても、空行く月のめぐって再び会うように、我々のめぐり会う時まで）









第十二段








　昔、男がいた。人の娘を盗んで、
武蔵
 むさし

 
野
 の

 へ連れて行くうちに、（男は人の娘を盗んだ）
盗
 ぬす

 
人
 びと

 だったので、
国
 くに

 の
守
 かみ

 に捕えられてしまった。女を草むらの中に置いて、逃げたのだった。道を来る人が、「この野には盗人が居るそうな」と言って、火をつけようとした。女は、こまって、




武蔵
 むさし

 
野
 の

 は
今
 け

 
日
 ふ

 はな焼きそ若草のつまもこもれりわれもこもれり（武蔵野は今日は焼かないで、──若草のいとしい
夫
 ひと

 も私もひそんでいるのですから）



と詠んだのを聞いて、女をつかまえて、（男と）一緒に連れて行ったのだった。







第十三段








　昔、武蔵の国の男が、京の女のもとに、「お話しするのは気のひけることです、そうかといってお話ししないのは苦しいことです」と書いて、
上
 うわ

 
書
 がき

 に「
武蔵
 むさし

 
鐙
 あぶみ

 」と書いてよこしてのち、ふっつり
音便
 たより

 も絶えてしまったので、京から、女が（次のような歌を詠みおくった）、




武蔵
 むさし

 
鐙
 あぶみ

 さすがにかけて頼むには問はぬもつらし問ふもうるさし（武蔵鐙のさすが
 ではありませんが、さすがに──やはり──あなたのことを心にかけて頼りにします私としては、お便りを下さらないのもひどいと思われますし、かといってお便り下さるのも、もうわずらわしいばかりです）



とあるのを見て、男は堪えがたく悲しい思いがしたのだった。（そして詠んだ）、


問へば言ふ問はねば
恨
 うら

 む
武蔵
 むさし

 
鐙
 あぶみ

 かかるをりにや人は死ぬらむ（便りをすれば苦情を言うし、便りをしなければ恨む、こういう時に人は苦しみのあまり死ぬものなのだろうか）









第十四段








　昔、男が、
陸奥
 みちのくに

 に、ふらふらと行ってしまったのであった。そこに住む女が、京の人はすばらしいと思われたのだろうか、いちずに心を寄せる気持があったのだった。そこで、その女が（次のような歌を男に詠みおくった）、


なかなかに恋に死なずは
桑
 くは

 
子
 こ

 にぞなるべかりける
玉
 たま

 の
緒
 を

 ばかり（なまじっか恋いこがれて死んだりせずに、夫婦仲のよい
蚕
 かいこ

 になったらよかった、つかの間の短い命でも──）



歌までもが、田舎くさいものだった。さすがにいとしく思ったのだろうか、行って寝たのだった。（男が）朝、暗いうちに帰ってしまったので、女は、


夜も明けばきつにはめなでくたかけのまだきに鳴きてせなをやりつる（夜も明けたならば、
水
 き

 
槽
 つ

 にぶちはめてやろう、ろくでなしの鶏めが、早く鳴きすぎていとしいお方を帰してしまった）



と、（そんな情愛こもった歌を）詠んだにもかかわらず、男は、「京へ行って来ます」と言って、（別れの歌を）、




栗
 くり

 
原
 はら

 の
姉
 あね

 
歯
 は

 の松の人ならば
都
 みやこ

 のつとにいざといはましを（栗原の姉歯の松が人であるならば、──あなたが人並の女であるならば──都へのみやげに、さあ一緒にと言うところなのだが）



と詠んだところが、（女は）喜ぶまいことか、「あの人は私を思ってくれたらしいよ」と、言っていたのだった。







第十五段








　昔、
陸奥
 みちのくに

 で、なんということもない人の妻に通ったのだが、不思議に、そんな境遇にいて当たり前の女でもないように見えたので、（男は熱をあげて、次のような歌を詠みおくった）、


しのぶ山忍びて通ふ道もがな人の心の奥も見るべく（人目を忍んであなたのもとに通う道があってほしいものです、あなたの奥ゆかしい心の程も見ることができるように）



女は、この男のことをこの上なくすばらしいと思ったけれども、（男としては）そんな田舎女の、ねじくれた野卑な心を見てしまっては、どうしようもないではないか。







第十六段








　昔、
紀
 きの

 
有
 あり

 
常
 つね

 という人がいた。三代の
帝
 みかど

 にお仕えして羽振りがよかったけれども、後は
御
 み

 
代
 よ

 もかわり時勢にもとり残されてしまったので、ひどく落ちぶれてしまった。人柄は、心が素直で、高雅な趣味の持主であり、その点ほかの人とは違っていた。貧しい暮らしをしていても、依然として昔暮らしぶりのよかった時の心のままで、世間並みの才覚もなかった。今まで長年互いになじんだ妻が、だんだん夫婦の契りもなくなって、とうとう尼になって、姉の先立って尼になっている所へ行くことになったが、男は、本当に仲がよかったというわけではないが、もうこれが最後ということで妻が出て行くのを、しみじみいとしく思ったのだが、貧しいので、何も贈ることができなかった。いろいろ考えたがよい手だてもなく、親しく互いにつき合っていた友達のもとに、「これこれの次第で、最後の別れということで妻は家を出て行きますが、なんにも、ほんの僅かのこともすることができないで、出してやらねばならないことです」と書いて、奥に、


手を折りてあひ見しことをかぞふれば
十
 とを

 といひつつ
四
 よ

 つは
経
 へ

 にけり（指を折って、今まで連れ添って来た年月を数えてみますと、もう四十年もたっていたことです）



かの友達は、この手紙を見て、同情に堪えず、夜具にいたるまでととのえて贈って、（次のような歌を）詠んだ、


年だにも
十
 とを

 とて
四
 よ

 つは
経
 へ

 にけるをいくたび君を頼み来ぬらむ（年を数えてさえ、四十年もたっているのですもの、その間御妻女は、幾度、あなたを頼りにして来たことでしょう）



このように詠みおくったところ、（男の返歌）


これやこの
天
 あま

 の
羽
 は

 
衣
 ごろも

 むべしこそ君が
御
 み

 
衣
 けし

 と
奉
 たてまつ

 りけれ（これがあの天の羽衣というものでしょうか、なるほど、あなたのお召物としてお召しになったものと思われます）



喜びに堪えないで、かさねて、


秋や来る
露
 つゆ

 やまがふと思ふまであるは涙の
降
 ふ

 るにぞありける（秋が来て露が置いたかと思われる程袖が濡れるのは、喜びの涙が降り落ちているのでありました）









第十七段








　もう何年もやって来なかった人が、桜の盛りに、見に来たので、主人が（次のような歌を詠んだ）、


あだなりと名にこそ立てれ桜花年にまれなる人も待ちけり（移り気だと評判は高いですが、私の家の桜花は、一年のうちまれにしかやって来ないあなたでも、こうしてちゃんと待っていたのでした）



返し、




今
 け

 
日
 ふ

 来ずは
明
 あ

 
日
 す

 は雪とぞ
降
 ふ

 りなまし消えずはありとも花と見ましや（今日私がやって来なかったら、明日は雪のように散ってしまっていたに違いありません、雪のように消えないでいたにしても、それを花と見ることができましょうか）









第十八段








　昔、なまはんかな
教養
 たしなみ

 のある女がいた。男が、その女の家の近くに住んでいた。女は歌を詠む人だったので、男をためしてみようと思って、菊の花の色変わりしたのを折って、男のもとへおくる、


くれなゐににほふはいづら
白
 しら

 
雪
 ゆき

 の枝もとををに
降
 ふ

 るかとも見ゆ（紅色に美しく色づいているのはいったいどこかしら、白雪が枝もたわむばかり降っているのかとも見えます。──すましておいでですが、いかがなのでしょう）



男は、知らぬふりして次のように詠んだ、


くれなゐににほふがうへの
白
 しら

 
菊
 ぎく

 は折りける人の
袖
 そで

 かとも見ゆ（紅色に美しく色づいているうえに純白な白菊は、これを手折ったあなたの美しい袖の色かとも見えます）









第十九段








　昔、男が、宮仕えしていた女の所で
御
 ご

 
達
 たち

 であった人と情を通じていたが、いくばくもなく
疎
 うと

 くなってしまった。同じ所なので、（男の姿が）女の目には見えるものの、男は、そんな女が居るよとも思っていない。（そこで）女が、




天
 あま

 
雲
 ぐも

 のよそにも人のなりゆくかさすがに目には見ゆるものから（天雲のように私から遠い存在にあなたはなってゆくことよ、さすがに私の目には見えているものの──）



と詠んだので、男が、返しの歌に、




天
 あま

 
雲
 ぐも

 のよそにのみして
経
 ふ

 ることはわがゐる山の風はやみなり（天雲があなたから遠く離れてばかりいるのは、私の落着くべき山の風が激しいからです）



と詠んだのは、ほかに男のある
女
 ひと

 だという話だった。







第二十段








　昔、男が、
大和
 やまと

 に住む女を見て、求婚して一緒になった。そうしてしばらくたってから、（男は）宮仕えする人だったので、（大和から）帰って来る途中で、
三月
 やよい

 のころ、かえでの紅葉のとてもきれいなのを折って、女のもとに途中から詠みおくる、


君がため
手
 た

 
折
 を

 れる枝は春ながらかくこそ秋の
紅葉
 もみぢ

 しにけれ（あなたのために手折ったこの枝は、春でありながらこんなに秋の紅葉さながら美しく色づいていることです）



と詠んでおくったところが、その返事は、（男が）京に来着いてから持って来たのだった。


いつのまに移ろふ色のつきぬらむ君が里には春なかるらし（いつのまにあなたのお心はこの紅葉のように心変わりしたのでしょうか、あなたのお住みの所には春というものがない──秋〈飽き〉ばかり──のでしょうか）









第二十一段








　昔、男と女が、もうそれはたいそう愛し合って、相手を裏切るような気持はなかった。ところが、どういうことがあったのだろうか、ほんの
些
 さ

 
細
 さい

 なことによって（女は）男との仲をもうこれまでと思って、家を出て行ってしまおうと思って、このような歌を詠んで、物に書きつけた。


いでていなば心かるしと言ひやせむ世のありさまを人は知らねば（家を出て行ったならば考えなしのしわざと言うであろうか、夫との仲がどんなだか、人は知らないのだから）



と詠みおいて、出て行ってしまった。この女がこう書き置いたのを、（男は）合点がいかず、不信を買うようなことも身に覚えはないのに、いったい何が原因でこんなことになったのだろうかと、それはひどく泣いて、どっちの方に探して行こうかと門の所に出て、あちらを見、こちらを見して見たけれども、どこをめあてにしたらよいかも分からなかったので、家の中に引き返して、


思ふかひなき世なりけり
年
 とし

 
月
 つき

 をあだに
契
 ちぎ

 りてわれや住まひし（愛したかいもない夫婦仲であったことだ、今までの長い年月をいいかげんな気持で私が共に暮らしただろうか）



と言って、ぼんやり外をながめている。


人はいさ思ひやすらむ玉かづらおもかげにのみいとど見えつつ（あの
女
 ひと

 はさあどうだろうか、私のことを思っているのだろうか、あの女の面影がますます目先に浮かんできてならぬことだ）



　この女が、大分久しくたってから、離別のわびしさに堪えかねてだったろうか、（次のような歌を）詠んでよこした、


今はとて忘るる草のたねをだに人の心にまかせずもがな（もうこれきりと人を忘れる草の種だけでもせめて、あなたの心に蒔かせたくないものです──別れてはいても、せめて私のことを忘れないで──）



（男の）返歌、


忘れ草植うとだに聞くものならば思ひけりとは知りもしなまし（私としては、忘れ草を植えますということをせめて聞くことができるのならば、それで、私のことを今まで忘れないでいてくれたのだと知ることもできるのだが──）



（これがきっかけで）さらに重ねて、以前よりもずっと熱烈に歌を詠みかわすことになって、男が、


忘るらむと思ふ心のうたがひにありしよりけにものぞかなしき（あなたが私を忘れるだろうと思う心の疑いのために、以前よりもいっそうもの悲しいことです）



（女の）返歌、




中
 なか

 
空
 ぞら

 に立ちゐる雲のあともなく身のはかなくもなりにけるかな（空の中途はんぱな所で動きとどまる雲があとかたもなく消えてしまうように、私はよるべのない身の上になってしまったことです）



と、こんな歌を詠みかわしはしたけれども、それぞれ別の人と暮らすようになったので、疎遠になってしまった。







第二十二段








　昔、とりとめもないことで絶えてしまった仲であったが、（男のことを）なお忘れなかったのであろうか、女のところから、




憂
 う

 きながら人をばえしも忘れねばかつ
恨
 うら

 みつつなほぞ恋しき（つらく思ってはおりますものの、あなたのことを忘れることができませんので、うらめしく思いながらもやはり恋しいことです）



と詠んできたので、「思っていたとおりだ」と言って、男は、


あひ見ては心ひとつをかはしまの水の流れて絶えじとぞ思ふ（お互いに愛し合って来た仲ですから、今後も心だけは交して、その川島のめぐりを水が流れて絶えないように、これから先もこうしたつながりは絶やすまいと思います）



　と、こんな歌は詠みおくったけれども、その夜、女のもとに出かけて行った。昔のこと、将来のことなどいろいろ語らって、（男の歌）、


秋の
夜
 よ

 の
千
 ち

 
夜
 よ

 を
一
 ひと

 
夜
 よ

 になずらへて
八
 や

 
千
 ち

 
夜
 よ

 し
寝
 ね

 ばや
飽
 あ

 く時のあらむ（長い秋の夜の千夜を一夜と仮に考えて、その一夜を八千夜でも共寝したならば、私の心の充ち足りる時もあろうか）



（女の）返歌、


秋の
夜
 よ

 の
千
 ち

 
夜
 よ

 を
一
 ひと

 
夜
 よ

 になせりともことば残りて
鶏
 とり

 や鳴きなむ（長い秋の夜の千夜を一夜にしたところで、二人の間の
睦
 むつ

 
言
 ごと

 はまだ尽きないうちに〈別れの時を告げる〉鶏が鳴いてしまうでしょう）



昔よりも愛情こまやかに、女のもとに通うのだった。







第二十三段








　昔、田舎渡世をしていた人の子どもたちが、井戸の所に出て遊んでいたが、
成人
 おとな

 になったので、男も女も互いに顔を合わせるのを恥ずかしがっていたけれども、男はこの女を是非妻にしたいと思うし、女はこの男を（夫に）と思い思いして、親がほかの人と結婚させようとしても、承知しないでいたのだった。そういうことで、この隣の男のもとから、次のような歌を詠みおくった。




筒
 つつ

 
井
 ゐ

 つの
井
 ゐ

 
筒
 づつ

 にかけしまろがたけ過ぎにけらしな
妹
 いも

 見ざるまに（昔、筒井の井筒ではかった私の背丈は、もうその井筒より高くなってしまったようです、あなたと会わないでいる間に──）



女が、返しの歌を、


くらべこしふりわけ髪も肩過ぎぬ君ならずして
誰
 たれ

 かあぐべき（あなたとその長さをくらべてきた私の振り分け髪も肩より長くなりました、あなたでなくてほかの誰が、この髪を結い上げてよいものでしょうか）



などと、受け答えを続けて、とうとう前からの望みどおり、結婚したのだった。

　以上のようないきさつで結婚して、何年もたつうちに、女が、親が亡くなって、生活が貧しくなったので、一緒にしがない暮らしをしておられようかということになって、（男は）
河内
 こうち

 の国、
高
 たか

 
安
 やす

 の
郡
 こおり

 に、通って行く所ができたのであった。そういうことになったけれども、この以前の女は、男を憎んでいる様子もなくて、出してやったので、男は、ほかに愛する男があるのでこういう態度をとるのであろうかと、気をまわして疑って、植込みの中に隠れひそんで、河内へ出かけたふりをして、見ると、この女は、たいへんきれいに化粧して、悲しげに外の方をながめて、


風吹けば沖つ
白
 しら

 
浪
 なみ

 
龍
 たつ

 
田
 た

 山
夜
 よ

 
半
 は

 にや君がひとり越ゆらむ（風が吹くと沖の白波が立つ、その龍田山を、夜中に
夫
 せ

 の君が独りで越えるのでありましょうか）



と詠んだのを聞いて、（男は）この上もなくいとしく思って、河内へも行かなくなってしまった。ごくまれに、あの高安に来て見ると、女は、はじめのうちこそ奥ゆかしい風もつくろっていたが、今は気を許して、手づから
飯
 めし

 
杓
 じやく

 
子
 し

 を執って
飯
 めし

 を盛る
器
 うつわ

 物に盛っていたのを見て、愛想をつかして、通って行かなくなってしまった。

　そういうことになってしまったので、かの高安の女は、大和の方をながめて、


君があたり見つつををらむ
生
 い

 
駒
 こま

 
山
 やま

 雲な隠しそ雨は
降
 ふ

 るとも（あなたの住むあたりを見ながらいたいと思うことです、生駒山を、雲よ隠さないでおくれ、雨は降ろうとも──）



と口ずさんで、外をながめていると、やっとのことで、大和人が、「来よう」と言った。喜んで待ったのだが、何遍も空しく過ぎてしまったので、


君来むと言ひし
夜
 よ

 ごとに過ぎぬれば頼まぬものの恋ひつつぞ
経
 ふ

 る（あなたが来ようと言った毎夜毎夜、空しく過ぎてしまったので、もうあてにはしておりませんものの、恋しく思いながらすごしています）



と詠みおくったけれども、男は、通って来なくなってしまった。







第二十四段








　昔、男が、片田舎に住んでいた。男は、宮仕えをしにということで、別れを惜しんで行ってしまったまま、三年訪れて来なかったので、待ちくたびれていたのに、とても心を
籠
 こ

 めて言い寄った人に、「今夜結婚しましょう」と約束したのに、この男がやって来たのだった。「この戸をお開け下さい」と叩いたけれど、開けないで、歌を詠んで外の男に言ったのだった。


あらたまの年の
三
 み

 
年
 とせ

 を待ちわびてただ
今
 こ

 
宵
 よひ

 こそ
新
 にひ

 
枕
 まくら

 すれ（あらたまの年の三年というものを待ちくたびれてちょうど今夜新しい夫と枕をかわすところなのです）



と外の男に言ったので、


あづさ弓ま弓つき弓年を
経
 へ

 てわがせしがごとうるはしみせよ（梓弓真弓槻弓年を経て私のしたように、新しい夫と仲好くしなさい）



と言って、立ち去ろうとしたので、女、


あづさ弓引けど引かねどむかしより心は君に寄りにしものを（梓弓を引く引かぬ、どうでありましょうとも、昔から私の心はあなたのことを思っておりましたのに）



と言ったけれど、男は引き返してしまった。女はとても悲しくて、あとから追って行くけれど、追い付くことができないで、清水のある所に倒れ伏してしまった。そこにあった岩に、指の血で書き付けたのだった、


あひ思はで
離
 か

 れぬる人をとどめかねわが身は今ぞ消え果てぬめる（私の方では愛しても愛してくれないで私の許を離れ去った人を、引きとめることができないで、私の身は今ここで消え果ててしまったようです）



と書いて、そこでむなしくなってしまったのだった。







第二十五段








　昔、男がいた。逢いませんよ、とも言わなかったが、そうはいうもののいざとなると相手にもしてくれなかった女のもとに（次のような歌を）詠みおくったのであった、


秋の野に笹分けし
朝
 あさ

 の
袖
 そで

 よりもあはで
寝
 ぬ

 る
夜
 よ

 ぞひちまさりける（秋の野に笹を分けて帰った朝の袖よりも、逢わないで寝る夜の方がずっとひどく涙に濡れたことでした）



色好みの女は、次のような歌を返した、


みるめなきわが身を浦と知らねばや
離
 か

 れなで
海
 あ

 
人
 ま

 の足たゆく来る（私とは逢えないものと──
海
 み

 
松
 る

 
布
 め

 の生えない浦と──知らないからでしょうか、思い切り悪く海人は疲れた脚を引きずって通って来ることです）









第二十六段








　昔、男が、五条あたりにいた女を手に入れることができなくなってしまったことですと、泣きごとを言ってきた人に対する返事に、


おもほえず
袖
 そで

 にみなとのさわぐかなもろこし舟の寄りしばかりに（あなたの意外なお便りがあったばっかりに、思いもかけず、私の袖は、もろこし舟の寄った港の浪が騒ぐように、涙にひどく濡れることです）









第二十七段








　昔、男が、女のもとに、一夜行って、二度と行かないでしまったので、女の朝の
身
 み

 
仕
 じ

 
舞
 まい

 の場所で、
貫
 ぬき

 
簀
 す

 がそっぽに置いてあって、
盥
 たらい

 の水影に（男の面影が）見えたのを、自分の方から、


わればかりもの思ふ人はまたもあらじと思へば水の下にもありけり（私ほど悲しんでいる人間は二人といないだろうと思っていたのに、水の中にもいたことでした）



と詠むのを、通って来なかった男が物陰で立ち聞いて、




水
 みな

 
口
 くち

 にわれや見ゆらむかはづさへ水の下にてもろ
声
 こゑ

 に鳴く（水口に私が見えるのでしょうか、蛙だって水の中で声を合わせて鳴くものです──あなたほどに悲しんでいるというのは、ほかならぬ私なのですよ）









第二十八段








　昔、色好みであった女が、家を出て行ってしまったので、


などてかくあふごかたみになりにけむ水もらさじとむすびしものを（どうしてこんなふうに、二人の逢う時もいつか分からないようなことになってしまったのであろうか、水ももらすまいとかたく愛情を誓ったのに）









第二十九段








　昔、
春
 とう

 
宮
 ぐう

 の母女御の御殿の桜の花の賀宴に列席を命じられた折に、


花に飽かぬ
歎
 なげ

 きはいつもせしかども
今
 け

 
日
 ふ

 の
今
 こ

 
宵
 よひ

 に似る時はなし（美しい桜の花をながめてもながめても飽き足りないという嘆きはいつもしたけれども、今日の今宵と同じような思いをした時はありません）









第三十段








　昔、男が、ちらりと一度か二度逢っただけだった女のもとに、


あふことは
玉
 たま

 の
緒
 を

 ばかりおもほえてつらき心の長く見ゆらむ（あなたにお逢いすることは玉の緒ほどの短い時間と思われるのに、どうして薄情なあなたの心がその後長く見えることなのでしょう）









第三十一段








　昔、宮中で、ある
御
 ご

 
達
 たち

 （女房）の
局
 つぼね

 の前を通ったところ、（男を）いったいどういう悪者と思ったのだろうか、「よしや、草葉よ。ならむさが見む」（いいですとも、あなたの忘れ草がどういうことになるか見とどけてやりましょう）と言う。男が（それに対して）、


罪もなき人をうけへば忘れ草おのが
上
 うへ

 にぞ
生
 お

 ふと言ふなる（罪もない人を呪うとわが身の上に負う
 というではありませんか、忘れ草はあなたにこそ生える──生う
 ──ことになりますよ）



と言うのを、うまくしてやられたと思う女もいたことだった。







第三十二段








　昔、言い寄ったことのある女に、何年もたってから、


いにしへのしづのをだまきくりかへしむかしを今になすよしもがな（遠い昔の
倭
 し

 
文
 ず

 の
苧環
 おだまき

 から糸を繰り出し繰り出しするように、もう一度昔を今にするすべがあったらなあ）



と詠みおくったけれども、相手は何とも思わなかったのであろうか（返事もなかった）。







第三十三段








　昔、男が、津の国、
[image: 兎]

 む
 原
 ばら

 の
郡
 こおり

 に通っていたが、女が、（この人は）今度帰って行ったら二度とは来ないだろう、と思っている様子なので、男が（次のように詠んだ）、




蘆
 あし

 
辺
 べ

 より満ち来る潮のいやましに君に心を思ひますかな（蘆の生えている水辺を満ちて来る潮がいよいよ増すように、あなたに対する私の思いはいよいよ増すことです）



返しの歌、


こもり江に思ふ心をいかでかは舟さす
棹
 さを

 のさして知るべき（
隠
 こも

 り江のように心の中で思っているあなたの心を、どうして、舟さす棹をさすようにそれとはっきり知ることができましょうか）



田舎者の歌としては、いいだろうか、悪いだろうか。







第三十四段








　昔、男が、冷淡だった人のもとに（次のような歌を詠みおくった）、


言へばえに言はねば胸にさわがれて心ひとつに
歎
 なげ

 くころかな（私の怨みの気持を言おうとすればとても言いあらわせず、かといって言わなければその気持が胸の中で騒いで、私の心の中だけで悲しんでいる今日この頃です）



見栄も外聞もなく詠みおくったものであろう。







第三十五段








　昔、そういうつもりでもなかったのに関係の絶えてしまった人のもとに、




玉
 たま

 の
緒
 を

 を
沫
 あわ

 
緒
 を

 によりてむすべれば絶えてののちもあはむとぞ思ふ（玉を貫く糸を丈夫な
沫
 あわ

 
緒
 お

 に
縒
 よ

 って結んだようなお互いの仲なのですから、いったん絶えたあとでも再び逢いたいものだと思います）









第三十六段








　昔、（私のことは）もう忘れてしまったのでしょうと、問いかけてきた女のもとに、


谷せばみ峰まではへる玉かづら絶えむと人にわが
思
 おも

 はなくに（谷が狭いので山の頂まで延びている美しい蔓草のように、あなたに対して絶えようと私は思っていないのに──）









第三十七段








　昔、男が、色好みの女に逢ったのだった。不安に思ったのであろうか、


われならで
下
 した

 
紐
 ひも

 
解
 と

 くなあさがほの
夕
 ゆふ

 
影
 かげ

 待たぬ花にはありとも（私が相手でなくては下紐を解かないでほしい、朝顔のように夕日を待たぬうつろいやすい花──あなた──ではあっても）



返しの歌、


ふたりしてむすびし
紐
 ひも

 をひとりしてあひ見るまでは
解
 と

 かじとぞ思ふ（あなたと二人で結んだ紐を私一人で、あなたとお逢いするまでは解くまいとかたく心に決めております）









第三十八段








　昔、紀の有常のもとに行ったところが、有常が外出していてなかなか帰って来なかったので、詠んでやった、


君により思ひならひぬ世の中の人はこれをや恋と言ふらむ（あなたによって私もようやく知るようになった、世間の人はこういう気持を恋と言うのでしょうか）



返しの歌、


ならはねば世の人ごとになにをかも恋とは言ふと問ひしわれしも（今まで知らなかったので、世間の人皆がいったい何を恋と言うのかと、あなたに聞いたこともある私が、逆にあなたに恋を教えたなんて、妙なことがあればあるものです）









第三十九段








　昔、
西
 さい

 
院
 いん

 の
帝
 みかど

 と申し上げる帝がおいであそばした。その帝の

皇
 み

 
女
 こ


 で、
崇子
 たかいこ

 と申し上げる方がいらっしゃった。その

皇
 み

 
女
 こ


 がお亡くなりになって、御葬送の夜、その宮の隣に住んでいた男が、御葬送（の行列）を見物しようということで、女車に一緒に乗って出たのであった。ずいぶん長いこと御葬車をお引き出し申し上げないので、（皇女を
悼
 いた

 んで）泣くだけで終りになってしまいそうだった、その（お待ち申し上げていた）時に、天下にその名も高い好色家の源の
至
 いたる

 という人が、これも見物に来ていたのだが、この車を女の乗っている車と見て、近寄って来て、何かと色めいたそぶりをするその時に、その至が、螢をつかまえて女の車に入れたのを、車に乗っていた女が、「この螢のともす火で、姿が外に見えるかもしれない、このともし火を消してしまいましょう」ということで、一緒に乗っていた男が（女にかわって）次のような歌を詠んだ、


いでていなばかぎりなるべみともし
消
 け

 ち年
経
 へ

 ぬるかと泣く声を聞け（御葬列が出て行ってしまったら、もう

皇
 み

 
女
 こ


 とは永遠のお別れ、そう思って、ともし火を消して、もう何年も待ったかと思うほど長いことお待ちして泣いている私の哀しみの声をお聞きなさい）



その至の、返しの歌、


いとあはれ泣くぞ聞ゆるともし
消
 け

 ち
消
 き

 ゆるものともわれは知らずな（ほんとに私も心を打たれることです、あなたの泣く声はたしかに聞こえます、一方、ともし火を消したとおっしゃるが、螢の思ひ
 の火は消そうとしても消えるものでもないと私は存じますよ）



天下にその名も高い好色家の歌としては、平凡なものであった。

　至は、
順
 したごう

 の祖父である。

皇
 み

 
女
 こ


 のご葬送も、これではかたなし。







第四十段








　昔、若い男が、なかなかきれいな女を愛するようになった。よけいな差し出口をする親がいて、（男が）この女を好きになっては大変と、この女をよそに追い払おうとした。そうはいっても、まだ追い払わない。男は親がかりの身の上なので、まだ自分の意志を通すだけの力がなかったので、女を引き止める力がない。女も、
賤
 いや

 しい身分なので、あらがうすべもない。そうしているうちに、男の思いは、いよいよつのりにつのる。急に、親が、この女を無理に追い払った。男は、血の涙を流して悲しんだが、引き止めるてだてもない。（女を）連れて出て行ってしまった。男は、泣く泣く（次のような歌を）詠んだ、


いでていなば
誰
 たれ

 か別れのかたからむありしにまさる
今
 け

 
日
 ふ

 はかなしも（連れて出て行ってしまうのならば誰だって別れがむつかしいことがあろうか、別れるよりほかはないのだ、今までよりもいっそうあれ
 がいとしく思われる今日のこの悲しみよ）



と詠んで、息が絶えてしまった。親は、度を失ってしまった。親としては何としても子のためを思ってこそ苦情も言ったのだ、まさかこんなことにはなるまいと思っていたところ、正真正銘息が絶えてしまったので、うろたえて神仏に願を立てた。今日の
入
 いり

 
相
 あい

 （日没）の頃に息が絶えて、翌日の
戌
 いぬ

 の時（午後八時）の頃に、やっとのことで息を吹き返したのであった。昔の若者は、そんな好色一途の恋の悩みをしたのである。今の年寄りじみた連中は逆立ちしたってできようか。







第四十一段








　昔、女のきょうだいが二人いた。一人は身分の低い夫で貧しいのを、一人は高貴な身分の夫を持っていた。身分の低い夫を持った女が、十二月の月末に、
袍
 うえのきぬ

 を洗って自分で張った。懸命につとめてはみたものの、そういう
賤
 いや

 しい仕事をしたこともなかったので、袍の肩を張る時破ってしまった。途方に暮れて、ただ泣くばかりであった。このことを、かの高貴な身分の男が聞いて、とても気の毒に思ったので、とても見事な
緑
 ろう

 
衫
 そう

 の袍があったのを取り出して贈る時（それに添えて）、




紫
 むらさき

 の色濃き時はめもはるに野なる草木ぞわかれざりける（紫草の色濃い時は目も遙かな野の草木もひとしなみにいとしく思われることでした──いとしい妻のゆかりのあなたは私にとって妻と同じように思われるのでした）



「武蔵野」の歌を踏まえたものであろう。







第四十二段








　昔、男が、色好みと知りながらも、女と逢うようになったのであった。けれども、男は女を憎くは思わないのであった。足繁く通ったけれども、それでもとても安心がならず、そうかといって、通わないではとてもすまされそうにはなかった。そういう女を（男が）ほうっておけるような仲ではなかったので、──二、三日ほど差し支えがあって通うことができなくて──次のような歌を詠みおくった、


いでて
来
 こ

 しあとだにいまだかはらじを
誰
 た

 が
通
 かよ

 ひ
路
 ぢ

 と今はなるらむ（私が家から出て来たその足跡もまだそのままであろうのに、いったい誰の通い路に今はなっていることであろう）



嫉妬の気持から詠んだのであった。







第四十三段








　昔、
賀
 か

 
陽
 や

 の
親
 み

 
王
 こ

 と申し上げる
親
 み

 
王
 こ

 がおいでになった。その
親
 み

 
王
 こ

 が女を御
寵
 ちよう

 
愛
 あい

 になって、それはたいそう目をかけて召し使っておられたが、ある男がその女に言い寄っていたのを、自分だけと思っていたのに、もう一人の男が聞き知って、手紙をやる。ほととぎすの絵をかいて、


ほととぎす
汝
 な

 が鳴く里のあまたあればなほうとまれぬ思ふものから（ほととぎすよ、お前の鳴く人里がたくさんあるから、やはりお前をうとむ気になってしまう、愛してはいるものの──）



と詠んでやった。この女は、男の御機嫌をとり結んで、


名のみ立つしでの
田
 た

 
長
 をさ

 は
今
 け

 
朝
 さ

 ぞ鳴くいほりあまたとうとまれぬれば（浮き名ばかり立つ死出の田長──田植えを
勧
 すす

 める鳥──は今朝悲しんで鳴くことです、声をかける所がたくさんあると嫌われてしまいましたので）



時節はちょうど（田植え時の）五月なのであった。男は次のような返しの歌を詠んだ、


いほり多きしでの
田
 た

 
長
 をさ

 はなほ頼むわが住む里に声し絶えずは（声をかける所の多い死出の田長ではあるが、私としてはやはりあてにすることです、私の住む里にも声をかけてさえくれるならば）









第四十四段








　昔、地方の任国に赴任する人に、送別の宴を張ろうということで、招いて、遠慮のある間柄の人ではなかったので、主婦が、盃をすすめさせて、女の装束を与えようとする。（それを見て）主人の男が、歌を詠んで、
裳
 も

 の
引
 ひき

 
腰
 こし

 に
結
 ゆ

 い付けさせる。


いでて
行
 ゆ

 く君がためにとぬぎつればわれさへもなくなりぬべぎかな（旅立って行くあなたのためにと脱ぎましたので、私までも裳＝喪〈悪いこと〉がなくなってしまうに違いないことですよ）



この歌は、数ある歌の中でも趣ある歌だから、念入りに吟じたりせずに、腹の中で味わって（理解するがよい）。







第四十五段








　昔、男がいた。人の娘の大切にされているのが、何とかしてこの男とつきあいたいと思った。口に出すことができにくかったのであろうか、病気になってもう死ぬという時に、「こう思っていたのでした」と言ったのを、親が聞きつけて、泣く泣く（男に）知らせたので、（男は）心も空にやって来たけれども死んでしまったので、所在なく忌みに
籠
 こも

 っていた。時は
六月
 みなづき

 の月末、ひどく暑い時節に、宵は音楽を奏していて、夜ふけて、すこし涼しい風が吹いた。螢が高く飛びあがる。この男は（それを）見て横になっていて、




行
 ゆ

 く
螢
 ほたる

 雲の
上
 うへ

 までいぬべくは秋風吹くと
雁
 かり

 に告げこせ（飛び行く螢よ、雲の上まで行き去るものであるならば、
地
 こ

 
上
 こ

 には秋風が吹いていると雁に知らせてほしいものだ）

暮れがたき夏のひぐらしながむればそのこととなくものぞかなしき（なかなか暮れようとしない長い夏の一日中ぼんやり外をながめていると、何がということもなくもの悲しいことだ）









第四十六段








　昔、男が、とても仲のよい友人を持っていた。暫くの間も離れることなく親しくしていたのだが、地方の国へ出かけて行ったのを、とても悲しく思って別れたのであった。月日がたってその友人からよこした手紙に、「今まで想像もできなかったことですが、お目にかかることができないで月日のたってしまったことです。（私のことを）お忘れになってしまったであろうかと、はなはだつらい思いをしております。世間の人の心というものは、会わないでいると忘れてしまうにきまったものなのでありましょう」と書いてあったので、（次のような歌を）詠んで送る、


目
離
 か

 るともおもほえなくに忘らるる時しなければおもかげにたつ（あなたにお会いしてないとも私には思われないのですが──、あなたのことが忘れられる時とてないので、あなたのお姿はありありと私の目の前にあります）









第四十七段








　昔、男が、熱心に何とかして逢いたいと思う女がいた。けれども、（女は）この男を浮気だと聞いて、いよいよ冷淡な態度がひどくなって、次のような歌を詠んでよこした、




大
 おほ

 
幣
 ぬさ

 の引く手あまたになりぬれば思へどえこそ頼まざりけれ（あなたは、大幣のように引く手あまた、たくさんの女の許に通って行かれるようになってしまったのですから、好意はお持ちしますものの頼りにすることはできない相談なのです）



返しの歌、男、




大
 おほ

 
幣
 ぬさ

 と名にこそ立てれ流れてもつひに寄る瀬はありといふものを（大幣と評判にはなっていますが、大幣は流れ流れても最後に流れつく瀬──決まった一人の
女
 ひと

 ──はあると言うではありませんか）









第四十八段








　昔、男がいた。送別の宴を張ろうということで人を待っていたのに、来なかったので、


今ぞ知る苦しきものと人待たむ里をば
離
 か

 れず
訪
 と

 ふべかりけり（今になってはじめて苦しいものだということを知りました、人の訪れを待っているであろう所は足繁く訪れなくてはならぬことでした）









第四十九段








　昔、男が、妹のとてもかわいらしげなのを見ていて、


うら若み
寝
 ね

 よげに見ゆる若草を人のむすばむことをしぞ思ふ（若々しいので寝よさそうに見える若草を、私ならぬほかの男の結ぶであろうことが気にかかることです）



と申し上げた。その返しの歌、


初草のなどめづらしき
言
 こと

 の
葉
 は

 ぞうらなくものを思ひけるかな（初草のように、どうしてそのような珍しいことをおっしゃるのでしょう、無心にただお兄様とのみお思いしておりましたのに）









第五十段








　昔、男がいた。薄情さを恨む女を逆に恨んで、


鳥の子を
十
 とを

 づつ
十
 とを

 は
重
 かさ

 ぬとも思はぬ人を思ふものかは（鶏の卵を十ずつ十重ねるようなできないことはしても、愛してくれない人を愛するようなことをしようか、できっこないことですね）



と詠んでやったところ、




朝
 あさ

 
露
 つゆ

 は
消
 き

 えのこりてもありぬべし
誰
 たれ

 かこの世を頼みはつべき（消えやすい朝露が消え残るということもあるでしょうが、いったい誰がこの人生を最後まで頼りにできましょうか。まして男心の移ろい易さなど──）



ふたたび、男が、


吹く風に
去
 こ

 
年
 ぞ

 の桜は散らずともあな頼みがた人の心は（吹く風に去年の桜が散らないようなことがあろうとも、なんとも当てにできないものですよ、女の心などというものは）



ふたたび、女が、返しの歌、




行
 ゆ

 く水に
数
 かず

 書くよりもはかなきは思はぬ人を思ふなりけり（流れる水に数を書くよりもあてにならないものは、愛してもくれない人を愛することでした）



ふたたび、男が、




行
 ゆ

 く水と過ぐるよはひと散る花といづれ待ててふことを聞くらむ（流れる水と、過ぎ去ってゆく人の
齢
 よわい

 と散る花と、いったいそのどれが、「待て」ということばを聞くものだろうか──。移ろいやすいものは移ろいやすいと決まったもの、人の心の移ろいやすさを嘆くにあたろうか）



浮気の張り合いを互いにした男と女とが、人目を忍んで人と通じたことを詠んだものなのであろう。







第五十一段








　昔、男が、ある人の
前
 せん

 
栽
 ざい

 に菊を植えた時に、


植ゑし植ゑば秋なき時や咲かざらむ花こそ散らめ根さへ枯れめや（心を籠めて植えるならば、秋という季節のない時は咲くこともないでしょうが、花は散っても根までも枯れることがありましょうか。──毎年美しく咲くに違いありません）









第五十二段








　昔、男がいた。人のところから飾りちまきをよこしてきたその手紙の返事に、


あやめ刈り君は沼にぞまどひけるわれは野にいでて狩るぞわびしき（菖蒲を刈りに、あなたは沼でひどい苦労をなさったことです、それに対して私は、野に出かけて狩をするのがつらいことです）



と詠んで、
雉
 きじ

 を贈ったのだった。







第五十三段








　昔、男が、たやすく逢うことのできない女と逢って、話などするうちに、暁を告げる鶏が鳴いたので、


いかでかは
鶏
 とり

 の鳴くらむ人知れず思ふ心はまだ
夜
 よ

 
深
 ぶか

 きに（どうして鶏が鳴くのでしょう、人知れずあなたを思う私の切ない気持には、まだ暁の闇はひそやかに深いのに）









第五十四段








　昔、男が、冷淡だった女に詠みおくった、




行
 ゆ

 きやらぬ
夢
 ゆめ

 
路
 ぢ

 をたどる
袂
 たもと

 には
天
 あま

 つ
空
 そら

 なる
露
 つゆ

 や置くらむ（行き着くことのできない夢路をうろうろする私の袂には、はるか高い空の露が置くのでしょうか、涙でびっしょり濡れています）









第五十五段








　昔、男が、思いをかけた女がとうてい手に入りそうもない事情になってから、


思はずはありもすらめど
言
 こと

 の
葉
 は

 のをりふしごとに頼まるるかな（私を愛してはいないでもありましょうが、あなたのことばが、何かの折にはそのつど、私として希望をつなぐよすがになることです）









第五十六段








　昔、男が、横になっては思い、起きては思い、その思いに堪えかねて（歌をよみおくった）、


わが
袖
 そで

 は草のいほりにあらねども暮るれば
露
 つゆ

 の
宿
 やど

 りなりけり（私の袖は草の
庵
 いおり

 ではありませんが、夜になると露のとまり所となるのでした、涙にしとどに濡れています）









第五十七段








　昔、男が、人に知れぬもの思いをした。冷淡な人のもとに、


恋ひわびぬ
海
 あ

 
人
 ま

 の刈る
藻
 も

 に
宿
 やど

 るてふわれから身をもくだきつるかな（あなたを慕う思いに疲れ果てました、海人の刈る藻に付いているという「われから」──自分自身のせいで、身もくだけるほど悩んだことでした）









第五十八段








　昔、趣味人で色好みの男が、長岡という所に、家を作って住んでいた。そこの隣であった宮様がたに、きれいな女たちが仕えていたが、田舎のことだったのでこの男が田を刈ろうとしているのを見て、「たいそうな風流人のすることよ」と言って、大勢で（この男の家に）入って来たので、この男は、逃げて、奥に隠れてしまったので、女は、


荒れにけりあはれいく世の宿なれや住みけむ人のおとづれもせぬ（荒れてしまったことですね、まあ何代住んだ家なのでしょうか、ここに住んだであろう人は、今は訪れても来ないのですね）



と言って、この宮に大勢押しかけて来て帰ろうとしないので、この男は、




葎
 むぐら

 生ひて荒れたる宿のうれたきはかりにも鬼のすだくなりけり（葎が生い繁って荒れたこの家の情けないことは、とにもかくにも、ほれこのとおり、鬼が大勢がやがややかましいことなのでした）



という歌を詠んで、（奥から）さし出したのだった。この女たちは、（やりこめられたので）「穂を拾いましょう」と言っ（て男を誘おうとし）たので、


うちわびて
落
 おち

 
穂
 ぼ

 ひろふと聞かませばわれも田づらに
行
 ゆ

 かましものを（あなたがたがすっかり困窮したあげく落穂を拾うということなのでしたら、私も田のほとりに出かけて行くのですが──。あなたがたのお付き合いはごめんです）









第五十九段








　昔、男が、京をどう思ったのだろうか、東山に住もうと、すっかり世をはかなんで、


住みわびぬ今はかぎりと山里に身を隠すべき宿求めてむ（もうこの世に住むのはすっかりいやになった、もうこれが最後と、山里にわが身を隠せる家をさがすことにしよう）



　こうして、（東山のわび住まいで）ひどくわずらって息も絶え果ててしまったので、顔に水を振りかけたりして、息を吹きかえして、


わが
上
 うへ

 に
露
 つゆ

 ぞ置くなる
天
 あま

 の
河門
 がはと

 渡る舟のかいのしづくか（私の上に露が置くようだ、天の川の渡し場を渡る彦星の舟の
櫂
 かい

 の雫なのだろうか）



と、そんな歌を詠んで、息を吹きかえしたのだった。







第六十段








　昔、男がいた。宮廷勤めにあわただしい日を送り、妻に対する気持も誠実でなかった頃の（その男の）家庭をあずかる妻が、誠実にあなたを愛しましょうという人に従って、地方の国へ去って行った。この男が宇佐の使になって都を下って行った時、（途中の）ある国の奉迎役の役人の妻になっていると聞いて、「女主人に
土器
 かわらけ

 を取って酒を勧めさせよ、そうしなければ飲まない」と言ったので、（もとの妻が）
土器
 かわらけ

 を取って（御簾の外に）さし出したので、酒の肴として出されてあった橘の実を手に取って、




五月
 さつき

 待つ
花
 はな

 
橘
 たちばな

 の
香
 か

 をかげばむかしの人の
袖
 そで

 の香ぞする（五月を待って咲く橘の花のかおりをかぐと以前馴れ親しんだ人の袖のかおりがすることだ──あなたの方はお忘れか）



と歌を詠みかけたのではじめて、（もとの夫だと）思い出して、尼になって山寺に
籠
 こも

 って余生を送った。







第六十一段








　昔、男が、筑紫まで行ったのであったが、「これは色好みと評判の伊達者よ」と、簾の内にいる人が言ったのを聞いて、




染
 そめ

 
河
 がは

 を渡らむ人のいかでかは色になるてふことのなからむ（染河を渡る人がどうして色に染まる──色好みになる──ということがないでありましょうか。土地柄でありましょう）



女が、それに返して、


名にし
負
 お

 はばあだにぞあるべきたはれ島浪の
濡
 ぬ

 れ
衣
 ぎぬ

 着るといふなり（その名に負い持っているのならば浮気っぽくもありましょうが、しかしその「たわれ島」は浪の濡れ衣を着ている──あらぬ噂を立てられている──ということではありませんか。染河だって同じことです）









第六十二段








　昔、（男が）長年たずねても行かなかった女が、しっかりした分別もなかったのであろうか、あてにもならない甘言につられて、田舎に住んでいた人に使われて、もとの夫の前に出て来て、食事の給仕などをした。夜になって、「さっきのあの女をよこして下さい」と家の主人に言ったので、よこして来た。男は、「私を見忘れたか」と言って、


いにしへのにほひはいづら桜花こけるからともなりにけるかな（昔のつやつやした美しさはいったいどうなってしまったのか、桜の花も、しごいた枝だけのような姿になってしまったことだ）



と言うのを、（女は）頭も上げられない思いで、とかくの返事もしないでいたのを、（男が）「どうして返事もしないのか」と言うと、（女が）「涙がこぼれるので、目も見えず、ものも言われません」と言う。


これやこのわれにあふみをのがれつつ
年
 とし

 
月
 つき

 
経
 ふ

 れどまさりがほなき（はてさて、お前は、私の妻の座をのがれ去って、あれから何年もたったのに、いまだにパッとしないことよ）



と言って、着ていた着物をぬいで（やって来たねぎらいに）女に与えたけれども、うっちゃって、逃げて行ってしまった。どこへ行ったのやら、その行くえもわからない。







第六十三段








　昔、好色な気持を持っている女が、なんとかしてやさしい思いやりのある心をもった男と結婚したいものだと思うのだが、口に出して言おうにも、適当なきっかけがないので、本当に見たのではない夢の話をする。自分の子三人を呼んで話したのだった。（上の）二人の子は、すげなく返事をしたきりで相手にならなかった。三男であった子だけが、「きっと、すてきな夫をお持ちになることになりましょう」と、その夢の意味を判ずるので、この女は、機嫌がとてもよい。（この三男には）ほかの男はとても思いやりがない、なんとかして名高い在五中将と（母を）結婚させたいものだと思う気持があった。（在五中将が）狩をしてまわっているのに行き会って、途中で（在五中将の）馬の口を取って、「これこれこのように思っています」と言ったところ、（在五中将は）心を動かされて、（女のもとに）来て一夜を共にしたのだった。そうして後、男は姿を見せなかったので、女が、男の家に行って物陰からのぞいていたのを、男がちらりと見て、




百
 もも

 
年
 とせ

 に
一
 ひと

 
年
 とせ

 たらぬつくも髪われを恋ふらしおもかげに見ゆ（百歳に一歳足りないほど年老いたつくも髪の老女が私を恋い慕っているようだ、その人の姿がありありと目に浮かぶ）



と言って外へ出かけようとする様子を見て、（女は、あわてて家に戻ろうとして）
茨
 いばら

 やからたちにひっかかりながら、家に帰って来て、横になっている。男は、その女がしたように、こっそりと外に立っていて、見ると、女は（男の薄情を怨んで）嘆き悲しんで、（一人で）寝ようとして、


さむしろに
衣
 ころも

 かたしき
今
 こ

 
宵
 よひ

 もや恋しき人にあはでのみ
寝
 ね

 む（狭いむしろに自分の着物の片袖を敷いて今夜もまた恋しい人に逢うこともなく〈一人で〉寝るばかりなのであろうか）



と（歌を）詠んだのを、男はかわいそうに思って、その夜は（女と一緒に）寝たのだった。男女の仲の習いとして、いとしく思う相手をいとしく思い、いとしく思っていない相手は（その相手がどんなに恋い慕おうと）いとしく思わないものだが、この人は、いとしく思う女に対しても、いとしく思っていない女に対しても、違いを顕わにしない（思いやりのある）心があったのだった。







第六十四段








　昔、男が、（手紙のやりとりだけで）こっそりと情を交すようなこともしなかったので、（女が）どこにいるのか不審に思ったあまり（次のような歌を）詠んだ、


吹く風にわが身をなさば玉すだれひま求めつつ入るべきものを（吹く風に私の身をもし変えたならば、あなたのお姿を隠している玉簾のわずかなすきまでもさがしさがしして、あなたのそばにはいることができますのに）



（女の）返しの歌、


取りとめぬ風にはありとも玉すだれ
誰
 た

 が許さばかひま求むべき（たとえあなたが手で捕えてとどめることのできない風ではあっても、玉簾のわずかなすきまでも、誰が許したらすきまをさがし出すことができるでしょうか──いや誰も許しはしないから、さがし出すことはできないでしょうよ）









第六十五段








　昔、
帝
 みかど

 が御
寵
 ちよう

 
愛
 あい

 になって召使っておられる女で、
禁
 きん

 
色
 じき

 の着用を許されている女がいた。（その女は）
大
 おお

 
御
 み

 
息
 やすん

 
所
 どころ

 ということでいらっしゃった方の
従妹
 いとこ

 であった。（清涼殿の）殿上の間にお仕えしていた
在
 あり

 
原
 わら

 氏であった男で、まだとても若かったのと、この女は、情を通じていたのだった。男は、（年少だったことから、成人の男は入ることのできない）女官たちの居室への出入りを許されていたので、この女のいる所にやって来て向かい合わせに坐っていたものだから、女は、「とても見苦しいことです。身の破滅になってしまいましょう。もうこんなことをするのはおやめ下さい」と言ったところ、


思ふには忍ぶることぞ負けにけるあふにしかへばさもあらばあれ（あなたを恋い慕う思いには人目を忍ぼうとする気持など負けてしまいました、あなたとお逢いすることと引きかえにできるなら、身が破滅するなら破滅しても構いません）



と言って、（女が）自分の部屋にお下がりになっていると、いつものように、この部屋には人が見るのも構わないで上りこんで坐っていたので、この女は、思い余って（宮中を退って）実家に行く。そうしたところ、（男は）それは好都合だと思って、（その実家に）通って行ったので、人人はみんなそのことを聞いて嘲笑した。（通って行った）翌朝、
主殿
 とのも

 
司
 づかさ

 が見ていると、（男は）自分のはいていた
沓
 くつ

 をぬいで、（今帰って来たことを悟られないために）奥の方に投げ入れて殿上の間に上った。

　（男は）このように見苦しいことをしいしいして長い間過ごしているうちに、（このままでは）わが身もだめになってしまいそうなので、さいごには破滅してしまうにちがいないと思って、この男は、「どうしたものでしょう。私のこうした恋心をなおして下さい」と、仏や神にもお願いしたのだが、（かえって）恋心は強くなる一方に思われ思われして、どうしても、しようことなしに（女が）恋しく思われるだけだったので、
陰
 おん

 
陽
 みよう

 
師
 じ

 や
巫
 みこ

 を呼んで、恋はすまいという
祓
 はらえ

 の品々を持って出かけたのだった。（ところが）祓をしてみたものの、ますます悲しい思いの数々がつのって、今までよりもいっそう恋しく思われるだけだったので、


恋せじと
御
 み

 
手洗
 たらし

 
河
 がは

 にせしみそぎ神はうけずもなりにけるかな（もう恋はすまいと御手洗河でしたみそぎなのに、神様はそれを聞き入れて下さらずにしまったことです）



と詠んで、そこを立ち去った。

　この
帝
 みかど

 は、御容貌が美しくいらせられて、御仏のお名を、お心を
籠
 こ

 めて、それもお声はとても尊くて、おとなえ申し上げなさるのを聞いて、女は、ひどく泣くのだった。「このように立派なご主君に十分にお仕え申し上げないで、前世からの因縁がはかばかしくなく、ほんとうに悲しいことです。この男に引きずられて」と言って泣くのだった。こうしているうちに、帝が（二人のことを）お聞きつけあそばして、この男の方を流罪にしてしまわれたので、この女の
従姉
 いとこ

 の御息所は、女を宮中から退出させて、蔵に閉じ
籠
 こ

 めて、折檻なさったので、（女は）蔵に閉じ
籠
 こも

 って泣いている。




海
 あ

 
人
 ま

 の刈る
藻
 も

 に住む虫のわれからと
音
 ね

 をこそ泣かめ世をば
恨
 うら

 みじ（海人の刈る藻に住んでいる「われから」──何もかも私のせいだと思って、声をあげて泣きはしましょうが、決してあの人との仲を恨みに思ったりはすまい）



と（歌を詠んで）泣いていると、この男は、流された地方の国から夜ごとに（京に）やって来て、笛をとても上手に吹いて、声はとても美しい声で、しんみりと心にしみ入るように歌うのだった。（男が）このようにしているので、この女は、蔵に閉じ籠ったままで、あの人であるらしいとは聞いてわかってはいるが、相逢うことはできもしない状態で日を送っていた。


さりともと思ふらむこそかなしけれあるにもあらぬ身を知らずして（今はこのように相逢えずにいるが、きっと逢えるだろうとあの人が思っているらしいのがとても悲しいことです、生きているとも言えない〈私の〉身の上を知らないでいて）



と（女は）思っている。男は、かんじんの女が逢わないので、このように毎夜京にやって来て笛を吹き歌を歌って歩き回りながら、地方の国にさまよって、次のような歌を詠む、


いたづらに
行
 ゆ

 きては来ぬるものゆゑに見まくほしさにいざなはれつつ（なすところもなく無為に京に行っては戻って来ることなのに、〈あの人に〉逢いたい気持に誘われ誘われして──ついついまた京に出むいてしまうのだ）



　水の尾の
帝
 みかど

 の
御
 み

 
代
 よ

 のことであろう。大御息所（と申し上げる）方も、染殿の后である。あるいは、五条の后だともいう。







第六十六段








　昔、男が、津の国に領有する土地があったので、兄や弟、友人をひきつれて、難波の方に行った。波うちぎわを見ると、何艘もの舟があるのを見て（次のような歌を詠んだ）、




難
 なに

 
波
 は

 
津
 づ

 を
今
 け

 
朝
 さ

 こそみつの浦ごとにこれやこの世をうみ渡る舟（難波津を今朝はじめて見たが、その御津の浦の浦ごとにどの浦にも舟が何艘もあるが、これがあの、海を渡る──この世をつらく思いながら過ごしていく──舟なのだなあ）



この歌にしみじみと心を打たれて、人々は帰って行ったのだった。







第六十七段








　昔、男が、気晴らしの遊覧に、気の合った親しい者同士連れだって、
和泉
 いずみ

 の国へ
二月
 きさらぎ

 の頃に出かけた。（その途中）河内の国の
生
 い

 
駒
 こま

 の山を見ると、曇ったり晴れたり、（山から）離れ去ったり（山に）まとわりつく雲の動きがやまない。（その日は）朝から曇っていて、昼になると晴れた。（もう春なのに）雪がとても白く木々の梢に降り積っている。それを見て、さきほどの遊び歩きに行く一行の中で、（男が）ただ一人歌を詠んだ、




昨日
 きのふ

 
今
 け

 
日
 ふ

 雲の立ち舞ひかくろふは花の林を
憂
 う

 しとなりけり（昨日も今日も雲があわただしく

立ち動いて山がずっと隠れていたのは、雪が降り積って──花かと見まがう林を情けなく思って〈隠して〉のことだった）









第六十八段








　昔、男が、和泉の国に出かけて行った。住吉の郡、住吉の里、住吉の浜を行っていたら、（あたりの風景が）とてもきれいなので、馬から降りて腰をおろしおろしして行く。（一行の中の）ある人が、「住吉の浜ということばを入れて歌を詠みなさい」と言う。（そこで）、




雁
 かり

 鳴きて菊の花咲く秋はあれど春の海辺にすみよしの浜（雁が鳴いて菊の花が咲く秋はたしかにすばらしい季節であるが、春の海辺に住むのはまた格別だ──ここ住吉の浜はその名の通りとてもすばらしい）



　と詠んだので、一行の人々はみな（この歌に感心して）歌を詠まないでしまったのだった。







第六十九段








　昔、男がいた。その男が、伊勢の国に狩の使に行ったところ、その伊勢の斎宮だった人の親が、（斎宮に）「いつもの勅使よりは、この人によく目をかけてあげなさい」と言ってやってあったので、親の言いつけだったので、（斎宮は）とても心をこめて気をつけたのだった。朝には狩に支度をして出してやり、（一日狩をして）夕方になると帰って来るという毎日で、その斎宮の御所に来させたのだった。このようにして、心をこめて手あつく世話をしたのだった。その二日目の夜、男は、「どうしてもお逢いしたい」と言う。女の方ももちろん、ことさら逢うまいとも思っていなかった。けれども、人目が多いので、相逢うことができない。（この男は）使の一行の中でも中心というべき人だったので、遠い所に泊めることもせず、女の寝所の近くにいたので、女は、人が寝静まるのを待って、
子
 ね

 一つの時分に、男のところにしのんで来たのだった。男はもちろん、（女を思って）眠れなかったので、（寝所から）外の方を見やりながら横になっていると、月の光のおぼろな中に、小さな
女
 め

 の
童
 わらわ

 を先に立てて、人が立っている。男は、たいそううれしくて、自分の寝ている部屋につれてはいって、
子
 ね

 一つの時分から
丑
 うし

 三つまでいっしょにいたが、まだどんなことも相語らわぬうちに（女は）帰ってしまったのだった。男は、とても悲しくて、（とうとうその夜は）眠らずじまいになってしまった。翌朝、（男は、女のことが）気がかりだったけれど、自分の方から使をやるわけにもいかないので、たいそうじれったい気持のまま（女からの使を）待っていると、すっかり夜が明けてからしばらくたった頃に、女のところから、文句は書いてなくて、


君や
来
 こ

 しわれや
行
 ゆ

 きけむおもほえず夢かうつつか
寝
 ね

 てかさめてか（あなたがいらっしゃったのか、それとも私があなたのところに行ったのでしょうか、──確かにあなたとお逢いしたはずですのに──はっきり分からないでおります、それが夢だったのか現実のことだったのか、寝ているうちのことだったのか目覚めているときのことだったのか）



男は、たいそうはげしく泣いて（次の歌を）詠んだ、


かきくらす心の
闇
 やみ

 にまどひにき夢うつつとは
今
 こ

 
宵
 よひ

 定めよ（昨夜は私も、悲しみに胸がいっぱいでまっ暗になってしまった心の暗闇の中でなにがなんだか分かりませんでした。昨夜のことが夢の中でのことであったか現実のことであったか、今夜またおいでになった上ではっきりさせて下さい）



と詠んで（女のところに）送って、狩に出かけた。野の中を（狩をして）あちこち歩きまわってはいるが、心は上の空で、せめて今夜だけでも人の寝静まるのを待って、すぐにも逢おうと思っていると、（その夜にかぎって）この伊勢の国の守で斎宮寮の
頭
 かみ

 を兼任している人が、狩の使が滞在していると聞いて、一晩中酒宴を催したので、全然逢うこともできないで、（しかも、実は）夜が明けたら尾張の国に向かって出発することになっているので、男も人知れず血の涙を流して悲しんだが、逢うことはできない。夜がそろそろ明けようとする頃に、（その宴席で）女の御座所の簾の中からさし出す盃の台皿に、歌を書いてさし出した。（男が）手に取って見ると、


かち人の渡れど
濡
 ぬ

 れぬえにしあれば（
徒
 か

 
歩
 ち

 の旅人が渡っても濡れることのない、そんなに浅い入江でしたから──私たち二人の中もほんとに浅い御縁でしたから）



と書いてあって、
下
 しも

 の句はない。（そこで、男は）その盃の台皿に、たいまつの燃え残りの炭で、歌の下の句を書きつける。


また
逢
 あふ

 
坂
 さか

 の関は越えなむ（きっと再び逢坂の関所を越えましょう──あなたとお逢いしましょう）



と詠んで、夜が明けると尾張の国に向かって（
国
 くに

 
境
 ざかい

 を）越えていったのだった。

　斎宮は、清和天皇の御代のお方で、（すなわち）文徳天皇の御娘、
惟
 これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 の妹（にあたる人）である。







第七十段








　昔、男が、狩の使から（京に）帰って来た時に、大淀の渡りに泊って、
斎
 いつき

 の宮の
女
 め

 の
童
 わらわ

 に（次の歌を）詠みかけたのだった、


みるめ刈るかたやいづこぞ
棹
 さを

 さしてわれに教へよ
海
 あ

 
人
 ま

 のつり舟（
海
 み

 
松
 る

 
布
 め

 を刈る場所はどちらですか──恋しいあの
女
 ひと

 とあい逢うことのできる場所はどちらの方向ですか、棹で指し示して私に教えて下さい、海人のつり舟よ）









第七十一段








　昔、男が、伊勢の斎宮に、
帝
 みかど

 の勅使としておうかがいしていたところ、その斎宮の御所で、恋の歌を得意としていた好色な女房が、主君斎宮の向こうを張って女房の分際で（次の歌を詠んでよこした）、


ちはやぶる神のいがきも越えぬべし
大
 おほ

 
宮
 みや

 
人
 びと

 の見まくほしさに（越えることの憚かられる、恐れ多い神聖な神の御座所にめぐらされた垣根も越えてしまいそうです、宮中にお仕えになっていらっしゃるあなたにお逢いしたいので）



男が（返しの歌を詠んだ）、


恋しくは来ても見よかしちはやぶる神のいさむる道ならなくに（私のことを恋しく思っておいでなら──越えて通ってはならぬという神の
斎垣
 いがき

 を越えてでも──私に逢いにおいでなさい。──恋路という道は──神さまが通うのを禁じておられるようなそんな道ではないのですから）









第七十二段








　昔、男が、伊勢の国の女に（一度は逢えたのに）二度と逢うことがかなわぬまま、（自分は）隣の国へ行くということで、ひどく恨み言を言ったので、女が（次のような歌を詠んだ）、




大
 おほ

 
淀
 よど

 の松はつらくもあらなくにうらみてのみもかへる浪かな（あなたが舟出をなさる大淀、その大淀の松──すなわち私は決してあなたに対してひどい仕打ちもいたしませんのに〈二度と逢えなかったのはやむをえない事情のためでありましたのに〉、浦を見ながら寄せては返る浪であることよ──あなたは私に恨み言を言うばかりで〈私の本当の心を察しても下さらないで〉お帰りになるのですね）









第七十三段








　昔、どこそこにいると聞いてはいるものの、（逢うことはもちろん）便りさえ言ってやることもかなわない（身分の高い）女のいるあたりを恋しく思った（歌）、


目には見て手には取られぬ月のうちの
桂
 かつら

 のごとき君にぞありける（目には見えていながら手に取ることのできない、あの月の中にあるという桂の樹のようなあなたであることです──なんとかならないものだろうか）









第七十四段








　昔、男が、女をひどく恨んで（次のような歌を詠んだ）、




岩
 いは

 
根
 ね

 踏み
重
 かさ

 なる山にあらねどもあはぬ日多く恋ひわたるかな（私達の間を隔てているのは、大きな岩を踏み越えて行くような、幾重にも重なった険しい山ではないけれども、〈あなたのつれなさゆえに〉何日もお逢いしないまま、あなたのことをずっと恋しく思い続けていることです）









第七十五段








　昔、男が「伊勢の国にあなたを伴って行って、そこで一緒に暮らそう」と言ったところ、女は、




大
 おほ

 
淀
 よど

 の浜に
生
 お

 ふてふみるからに心はなぎぬ語らはねども（あなたが連れて行って下さる伊勢の国の大淀の浜にはえているという
海
 み

 
松
 る

 、その海松ではありませんが、私はあなたを見る
 だけで心はなごやかになっています、深い契りを結ぶことはいたしておりませずとも──今のままでもう十分ですから伊勢の国に行こうとは思いません）



　と言って、以前にもまして冷淡であったので、男が、




袖
 そで

 
濡
 ぬ

 れて
海
 あ

 
人
 ま

 の刈りほすわたつうみのみるをあふにてやまむとやする（袖を浪に濡らして海人が刈り取ってほしている海の
海
 み

 
松
 る

 、その海松ではありませんが、あなたはただ見ること、つまり単に逢うことを契りを結ぶことにして二人の仲を終りにしようとなさるのでしょうか）



女が、




岩
 いは

 
間
 ま

 より
生
 お

 ふるみるめしつれなくは
潮
 しほ

 
干
 ひ

 潮満ちかひもありなむ（岩の間からはえる
海
 み

 
松
 る

 
布
 め

 でも、ずっと変わらずにそのままあったなら、潮が引いたり満ちたりしている間には貝もつくことがきっとあるでしょう──私たち二人も、今と同じようにただ逢うことを続けて変わらないなら、いずれはその甲斐あって契り合うこともあるでしょうよ）



また、男が、


涙にぞ
濡
 ぬ

 れつつしぼる世の人のつらき心は
袖
 そで

 のしづくか（私は〈あなたのつめたいお心を知って〉私の流す涙に濡れ続けながら袖をしぼっております。あなたの薄情な心がこうしてしぼっている私の袖のしずくになったのでしょうか──あなたのひどいお気持が変わらないように、袖のしずくも乾く時がありません）



世にも稀な、契りを結ぶことのむつかしい女なのだった。







第七十六段








　昔、二条の后が、まだ
春
 とう

 
宮
 ぐう

 の
御
 み

 
息
 やすん

 
所
 どころ

 と申し上げていた時、藤原氏の氏神である大原野神社に参詣なさった折に、
近
 この

 
衛
 え

 
府
 づかさ

 にお仕えしていた老人が、お供の人たちが（お供に奉仕した）ほうびを頂戴するその折に、（一人だけ）御息所の御車から直接に頂戴して、（次のような歌を）詠んで奉った、




大
 おほ

 
原
 はら

 や
小
 を

 
塩
 しほ

 の山も
今
 け

 
日
 ふ

 こそは神代のことも思ひいづらめ（この大原野の小塩の山も、今日この日こそは〈藤原氏の出でいらっしゃってやがては帝位につかれる春宮の御生母である御息所の御参詣を見て〉藤原氏の御先祖の神が、帝の御先祖にお供してお守りなさった遠い神代のことも思い出していることでしょう──あなたも昔の二人が契りを結んだことを思い出しておいででしょう）



と詠んで、（老人は）自分一人の心の中で（実らなかった恋を）悲しいと思っていたであろうか、どのように思っていたであろうか、それは分からないことだ。







第七十七段








　昔、
田
 た

 
邑
 むら

 の
帝
 みかど

 と申し上げる帝がおいでになった。その時の
女
 によう

 
御
 ご

 で、
多
 た

 
可
 か

 
幾
 き

 
子
 こ

 と申し上げる方が、いらっしゃった。その方がおなくなりになって、
安
 あん

 
祥
 しよう

 
寺
 じ

 で御法要をいとなんだ。人々が
捧
 ほう

 
物
 もち

 をお供えした。人々がたくさんお供えした捧物は、
千
 ち

 
捧
 ささ

 げほどもあった。それほどたくさんの捧物を木の枝にくくりつけて、お堂の前に立ててあるので、（それはまるで）山でも新しくお堂の前に動き出して出現したように見えたのだった。その盛大な法要を、その時右大将でいらっしゃった藤原の常行と申し上げる方がいらっしゃって、（法要の際の）経文の講義が終るころに、（参会者の中で）歌を詠む人たちをお呼び集めになって、今日の御法要を題として、春の趣のある歌をさし上げさせなさる。（そうしたら）右の
馬
 うまの

 
頭
 かみ

 であった老人が、（捧物の山を本当の山と）見まちがえたままで詠んだ、


山のみな移りて
今
 け

 
日
 ふ

 にあふことは春の別れをとふとなるべし（山がみなここに移り動いて出現し、今日のこの御法要に参会したということは、逝く春との別れ〈女御との別れ〉を弔うというのであろう──あたかも釈迦入滅の時に大山が崩れ裂けたように──）



と詠んだのを、今見ると、それほどよい歌でもなかった。その当時はこの歌が（ほかの人の歌よりも）すぐれていたのだろうか、（そこにいた人々はみな）深く感動したのだった。







第七十八段








　昔、
多
 た

 
可
 か

 
幾
 き

 
子
 こ

 と申し上げる
女
 によう

 
御
 ご

 がおいでになった。（そのお方が）おなくなりになって四十九日の御法要を、安祥寺でもよおした。右大将藤原の常行という人がいらっしゃった。その御法要に参会なさって、その帰りに、
山
 やま

 
科
 しな

 の禅師の
親
 み

 
王
 こ

 のおいでになる、その山科の宮に、滝を落し、
遣
 やり

 
水
 みず

 を流させなどして、趣深くお造りになっておられる宮に参上なさって、「長年、（直接にではなく）よそながらお仕えいたしておりましたが、お側近くはまだお仕えいたしておりません。今夜はここで（お側近く）お相手を申し上げましょう」と申し上げなさる。親王はお喜びになって、（大将のための）夜の寝所の用意をおさせになる。その間に、その大将が親王の御前からさがってあれこれ思案をめぐらして言われるには、「親王にお仕えする最初の時に、ただ何もさしあげないでいられようか。（そういえば）父の西三条邸に
帝
 みかど

 が行幸あそばされた時、紀の国の
千
 ち

 
里
 さと

 の浜にあったたいそうみごとな石を（ある人が父に）献上したことがあった。（ところが、それは）帝の行幸のあと献上したので（行幸の日に間にあわないで）、（西三条邸の）ある人のお部屋の前の溝に置いておいたのだが、（この親王は）泉水の数奇をこらした庭造りを趣味となさっておられるお方だ、この石をさしあげよう」とおっしゃって、御随身や
舎人
 とねり

 に命じてその石を取りにおつかわしになる。それほどの時間もかからずに（その石を）持って来た。（見ると）この石は、かねて聞いていたよりは実際に見るほうがすぐれていた。これをそのままさしあげたのでは、つまらないであろうということで、供の人々に歌をお詠ませになる。右馬の
頭
 かみ

 であった人の歌を、石の青い苔をきざんで、蒔絵の模様のようにこの歌を石につけて、さしあげたのだった、


飽かねども岩にぞかふる色見えぬ心を見せむよしのなければ（これでも不満足ではございますが、この岩に私の心を代えさせていただきます、色の見えない心、その私の心のほどをお見せする手だてもございませんので）



と
詠
 よ

 んだのだった。







第七十九段








　昔、在原氏の中に
親
 み

 
王
 こ

 がお生まれになった。その御
産
 うぶ

 
養
 やしない

 の祝いに、人々が歌を詠んだ。（その中で）親王の祖父行平
方
 がた

 の人であった老人が詠んだ、


わが
門
 かど

 に
千
 ち

 
尋
 ひろ

 あるかげを植ゑつれば夏冬
誰
 たれ

 か隠れざるべき（我が家に、千尋もの長さの大きな蔭をつくる竹を植えたので、暑い夏も寒い冬も、誰がこの竹の下に隠れないものがあるでしょうか──我々の一族に親王がお生まれになったので、一族の者たちは誰もがいつでもそのお蔭をこうむるにちがいない）



　これは貞数の
親
 み

 
王
 こ

 のこと。時の人は、（実は）中将（業平）の子だと噂した。（業平の）兄の中納言行平の娘の腹である。







第八十段








　昔、家運の衰えた家で、藤の花を植えていた人がいた。
三月
 やよい

 の月末に、その日は雨がしとしとと降っていたが、ある人のところへ折り取ってさしあげさせようとして詠んだ、




濡
 ぬ

 れつつぞしひて折りつる年のうちに春はいく
日
 か

 もあらじと思へば（雨に濡れながら無理に〈あなたにさしあげるこの花を〉折り取りました、今年のうちに春はもう何日もあるまいと思いますので）









第八十一段








　昔、左大臣がいらっしゃった。賀茂河のほとりに、六条のあたりに、邸宅をたいそう風流に作って住んでおられた。
十月
 かんなづき

 の末ごろ、ちょうど菊の花が、衰えて色変わりして美しいさかりである上に、紅葉の色が色々さまざまにながめられる折に、親王がたにおいでいただいて、一晩中酒宴をもよおして管絃を楽しみ、夜がしだいに明けてゆくころに、このお邸のすばらしさをたたえる歌を（みんなで）詠む。（その時）その席に連なっていた身分の賤しい見苦しい姿恰好の老人が、縁の板敷の下を
這
 は

 ってあちこち動き回っていて、その座の人々がみな詠み終るのを待って詠んだ、




塩
 しほ

 
竈
 がま

 にいつか来にけむ朝なぎにつりする舟はここに寄らなむ（塩竈にいったいいつの間に来てしまったのでしょうか。朝、風の
凪
 な

 いだ静かな海に釣をする舟はこの庭に立ち寄ってほしいものです──さすれば、この庭はもうなんら塩竈と異なるところはなくなります、それほどこのお邸はすばらしいものです）



と詠んだのは、（この老人は、以前）
陸奥
 みちのくに

 に行っていたことがあったが、不思議に景色のよい所が方々にたくさんあったのだった。（その中でも）わが
朝廷
 みかど

 六十余国の中に、
塩
 しお

 
竈
 がま

 という所に似ている所はなかったのだった。そこで、その老人は、ことさらこの邸をすばらしいと思って、「塩竈にいったいいつの間に来てしまったのでしょうか」と詠んだのだった。







第八十二段








　昔、
惟
 これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 と申し上げる親王がおいでになった。山崎の向こうに、
水
 み

 
無
 な

 
頼
 せ

 という所に、宮があった。年ごとの桜の花盛りの時期には、その宮へおいでになった。その折には、右の馬の
頭
 かみ

 であった人を、いつも連れておいでになった。（その頃から）時代を経て長い年月がたってしまったので、その人の名は（今は）忘れてしまった。（一行は）鷹狩はあまり気を入れてもしないで、酒ばかり飲んでは、和歌を詠むことに熱中しているのだった。ちょうど今鷹狩をしている
交
 かた

 
野
 の

 の
渚
 なぎさ

 の邸、その院の桜が格別に趣がある。（そこで、一行は）その木の下に馬からおりて腰をおろし、その枝を折って、髪かざりにさして、身分の上の者、中程の者、低い者、みんなが歌を詠んだ。（中で）馬の頭であった人が詠んだ、


世の中にたえて桜のなかりせば春の心はのどけからまし（この世の中にまったく桜がなかったならば、春の人の心はのどかであろうに──実際は、桜があるばかりに咲くのを待ちかね散るのに気をもみ、少しも落着くことがない）



と詠んだのであった。もう一人の人の歌、


散ればこそいとど桜はめでたけれ
憂
 う

 き世になにか久しかるべき（散ることがあるからこそいっそう桜はすばらしいのです、そもそもこのつらい世の中にいったい何がいつまでも変わらずにありましょうか）



と詠んで、その木の下は立って帰るうちに、日暮れになった。（そこへ）お供の人が、従者に酒を持たせて、野原の中からあらわれた。この酒を飲んでしまおうということで、適した所をさがして行くと、天の川という所に到り着いた。
親
 み

 
王
 こ

 に、馬の頭がお酒をおすすめする。親王がおっしゃるには、「交野で狩をして、天の川のほとりに到り着いたということを題として、歌を詠んで、（そうして）盃はさすがよい」とおっしゃったので、かの馬の頭が（次のような歌を）詠んで、さしあげた、




狩
 か

 り暮らしたなばたつめに宿からむ
天
 あま

 の
河
 か

 
原
 はら

 にわれは来にけり（日が暮れるまで一日中狩をして、今夜は織女に宿を借りることにしましょう。〈気がついたら〉その名も天の川という川原に私は来ていたのだった）



親王は、歌をくりかえしくりかえし口ずさまれて、（感嘆のあまり）返歌をすることがおできにならない。（ちょうど）紀の有常が、親王のお供にお付き添い申し上げていた。その有常の（親王に代っての）返歌、




一
 ひと

 
年
 とせ

 にひとたび来ます君待てば宿かす人もあらじとぞ思ふ（織女は、一年にたった一度だけおいでになるお方──牽牛──を待っているのですから、この天の川には、宿を借してくれる人などあるまいと思われることだ）



帰って、（水無瀬の）宮におはいりになった。（そこで）夜のふけるまで酒を飲み、いろいろの話をして、主人である親王が、酔って寝室におはいりになろうとする。（ちょうどその時）十一日の月も山の端に沈んでしまおうとするので、あの馬の頭が（次のような歌を）詠んだ、


飽かなくにまだきも月の隠るるか山の
端
 は

 逃げて入れずもあらなむ（まだ月を見ることに満ち足りたわけでもないのに、まだ沈むには早い時に月が山の端に沈んでしまうことですね、山の端が逃げて月を入れないでいてほしいことです──親王が、こんなに早くお
寝
 やす

 みになるなんて、とても残念なことです）



親王にお代り申し上げて、紀の有常が（次のような歌を詠んだ）、


おしなべて峰も平らになりななむ山の
端
 は

 なくは月も入らじを（どこもかしこも一様に山の峰もみな平らになってしまってほしいものだ、そもそも山の端などというものがなかったら、月もそこに沈むこともないだろうから──私が寝所に入るのもいたしかたのないこととあきらめてほしい──）









第八十三段








　昔、
水
 み

 
無
 な

 
瀬
 せ

 によく行っておられた
惟
 これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 が、いつものように鷹狩をしにおいでになるお供に、馬の頭である老人がお仕え申し上げていた。何日もたってから、（親王は）京の宮にお帰りになった。（馬の頭は、京の宮まで）お送り申し上げて、早く帰ろうと思っていたところ、（親王は）御酒をくださり、ほうびをくださろうとおっしゃって、家にお帰しにならなかった。この馬の頭は、（早く家に帰りたくて）気が気でなくて、


枕とて草ひきむすぶこともせじ秋の
夜
 よ

 とだに頼まれなくに（枕として草を引き結んで旅寝をすることもいたしますまい、今は秋の夜ということで夜の長さをあてにすることもできない季節ですから──すぐに夜の明ける春の短か夜ですから、早くおいとま申し上げたいものです）



と詠んだ。時節はちょうど
三月
 やよい

 の末なのであった。（とうとう、その夜は）親王は、お
寝
 やす

 みにならないで、夜を明かしておしまいになったのだった。このようなことをくりかえしながらお側に上ってお仕え申し上げていたが、意外にも、（親王は）御
髪
 ぐし

 をおろして出家してしまわれた。（その後）
正月
 むつき

 に、拝謁申し上げようと思って、小野におたずねしたところ、比叡の山のふもとなので、雪がたいそう深い。それを無理に御庵室におたずねして拝謁申し上げると、（親王は）所在なげにたいそうもの悲しい様子でおいでになったので、すこし長い間おそばにお仕えして、昔のことなど思い出して、お話し申し上げた。そのままおそばにお仕え申し上げていたいものだと思うけれど、（正月のこととて）宮中でのいろいろな行事があったので、そのままおそばにいることができずに、夕暮れの頃に（京に）帰るということで、


忘れては夢かとぞ思ふ思ひきや雪踏みわけて君を見むとは（このつらい現実が現実であるということをふと忘れては、これは夢ではないかと思われることです。今まで一度でも思ったことでしょうか、まったく思いもかけなかったことです、こうして雪を踏み分けておたずねしてあなたさまにお目にかかろうとは）



と詠んで、泣く泣く京に帰ったのだった。







第八十四段








　昔、男がいた。本人は官位が低かったが、母親は内親王であった。その母親は、長岡という所に住んでおられた。子は京で朝廷に仕えていたので、（母宮の所を）おたずねしようとはしたけれども、たびたびはおたずねすることができない。（親にとって子はかわいいものだが、その上にこの男は）ひとり子でさえあったので、（母宮は）たいそういとおしんでおられた。そうこうしているうちに、
十
 し

 
二
 わ

 
月
 す

 のころに、至急のことといって、（母宮から）お手紙がとどく。胸騒ぎして見ると、歌が書いてある。


老いぬればさらぬ別れのありといへばいよいよ見まくほしき君かな（年老いたらどうしても避けることのできない死の別れがあるといいますので、──この年の瀬にそのことを思いますと──日頃にもましてお目にかかりたいあなたであることです）



その子は、ひどく泣いて（次のような歌を）詠んだ、


世の中にさらぬ別れのなくもがな
千
 ち

 
代
 よ

 もと祈る人の子のため（世の中にどうしても避けることのできない死の別れはあってほしくないものです、千年も生きていらしてほしいと祈っている人の子にとって）









第八十五段








　昔、男がいた。子供の頃からお仕え申し上げていたお方が、御
髪
 ぐし

 をおろして出家してしまわれた。（しかし、男は、その後も）
正月
 むつき

 には必ずおたずねした。朝廷への出仕をしていたので、いつもおたずねするというわけにはいかなかった。けれども、（男は）以前お仕えしていた頃の気持を失わないでおたずねしていたのだった。昔お仕え申し上げていた人が、普通の人も、出家した人も、おおぜい参集して、
正月
 むつき

 なので、年の始めということで、御酒をくださった。雪がこぼすように激しく降って、一日中やまない。人々はみな酒に酔って、雪に降りこめられているということを題にして、歌を詠みあった。


思へども身をしわけねば目
離
 か

 れせぬ雪の積るぞわが心なる（いつもあなたさまのおそばにお仕えしていたいと思っておりますが、私の身を二つに分けることはできませんので〈朝廷出仕のためいつもお目にかかるというわけにはいきませんが〉、今日はこうしてなつかしいあなたさまのおそばにいつまでもいられるように、雪が降り積って京に帰れませんのは、私の本懐とするところです）



と（男が）詠んだので、親王は、とてもひどく感動なさって、着ておられたお召物をぬいで（男に）下さったのだった。







第八十六段








　昔、たいそう若い男が、若い女と好意を抱き合うようになっていた。（しかし）それぞれ親がいた（親の
庇
 ひ

 
護
 ご

 のもとにあった）ので、親に
憚
 はばか

 って愛情を遂げることなく中途半端なままで終ってしまった。その後何年もたってから、女のところに、やはり女への愛情を遂げようと思ったのであろうか、男が、歌を詠んで送ったのであった。


今までに忘れぬ人は世にもあらじおのがさまざま年の
経
 へ

 ぬれば（今まで昔のことを忘れないでいる人はまさかいないでしょうね──私のこともあなたはもう忘れてしまっていることでしょう──めいめいがそれぞれにそれぞれの生活をしてもう何年もたってしまったのですから）



と詠んでそのままになってしまった。男も女も、互いに相手を目にする同じ所に宮仕えに出ていた（のでこうした歌を詠みおくった）のだった。







第八十七段








　昔、男が、
津
 つ

 の国、
[image: 兎]

 む

 
原
 ばら

 の
郡
 こおり

 、
蘆
 あし

 
屋
 や

 の里に、所領があったので、出かけて行って住んでいた。昔の歌に、




蘆
 あし

 の屋の
灘
 なだ

 の塩焼きいとまなみ
黄
 つ

 
楊
 げ

 の
小
 を

 
櫛
 ぐし

 もささず来にけり（蘆屋の灘の、蘆を葺いた粗末な家に住んでいる
海
 あま

 女──私は塩を焼く仕事で暇がないので、
黄
 つ

 
楊
 げ

 の小櫛も髪にささずに〈あなたのところに〉来てしまいました）



と詠んだのは、この里を詠んだものなのだ。ここを、蘆屋の
灘
 なだ

 と呼んでいたのだ。この男は、宮仕えともいえないような閑職の宮仕えをしていたので、その縁で、
衛
 え

 
府
 ふ

 の
佐
 すけ

 たちが集まって来たのだった。この男の兄も衛府の
督
 かみ

 なのだった。その家の前の海辺であちこち遊びまわって、「さあ、（今度は）この山の上にあるという布引の滝を見に登ろう」と言って、登っていって見ると、その滝は、普通の滝とはちがってすばらしい。長さ二十丈、はば五丈ほどもある石の表面は、
白
 しら

 
絹
 ぎぬ

 で岩をつつんでいるかのようであった。そんな滝の上の方に、
藁
 わら

 の円座の大きさで、滝につき出している石がある。その石の上に勢いよく落ちかかっている水は、小さな柑子の実か栗の実ほどの大きさでこぼれ落ちている。（男は）そこにいる人にみなこの滝の歌を詠ませる。あの衛府の督が最初に詠む、


わが世をば
今
 け

 
日
 ふ

 か
明
 あ

 
日
 す

 かと待つかひの涙の滝といづれ高けむ（自分が実力を発揮できる世を今日か明日かと待つ甲斐もなくて涙がこぼれるが、その涙が流れ落ちてできる滝とこの滝とどちらが高いであろう）



あるじの男が、次に詠む、


ぬき乱る人こそあるらし
白
 しら

 
玉
 たま

 のまなくも散るか
袖
 そで

 のせばきに（貫いた緒を抜き取って玉を散らす人がいるようだ──真珠のような涙の玉が絶え間もなく落ち散ることよ、それを受けとめようにも私の袖はこんなに狭いのに）



と詠んだので、一行の同僚たちには、それがおかしいことだったのであろうか、この歌に感心して、ほかの人は歌を詠まないでしまった。

　（そこから）帰って来る途中は道のりが遠くて、亡くなった宮内卿もちよしの家の前を通りかかった頃、日が暮れてしまった。（蘆屋の里の）家の方を見やると、
海
 あ

 
人
 ま

 のたく
漁
 いさり

 
火
 び

 がたくさん見えるので、あのあるじの男が、詠む、


晴るる
夜
 よ

 の星か
河
 かは

 
辺
 べ

 の
螢
 ほたる

 かもわが住む方の
海
 あ

 
人
 ま

 のたく火か（むこうに光るのは、晴れた夜空に見える星か、それとも川辺に飛びかう螢であろうか、あるいは私の住む家のあたりの海人のたく漁火ででもあろうか──なんと美しいことだ）



と詠んで、家に帰って来たのだった。その夜、南の風が吹いて、浪がとても高い。翌朝、その家の女の子たちが海辺に出て、浮き
海
 み

 
松
 る

 の波に打ち寄せられていたのを拾って、家の中に持って来た。男の妻の所から、その海松を
高
 たか

 
坏
 つき

 に盛りつけて、
柏
 かしわ

 の葉でおおってさし出してきたが、その柏に（次のような歌が）書いてあった。


わたつうみのかざしにさすといはふ
藻
 も

 も君がためにはをしまざりけり（海の神が髪かざりにさすといって神聖なものとして大切にしているこの海松も、ほかならぬあなたのためには惜しまずにこうして波に托してよこして下さいました）



　田舎者の歌としては、分に過ぎた歌だろうか、それとも不足な歌だろうか。







第八十八段








　昔、ひどく若いというほどでもない年輩の、誰や彼や友人たちが集まって、月をながめていて、その連中の中で一人が（次のような歌を詠んだ）、


おほかたは月をもめでじこれぞこの積れば人の
老
 お

 いとなるもの（だいたいもう、世の人のめでる月も賞美すまい。この月こそ、まあ、これが積り積るとやがては人間の老いとなる、あの月なのだもの）









第八十九段








　昔、身分の低くない男が、自分よりは身分の高い人に思いをかけて、何年もたった。


人知れずわれ恋ひ死なばあぢきなくいづれの神になき名
負
 お

 ほせむ（人に知られぬまま私が恋いこがれてこがれ死にをしたならば、これはにがにがしいことなのだが、〈事情を知らない世間の人は〉どちらの神様に、そのたたりで私が死んだなどと、根も葉もない噂を立てて、私の死をその神様のせいにすることだろう──ほかならぬあの人にこがれて死んだのだのに）









第九十段








　昔、（男が）冷淡な人を、なんとかして逢いたいとずっと思い続けていたので、（女は）かわいそうに思ったのだろうか、「それなら、明日、物越しにでもお逢いしましょう」と言ってきたのを、（男は）この上もなくうれしく、また疑わしくも思ったので、きれいに咲いていた桜につけて、


桜花
今
 け

 
日
 ふ

 こそかくもにほふともあな頼みがた
明
 あ

 
日
 す

 の
夜
 よ

 のこと（桜の花は今日こそこんなに美しく咲きにおっているけれども、何ともあてにしがたいことだ、明日の夜のことは──〈いつ散ってしまうか分からない桜の花と同じように〉今日はこんな色よい返事を下さったが、明日の夜のことをほんとうにあてにしてよいものやら）



という気持も、（男には）あるようだ。







第九十一段








　昔、（さまざまなことを嘆いている上に）月日がすぎ去ってゆくのまで嘆いている男が、
三月
 やよい

 の末ごろに、


をしめども春のかぎりの
今
 け

 
日
 ふ

 の日の
夕
 ゆふ

 
暮
 ぐ

 れにさへなりにけるかな（逝く春をこんなに惜しんでいるのに、春の最後の今日この日のしかもその上にその夕暮れの時刻にとうとうなってしまったことだ）









第九十二段








　昔、（男が）恋しさに（女のところに）やって来やって来して帰るのだが、女に便りすらすることができないで（次のような歌を）詠んだ、




蘆
 あし

 
辺
 べ

 こぐ
棚
 たな

 なし
小
 を

 
舟
 ぶね

 いくそたび
行
 ゆ

 きかへるらむ知る人もなみ（蘆の生えている水辺をこぐ小さな棚なし小舟のように、この私は、いったいなんべん行ったり帰ったりすることだろう、それと気づいてくれる人もないので）









第九十三段








　昔、男が、自分は身分が低くて、もうこの上もなく高貴な身分の人に思いをかけていたのだった。（その女が）すこし望みを持ってもよさそうな様子であったのであろうか、（男は）横になっては思い、起きては思いしていて、（あげくの果てに）どうしてよいか分からなくなって（次のような歌を）詠んだ、


あふなあふな思ひはすべしなぞへなく高きいやしき苦しかりけり（何も深くは考えずに恋というものはすべきものなのだ、とても同日には論じられない身分の高さ低さの違いはつらいものなのだった──そんなことをくよくよ思い悩むこともないのではないか──）



　昔も、このような身分ちがいの恋に苦しむことは、この世のこととしてどうしようもない仕方のないことだったのであろうか。







第九十四段








　昔、男がいた。どんな事情があったのだろうか、その男は、（女のもとに）通って行かなくなってしまった。（女は）後に他の男がいたのだが、（もとの男とは）子供のある仲だったので、情こまやかにという程ではなかったが、（もとの男に）時々手紙をよこしたのだった。女のところに、女は絵をかく人だったので、かいてもらいにやったところ、今の男が来ているというので、一日二日（頼んだ絵を）かいてよこさなかった。その男は、「ひどくつらいことに、私がお願いしたことを、今までやって下さらないので、それも無理からぬことと思いますが、それでもやはりあなたに恨み言の一つも言いたいことでありました」と言って、からかって（次のような歌を）詠んで送ったのだった、時節はちょうど秋なのであった。


秋の
夜
 よ

 は
春
 はる

 
日
 ひ

 忘るるものなれや
霞
 かすみ

 に
霧
 きり

 や
千
 ち

 
重
 へ

 まさるらむ（秋の夜には春の日など忘れてしまうものなのか、春の霞より秋の霧の方が千倍もよいものなのでしょうか──私より今の男の方がよいのでしょうね）



と詠んだのであった。女が、返しの歌（を詠んだ）、




千
 ち

 
々
 ぢ

 の秋
一
 ひと

 つの春にむかはめや
紅葉
 もみぢ

 も花もともにこそ散れ（秋を千あつめてもそれは一つの春のすばらしさに匹敵できましょうか、しかし、秋のもみじも春の桜の花もどちらも散ってしまうものです──今の男よりあなたの方がはるかにすばらしいです、でも今の男もあなたも私に対する心が変わらないことなどありえないでしょう）









第九十五段








　昔、二条の
后
 きさき

 にお仕え申し上げる男がいた。（やはり同じお方に）女のお仕え申し上げるのを、常々お互いに顔を合わせていて、ずっと求婚しつづけた。「なんとかしてせめて物越しにでもお目にかかって、今までお逢いしたくて気が気でなく思い思いしてきたこの胸の思いをあなたに打ち明けて晴らしたいと思います」と言ったので、女は、たいそう人目をしのんで、物越しに逢ったのだった。話などして、男が（次のような歌を詠んだ）、




彦
 ひこ

 
星
 ぼし

 に恋はまさりぬ
天
 あま

 の
河
 がは

 へだつる
関
 せき

 を今はやめてよ（あの一年に一度天の川を渡ってたなばたに逢う彦星の切ない恋よりも私の恋の方がいっそう切ないことです、この天の川のようにあなたとの間を隔てている関を今はもう取りはらって下さい）



（女は）この歌に心を打たれて男と契ったのだった。







第九十六段








　昔、男がいた。女にあれこれ言い寄ってかなりの月日がたったのだった。（女も）非情な石や木ではないから、気の毒だと思ったのであろうか、だんだんといとしく思うようになった。その頃は、
六月
 みなづき

 の十五日ごろであったので、女は、身体におできが一つ二つできてしまった。その女が（男のところに次のように）言ってよこした、「今はあなたをお思いするほかには何の心もありません。身体に、おできも一つ二つできています。時節もひどく暑うございます。（ですから、今はお逢いせず）少し秋風の吹きはじめる頃に、きっとお逢いしましょう」と言ったのだった。（ところが）約束の秋を待っているころに、あちこちから、（女が）誰それ（男）の所へ去って行こうとしているようだと言って、苦情が出て来てしまった。そこで、女の兄が、急に（女を）迎えに来た。それで、この女は、
楓
 かえで

 の今年はじめて紅葉したのを召使に拾わせて、歌を詠んで、（その楓に）書きつけて（男のところに）よこした。


秋かけて言ひしながらもあらなくに
木
 こ

 の葉
降
 ふ

 りしくえにこそありけれ（秋になったらお逢いしましょうとお約束したそのとおりにはなりませんのに、〈季節だけは秋になって〉あなたとの仲は木の葉が降り敷いた〈浅くなった〉入江のような浅い縁でございました）



と書き置いて、「あの人のところから人をよこしたら、これを渡しなさい」と言ってそこを立ち去った。そうしたことがあって、そのままその後、とうとう今日まで（その女がどうなったのか）分からない。幸福に暮らしているのだろうか、不幸になっているのだろうか。立ち去って行った先も分からない。（一方）、その男は、
天
 あま

 の
逆
 さか

 
手
 て

 を打って、女をのろっているということだ。気味の悪い話ではある。人ののろいのことばは、（のろわれた人が）身に受けるものなのであろうか、受けないものなのであろうか。（男の方では）「そのうちにはきっと、のろいのききめを女は見るにちがいない」と言っているということだ。







第九十七段








　昔、
堀
 ほり

 
河
 かわ

 の
大臣
 おおいまうちぎみ

 と申し上げるお方が、いらっしゃった。（そのお方の）四十の賀が、九条の家でもよおされた日に、
中
 ちゆう

 
将
 じよう

 であった老人が、


桜花散り
交
 か

 ひ曇れ老いらくの
来
 こ

 むといふなる道まがふがに（桜の花よ、一面に散り乱れて空を暗くしてほしい、老いというものがやってくるとかいう道がまぎれて見えなくなるほどに──いつまでも大臣にはお若くお元気であってほしいものです）









第九十八段








　昔、
太政
 おおき

 
大臣
 おおいまうちぎみ

 と申し上げるお方が、おいでになった。（そのお方に）お仕え申し上げる男が、
九月
 ながつき

 のころに、細工物の梅の枝に
雉
 きじ

 をつけてさし上げるということで、


わが頼む君がためにと折る花は時しもわかぬものにぞありける（私がお頼り申し上げておりますあなたさまのためにということで折りますこの梅の花は、季節の区別もなくいつでも咲いているものでございました──あなたさまの変わることなきお栄えをお祈り申し上げます）



と詠んでさし上げたので、（そのお方は）それはたいそう面白がりなさって、お届けした使の者にねぎらいの品を下さったのだった。







第九十九段








　昔、
右
 う

 
近
 こん

 の
馬
 うま

 
場
 ば

 のひおりの日に、向かい側に立ててあった車に、女の顔が、下すだれからほんのり見えたので、中将であった男が（次のような歌を）詠んで送った、


見ずもあらず見もせぬ人の恋しくはあやなく
今
 け

 
日
 ふ

 やながめ暮らさむ（全然見ないのでもなく、かといってはっきり見たともいえない人が恋しくて、ただむやみに今日一日をもの思いに沈んで過ごすのでしょうか）



（女の）返しの歌、


知る知らぬなにかあやなくわきて言はむ思ひのみこそしるべなりけれ（知っているとかいないとか、どうしてあなたのようにむやみに区別して言うことがありましょう。ただ心から恋しく思うその思いだけが恋の道の道案内なのでした）



（男は）後にはその女が誰であるか知ったのだった。







第百段








　昔、男が、
後
 こう

 
涼
 りよう

 
殿
 でん

 の中の廊下を通ったところ、ある高貴な人の御
局
 つぼね

 から、忘れ草を、「（あなたなら、これも）しのぶ草と言うのですか」と言って、（御簾の中から、侍女に）さし出させなさったので、いただいて（次のような歌を詠んだ）、


忘れ草
生
 お

 ふる
野
 の

 
辺
 べ

 とは見るらめどこはしのぶなりのちも頼まむ（あなたは私を忘れ草の生えた野辺──あなたを忘れてしまっている私──と御覧になっておられるようですが、この草はしのぶ草です──私はあなたをよそながらお慕いしているのです──これから後も変わらずお頼り申し上げます）









第百一段








　昔、
左
 さ

 
兵
 ひよう

 
衛
 え

 の
督
 かみ

 であった
在
 あり

 
原
 わら

 の
行
 ゆき

 
平
 ひら

 という人がいた。その人の家によい酒があると聞いて、殿上人であった藤原の
良
 まさ

 
近
 ちか

 という人を、主客ということにして、その日は饗応の支度をしたのだった。（行平は）風流のたしなみのある人で、
瓶
 かめ

 に花をさしてかざってあった。その花の中に、不思議にすばらしい藤の花があった。その花の垂れた花房は、三尺六寸ばかりもあった。（そこで）その花を題にして（一座みな）歌を詠む。（ところが、ちょうど）皆が詠み終ったころに、主人行平の兄弟である男が、（行平が）饗応しておられると聞いてやって来たので、引き止めて歌を詠ませた。（その男は）もともと歌のことは何も分からなかったので、辞退したのだが、（皆が）無理じいに詠ませたので、こんな歌を詠んだ。


咲く花の下にかくるる人おほみありしにまさる藤のかげかも（この藤の花も今日は皆さんがたくさん集まって花の蔭に隠れる人が多いので、以前にもまして立派な藤の蔭であることです──藤原氏の庇護を蒙っている人が数多くおられるので、以前にもましてさかんな藤原氏御一族の御威勢です）



（ところが、一座の人たちが）「どうして、こんな歌を詠むのだ」と言ったので、（男は）「太政大臣藤原良房様が栄花の絶頂にあられて、藤原氏が格別に栄えているのを思って詠んだのです」と説明した。（そのことばで）一座の人たちはみな、その歌を非難せずじまいになった。







第百二段








　昔、男がいた。歌は詠まなかったけれども、世間のことをわきまえていたのだった。身分の高い女が、尼になって、世間をいとわしく思って、京の都にも住まないで、遠く離れた山里に住んでいた。（男は）この女ともともと親族であったので、（次のような歌を）詠んでおくった、


そむくとて雲には乗らぬものなれど世の
憂
 う

 きことぞよそになるてふ（世を捨てて出家したといっても仙人のように雲に乗って自由に飛翔するというわけではないのですが、──それでも、山里に住んでおられると──世間のいやなことは自分にとって無縁なものになると申します──あなたをうらやましく思っております）



と詠みおくったのだった。

　（その女は）斎宮の宮である。







第百三段








　昔、男がいた。たいそう真面目で実直な人物で、浮気っぽい心はなかった。
深
 ふか

 
草
 くさ

 の
帝
 みかど

 にお仕え申し上げていた。（ところが）心が常軌を失いでもしたのであろうか、（深草の帝の）
親
 み

 
王
 こ

 
方
 がた

 の召し使っておられた人と情を交すようになったのであった。そうして、




寝
 ね

 ぬる
夜
 よ

 の夢をはかなみまどろめばいやはかなにもなりまさるかな（あなたと共寝をした昨夜のことがまるで夢のように思われますが、その夢のようなできごとがあまりにもとりとめなく思われますので、──もう一度はっきり夢に見たいと──家に戻って再びまどろみましたところ、いよいよその夢はとりとめもないものになってしまうことです）



と詠んでおくったのだった。そうした歌の未練がましいことよ。







第百四段








　昔、格別のわけもなくて、尼になっている人がいた。姿を尼姿にやつしてはいたのだが、祭に心ひかれたのであろうか、
賀
 か

 
茂
 も

 の祭を見物に出かけていたところ、（その人に）男が、歌を詠んでおくる、


世をうみのあまとし人を見るからにめくはせよとも頼まるるかな（一生を海で送る
海
 あ

 
女
 ま

 だとあなたを拝見しますから、海藻を食べさせて下さいとも自然に頼みにされることです──この世をつらく思って出家なさった尼さんなのだとあなたを拝見しますから、私にめくばせして下さいよと自然あなたのお心をあてにしてしまうことです）



これは、斎宮が見物なさっていた車に、このように（歌を）申し上げたので、（斎宮は）祭見物を途中でやめてお帰りになった、ということだ。







第百五段








　昔、男が、「こんな状態では、私は死んでしまいそうです」と言いおくったところ、女が、




白
 しら

 
露
 つゆ

 は
消
 け

 なば
消
 け

 ななむ
消
 き

 えずとて玉にぬくべき人もあらじを（白露は消えてしまうのなら勝手に消えてしまったらよいでしょう、たとえ消えなかったとしてもそれを玉として糸に貫いて大切にするような人もいないでしょうから──死ぬのなら勝手に死んでしまいなさい、たとえ生き残っても大切に思ってくれる人もいないでしょうから）



と言ったので、（男は）とても無礼だと思ったけれど、女を深く愛する心はますます強くなったのだった。







第百六段








　昔、男が、親王方が気のむくままにあちこち遊び歩いておられる所におうかがいして、
龍
 たつ

 
田
 た

 
河
 がわ

 のほとりで（次のような歌を詠んだ）、


ちはやぶる神代も聞かず龍田河からくれなゐに水くくるとは（神代には不思議なことが多かったと申しますが、その神代にも聞いたことがございません、龍田河の水を一面に美しい深紅色にくくり染めにするとは──この紅葉の景色はなんとすばらしいことでしょう）









第百七段








　昔、身分の高い男がいた。その男のところにいた人を、内記であった藤原の敏行という人が求婚した。けれども、（女は）まだ年若いので、手紙も一人前にしっかり書けず、文言もどう書いていいのか分からず、ましてや歌は詠まなかったので、あの主人である人が、文案を書いて、（それを、女に）書かせて（男のところに）おくった。（男は）うろたえるほど感動してしまった。そこで、男が（次のような歌を）詠んだ、


つれづれのながめにまさる
涙
 なみだ

 
河
 がは

 
袖
 そで

 のみひちてあふよしもなし（降りつづく長雨に川の水かさもまさるでしょうが、私の方もただ所在なくあなたのことを恋しく思って物思いに沈んでいますので涙が長雨で水かさのふえた川のように流れていて、袖がぬれるばかりでお逢いする手だてすらありません）



（女の）返しの歌、いつものとおり、（主人である）男が、女にかわって、


浅みこそ
袖
 そで

 はひつらめ涙河身さへ流ると聞かば頼まむ（涙の川──あなたの私を思って流す涙の川──が浅いからこそ袖だけが濡れているのでございましょう、その涙の川が深くてあなたの身体までも流れるとお聞きしましたら──あなたのお心がそれほど深いと分かりましたら──あなたをお頼り申し上げましょう）



と言ったので、男はそれはひどく感心して、今までも（その手紙を）巻いて
文
 ふ

 
箱
 ばこ

 に入れて大切にしているということである。（その後）男が手紙をよこした。（それは、男が女を）自分のものにして後のことであった。「雨が今にも降りそうですので、雨空を見ておうかがいしようかしまいか決めかねております。私の身に好運がありましたら、この雨は降りませんでしょう（そうしたらおうかがいします）」と言ったので、（女の方では）いつものとおり、（主人である）男が、女にかわって（次のような歌を）詠んで、届けさせる、




数
 かず

 
々
 かず

 に思ひ思はず問ひがたみ身を知る雨は
降
 ふ

 りぞまされる（あれこれと、私のことを思っていて下さるのか思って下さらないのか、それをお尋ねすることもむつかしいものですから、それほどにしか思われていないわが身の程を思い知って流す悲しみの涙がますますひどく降って来ています）



と詠んでおくったところ、（男は）
蓑
 みの

 も
笠
 かさ

 も手に取る間もなく、雨にぐっしょり濡れてあわてふためいてやって来たのだった。







第百八段








　昔、女が、男の心を恨んで、


風吹けばとはに浪こす岩なれやわが
衣
 ころも

 
手
 で

 のかわく時なき（風が吹くといつも波がその上を越す岩なのでしょうか、私の袖は乾く時もありません──私はいつもあなたの冷たさを泣いています）



と常日頃の口癖のように言っていたのを、自分が恨まれているのだと思った男が（次のような歌を詠んだ）、




宵
 よひ

 ごとにかはづのあまた鳴く田には水こそまされ雨は降らねど（毎晩毎晩、蛙がたくさん鳴く田では、蛙が鳴く涙──あなた自身の泣く涙──で田の水かさがますのです、雨は降りませんのに──私のせいにしてもらっては困ります──）









第百九段








　昔、男が、友人で愛する人をなくした人のところに（次のような歌を）おくった、


花よりも人こそあだになりにけれいづれを先に恋ひむとか見し（あのはかなく散る桜の花よりも愛するお方の方が先にはかなく亡くなってしまわれたのですね。あなたは桜の花と愛するお方とそのどちらを先に恋い慕うことになると思っておられたのでしょうか──当然桜の花が先に散ると思っておられたでしょうに、こんなことになるなんて）









第百十段








　昔、男が、人に知られないように通う女がいた。その女のところから、「昨夜、（あなたが）夢の中にお見えになりました」と言って来たので、男が（次のような歌を詠んだ）、


思ひあまりいでにし
魂
 たま

 のあるならむ
夜
 よ

 
深
 ぶか

 く見えば
魂
 たま

 
結
 むす

 びせよ（あなたを恋しく思うあまりに、私の身体からさまよい出てしまった魂があるのでしょう。もし、今度、夜深い頃にまた私の魂が見えたら魂結びのまじないをして下さい）









第百十一段








　昔、男が、高貴な女のところに、亡くなった人を弔うふりをして、（次のような歌を）言いおくった、


いにしへはありもやしけむ今ぞ知るまだ見ぬ人を恋ふるものとは（昔はこんなことがありでもしたのでしょうか──私は今の今まであるはずがないと思っていたのですが──今はじめて知りました、まだ一度も見たことのない〈亡くなった〉お方──実はあなた──を恋い慕うものだなんて）



（女の）返しの歌、




下
 した

 
紐
 ひも

 のしるしとするも
解
 と

 けなくに語るがごとは恋ひずぞあるべき（下紐が自然に解けたら人に恋い慕われている証拠だといいますが、その下紐も解けませんのに、あれこれおっしゃるようにはあなたは私のことを恋い慕っておられないようです）



再び、（男の）返しの歌、


恋しとはさらにも言はじ
下
 した

 
紐
 ひも

 の
解
 と

 けむを人はそれと知らなむ（あなたを恋い慕っているなどと決して申しますまい。あなたが解けないとおっしゃった下紐が今に解けるでしょうから、それであなたは、私が恋い慕っているのだとお知りになっていただきたいのです）









第百十二段








　昔、男が、心をこめて将来を約束していた女が、他の男に心を移してしまったので、




須
 す

 
磨
 ま

 の
海
 あ

 
人
 ま

 の塩焼く
煙
 けぶり

 風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり（須磨の海人が塩を焼く煙は風がはげしいので、思いもよらぬ方向に流されてしまいました──他の男からの誘いがひどく熱心だったので、あなたは思いもよらぬ他の男の方に心を移してしまったのですね）









第百十三段








　昔、男が、（妻に去られて）やもめ暮らしをしていて（次のような歌を詠んだ）、


長からぬ命のほどに忘るるはいかに短かき心なるらむ（たいして長くもない生涯の間に契りを結んだ人のことを忘れてしまうとは、なんと移ろいやすい心なのだろうか）









第百十四段








　昔、
仁
 にん

 
和
 な

 の
帝
 みかど

 が、
芹
 せり

 
河
 がわ

 に行幸なさった時、今はもうそんなことは似つかわしくないと（男は）思ったのだけれど、もともと身についた得意のわざだったので、（その男を）
大
 おお

 
鷹
 たか

 の
鷹
 たか

 
飼
 がい

 の役でお伴をおさせになった、その
摺
 すり

 
狩
 かり

 
衣
 ぎぬ

 の
袂
 たもと

 に（男は、次のような歌を）書きつけた、




翁
 おきな

 さび人なとがめそ
狩
 かり

 
衣
 ごろも

 
今
 け

 
日
 ふ

 ばかりとぞ
鶴
 たづ

 も鳴くなる（私のいかにも老人じみたありさまを皆さんおとがめ下さいますな、この狩場にいる鶴も自分の命は今日限りだといって鳴いているようでございます──この狩衣を着てお伴いたしますのも今日かぎりでございますから、お許し下さい）



（ところが）帝の御きげんはとても悪かった。（男は）自分の年齢のことを思って詠んだのだけれど、若くないお人は自分のことを言われたと思ったとかいうことだ。







第百十五段








　昔、
陸奥
 みちのくに

 で、男と女が一緒に暮らしていた。男が、「都へ帰ろう」と言う。この女は、たいそう悲しく思って、せめて送別の宴だけでもしようということで、おきのいて、
都
 みやこ

 
島
 しま

 という所で、（男に）別れの酒を飲ませて（次のような歌を）詠んだ、


おきのゐて身をやくよりもかなしきは
都
 みやこ

 
島
 しま

 
辺
 べ

 の別れなりけり（ここはおきのいてですが、そのおき──まっかにおこった炭火がぴったりくっついて私の身体を焼きこがすよりも悲しいのは、この都島のそばでのあなたとのお別れであることです）









第百十六段








　昔、男が、あろうことか
陸奥
 みちのくに

 までうろうろしながら出かけていった。京に、恋しく思う人に（次のような歌を）詠んでおくる、




浪
 なみ

 
間
 ま

 より見ゆる
小
 こ

 
島
 じま

 のはまびさし久しくなりぬ君にあひ見で（波間から見える小島の浜びさし──今、私は陸奥でその風景を前にしていますが──その浜びさしではありませんが、ずいぶんと久しくなってしまいました、あなたにお逢いしないで）



「なにもかも、みんなうまくゆくようになりました」と、そのように言いおくったのだった。







第百十七段








　昔、帝が、
住
 すみ

 
吉
 よし

 に行幸なさった。（その時、男が、帝に代って、次のような歌を詠んだ）、


われ見ても久しくなりぬ
住
 すみ

 
吉
 よし

 の岸の
姫
 ひめ

 
松
 まつ

 いく世
経
 へ

 ぬらむ（私が前に見てからでもかなり長い年月がたっている、この住吉の岸のみごとな松はいったい幾世をすごしてきたのであろう）



（住吉の）
大
 おお

 
御
 み

 
神
 かみ

 がお姿を現されて、


むつましと君はしらなみみづがきの久しき世よりいはひそめてき（私と皇室とが親しい間柄だとあなた〈帝〉は御存じないでしょうが、私はそもそもずっとずっと久しい世から皇室をあがめ、お守りすることになっているのです）









第百十八段








　昔、男が、長いこと
音信
 たより

 もしないでいて、「あなたを忘れる気持は全然ありません。今にお伺いします」と言って来たので（女は、次のような歌を詠んだ）、


玉かづらはふ木あまたになりぬれば絶えぬ心のうれしげもなし（蔓草がはいまつわる木がたくさんになってしまいましたので、──あなたがお通いになっている女の方が大勢になってしまいましたので、いつまでも私のことを思って下さるなどというあなたのお気持を伺っても嬉しいような気もいたしません）









第百十九段








　昔、女が、浮気っぽい男が自分を思い出すよすがになる物だといって置いていった品々を見て（次のような歌を詠んだ）、




形
 かた

 
見
 み

 こそ今はあたなれこれなくは忘るる時もあらましものを（普通なら愛する人を思い出すよすがになるはずのこの形見の品々こそが今は私の苦しみのもとです──これがなければあの人を忘れてしまう時もあるかもしれないのに）









第百二十段








　昔、男が、まだ男を持った経験がないと思われた女が、あるお方のところで人目を忍んで情をお交しするようになって後、しばらくたって（女に次のような歌をおくった）、




近江
 あふみ

 なる
筑
 つく

 
摩
 ま

 の
祭
 まつり

 とくせなむつれなき人の
鍋
 なべ

 の
数
 かず

 見む（近江にある筑摩神社の祭をはやくしてもらいたいものです、私には冷淡なあなたのかぶる鍋の数を見てみたいものです──あなたの男の数がどんなに多いか早く知りたいものだ）









第百二十一段








　昔、男が、梅壷から雨に濡れて人の退出するのを見て（次のような歌を詠みかけた）、


うぐひすの花を
縫
 ぬ

 ふてふ
笠
 かさ

 もがな
濡
 ぬ

 るめる人に着せて返さむ（鶯が梅の花を青柳の糸で縫って作るという花笠でもあるとよいですね、〈あったら〉雨に濡れておいでの様子のあなたにそれを着せてお帰し申したいものです）



（女の）返しの歌、


うぐひすの花を
縫
 ぬ

 ふてふ
笠
 かさ

 はいな思ひをつけよほしてかへさむ（鶯が梅の花を青柳の糸で縫って作るという、その花笠でしたら結構です。それよりもあなたの思いの火をつけて私にください、その火で私の衣をほして──今度は私の思いの火を──あなたにお返ししましょう）









第百二十二段








　昔、男が、約束をしたことを
違
 たが

 えた人に、




山
 やま

 
城
 しろ

 の
井
 ゐ

 
手
 で

 の
玉
 たま

 
水
 みづ

 手にむすび頼みしかひもなき世なりけり（山城の有名な井手の玉水を手にむすんで
 〈すくって〉手飲む
 といいますが、私たち二人の仲は約束を結んで頼みにしたかいもない仲だったのですね）



と言いおくったけれど、（女は）返事もしないのだった。







第百二十三段








　昔、男がいた。
深
 ふか

 
草
 くさ

 に（一緒に）住んでいた女を、しだいに飽きかげんに思うようになったのであろうか、こんな歌を詠んだ。


年を
経
 へ

 て住み
来
 こ

 し里をいでていなばいとど
深
 ふか

 
草
 くさ

 
野
 の

 とやなりなむ（長年一緒に暮らして来たこの深草の里を私が出て行ったならば、今でさえその名のとおり草深いのだからますます草深い野となってしまうのでしょうか）



女が、それに返して、


野とならば
鶉
 うづら

 となりて鳴きをらむ
狩
 かり

 にだにやは君は
来
 こ

 ざらむ（ここがあなたのおっしゃるように草深い野となりましたら、私はその野に鶉となって鳴いて──泣いておりましょう。せめて狩にだけなりと、たとえそれがかりそめのことでも、あなたがおいで下さらないことがありましょうか）



と詠んだのに感心して、（男は）出て行こうと思う心がなくなってしまったのだった。







第百二十四段








　昔、男がどうしたことを思った時であったか、（次のような歌を）詠んだ、


思ふこと言はでぞただにやみぬべきわれとひとしき人しなければ（思っていることを言わないでそのままにしてしまうことにしよう、自分と全く同じ心の人などいないのだから）









第百二十五段








　昔、男が、病気になって、もう死にそうに思われたので（次のような歌を詠んだ）、


つひに
行
 ゆ

 く道とはかねて聞きしかど
昨日
 きのふ

 
今
 け

 
日
 ふ

 とは思はざりしを（最後には誰もが行く道だとはかねがね聞いてはいたのだが、──それが自分の身におこるのが──まさか昨日今日のこととは思ってもみなかったのに）








解　説







書名について　伊勢物語の特異性

初冠本の成立　成立論について

諸本について　作品の性格について








書名について


『伊勢物語』という書名の、文献上の確実な初出は『源氏物語』である。絵合の巻に次のようにある。

　次に、伊勢物語に正三位を合せて、また定めやらず。これも、右はおもしろくにぎははしく、
内
 う

 
裏
 ち

 わたりよりうちはじめ、近き世のありさまを
描
 か

 きたるは、をかしう見所まさる。平内侍、


「伊勢の海の深き心をたどらずてふりにし跡と波や消つべき



　世の常のあだことのひきつくろひ飾れるにおされて、業平が名をやくたすべき」

　と、あらそひかねたり。右のすけ、


雲の上に思ひのぼれる心には
千
 ち

 
尋
 ひろ

 の底もはるかにぞ見る




「兵衛の大い君の心高さは、げに捨てがたけれど、在五中将の名をば、えくたさじ」と、のたまはせて、宮、




みるめこそうらふりぬらめ年経にし伊勢をのあまの名をや沈めむ



　左、梅壷方の『伊勢物語』に、右、弘徽殿方の『正三位』という取り合わせで、当世風な『正三位』に対して、『伊勢物語』のほうが旗色が悪かったが、藤壷が『伊勢物語』の肩を持って、最終的には左方が勝ったと読める文面である。論議の内容については、いろいろに読めるところであるが、「近き世のありさま」を書いた『正三位』に対して、六歌仙の一人、業平を主人公とするというのでは、いかにも古色蒼然として、分が悪かった、というのである。歌に「ふりにし跡」とか「みるめこそうらふりぬらめ」とかいうのは、遙か昔の、業平の事蹟、その昔の当時から今に語り伝えられている物語、ということで、今の研究者の言うような、いわゆる作品の成立時期の古さを、必ずしも言うのではない。物語というものは、ある人物の事蹟を、それを知る当時の人々から、今の世の人々にまで語り継いできたものであるからである。そういうふうに考えられていた物語について、研究者としてはその作品としての成立の時点を問題にせざるを得ないということは、皮肉なことと言うべきでもあろう。

　一つ注意しておいてよいと思われることは、この絵合の論議には、作者紫式部の、『伊勢物語』に対する高い評価が反映しているであろうということである。この『伊勢物語』と『正三位』の前には、『竹取物語』と『宇津保』の俊蔭が合わせられ、そこに「物語の出で来はじめの
祖
 おや

 なる竹取の翁」という有名な言葉が見える。紫式部という人は、何事にも深くて確実な思索をした人だが、物語についても例外ではない。螢の巻の物語の論は、宣長のように『源氏物語』の論として読むべきものではなく、また今の学者のように小説の論として読むべきものでもなく、あくまでも、物語の論として読むべきものであるが、この問題は、ここには措くよりほかない。絵合の巻の、具体的な作品評と併せて、彼女の思索を再構成してみることは、物語についての我々の認識を改め、深めるよすがになるであろうとだけ、言うにとどめる。

　『源氏物語』の作者が、物語の執筆に当たって、『伊勢物語』を深く意識していたことは、容易に指摘することができる。若紫の巻は、成立論的にまだ解けぬ謎をはらんだ巻だが、若紫起筆説のあるこの巻の北山の垣間見の場面は、古くから指摘があるように、『伊勢物語』の初段の写しである。巻名そのものが、初段の歌に由来する。その余映は、及んで、帚木の冒頭の「しのぶの乱れやと疑ひきこゆることもありしかど、さしもあだめき目馴れたるうちつけのすきずきしさなどは、このましからぬ御本性にて」という叙述にも、空蟬の巻での空蟬と軒端の荻の碁を打つのを垣間見する場面、また遠く、橋姫の巻の宇治の大い君と中の君を薫が垣間見する場面にもうかがうことができる。巨大な投影とでも言うべきであろう。『源氏物語』の光源としての『伊勢物語』という文学史的構図を我々はここに思い描くことができる。というよりもむしろ、文学の歴史が作られる現場に我々は身を置く思いがある、そう言ったほうが正しいであろう。『伊勢物語』という、量としてはささやかな作品が、この国の文学の
巨
 おお

 きな流れのみなもとになった端緒を、我々はここに求めることができるのである。

　書名についてなお付け加えるならば、同じ『源氏物語』の総角の巻に、


御絵どものあまた散りたるを見たまへば、をかしげなる女絵どもの、恋する男のすまひなど描きまぜ、山里のをかしき家居など、心々に世のありさま描きたるを、よそへらるること多くて御目とまりたまへば、すこし聞えたまひて、かしこへたてまつらむとおぼす。在五が物語を描きて、いもうとに
琴
 きん

 教へたるところの、「人の結ばむ」と言ひたるを見て、云々



という一節がある。先の絵合の場合と同じく、物語と絵の切っても切れない深いかかわりを思わせる数多い資料の一つであるが、これは『伊勢物語』の定家本四九段の場面を絵にしたもので、『伊勢物語』が、『在五が物語』とも呼ばれたことがこれによって分かる。「在五」とは、在原氏の第五子の意、業平のことであることは言うまでもない。現行『伊勢物語』の諸本の大部分には、琴を教えているという本文はなく、そういう点でも話題を提供するに事欠かぬ一節であるが、書名についても、ここからさまざまな臆測が可能である。しかしここでは、『伊勢物語』を正式な書名と認めるべく、『在五が物語』というのは、やや砕けた呼び名と見るべきであろうということだけを言っておく。

　もう一つ、このことは、これから追い追い言わねばならぬことであるが、『伊勢物語』ほど、研究上さまざまな難問をはらむ作品もまたないので、既にこの書名の問題にしてからが、その命名の由来はついにいまだに明らかでない。この物語中、随一の雄篇と称すべき、定家本六九段の伊勢の斎宮との物語によって名付けられたとする説が、古く『袋草子』や『顕昭古今集註』などに見えるが、物語の内容とのかかわりを求めるとすれば、これ以外にはないというものの、物語の題号ないし呼び名としては特異と言うべく、謎は依然として謎のまま残ると言うよりほかない。






伊勢物語の特異性


『伊勢物語』は、今日、物語の一種の名として文学史の叙述に定着している、いわゆる歌物語の一つである。平安時代のこととしては「歌語り」という言葉があり、誰がどういう折にどういう歌を詠んだといった話のことである。『源氏物語』の賢木の巻に、


よろづの御物語、文の道のおぼつかなくおぼさるることどもなど問はせたまひて、また、すきずきしき歌語りなどもかたみに聞えかはさせたまふついでに、かの斎宮の下りたまひし日のこと、かたちのをかしくおはせしなど語らせたまふに、我もうちとけて、野の宮のあはれなりし曙もみな聞えいでたまひてけり。



とあるのや、同じく宿木の巻に、


故姫君の御ことどもはた尽きせず、年ごろの御ありさまなど語りて、何の折、何とのたまひし、花紅葉の色を見てもはかなく詠みたまひける歌語りなどを、云々



とあるのによって、そのだいたいを察することができよう。歌物語とは、この歌語りそのもの、それの記録されたもの、記録が一定の意図の下に一書として編次されたもの、無理に単純化すれば、こうした経緯を経て成立したものと言い得るでもあろう。ここで問題とするのは、『伊勢物語』の、歌物語としての特異な性格である。同じ歌物語の中でも、『大和物語』は、多く天暦期、『後撰集』時代の歌人のゴシップを集成したかの観のある部分と、後半の説話、伝説的性格の濃い物語との集成から成る。ここに言う「歌語り」の素朴な様相を最もよくうかがい得るのが、『大和物語』である。それに対して、『伊勢物語』は、業平とおぼしき人物の一代記の形を取る。少なくとも、一代記の形を庶幾したとおぼしい。『平中物語』は、歌人平定文の女性遍歴のさまざまなエピソードを綴る。一個の歌人にかかわるという点では『伊勢物語』と共通の性格を持つが、また、違いも明らかである。『平中物語』の冒頭は、「今は昔、男二人して女一人をよばひけり」とある。続く話は「また、この男の」「同じ男の」「また、この同じ男」「また、この男」「さて、この男」といった具合で、曲がないというか、しまりがないというか、こうした語り口の連続性を特色とする。ついでに言えば、とにもかくにも話のディテイルを語り尽くさねばやまぬといった行文の執念深さには、それが達意の文章でないだけに、閉口させられるものがある。

　『大和』『平中』の二書と比較しての『伊勢物語』の特異性は、次の三点にしぼられよう。それが一代記の形を取ること。主人公は業平とおぼしき人物であること。各章段の冒頭は周知のごとく「昔、男ありけり」あるいは「昔、男」という形でほぼ統一しようとしたかに観測されること。以下に、この三点について解析を加える。

　現存の『伊勢物語』の諸本の形態は、いずれも、初段の
初冠
 ういこうぶり

 の段にはじまり、「つひにゆく」の男の臨終の歌に終る、いわゆる初冠本の形である。初段の「昔、男、初冠して」とある「初冠」は、元服説、叙爵説の二説があるが、元服の意と見るべく、男の元服直後からその死まで、ほぼ男の一代記の形を取る。主人公の一代記を書くというのは、『竹取物語』をはじめとする、いわゆる作り物語の、本来的な形であったと考えられる。『竹取物語』と『源氏物語』を重ね合わせてみれば、そのことは明らかであって、かくや姫が竹の中から見出され、月の世界に帰って行くという首尾は、普通の人間の誕生から死まで、に当たる。『源氏物語』は、光源氏の誕生にはじまり、幻の巻は、その光源氏が出家する前の一年間の動静を書いて終る。出家とその死、終りの部分のカットされた形である。カットはされているが、終焉までの物語叙述は本来あるべきだという考えから、巻名のみあって本文のない雲隠の巻というものが、いつからか存在するようになった。『伊勢物語』は、誕生から元服までのはじめの部分のカットされた形である。これは、それぞれに理由のあることである。作り物語とは、本来、男と女の物語である。男、女というのは、男なら元服、女なら裳着の儀をすませた、一人前の男、女の意である。成人式を挙げるまでは、だから、本来は、物語の対象にはなり得ない。その部分は、子供のころから、物語の主人公にふさわしい理想的な、ないしは超人的な美質、能力を備えていることが書かれれば、事足りるので、『竹取物語』でも『源氏物語』でも『宇津保物語』の俊蔭の巻でも、その部分は駈け足ですませる。その代わり、成人式を挙げて、一人前になった、男なら女を、女なら男を相手にし得る資格ができたということは、きちんと書かれねばならない。この三つの物語とも、その手続きはきちんと踏まれている。『伊勢物語』のように、元服までのことがカットされていても、男と女の物語としては、支障がない。その代わり、「初冠して」の一語は、必須なのである。こうした点から言っても、「初冠」の語は、元服の意味でなくてはならないのである。『源氏物語』のように、終りがカットされているのも、よく分かることなので、物語が男と女の物語である以上、出家後のことは、物語の対象になり得ない。『伊勢物語』は、一つの物語としての全体の構想に、作り物語の範型を借りた。この点をまず確実に押えておきたい。理論的に想定される作り物語の範型がなかったら、今日我々が見るような形の『伊勢物語』は存在し得なかったであろう。あるいは逆に、『竹取物語』と『伊勢物語』と『源氏物語』、この三つの物語を重ね合わせることによって、我々は作り物語の範型を理論的に透視することができる。

　『伊勢物語』が、古くから業平の物語として読まれていたことは、先に引いた『源氏物語』の絵合、総角の文によっても明らかである。業平の一代記ということは、『伊勢物語』の制作者の意図したことであったであろうし、また、最初から、読者の了解事項でもあったであろう。それを先に「業平とおぼしき人物」とわざわざ言ったのは、『伊勢物語』では主人公を「昔、男」とか「昔、男ありけり」とか、おぼめかして書いているからである。おぼめかしてはいるが、業平の一代記であることが、制作者と読者の間の了解事項であったという事実は動かない。『古今集』に業平作であることが明記されている三十首の歌は、総て『伊勢物語』にある。最後の臨終の歌がそうであるし、二段の「起きもせず寝もせで」の歌がそうである。定家本六三段には、これが唯一の例であるが「在五中将」と主人公を明記する。この段が後補にかかる章段であったにしても、それは業平の一代記という了解があればこその話である。それだけでなく、三段には「二条の后の、まだ
帝
 みかど

 にもつかうまつりたまはで、ただ人にておはしましける時のことなり」という、段末の注記があって、男が「思ひあらば」の歌を贈った相手の女の素姓をあらわしている。五段の「二条の后に忍びて参りけるを、世の聞えありければ、せうとたちのまもらせたまひけるとぞ」の注記も、六段の「これは、二条の后の、いとこの女御の御もとに、つかうまつるやうにてゐたまへりけるを」以下の長い注記も同断である。いったい、この三段、五段、六段の注記を、後人の書き加えと見る人はまだ多いようだが、これは、もとからあったものと見るべきである。なぜなら、六段の注記は特に、この注記がなければ、一連の二条の后の物語の最後にこの段が置かれている意味がないからである。一六段は「昔、紀の有常といふ人ありけり」という書き出しで、男と歌を交した一方の人物の実名をあらわして書いている。三九段の「
西
 さい

 
院
 ゐん

 の帝」、四三段の「
賀
 か

 
陽
 や

 の
親
 み

 
王
 こ

 」、七七段の「
田
 た

 
邑
 むら

 の帝」、七八段の「
多
 た

 
可
 か

 
幾
 き

 子」、八二段、八三段の「
惟
 これ

 
喬
 たか

 の
親
 み

 
王
 こ

 」、八七段の「亡せにし宮内卿もちよし」、一〇一段の「左兵衛の督なりける在原の行平」その他、一〇七段の「内記にありける藤原の敏行」などなど、主人公についても八二段の「右の馬の頭なりける人」、八三段の「馬の頭なる翁」など、業平を暗示している。いったいに、相手の素姓をあらわして書いているというのは、もう一方の「男」の素姓をそれとなく暗示する意図があるからである。後に触れる成立論の立場からすると、先に言った二条の后に関する注記が、もとからあったものか、後補にかかるものか、一方の人物の実名をあらわす、従って実録風の印象を与える諸段が、成立論上の位層からいってどの位層に属するものか、議論のあるところである。しかし、いわゆる成立論の立場から言って、以上の諸段の中には、最も古層に属すると認定されている段も含まれるし、仮に成立の新しい諸段であったにしても、それは、先に言った了解の上に立って、その方向を一歩進めたものとすることで、ここでは十分である。要するに、主人公を「男」とおぼめかして言いながら、それが暗に業平を指していることは明らかなのである。絵合の巻に「業平が名をやくたすべき」「在五中将の名をば、えくたさじ」、総角の巻に「在五が物語」と言う所以である。

　『伊勢物語』が、業平の物語である、ということは、どういうことなのか。これは、物語の本質にかかわることである。物語とは、もともと、話であり、言い伝えである。固い言葉を使えば、伝承の記録である。昔あったことを今に伝えるもの、すなわち事実譚である。螢の巻のいわゆる物語論で、作者が、源氏に「かかる世の
古
 ふる

 
言
 こと

 」「神世より世にあることを、記しおきけるななり」「よきもあしきも、世に経る人のありさまの、見るにも飽かず、聞くにもあまることを、後の世に言ひ伝へさせまほしき節々を、心に籠めがたくて、言ひおきはじめたるなり」と言わせているのは、その意味である。物語は、その根を歴史に持つ。だから「神世より世にあることを、記しおきけるななり」の次に「日本紀などは、ただかたそばぞかし」と、『日本紀』が引き合いに出されるのである。当時の歴史は、今の、十九世紀の実証史学以降の観念である歴史とは違って、伝承の記録にほかならない。物語も、それと本質的に違ったものではない。だから、『栄花物語』も『平家物語』も物語なのであるし、『今昔物語集』も物語なのである。いわゆる虚構の物語、作り物語も、例外ではない。紫式部は、そう考えていたのである。『源氏物語』の注釈の歴史の中で、重い位置を占める、『紫明抄』『河海抄』以来の、准拠の問題も、根はそこにある。桐壷の帝は、醍醐天皇を思わせ、次の朱雀院は、史上実在の朱雀院とまさに重なり、冷泉院の治世は、村上の治世を思わせる。そういう書き方がされている。『竹取物語』の五人の貴公子が、あるいは壬申の乱の功臣の名そのものであったり、類似していたり、実在のある人物を思わせたりするのも、この線で考えるべき問題であろう。作り物語は、その名のとおり、根も葉もないたわ言に近い作品も多かったが、しかしまた、物語である以上、そういうものであっては困るものでもあったのである。『伊勢物語』が、主人公をおぼめかしながらも、業平の物語として作られ、業平の物語として読まれてきた、というところには、物語というものの本質の断面があざやかに読み取れると言わなくてはならない。業平の物語であるが故に、『伊勢物語』は「ふりにし跡と」波の消し去ってよいものではなく、尊重さるべきものだったのである。

　そうであるにもかかわらず、『伊勢物語』は、主人公を「昔、男」「昔、男ありけり」と、作り物語風におぼめかしている。作者は、だから、総てが業平の実録である、とは言っていないのである。読者も当然、総てが業平の実録であるとは、受け取らなかったはずである。これは当たり前のことである。そうでなければ、「昔、男」「昔、男ありけり」という書き出しは、意味を成さない。ここでは、最後に、この冒頭の形式を問題にする。改めて言うまでもないが、物語には、きまった冒頭形式がある。最も典型的な形は、『竹取物語』の「今は昔、竹取の翁といふ者ありけり」である。『宇津保物語』の俊蔭は「昔、式部の大輔左大弁かけて清原の大君ありけり」とあって、これは「昔」という形である。これらに見られるように、主人公の男親を最初に読者に紹介するのがもとの形であろう。『源氏物語』の橋姫の冒頭がそうであるが、桐壷や宿木では女親である。『大和物語』六〇段「五条の御といふ人ありけり」といった冒頭は『大和物語』としては珍しい例で、終りのほうにくると「昔、在中将の
御
 み

 むすこ、在次君といふが
妻
 め

 なる人なむありける」（一四三段）、「昔、津の国に住む女ありけり」（一四七段）といった例が散見されるが、だいたいは、のっけから「桂のみこ」とか「野大弐」とか「朝忠の中将」とか、その話の主人公を提示する。「昔」という語の有無にかかわらず「……ありけり」という形で提示されるのも、その話の主人公その人である。『伊勢物語』の「昔、男」「昔、男ありけり」の「男」も、主人公その人である。作り物語の範型に照らす時、主人公その人を紹介するという形は、二次的な形として説明はつく。単に「男」と言うのは、説明がつかない。特異である。『大和』一四七段の「昔、津の国に住む女ありけり」と言った言い方との類縁性のほうが強い。しかし、「昔、男」「昔、男ありけり」、おそらく基準としては後者の言い方でほぼ冒頭を整えようとした点の説明はつかない。今のところ、おそらく唯一の説明の可能性は、『万葉集』巻十六、有由縁雑歌の、題詞あるいは左注にその祖形を求めるところにあろう。あるいは、直接的な依拠関係を想定することも可能であろう。『万葉集』と『伊勢物語』とは、いわばさまざまな因縁の糸で結ばれていると言ってもよいほど、関係が深いのである。「昔者、有[image: ]
 娘子[image: ]
 」（三七八六）、「昔者、有[image: ]
 壮士[image: ]
 」（三八〇四）、「右伝云、昔有[image: ]
 娘子[image: ]
 也」（三八一〇）などに、直接の源があるのであろう。そして、それは、作者の意識的な撰択であったのであろうと思う。初段の「昔人は、かくいちはやきみやびをなむ、しける」、四〇段の「昔の若人は、さる好けるもの思ひをなむ、しける」といった、段末の文章の発想は、それぞれの冒頭「昔、男」「昔、若き男」という形式との深いつながりを思わせるものがあるからである。






初冠本の成立


『伊勢物語』の成立についての謎も、依然として謎のままである。近代における『伊勢物語』の成立論を辿ることは、また別の一文を必要とするから、ここでは必要に応じて触れるにとどめるが、そのだいたいの方向は、大づかみに言って、段末の注記めいた文章や、あるいは、章段の一部の、あるいは、ある章段全体の、いわゆる成長、増益によって、現在我々の見るような形になった、と考えるのである。これも無理を承知で言うならば、この考え方自体は、おそらく正しいであろう。諸説の違いは、程度の差にすぎないとも言えよう。しかし、個々の問題について言うと、程度の差は、実は、本質にかかわる差でもある。たとえば、鎌田正憲の『考証伊勢物語詳解』は、



ひじきも
 の段に於ける「二条の后のまだみかどにつかうまつり給はで、たゞ人にておはしましける時の事なり」とあるが如き、又ついぢのくづれ
 の段における「二条の后にしのびてまゐりけるを世のきこえありければ、せうとたちの守らせたまひけるとぞ」とあるが如きの類、すべて後人傍註の[image: ]
 入せるものなれば囲みて正文と分てり。（凡例）



と言う。こういう考え方は今も根強いようであるが、賛成しがたいこと、前に言ったごとくである。物語もあとのほうに行くと、あるいは後人の注記かと思われるものもないことはないが、一概には言えぬことである。仮にその中のあるものが後人注記であるとしても、それは、もともとこの物語の本来持っていた体質の現れであって、私の見るところ、二条の后関係の注記がもともとあったからこそ、それが後人注記を誘発したのである。そして『詳解』が、初段の最後「みちのくのしのぶもぢ摺り誰ゆゑに乱れそめにし我ならなくに、といふ歌の心ばへなり」以下を囲んで正文と分かつ処置には、誰しも抵抗を感ずるであろう。しかしまた、これはある意味で合理性を貫いた処置であって、一概に否定もできぬ面も持っている。各章段の成り立ち、ひいては物語の全体的構成にもかかわる問題でもあって、少なくとも各人が態度を決めねばならぬ問題である。

　ここには、あらかじめ私見を述べておこう。章段中のどの部分が古いか新しいか、あるいは、どの章段が古く、どの章段が新しいか、『伊勢物語』の成立を第一次と第二次に分ける、あるいは第一次、第二次、第三次と分ける、──そうなれば、これを何らかの形で、歴史的な時間軸の上に置くことになる。はっきりした刻みのある時間軸の上に置き得ることが望ましい。成立論としては、そうでなくてはならぬことであるが、これは、今我々の目の前にある『伊勢物語』を、一応何らかの形に解体することである。いわゆる成立論は、解体に熱心でありすぎはしなかったか。その間に、物語自体を見失う結果になる恐れはなかったか。刻みのある時間軸の上に置くことになれば、これは外部資料に頼るほかないが、その頼り方は正しかったか。物語の内容自体を熟視する別の視点はあり得ないか。

　前にも言ったように、今見る『伊勢物語』は、初冠の段にはじまり、終焉の段に終る、業平の一代記の形を取っており、冒頭を「昔、男」「昔、男ありけり」という形でだいたい統一して、業平の一代記であることを朧化しようとしたと考えられる。『伊勢物語』が、全体として一つのまとまった物語として、つまり、一つの作品として自己を主張し得る根拠は、まさにこの点にある。この点にしかあり得ない。我々に与えられたもの、所与としての『伊勢物語』を考える限り、こう考えるよりほかない。作り物語を範型とする以外に、『伊勢物語』の成立はあり得なかった。つまり、今見る初冠本の成立した時が、とりも直さず『伊勢物語』の成立した時だったのである。不思議なことに、従来の論にはこの視点が欠落している。当たり前すぎることだから、誰も言わないのであろうか。小式部内侍本という本は、定家本六九段の「君やこし」の歌で始まり、同じく一一段「忘るなよ」の歌で終るという。この本に関する六条家の人々の言うところも曖昧なものだが、このいわゆる狩使本について、定家は「近代以[image: ]
 狩使事[image: ]
 為[image: ]
 端之本出来、末代之人今案也、更不[image: ]
 可[image: ]
 用[image: ]
 之」（武田本奥書）と言い、あるいは「又或説、後人以[image: ]
 狩使事[image: ]
 改為[image: ]
 此草子之端[image: ]
 、為[image: ]
 叶[image: ]
 伊勢物語之道理[image: ]
 也。件本、狼藉奇恠者也、伊行之所為也、不[image: ]
 可[image: ]
 用[image: ]
 之」（鉄心斎文庫蔵、伝為氏筆本）と言って、不信の念を表明している。初冠本を以て『伊勢物語』と考えるこうした信念が動かしがたいのは、それが単に所与であるというだけでなく、その所与の持つ疑いがたい意味への洞察に裏付けられているものと考うべきである。

　ところで、初冠本は、どのような経緯で形づくられたものか。問題を解く最初の鍵は、初段に秘められていると、私は見る。もともと、この初段については、分からぬことが多い。「春日野の若紫の摺衣」という歌は、いったい誰の作ったものか。業平の歌か、作者不明の古歌をこの初段の制作者が借り用いたものか、それとも、初段制作者の作ったものか。そもそも、この話自体、何か原形のようなものがあって、それを初冠本の編次者がある程度手を加えて、ここに置いたものか、それとも、初冠本編次者の作ったものか。いずれについても、確証は得がたい。可能性の比較的少ないものから消去してゆくよりほかないが、まず、話そのものに原形のようなものがあったという想定は、いたずらに事情を複雑にするだけだから、消してみよう。「奈良の京、春日の里に」と言い、「狩にいにけり」と言い、「男の着たりける狩衣の裾を切りて」と言い（この「男」は、その前の「この男」とともに、冒頭の「昔、男」に響き合う）、さらに「その男」と言って「しのぶ摺りの狩衣」と言うのは、いずれも、歌と緊密に響き合う措辞である。少なくとも、原形のようなものを想定しなくてはならぬ積極的な理由はない。歌が、業平の作であるということは、ほかの信ずべき資料に見えないことだから、この想定も消してみよう。それならば、既に初段制作前にあった古歌か。しかし、それにしては、

　ついでおもしろきことともや思ひけむ、


みちのくのしのぶもぢ摺り誰ゆゑに乱れそめにし我ならなくに



　といふ歌の心ばへなり。

という説明は、しっくりしすぎている。これは、作者自身による自作自解ではないのか。融の歌にヒントを得て作ったということではないのか。この歌、『古今集』の定家本、清輔本などに「乱れむと思ふ」とあるのが本来の形で、それを「乱れそめにし」と変えたのは、「春日野の」の歌に合わせるためであろう。融の歌は「みちのくのしのぶもぢ摺り」が「乱れ」を導き出している。いわゆる序詞で、「しのぶもぢ摺り」の実体が何であれ、それが「乱れ」の語を導き出しているという修辞上のいわば骨法については、その理由づけの如何を問わず、この歌そのものによって、了解できる。思うに、「春日野の」の歌は、歌そのものだけで了解可能なものであろうか。これだけ、つまり「摺衣」と言い、続いて「しのぶの乱れ」と言っただけで分かるものなのであろうか。歌の前に「しのぶ摺りの狩衣」という説明があって、はっきり了解可能になるていの歌ではないのか。仮に「ついでおもしろき」以下の文がなかったと仮定しよう。現代の注釈家は、『古今』の融の歌を参考に引くであろう。この融の歌によって、本文に「しのぶ摺りの狩衣」とあり、歌に「摺衣しのぶの乱れ」とある措辞を、とにもかくにも了解するであろう。昔も今も、資料的な事情はたいして変わらなかったようである。「ついでおもしろき」以下、あるいは「みちのくの」の歌以下を、後人の注と断ずる『詳解』の意見は、理由のないものではないと思えてくる。先に態度を決めなくてはならぬ、と言ったのはその意味であって、この部分は、後人の注か、それとも作者自身による説明か──。

　物語本文と「春日野の」の歌が切り離せないもので、両々あいまって理解が完全になるものとすれば、本文、歌とも、同一人の手に成るものである。そして、作者自身が、さらに融の歌によって説明を補足する。先に自作自解と言い、今、説明と言ったが、この一文の意味するところは、「春日野の」の歌は、「みちのくの」の歌と趣旨を同じくする歌であるということである。それを受けて「昔人は」と言う。融と業平が同時代人であるという事実を踏まえているのである。しかし、公正に見て、「春日野の」の歌が、「みちのくの」の歌を離れて自立し得る歌であるとは、措辞の上から見て、言えぬ。融の歌を本歌としたと見なくてはならぬ。「春日野の」の歌は、『新古今集』に業平の歌として採られているが、こうした考え方はおそらく古くからのことであったであろう。何しろ、一代記の冒頭章段の歌だからである。しかし、一代の歌人業平が融の歌を本歌とするようなことがあり得るであろうか。この疑問を定家は、天福本の勘物に「於[image: ]
 在中将[image: ]
 非[image: ]
 幾先達[image: ]
 、如何」という形で記したのである。作者自身による補足は、期せずして自作自解になったと見るべきであろう。このように見てくると、初段の制作者は、すなわち初冠本の制作者（編次者）ということになる。最後に据えるべき業平の歌はあるが、物語の冒頭に置くべき歌がない。その歌とともに、物語も作った。その物語は、業平一代記、すなわち初冠本の冒頭段として作られた。ほかのどこに位置してもよい章段ではない。初段の制作者は、初冠本の制作者でなくてはならないのである。

　狩使本なるものの実体は今日依然として明らかでないが、この初段を含んでいた公算が大きい。含んでいたとすれば、それが後の改編本であることは、説明を要せずして明らかなことである。

　二段の歌は、『古今集』に載る業平の歌である。その前に位置する冒頭段であることもあって、初段の歌は業平の歌ではないかと考えられやすい。大胆なたくらみは、ある程度疑問を投げかけられながらも、成功したと言うべきか。

　初段の制作者が初冠本の制作者であると、警察用語を使って「断定」するならば、そこに浮かび上がってくる作者の資質に、さまざまな面から注目すべきである。後の足取りを知るために、である。しかし、今は先に進もう。

　あまり疑いを招かぬために、制作者は、二段には、業平の歌を置いた。二段の「起きもせず」の歌は『古今集』に載せる。この『古今集』の詞書と物語本文の先後関係はどうか。『古今』の詞書には、


やよひのついたちより、しのびに人にものら言ひてのちに、雨のそほ降りけるに、よみてつかはしける



とある。物語文でこの詞書とほぼ重なる部分は、その末尾の、


それを、かのまめ男、うちものがたらひて、帰り来て、いかが思ひけむ、時はやよひのついたち、雨そほ降るにやりける



とある部分である。比較すると、言うところの事実が違う。詞書の「やよひのついたちより」は「しのびに人にものら言ひて」にかかる。歌の詠まれたのは「やよひのついたち」ではないが、物語では「時はやよひのついたち」に、この歌は詠まれた。詞書は「しのびに人にものら言」うという経過の後に、その効果もなく逢えぬ嘆きを詠んだ歌である。勅撰集の詞書という信頼度から見て、このほうが歌の本来の制作事情を伝えるものと見るべきである。詞書のやや晦渋な表現と、物語本文の分かりやすさを比べても、詞書のほうが本来的なものと考えられる。それだけでなく、これは古くから問題にされているが、物語の本文に「帰り来て」とあり、「時はやよひのついたち、雨そほ降るに」とあるのを見れば、後朝の歌と読める。それを「起きもせず寝もせで夜を明しては」と言うのは、おかしい。「ながめくらしつ」というのも、一日を過ごした、ということで、後朝の歌らしくない。歌そのものは、このころの、詠者の日常の起居のさまを詠んだものと受け取れる。歌と照らし合わせる時、物語本文の「帰り来て」は、浮く。物語化における破綻と見るべきである。

　初段と二段は緊密に連繋している。初段に「奈良の京、春日の里に、しるよしして狩にいにけり」の「いぬ」は、去るという意で、いわば起点を意識した語である。そして初段では「奈良の京」を「ふるさと」と呼ぶ。言葉には現れないが、意識の底には「この京」がある。これが二段で「奈良の京は離れ、この京は」と、明文化される。のみならず「奈良の京は離れ、この京は、人の家まだ定まらざりける時に」と、物語の時代が設定される。初段、二段あいまって、物語の冒頭を形づくるものと言うべきであろう。この両段は、連繋しているとともに、対照もはかられている。一方は、奈良の京の東郊、都人遊楽の地でもあった「春日の里」、一方は、新京の、低湿の地で都市化の遅れていた西の京、一方が「いとなまめいたる女はらから」であれば、一方は「かたちよりは心なむまさりたりける」人妻とされる。一方が「かくいちはやきみやび」であれば、一方は「かのまめ男」とされる。「まめ男」については種々の解があるが、初段と合わせようとするのは無理で、文字どおり、真面目な男と取るよりほかない語である。ここに見られるのは、対照と変化への志向である。

　以上のような、初段と二段の響き合う呼吸は、同一作者の手に成るものとする想定を強めさせる。そして、初段が初段として制作されたと同様に、二段は二段として制作された。これも、どこに位置してもよい章段ではない。初冠本は、こうした経緯で作られていった。厳密を期すれば、ほぼこうした経緯で作られていったと考えられる。初段と二段は、初冠本作者というものを具体的に考えてゆく手掛りそのものであると言っていい。

　ついでに言えば、紫式部の見た『伊勢物語』は、初冠本である。若紫の巻の北山の垣間見が初段の写しであり、帚木の冒頭で初段が意識されているのは、若紫がおそらく第一次の光源氏の第一話であり、帚木がおそらく第二次の光源氏の第一話であるからであって、それは『伊勢物語』の初段が初段であってはじめて意味のあることだからである。

　二段の物語本文が、『古今集』巻十三、恋三巻頭歌の詞書に比べて、後来的なものであることはほぼ論証され得るが、これだけでは、『古今集』との直接的関係の時間的前後はもちろん決められない。初段、二段が制作されて初冠本が一応形を整えた時の、その初冠本の規模も明らかではない。『古今集』との前後関係で、明らかに『伊勢物語』が『古今集』より後、と言うよりも、『伊勢物語』が直接『古今集』に拠ったと断言し得る唯一の材料は、二五段である。巻十三、恋三に並べて載せられている業平の「秋の野に」（六二二）と小町の「みるめなき」（六二三）の歌が、二五段では贈答に仕立てられている。この段が、初段、二段の制作と時を同じくして作られたものかどうか。ただ、物語全体の徴候から見て、従来も言われている『古今集』より後、という線は、ほぼの見通しとして動かないであろう。

　このあたりで、片桐洋一氏の成立論に触れなくてはなるまい。学界の注目を集めた説であるが、説の大綱を紹介した上で、私なりの異見を述べる。言わんとするところの要点は、氏の説に従うことはきわめて危険な賭けであるというに尽きる。






成立論について


　片桐氏の説の要点は、『業平集』の三本、群書類従本、在中将集、雅平本が、それぞれの集成立の時点における『伊勢物語』の規模をそのまま反映しているというにある。これらの『業平集』は、いずれも、『古今集』『後撰集』『伊勢物語』（在中将集の場合は加えて『大和物語』）を材料として採歌したことを明らかにした上で、これらの集が材料とした『伊勢物語』は、現存のたとえば定家本百二十五段のような規模のものではなく、もっと小規模なものであったとする。今、氏の『伊勢物語の研究〔研究篇〕』によれば、在中将集の依拠した『伊勢物語』は、
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　定家本の章段番号によって示すに、以上の最大限五十一段しか持っていなかった。最大限というのは、『古今集』『後撰集』『大和物語』から採録されて、あるいは当時の『伊勢物語』にはなかったかもしれない章段も、右のうちに含まれている可能性があるからである。右側に▲
 を付けたのは、その章段の含む歌の総てでなく、一部しか採られていない場合、すなわち、採られていない歌を含む部分は後の付加と考えられる章段である。同じく、雅平本の場合、
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　以上の四十六段程度であったとする。括弧で括ったのは、本来はあったが雅平本に欠脱していると推定される章段である。

　在中将集は、まず『古今』『後撰』を基礎とし、それに『伊勢』『大和』から歌を補ったと考えられるのに対し、雅平本のほうは『伊勢物語』を優先させていると考えられ、こうした編集態度の違いが見られるにもかかわらず、右のように、両集の選歌が大筋において一致しているのは、偶然とは考えられないと氏は言う。氏は類従本を、在中将集、雅平本よりさらに古い『伊勢物語』の形を反映するものと考えているが、これについては紹介を省く。

　氏の説の拠って立つ立場は、当時の『伊勢物語』は、業平の実伝と信じられていたから、在中将集も雅平本も、少なくとも右の表に見えない章段を欠く『伊勢物語』から、その総ての歌を採録した（その中には『古今』『後撰』との共通歌も含まれる）とするのである。なお、氏は、在中将集、雅平本の成立年代を『後撰集』以後『古今六帖』以前、だいたい、十世紀後半なかばと考定する。

　在中将集、雅平本が、当時の『伊勢物語』からその含む歌を洩れなく採録したとするのに対して、あり得るもう一つの場合が、もちろん想定される。二集が、もっと規模の大きい『伊勢物語』から、何らかの規準あるいは見当で、業平作と思われる歌を選んだ、という場合である。

　氏の仮説に私が困惑を感ずるのは、氏の精緻な論証を読んでも、この、選んだのかもしれないという可能性が必ずしも否定しきれないという点にある。氏の説のとおりかもしれないが、また、そうでないかもしれない。選んだのではないという保証は、結局どこにもない。これは事実問題であるのだから、実証的にこの点の決着のつけられることが先決であるだろう。とすれば、仮説と称するにせよ、そうした説を立てることの当否そのものが実は問われねばならぬと私は思う。

　『伊勢物語』は、業平の実伝だと信じられていた、という。物語の建前としては、そうである。しかし、前にも述べたように、『源氏物語』の絵合の巻で、この物語が、『竹取物語』や『宇津保物語』などの作り物語と同じ扱いを受けていたことを想起しよう。初冠本そのものの姿勢が、作り物語を志向している。当時の人が、その総てを業平の実伝だと、果たして頭から信じていたかどうか、大いに疑問とすべきであろう。信じていたとすると、福井貞助氏の言うように、新たに業平集を編む必要が果たしてどこにあったのかという疑問も当然起こってくる。さらにおかしいことに、『伊勢物語』が業平の実伝だと信じられていたとすると、在中将集、雅平本以後、大量のいかがわしい章段が増補されたことの説明がつかないという奇妙なことになる。そういうことでよいのであろうか。繰り返して言うけれども、業平の一代記ということは、あくまでも、物語としての建前である。その建前に沿って、注釈では、実在の人名を当てる作業が進められた。しかし、そのことと、業平その人の集を編むという作業とは、別問題であろう。

　業平の集を編もうとするならば、事情は、昔も今とあまり変わらなかったと見える。難易の度もそう違うとは考えられない。確実な材料は勅撰集だし、あとは、一応業平の物語とされる『伊勢物語』がある。勅撰集には見えぬものの、一応業平その人の歌かと思われるものを『伊勢物語』の中から選別してみようとするのは、自然のことであろう。今日の我々の目から見ていかがと思われる歌が含まれていても仕方のないことだし、同時代の、同じ志向を持った人物の採集結果が、大筋において一致を見たとしても、さして奇とするにも当たるまい。むしろ、選歌のほぼの基準を知る資料となし得る。

　片桐氏は、在中将集、雅平本のほぼ一致する結果に、当時その程度にまで成長していた作品としての『伊勢物語』の性格、抽象的な言葉で言えば、ある種の必然性を読み取ろうとする。しかし、この作業は極めて危険な作業である。見方を変えて、二集の編者が『伊勢物語』から歌を選別して採録したのだとする立場に立つならば、片桐氏の作業は、実はその選別基準に沿いながら、恣意的に作品としての『伊勢物語』の虚像を描き出すという空しい作業になるからである。選別する以上、何らかの基準があるであろう。そこに後の目から見て、ある種の必然性がある程度読み取れるのは、当然のことである。事実、福井貞助氏の『伊勢物語生成論』の「業平集考」はそうした試みで、その論にはそれなりの強い説得力がある。むしろこのほうが当然のことである。必然性の現れる根拠が求められるからである。片桐氏の論における必然性は、選歌基準の持つそれなりの道理の投影にすぎないのではないか。

　この立場から見るならば、片桐氏の成立論は、『業平集』の二本が当時の『伊勢物語』の規模をそっくり反映するものだと、頭から決めてかかった立論である。二集に見られる必然性は、これをそこに想定された作品としての『伊勢物語』そのものに求めるよりほかなく、結局、堂々めぐりで、要するに二集にそっくり反映した『伊勢物語』なるものが、あらゆるものに優先する絶対の基準として君臨することになるわけである。あなたまかせに、こうだと決めてしまえば、ある意味で気楽だが、それが誤りであった場合の結果は、あまりにも重大だと言わなくてはならない。

　選んだのか、総てを採ったのかということは、前にも言ったように事実問題であって、この事実問題の決着がつかないのに、一方に決めることは、サイコロを振るに等しいことである。

　なお、辛島稔子氏の三元的成立の論については、『伊勢物語』に『古今集』の業平の歌が重複している二十六段をまず第一次伊勢と仮定するというところで、私は既に嘆息これを久しうする。その余については、もう言わない。

　大津有一、池田亀鑑両博士は、現存諸本に共通すると見られるほぼ百段前後の『伊勢物語』を以て、『古今』『後撰』の間に成立したいわゆる第一次伊勢物語に比定されたが、この説は改めて見直されてよいと思う。私自身も、私のいわゆる初冠本は、片桐氏の言うほど当初規模の小さいものではなかったであろうという感触を持っている。

　総ては今後の問題であるが、問題を一歩でも解明に近づける道は、作品内部を仔細に読んで行くよりほかないであろうと思う。『伊勢物語』のような作品の場合、作品論は、成立論を避けて通るわけにはいかない。しかし、片桐氏の論の場合、作品論を頭から一定の枠にはめてしまう危険性が多分にある。まず、作品内部の解読に、精力を傾注すべきであろう。言葉の解釈そのものにおいてさえ、注釈の現状は、この作品を果たして正しく解読しているか、はなはだ心もとない現状にあるのである。

　むしろ、問題は、古くからの問題である『古今集』と『伊勢物語』の関係にある。この問題を総体的に解く明快な私案を、私は持ち合わせていない。問題は、それがどの程度の規模のものであれ、とりあえず形を成した『伊勢物語』、片桐氏の説の場合、その最も古いものは、類従本に反映した『伊勢物語』、次いで在中将集、雅平本に反映したそれと、かなり小刻みな成長段階を想定するのであり、私の場合は、ほぼ一回的に現存初冠本に近い規模のものを想定するのであるが、いずれにせよ、それ以前に、そうした『伊勢物語』のおそらく核になった幾つかの物語（『伊勢物語』ふうに言えば、章段）の存在を、想定するか否かという問題である。具体的な作業としては、『古今集』の詞書と『伊勢物語』本文との比較である。そういう幾つかの物語の成立は、もちろん、『古今集』以前にかかる。片桐氏もそうであるが、多くの学者が今まで、そうした『古今集』以前に存在したと思われる物語を想定する考えを抱いている。私もその一人である。『古今集』との比較から、これは自然に導かれる考えである。しかし、その確定がむつかしい。ここでは、別の視点から、私見の一端を述べるにとどめよう。

　先に述べたように、私は初段、二段の作者を、初冠本の制作者と見る。初段、二段の作者については、私なりに、その資質や文章の癖などについてある程度確かな感触を得ているのであるが、その感触を、それ以下の諸段に押し及ぼして考えるのは、相当な困難が伴う。それは、初段、二段が冒頭章段として特に気を入れて作られた段であることと関係しよう。初段、二段の作者は、文章を作る人としては、能文家とは言えない。注釈で解釈が分かれるのは、それが短文であるからではなく、作者のむしろ不文に帰せられるべきであろうと私は思う。歌も、そつのない、上手な歌とは言えない。全体の印象としては、晦渋との印象がある。その癖、理屈っぽくて、説明癖とでも言うべき癖がある。だいたいこうした印象から、短小な章段でも、だいたい、作者が同じだなと見当のつく段もあるが、多くの章段についてそうきれいに割り切れるといったものでもない。初段と二段の叙述全体が、総て説明で終始していることに、私は注意を促したいのである。いわば骨組だけの、その意味ではむしろ貧しい叙述と言っていい。四段と五段、それから九段の八橋のくだりと都鳥のくだり、いずれも『古今集』では、物語の本文に酷似した長い詞書を持つが、これらの物語本文のふっくりした叙述、的確なイメージの喚起力と、初段、二段の骨組だけの叙述とでは、同日に論じられぬものがある。ついでに言えば、九段の、富士と宇津の山とのくだりが、そう言えば説明に終始する叙述であることに気づかれるであろう。優劣はしばらく措くとしても、物が違うという印象を否めないのである。よく言われる六九段、伊勢の斎宮の物語も、四、五段などと同じ印象がある。こうした選別を進めていく必要がある。

　主として文体印象や語彙に基づく選別であるが、こうした目で見ていくと、さらに幾つかの類別も可能なように思われる。先に、初冠本はほぼ一回的に成立したであろうと言ったが、それは必ずしも作者が一人ということを意味しない。私はむしろ、私のいわゆる初冠本について、何人かの合作という想定は必至のことではないかと思っている。






諸本について


　次に、『伊勢物語』の現存諸伝本について簡単に述べる。『伊勢物語』の諸本を博捜して最初にその系統を整理したのは、大津有一、池田亀鑑両博士であるが、その結果を世に問うた池田博士著『伊勢物語に就きての研究』（昭和九年、大岡山書店）の、諸本分類の大綱は次の如くである。
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　この大綱は今日でも変わらないが、その後、特に戦後、多くの新出資料があって、細部に修正を必要とするようになった。そのことに触れながら、解説を加えてゆくことにする。

　定家本のうち、天福本は、現在学習院に蔵されている、三条西家旧蔵の、実隆が定家自筆本（天福二年書写）を臨摹した本が、最も重んぜられるべき本である。定家自筆本のおもかげがそのままうかがえ、自筆本再建の第一等の資料だからである。池田博士の『伊勢物語に就きての研究』校本篇の底本に採用され、戦後、教科書版の複製もあって、おそらく最も広く読まれている本である。

　武田本は、これも定家自筆の原本は失われて存しないが、戦後、有力な写本の出現もあって、その本文の確実な再建が可能である。

　流布本については、戦後、有力な写本の発見があいつぎ、山田清市氏によって、新たに、根源本第一系統、同第二系統、同第三系統の類別が立てられた。第一系統を代表するのは、九州大学図書館蔵伝為家筆本、第二系統として、鉄心斎文庫蔵（宮本長則氏旧蔵）伝為氏筆本、天理図書館蔵伝為家筆本、第三系統として天理図書館蔵伝為相筆本、天理図書館蔵承政僧都筆本が、重要な伝本として挙げられる。根源本というのは、いずれも「抑伊勢物語根源古人説々不同」以下、長文の奥書を持つからである。

　以上の定家本諸本のうち、天福本と武田本の本文の優秀性が際立っている。定家本は、この二本のいずれかを底本として読まるべきであろう。武田本は、その奥書に、
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とあって、冒頭に「合[image: ]
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 」とあるところに、武田本の性格がよく現れている。天福本に比べて、本文の整っている点では、武田本のほうが一歩ぬきんでていると言えるであろう。天福本は、その奥書に、


天福二年正月廿日己未申刻、凌[image: ]
 桑門之盲目[image: ]
 連日風雪中、遂[image: ]
 此書写[image: ]
 。為[image: ]
 授[image: ]
 鍾愛之孫女[image: ]
 也。同廿二日校了。



とあって、これもよくこの本の性格を伝えている。思うに、素朴な定家書写本のおもかげを伝える貴重な伝本と言うべきであろう。

　次に古本について述べる。古本とは、定家本と確認される本以外のものから、塗籠本を除き、真名本を取り去り、大島本を別に立てて、その残余を命名したものと言えるかもしれないと、『伊勢物語に就きての研究』研究篇には言う。だいたいにおいて、和歌二百九首、章段数百二十五段という形態の点でも定家本と同じく、本文もまた、定家本に近い。定家本との近縁性は否定できぬものがある。したがって、学者によっていわゆる古本の分類上の取り扱いについては意見の分かれるところである。福井貞助氏は、定家本と古本とを併せて百二十五段本と呼ぶ。山田清市氏は、古本の総てを定家本に帰せしめようとする。いわゆる古本系統を池田博士のように四類に分かつのは、やや無理がある。いわゆる古本系統のうちには、あるいは定家本に属せしめてよい本もおそらく含まれているであろう。いわゆる古本のうち、しかし、本文上、定家本に比べて特異な異文を含む本として注目すべきものに、書陵部蔵伝肖柏筆本、最福寺本、それに加えて片仮名本である時頼本を挙げることができよう。これらは、やはり定家本とは同一視できぬものである。片桐洋一氏は、これらの三本に、伝藤房筆本、新出の武者小路本、伝兼好筆本、鉄心斎文庫蔵の伝為明筆本、伝後醍醐天皇宸翰本などを加えて、これを別本と呼ぶ。福井氏は、伝藤房筆本と武者小路本の二本を別本と呼ぶ。

　次に、池田博士が大島本という名目を立てた分類については、その後の資料の出現によって、現在では、広本という名目が立てられている。現在知られている諸本は、大きく三類に分けることができる。一類、日本大学図書館蔵本、書陵部蔵阿波国文庫旧蔵本、書陵部蔵谷森本、神宮文庫本、二類、大島氏蔵伝為氏筆本、一誠堂本、三類、泉州本。本文としては、日本大学蔵本以下の系統が純粋なものと認められる。今、日本大学図書館蔵本以下によって言うと、章段数百三十四段。七一段までは定家本と段序が同じであるが、以下に小異があり、特に定家本一〇二段以下の巻末部分において、定家本との差違がはなはだしい。注意すべきは、終焉の段、定家本一二五段に当たる段は、この系統では末尾になく、この一二五段に当たる段の後にさらに十四章段を持つ。章段の出入りを全体として定家本と比較する時、定家本一一八段を欠き、定家本に見えない章段を十段持つ。そのうち九段は巻末部分に集中している。本文も、定家本に対して際立った特色を持つ。

　大島氏蔵伝為氏筆本の、いわば本体の部分は、定家本一二五段に当たる終焉の段で終り、この部分の章段数は一二三段で、この部分では定家本に見えない章段一（日本大学図書館蔵本以下と共通）を持ち、定家本一一五、一一六、一一七段の三段を欠く。排列のだいたいは、日本大学図書館蔵本などに似たものがある。この大島本には、巻末に、顕輔本になく皇太后宮越後本に見える章段として十二段、或本にない小式部内侍自筆本に見える章段として二十四章段を書き抜いた部分がある。この三十六段中、定家本に見えない章段は、都合十六段である。

　一誠堂本は章段数九十七で以下を欠くが、巻末に小式部内侍本による付載章段十三を持つ。

　ついでに言うと、定家本のうち、根源本第二系統の天理図書館蔵伝為家筆本も、巻末に十八章段の付載章段を持つ。いわゆる小式部内侍本と何らかの関係を持つと思われる。

　泉州本は、章段数百三十六、終焉の段に終る構造を持つが、排列に前記の諸本とやや異なる点があり、定家本にない十章段を内部に含み、三〇段に返歌を加えた形の章段（大島本の皇太后宮越後本による付載章段と同じ）を巻末近くに重出する形で持つ。

　詳細は、『伊勢物語に就きての研究』補遺篇・索引篇・図録篇（有精堂）、巻頭の段序図録表によられたいが、結局、これら広本系諸本に見える章段で定家本に欠くのは、ほぼ十九章段ということになる。

　定家本、あるいはより広く百二十五段本と、広本系を比較する時、定家本一〇〇段を越えた末尾部分に章段の順序の異同や出入りの激しいこと、しかもなお、その部分においても、両者、大筋では、ほぼ一致するといっていい秩序を持っていることは、注意しておいてよい。

　塗籠本は、酒田市の本間美術館に蔵せられる孤本である。章段数は、百十五で、諸本中最も少ない。章段の排列はおおむね定家本と同じであるが、多少の異同があり、定家本の二六、三二、三九、四六、五五、六七、七七、九四、一〇一、一一六、一一七の十一段を欠き、定家本にない章段を一つ持つ。さらに定家本八段と九段、五九段と一二五段をそれぞれ併せて一段とし、定家本四五段と八二段はそれぞれ二段に分割するという特殊な形を持つ。後の改編本と考えられる。本文も特異である。

　真名本は、ある時期に本文の表記を漢字に改めた特殊な本であるが、章段数百二十五、章段の順序もほぼ定家本に一致するが、定家本にない章段を一つ持ち、定家本の一一五段を欠く。本文には、部分的に広本系諸本や塗籠本と一致する本文を持つ。

　以上の諸本について、本文を読むという立場から、それぞれの本文に大雑把な評価を下すならば、百二十五段本を最も上位に置くべく、次に広本系、次に塗籠本ということになろう。百二十五段本の中では、やはり定家本の優秀性は動かず、定家本の中でも、結局、武田本か天福本かというに落ち着く。おそらく、広本系のテキストには後人の手が加わっていると考えられ、手入れの程度は塗籠本が最もはなはだしいと考えられる。その限りでは、古来、異本多しと言われているこの物語の本文事情は、現存諸伝本について見る限り、事情はさして複雑ではないと言える。

　なお、広本系諸本のうち、日本大学図書館蔵本以下の持つ、百二十五段本にない十章段、その他、広本系諸本の持つ付載章段のうち、百二十五段本に見えない章段について、それが、章段の増益、付加、それにともなう編集の過程の反映であることは明らかであるが、さらに具体的にどう評価するかという問題になると、解決はなお困難である。たとえば、どこまでを『伊勢物語』本来のものと認めるかという問題にしても、そもそもが『伊勢物語』という作品の一応の成立時点における規模そのものの確定がむつかしいのであるから、事態そのものがある程度流動的なまま、我々の前に置かれているに等しいのである。ただ、日本大学図書館蔵本以下が、定家本一二五段の終焉の段以下に、なお十四章段を持つという形は、初冠本の本来持つべき形態のいわば道理に外れているという点は見逃せない。

　大島氏蔵伝為氏筆本の付載章段のうち、「小式部内侍が自筆の本にあるなり」とされている、小式部内侍本は、いわゆる狩使本の形態を持つものであった。大島本に付載されている奥書（おそらく顕昭本に存したもの）に、


私云、此物語、諸本不[image: ]
 同、員数不[image: ]
 定、次第相違、其中特違両本也。



　一様は、初、春日野若紫哥、終、昨日今日とはおもはざりしを云々。


奥書、朱雀院本と注は大様此本也。



　一様は、初、君やこしの哥、終に忘なよほどは雲居にの哥也。


此本は小式部内侍自筆之由、大外記師安語侍之本也。伊勢物語号依[image: ]
 斎宮事[image: ]
 、初挙[image: ]
 その哥[image: ]
 、尤可[image: ]
 然云々。但不[image: ]
 可[image: ]
 然歟。又件本は世不[image: ]
 普歟。可[image: ]
 秘蔵[image: ]
 云々。



とあるのによって、そう考えられる。定家と同様に、顕昭の狩使本に対する評価は高くないが、ともかくこの付載章段は、その狩使本の片鱗を我々に示すものである。しかし、これを一誠堂本や天理為家本の付載章段と比較してみても、謎は深まるばかりといってよく、明快な解決にはまだ程遠い憾みがある。

　なおまた、東京国立博物館と実践女子大学図書館に蔵せられる『伊勢物語絵巻』三巻が、狩使本の面影を僅かにとどめているであろうこと、屋代弘賢の『参考伊勢物語』に引かれている伝為家筆本の三九段から九八段までが、定家本の段序といちじるしく違う特異の構造を持つが、この部分が、ここに言う『伊勢物語絵巻』や小式部内侍本の段序と密接な関係があることが明らかにされている。

　宮内庁書陵部蔵の伊勢物語と題する聞書、その他によれば、『伊勢物語』には、

　高二位成忠卿本　始起[image: ]
 春日野若紫歌[image: ]
 、終迄デ昨日今日云々。朱雀院塗籠本是也。

　業平朝臣自筆本　始起[image: ]
 名のみ立歌[image: ]
 、終迄デ昨日今日云々。自本是也。

　小式部内侍本　始起[image: ]
 君やこし歌[image: ]
 、終迄デ程雲井歌。小本是也。

　以上の三本があったという。これは、建仁二年の定家書写本の奥書にあったものと判読されるが、このうち、定家本四三段にはじまり、終焉の一二五段に終るという業平朝臣自筆本なるものの実態は明らかでないが、小式部内侍本の存在は疑われず、その片鱗は、種々の資料によって我我に残されているわけである。この小式部内侍本（狩使本）の評価によって、なお一歩、この物語の成立の問題に踏み込む手掛りが得られる望みはあるであろう。






作品の性格について


　最初に記したように、作品としての『伊勢物語』は、『源氏物語』という、よき理解者と、そしてすぐれた後継者を得た。それ以後、量の上では取るに足りぬこの小品は、ほとんど常に、この国の文学、より広くこの国の文明の歩みとともに歩むようになった。これほどしあわせな作品も少ないであろう。

　物語とは、男と女の物語であるが、男と女の物語である物語というものの持つ深い意味は、『源氏物語』によって啓示された。少なくとも、啓示されていると後人は見たのであって、俊成、定家から兼好へ、そして宣長へと、この認識は引き継がれていく。主人公を端的に「男」「女」と呼ぶ『伊勢物語』は、あたかもそうした物語の原型であるかのような位置を占めるに至る。ここにも『源氏物語』の果たした寄与は大きい。人は『源氏物語』の中に多彩にちりばめられたあれこれの物語の源流として『伊勢物語』を想起することをやめなかったのである。

　形式の面でも、この物語は、この国の人々の形式の感覚の骨骼をあらわに示しているかの観がある。一代記というものは、人生の流れに沿うたものである。発端があって、やがて、否応なく人生の終焉に至る。この物語は、長短さまざまな掌篇を自在に布置して、したがって、物語全体としての構成、ないし構造は、きわめてゆるい。しかし、実はここのところが、肝腎なのであって、川の流れにたとえるならば、石にきらめく急湍もあれば、樹叢に囲まれた淵もあり、景観は刻々に変わる。突如、豁然たる光景が展けるかと思えば、ゆるやかな首尾の変化に終る所もある。対照や均整を計る布置は随所に自在な工夫も可能である。この感覚は、『伊勢物語』とともに、また『古今集』各巻の歌の排列の次第や、『源氏物語』の巻々の布置にも見られるところである。後に、連歌、俳諧の特異な形式を生んだのも、同じ感覚である。

　影響史という言葉は、なぜか筆者には貧しい語感しか感じられないので、使いたくない言葉である。それは、作品が、後の人々とともに歩む姿である。一流好みの目から見るとすれば、たとえば『源氏物語』、世阿弥の名作『井筒』、宗達、珖琳の『伊勢物語』絵の名品の数々、西鶴の『好色一代男』、秋成の『
[image: ]
 癖談
 くせものがたり

 』──華麗にすぎる閲歴とでも言うべきであろう。中世以降のおびただしい写本、聞書類は、古典としてのこの物語の地位を語って余りあるが、近世初頭の文芸復興の波に乗って、嵯峨本にはじまる多くの絵入り版本の出版は、大きな流行の波を思わせるものがある。筆者は、最近『業平たはぶれ草』という稀覯の好色本に目を通す機会があったが、こうしたものまで数え上げていったら、きりもないことになろう。いわゆる仮名草子の世界で、『仁勢物語』や『吉原伊勢物語』など、この物語は、近世の旺盛なパロディ精神を刺激する恰好の素材になって、多くの類品を生んだのである。『伊勢物語』の享受、影響の歴史を細部まで辿るには、膨大な著述の量を必要とするであろうし、その意味を究めるには、広い目配りと深い洞察を必要とするであろう。それは極めて魅力的なテーマである。それはほとんど、この国の古典文学の歴史の根幹にかかわる問題であるからである。

　このことと対照的に思われるのが、つまりは一つの源頭として位置づけられた『伊勢物語』という作品自体の性格の究明の問題である。これほど困難な問題もほかにないと思われるほど、これは難問の一つに属する。よく『伊勢物語』は「みやび」の文学であると言われる。これは言うまでもなく、初段の末尾の「昔人は、かくいちはやきみやびをなむ、しける」という一文に、作品の性格を解く手掛りを求めたものである。そのこと自体には、筆者は異議をさしはさまない。特に筆者は、前にも述べたように、この初段は、初冠本すなわち『伊勢物語』の、初段として制作されたものと考えるから、この初段の趣旨を自ら弁じた初冠本制作者のこの言葉は、初冠本すなわち『伊勢物語』の編次、制作の意図そのものと深く密接にかかわるものと考えてさしつかえはあるまいと考える。この問題は一応そう処理するにしても、なお問題は多い。第一に、上代、平安時代を通じて、さほど用例の多いとは言えない、むしろ稀少といってよい「みやび」の語の、語義の確定という問題がある。簡単には、犬塚旦氏の「みやび攷」（『王朝美的語詞の研究』所収）を参照されたいが、この『伊勢物語』の「みやび」は、やはり直接的に『万葉集』巻二、石川女郎と大伴田主の贈答「
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 」（一二七）の系譜を引くもので、男女間の気の利いたふるまいの意であろう。この問題も一応これで措くとして、第二に、この「みやび」の語を、作品解明の鍵とするについて、おちいりやすい陥穽は、この語を一種の理念と解することにある。『源氏物語』を「あはれ」の文学、『枕草子』を「をかし」の文学と言っても、何を言ったことにもならないが、その二の舞になりかねない危険性がある。もともと語義の確定になお不安のある語である。それを観念的に拡大解釈してふりまわしたところで、空疎な言辞を重ねるだけのことであろう。第三に、望み得べくんば、作品の性格の解明は、作品自体の解読の中に求めたい。率直に言って、「あはれ」「をかし」「みやび」などの語に作品解明の指標を求める行き方に、筆者は理解しがたいものを感ずる。「みやび」の場合、この語は『伊勢物語』の中にこの一例しか見えない。これでは、手掛りも何もあったものではない。救いは、前にも言ったように、初段の、この物語の中での位置づけにあるが、この手続きですら、従来踏まれたことがあったであろうか。問題はむしろ、「みやび」の語そのものよりも、あの一文全体にある。なぜ、作者は「昔人は
 、かくいちはやきみやび
 をなむ、しける」と、わざわざ言い放つ必要があったのか。元来、『伊勢物語』は、ある激しい、押えがたい主張を持った作品である。この一文にも、そういう姿勢は明確に読み取れる。問題は、その背景にあるであろう。この初段の末文と、誰しも思い合わせるのは、四〇段の末文「昔の
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 はさるすけるもの思ひをなむしける。今の翁、まさにしなむや」であるが、問題は必ずしもこうした作者の評語だけにかかわるわけではなく、それぞれの物語の解読、一語一語の吟味、文字どおりこの物語の注釈そのものの積み重ねにかかわる。たとえば、初段を例にとるならば、なぜ、舞台が「奈良の京、春日の里」に設定されているのか、なぜ、男が歌を詠みおくった相手が「女はらから」であるのか。こうした問題が一つ一つ確定されていかねばならない。「おもほえず」という言い方の性格、「ふるさと」の語の背景、「をとこの着たりける狩衣」の「の」の問題、「をいつきて」の語義の確定、問題は山積しているといってよく、こうした作業を作品の全体に及ぼしていかねばならぬ。従来の注釈は、作品の性格の解明という問題に全く無力であったと言うほかない。それだけでなく、まったく初歩的に、言葉の読解という面でも、解明に困難ないわゆる難語、難文の存在にも事欠かない。簡素な作品であるだけに、逆に、徹底した注釈の密度の濃さが要求されていると言わねばならぬであろう。この小著は、そうした負荷に堪えるべく企図されたものではなく、一応の通読の便宜のためのテキストにすぎないが、この機会に、問題の所在だけは明らかにしておきたい。それぞれの作品には、それぞれの作品なりの事情があり、それによって、問題の所在もまたそれぞれに異なるはずのものである。この作品については、ここに言う意味での、この作品なりの注釈が、まだ曲がりなりにも備わっていない以上、作品の性格の解明は、総て今後の事に属すると言うよりほかないのが現状である。

　終りに、この物語の主人公である業平について述べるべきであるが、業平の伝の具体的な肉付けは、この物語の作品論にもかかわり、またこの物語の制作者、管理者の問題にも波及せざるを得ないであろう。筆者としてまだ十分な成案を得ない事情にあるので、『三代実録』巻三十七、陽成天皇の元慶四年（八八〇）五月二十八日の条に載せる業平の卒伝、関係略系図、業平関係略年譜を次に付載して、僅かに責めをふさぐこととする。
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業平卒伝








廿八日辛巳。従四位上行右近衛権中将兼美濃権守在原朝臣業平卒。業平者故四品阿保親王第五子、正三位行中納言行平之弟也。阿保親王娶[image: ]
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和歌（初句・四句）索引








あ






飽かなくに



飽かねども



秋かけて



秋風吹くと



秋の野に



秋の夜とだに



秋の夜の



　―千夜を一夜になずらへて



　―千夜を一夜になせりとも



秋の夜は



秋や来る



朝露は



浅みこそ



蘆の屋の



蘆辺こぐ



蘆辺より



あだなりと



あだに契りて



あづさ弓



　―引けど引かねど



　―ま弓つき弓



あな頼みがた



　―明日の夜のこと



　―人の心は



あはで寝る夜ぞ



あはぬ日多く



あひ思はで



あひ見ては



あひ見るまでは



あふことは



あふなあふな



あふにしかへば



近江なる



天雲の



　―よそにのみして



　―よそにも人の



天つ空なる



天の河原に



海人の刈る



あやなく今日や



あやめ刈り



あらたまの



ありしにまさる



　―今日はかなしも



　―藤のかげかも



ありしよりけに



あるにもあらぬ



あるは涙の



荒れにけり










い






いかでかは



いかに短かき



いくたび君を



いたづらに



いつのまに



いづれの神に



いづれ待ててふ



いづれを先に



いでていなば



　―かぎりなるべみ



　―心かるしと



　―誰か別れの



いでて来し



いでて行く



いとあはれ



いとどしく



いとど深草



いにしへの



　―しづのをだまき



　―にほひはいづら



いにしへは



岩根踏み



岩間より



言へばえに



いほりあまたと



いほり多き



今ぞ知る



今はとて



今までに



いやはかなにも



いよいよ見まく



色になるてふ










う






憂きながら



憂き世になにか



うぐひすの



　―花を縫ふてふ笠はいな



　―花を縫ふてふ笠もがな



うちわびて



うらなくものを



うらみてのみも



うらやましくも



うら若み



植ゑし植ゑば










え








枝もとををに










お








老いぬれば



翁さび



おきのゐて



起きもせず



おしなべて



おのが上にぞ



おのがさまざま



おほかたは



大幣と



大幣の



大原や



大宮人の



大淀の



　―浜に生ふてふ



　―松はつらくも



おもかげにのみ



思はずは



思はぬ方に



思はぬ人を



　―思ふなりけり



　―思ふものかは



思ひあまり



思ひあらば



思ひけりとは



思ひのみこそ



思ひをつけよ



思ふかひ



思ふ心は



思ふこと



思ふには



思へどえこそ



思へども



思へば水の



おもほえず










か






かかるをりにや



かきくらす



かくこそ秋の



数々に



春日野の



霞に霧や



風吹けば



　―沖つ白浪



　―とはに浪こす



形見こそ



語るがごとは



かち人の



かつ恨みつつ



桂のごとき



鹿の子まだらに



神のいさむる



神はうけずも



神代のことも



からくれなゐに



からころも



狩り暮らし



雁鳴きて



狩にだにやは



かりにも鬼の



離れなで海人の










き






消えずはありとも



岸の姫松



昨日今日



昨日今日とは



君があたり



君が方にぞ



君が里には



君がため



君がためには



君が御衣と



君来むと



君ならずして



君に心を



君により



君や来し



消ゆるものとも










く






雲な隠しそ



くらべこし



栗原の



暮るれば露の



暮れがたき



くれなゐに



　―にほふがうへの



　―にほふはいづら










け






今日来ずは



今日の今宵に



今日ばかりとぞ










こ






こけるからとも



心は君に



心はなぎぬ



心ひとつに



心を見せむ



ことば残りて



木の葉降りしく



こはしのぶなり



恋しき人に



恋しくは



恋しとは



恋せじと



恋とは言ふと



恋ひわびぬ



来むといふなる



こもり江に



これやこの



　―天の羽衣



　―われにあふみを



これやこの世を










さ






咲く花の



桜花



　―今日こそかくも



　―散り交ひ曇れ



さすがに目には



五月待つ



里をば離れず



さむしろに



さりともと










し






下紐の



信濃なる



しのぶの乱れ



しのぶ山



塩竈に



潮干潮満ち



白玉か



白露は



知る知らぬ










す






過ぎにけらしな



須磨の海人の



住みけむ人の



住みわびぬ



駿河なる










そ






袖濡れて



袖のみひちて



そのこととなく



そむくとて



染河を



空行く月の










た






絶えてののちも



絶えぬ心の



絶えむと人に



誰が通ひ路と



高きいやしき



誰が許さばか



ただ今宵こそ



谷せばみ



頼まぬものの



頼みしかひも



たのむの雁を



玉かづら



玉にぬくべき



玉の緒を



誰かこの世を










ち






千々の秋



ちはやぶる



　―神のいがきも



　―神代も聞かず



千代もと祈る



散ればこそ










つ






月やあらぬ



黄楊の小櫛も



筒井つの



つひに行く



つひに寄る瀬は



つまもこもれり



罪もなき



積れば人の



露とこたへて



つらき心の



つらき心は



つりする舟は



つれづれの



つれなき人の










て






手を折りて










と






時しなければ



時しもわかぬ



時知らぬ



解けむを人は



年だにも



年月経れど



年にまれなる



年経ぬるかと



年を経て



問はぬもつらし



問へば言ふ



取りとめぬ



鳥の子を



門渡る舟の



十といひつつ










な






長からぬ



中空に



なかなかに



夏冬誰か



などてかく



名にし負はば



　―あだにぞあるべき



　―いざこと問はむ



難波津を



名のみ立つ



なほうとまれぬ



涙にぞ



涙の滝と



浪の濡れ衣



浪間より



ならはねば



なるべかりける










ぬ






ぬき乱る



濡るめる人に



濡れつつぞ










ね






寝ぬる夜の



音をこそ泣かめ










の






野とならば



野なる草木ぞ










は






初草の



花こそ散らめ



花に飽かぬ



花の林を



花よりも



春の海辺に



春の心は



春のものとて



春の別れを



春はいく日も



はるばる来ぬる



晴るる夜の










ひ






彦星に



久しき世より



久しくなりぬ



ひしきものには



人知れず



人知れぬ



一年に



人の心に



人の心の



人のむすばむ



人はいさ



人はこれをや



ひま求めつつ










ふ






吹く風に



　―去年の桜は



　―わが身をなさば



ふたりして



舟さす棹の










へ






へだつる関を










ほ






ほととぎす










ま






枕とて



また逢坂の



まだきに鳴きて



まだ見ぬ人を



まなくも散るか










み






身さへ流ると



見ずもあらず



乱れそめにし



みちのくの



水こそまされ



水の下にて



水の流れて



水もらさじと



水口に



身のはかなくも



見まくほしさに



都島辺の



都のつとに



みよし野の



みるめ刈る



みるめなき



みるをあふにて



身をかくすべき



身を知る雨は










む






むかしの人の



むかしを今に



葎生ひて



武蔵鐙



武蔵野は



むつましと



紫の










め






目離るとも



めくはせよとも



目には見て










も






紅葉も花も



百年に



もろこし舟の










や






八千夜し寝ばや



宿かす人も



山城の



山の端なくは



山の端逃げて



山のみな










ゆ






行きかへるらむ



雪の積るぞ



雪踏みわけて



行きやらぬ



行く螢



行く水と



行く水に



夕影待たぬ



夕暮れにさへ



夢うつつとは



夢かうつつか



夢にも人に










よ






世のありさまを



世の憂きことぞ



世の中に



　―さらぬ別れの



　―たえて桜の



夜半にや君が



宵ごとに



宵々ごとに



夜深く見えば



夜も明けば



世をうみの










わ






わが上に



わが思ふ人は



わが方に



わが門に



わが衣手の



わが住む方の



わが住む里に



わがせしがごと



わが袖は



わが頼む



わが身は今ぞ



わが身一つは



わが世をば



わがゐる山の



忘るなよ



忘るらむと



忘るる時も



忘れ草



　―植うとだに



　―生ふる野辺とは



忘れては



わたつうみの



われから身をも



われさへもなく



われとひとしき



われならで



われに教へよ



わればかり



われは野にいでて



われ見ても



われも田づらに



われを恋ふらし










を






をしめども



をちこち人の



折りける人の



をりふしごとに









語彙索引








凡　例



一　語彙は全語彙ではなく、適宜選択したものである。



一　項目は、歴史的仮名遣いによる五十音順に配列した。



一　底本の誤りと考えられる箇所は、訂正した形で項目を立てた。



一　活用語は原則として終止形で示し、他の活用形も区別せず一括した。



一　原則として「御」は省いて項目を立てた。



一　参照すべき項目は矢印（→）によって示した。










あ






あがた



秋



秋風



飽き方



秋の野



秋の夜



芥河（あくたがは）



明けはなる



朝



あさがほ



朝露



朝なぎ



浅間の嶽（だけ）



あし（脚）



足ずり



朝（あした）



足たゆし



蘆の屋



蘆辺



蘆屋の里



蘆屋の灘（なだ）



明日（あす）



明日の夜



遊びありく



あた



あだくらべ



あだなり



あぢきなし



あぢはふ



あづさ弓



あづま



あてなり



あてはかなり



あなや



兄



姉



あねはの松



あはす（結婚させる意）



あはす（夢を合わせる意）



あはひ



あばらなり



あはれがる



あひ言ふ



あひ思ふ



あひ語らふ



あひごと



あひ知る



あひだ



あひ馴る



あひ見る



あふご



逢坂の関



あふなあふな



近江（あふみ）



あふみ（「逢ふ身」と「近江」を掛ける）



尼



海人（あま）



あま（「海人」と「尼」を掛ける）



天雲



天つ空



天の河



天の河原



天の逆手



天の羽衣



雨



天の下



あやなし



あやめ



あらたまの



洗ふ



　→手洗ふ



ありく



　→遊びありく・しありく・しのびありき・はひありく・まどひありく



ありしよりけに



あり所



在原



在原の行平



ありわぶ



あるじ（主）



あるじす



あるじまうけ



あわつ



沫緒（あわを）



案



安祥寺










い






いがき



生きいづ



いきほひ



いく日



生駒の山



生駒山



いさ



いささかなり



いさむ



漁火（いさりび）



石



石のおもて



伊勢



伊勢の国



伊勢の斎宮（さいくう）



　→斎（いつき）の宮・斎宮（さいくう）



いそがし



板敷



いたづく



いたづらに



いたはる



至（いたる）



　→源の至



いちはやし



いづ方



斎（いつき）の宮



　→伊勢の斎宮（さいくう）・斎宮（さいくう）



斎（いつき）の宮の頭



和泉（いづみ）の国



五文字（いつもじ）



いづら



いで立つ



いとこ



いとどし



いにしへ



戌（いぬ）の時



命



祈る



岩



石木（いはき）



岩根



いはひそむ



いはふ



岩間



いはむや



飯匙（いひがひ）



言ひさす



言ひ契る



いぶかし



いふかひなし



家



　→九条の家・人の家



家刀自（いへとうじ）



いほり



いますかり



いまそかり



妹（いも）



妹（いもうと）



いやし



いやしからず



いやまさりなり



いやまさりにまさる



いやまさる



いやましに



いよいよ



いらふ



いらへ



いりあひ



入間（いるま）の郡



色好み



色好む



色になる



色許さる



魚（いを）










う






浮き海松（みる）



憂き世



うぐひす



うけふ



右近の馬場（むまば）



宇佐の使



憂し



うしなふ



丑三つ



うしろめたし



うす



右大将



うたがはし



歌よむ人



内裏（うち）



氏（うぢ）



うちいづ



氏神



うちとく



うち泣く



内裏の御使



うち物語らふ



うちやる



うつつ



宇津の山



宇津の山辺



鶉（うづら）



移ろふ



うとし



うとむ



うはがき



初冠（うひかうぶり）



産屋（うぶや）



上（殿上）



上の衣



海



海づら



海辺



浦



うらなし



うらやまし



うるさし



うるはし



うるはしみす



うれたし










え






え（「江」と「縁」を掛ける）



栄花



要なし



枝



　→木の枝



えに



えびす心










お






老い



おいづく



老いらく



沖つ白浪



翁



　→かたゐ翁



翁さぶ



おきのゐて



おくり



落穂



おとづる



弟（おとと）



大人（おとな）



鬼



おのおの



おはします



　→率（ゐ）ておはします



おはす



追ひうつ



追ひつく



追ひやる



追ひ行く



おほいまうちぎみ（大臣）



　→左の大臣（おほいまうちぎみ）・堀河の大臣（おほいまうちぎみ）



おほきおとど（太政大臣）



おほきおほいまうちぎみ（太政大臣）



大后（おほきさい）の宮



負ほす



大鷹



祖父（おほぢ）



祖父方（おほぢがた）



おぼつかなし



おほとのごもる



大幣（おほぬさ）



大原



大御酒（おほみき）



大御息所（おほみやすむどころ）



大宮人



大御幸（おほみゆき）



　→三条の大御幸



大御神（おほむかみ）



おほやけ



おほやけごと



大淀の浜



大淀の松



大淀の渡り



おぼろなり



陰陽師（おむやうじ）



おもかげ



おもて



　→石のおもて



おもなし



思（ひ）うむず



思ひつむ



思ひわぶ



思ふどち



おもほゆ



親



および（指）



おりゐる



御衣（おんぞ）










か






かい（櫂）



かいつらぬ



かいま見る



講



かかる（掛）



書き置く



かきくらす



書きつく



かきつばた



かくろふ



笠



かさ（瘡）



かざし



重なる



かざりちまき



かしこし



かしづく



柏



数書く



数々に



春日野



春日の里



霞



風



　→秋風・南の風



形（かた）



肩



かた（「潟」と「方」を掛ける）



かたしく



かたち



かた時



交野（かたの）



かたはなり



かたぶく



かたへ



形見（かたみ）



かたみ（「籠」と「難み」を掛ける）



かたみに



語らふ



語る



かたゐ翁



かたゐなか



かち人



かづく



桂



門（かど）



かなしうす



かねて



鹿の子まだら



河



　→芥河・天の河・賀茂河・隅田河・芹河・染河・龍田河・涙河・御手洗河・水ゆく河



かはしま（川島）



かはづ



河辺



かはらけ



かひ（「貝」と「甲斐」を掛ける）



かひ（「峡」と「甲斐」を掛ける）



かひなし



　→いふかひなし



河内（かふち）



河内の国



かへさ



かへすがへす



かへで



返りこと



顔かたち



神



　→氏神・おほむ神



上、中、下



神代



巫（かむなぎ）



神無月（かむなづき）



かめ（瓶）



賀茂河



賀茂の祭



賀陽（かや）の親王（みこ）



通ひ路



からうして



からくれなゐ



からころも



からたち



からむ



狩



狩（「狩」に「仮」を掛ける）



雁



　→たのむの雁



がり



狩衣（かりぎぬ）



　→摺狩衣



狩り暮らす



狩衣（かりごろも）



狩の使



刈りほす



刈る



狩る



離（か）る



乾飯（かれいひ）










き






木



　→木の枝・木の蔭・木の末・木のもと



消えのこる



聞き負ふ



菊



菊の花



后



　→大后の宮・五条の后・染殿の后・二条の后



きざむ



如月（きさらぎ）



岸



雉



きたなげさ



きつ



衣（きぬ）



紀の有常



木の枝



木の蔭



紀の国



木の末



昨日今日



木のもと



京



　→この京・奈良の京・西の京



行幸（ぎやうがう）



きよらなり



霧










く






句



草



　→しのぶ草・初草・若草・忘るる草・忘れ草



草木



草のいほり



草葉



草むら



口舌（くぜち）



くたかけ



沓（くつ）



九条の家



宮内卿



国



　→伊勢の国・和泉の国・河内の国・紀の国・信濃の国・下つ総の国・駿河の国・津の国・人の国・三河の国・陸奥（みちのくに）・武蔵の国・尾張の国



国経の大納言



国の守



桑子



雲



　→天雲



蜘蛛手



雲の上



雲居



蔵



栗



くりかへす



栗原



車



　→女車（をむなぐるま）



くれなゐ



願立つ



官人→祇承（しぞう）の官人










け






現形（げぎやう）



笥子（けこ）のうつはもの



今朝



化粧（けさう）す



懸想（けさう）す



けしう



けしき



けしきをとる



けぢめ



今日（けふ）



今日の日



今日ばかり



　→昨日今日



煙（けぶり）



下﨟










こ






子



　→一つ子・人の子



後涼殿（こうらうでん）



苔



心地



心あやまり



心いきほひ



心憂がる



心うつくし



心置く



心かしこし



心かるし



心苦し



心ざし



心つく（下二段）



心つく（四段）



心なさけ



心にく



心の闇



心ばへ



心ひとつ



心もとながる



心もとなし



心やむ



腰→裳の腰



小島



去年（こぞ）



こぞりて



御達（ごたち）



五丈



五条の后



五条わたり



　→東（ひむがし）の五条・東の五条わたり



言くさ



こと心



ことざま



ことたつ



こと問ふ



言の葉



ことば



こと人



こともなし



ことわり



兄（このかみ）



この京



木の葉



好む



木のもと→木（き）のもと



近衛府（このゑづかさ）



恋ひ死ぬ



こぼす



郡（こほり）→入間の郡・住吉の郡・高安の郡・菟原（むばら）の郡



こまかなり



こもり江



こもりをり



こもる



今宵



これかれ



これぞこの



惟喬の親王



これやこの



ころほひ



衣



衣手










さ






斎宮（さいくう）



　→伊勢の斎宮（さいくう）・斎（いつき）の宮



在五中将



さいはひ



西院の帝



曹司



装束→女の装束



さが



さかしらす



盃



盃の皿



肴



さがなし



栄ゆ



さかり



　→桜のさかり



さきだつ



桜



桜のさかり



桜花



酒



酒飲み



笹



ささげもの



さすがなり



さすがに



貞数の親王



左中弁



五月（さつき）



さて



里



　→蘆屋の里・春日の里・住吉の里・ふる里・みよし野の里・山里



沢



さはること



左兵衛の督



三郎



さむしろ



さもあらばあれ



さらずは



さらぬ別れ



さらば



さりけれど



さりければ



さりとて



さりとも



さる



さるに



さるを



されど



されば



さればよ



さわぎ



さわぐ



棹



三尺六寸



三条の大御幸（おほみゆき）










し






しありく



鴫



四十の賀



祗承（しぞう）の官人



親族（しぞく）



順（したがふ）



下すだれ



下紐



じちようなり



しづく（雫）



しづのをだまき



しでの田長（たをさ）



しとどなり



信濃



信濃の国



しなひ



死に入る



忍びありき



しのぶ（偲）



しのぶ草



信夫摺（しのぶずり）



しのぶもぢずり



しのぶ山



師走（しはす）



師走ばかり



しひて



十一日の月



潮



塩竈（しほがま）



塩尻



潮干る



潮満つ



塩焼き



塩焼く



しぼる



島→かはしま・小島・たはれ島・都島辺島（庭園の意）



清水



下つ総の国



白菊



白絹



白玉



白露



しらなみ（「白浪」と「知らなみ」を掛ける）



　→沖つ白浪



白雪



しりに立つ



しるし



しる所



しるべ



しるよし



白き鳥



しわざ



しをる



真実に










す






随身



すう（据）



好きごと



すき者



修行者（すぎやうざ）



過ぎゆく



すく（好）



宿世（すくせ）



誦（ず）ず



すずろなり



裾



すだく



すだれ



　→下すだれ・玉すだれ



須磨



住まふ



すまふ



炭



住み憂し



隅田河



住み所



住吉



住吉の郡



住吉の里



住吉の浜



摺狩衣



すりごろも



駿河



駿河の国



末










せ






逍遙（せうえう）す



小柑子（せうかうじ）



消息（せうそこ）



兄人（せうと）



関→逢坂の関・へだつる関



関守



せちに



せな（夫）



芹河



前栽



禅師



　→山科の禅師の親王










そ






俗



そこばく



そしる



そそく



袖



そのかみ



そほ降る



染河



染殿の后



空行く月



　→天つ空・中空










た






田



　→田づら



題



大将



　→右大将



大納言→国経の大納言



対面



堂



絶え入る



たかい子（崇子）



鷹飼



多可幾子



高坏（たかつき）



高安



高安の郡



滝



　→涙の滝・布引の滝



たけ（丈）



たたく



ただに



ただ人



橘



立ち舞ふ



立ちゐる



鶴（たづ）



龍田河（たつたがは）



龍田山



田づら



棚なし小舟



たなばたつめ



たなびく



谷



たね（種）



たのむの雁



たばかる



たはれ島



旅



たび重なる



たびたび



旅の心



玉



魂（たま）



玉かづら



玉すだれ



玉の緒



玉水



魂（たま）結び



田邑（たむら）の帝



袂



太郎



たらひ（盥）










ち






血



契る



　→言ひ契る



ちくさ



千ささげ



千里の浜



父



千々



血の涙



ちはやぶる



千尋（ちひろ）



千重



中将



　→在五中将



中納言行平



千代



千夜



散り交ひ曇る



散る










つ






ついたち



ついで



築地（ついひぢ）のくづれ



続松（ついまつ）



仕うまつる



つかはす



　→流しつかはす



使



　→宇佐の使・内裏（うち）の御使・狩の使



使ざね



月



　→十一日の月・空行く月



月日



つき弓



筑紫



筑摩（つくま）の祭



つくも髪



つくり枝



黄楊（つげ）の小櫛（をぐし）



つごもり



つごもりがた



蔦



つつむ（包）



つつむ（慎）



筒井つ



つと→都のつと



つとめて



津の国



局（つぼね）



つま



露



つらし



つり（釣）



つり舟



つれづれ



つれづれと



つれなさ



つれなし










て






手洗ふ



手づから



殿上










と






戸



春宮（とうぐう）の女御（にようご）



春宮（とうぐう）の御息所（みやすむどころ）



藤氏



とかく



時移る



時にあふ



時世



戸口



床離る



年ごと



年ごろ



年月



年のうち



とどむ



となり（隣）



舎人（とねり）



殿



主殿司（とのもづかさ）



飛びあがる



問ひごと



とぶらふ



とみのこと



友



供



ともし（燈）



友だち



とらふ



鳥



　→白き鳥



鶏



取りかへす



取りとむ



鳥の子



門（と）渡る



十日ばかり



とをを










な






内記



流しつかはす



中空



長月ばかり



なかなかに



ながめ（「長雨」と「眺め」をかける）



ながめ暮らす



ながめをり



長岡



渚



なき名



泣く泣く



歎き



歎く



なさけなし



なずらふ



なぞへなし



灘



　→蘆屋の灘



夏



夏冬



なでふことなし



七七日（なななぬか）



名に立つ



なにのよきこと



難波



難波津



鍋の数



なほあり



なほ人



なま心あり



なま宮仕へ



なまめく



浪



　→沖つ白浪・しらなみ



涙



　→血の涙



涙河



涙の滝



浪間



なめし



奈良の京



なり（形）










に






にくし



似げなし



西の京



西の対



二十丈



二条の后



になし



にはかに



新枕（にひまくら）



にほひ



にほふ



女御



　→春宮（とうぐう）の女御



仁和の帝










ぬ






貫簀（ぬきす）



ぬき乱る



ぬく



盗人（ぬすびと）



盗みいづ



盗む



布引の滝



沼



濡れ衣










ね






根



ねたむ



子一つ



ねむごろに



ねや



念じわぶ










の






野



　→秋の野・春日野・交野・深草野・みよし野・武蔵野・小野



のどけし



野辺



のぼりゐる



のろひごと



のろひをり










は






はかなし



はかり



はさま



橋



　→八橋



はし（嘴）



はしたなし



二十（はたち）



恥ぢかはす



恥づかし



はつかなり



初草



初紅葉



花



　→菊の花・桜花・藤の花



花ざかり



花橘



花の賀



花の林



母



はひありく



はふ



葬（はぶり）



浜→大淀の浜・住吉の浜・千里（ちさと）の浜



はまびさし



はめなで



腹



はらから



　→女はらから



祓へ



祓への具



張り破（や）る



春



張る



はるかす



春のかぎり



春の心



春のもの



春の別れ



はるばる



春日










ひ






比叡の山



ひき率る



引く手あまた



ひぐらし（日暮らし）



日暮れ



彦星



日ごろ



ひじき藻



ひしきもの



ひたぶるに



左の大臣（おほいまうちぎみ）



ひちまさる



ひつ



火つく



人がら



一口



人しげし



ひとたび



一つ子



一年（ひととせ）



人の家



人の国



人の子



人のむすめ



一日二日（ひとひふつか）



人目



一夜



　→夜一夜



ひとり



ひとりのみ



ひとりふたり



ひなぶ



ひねもすに



ひま求む



東（ひむがし）の五条



東（ひむがし）の五条わたり



東山（ひむがしやま）



姫松



紐



　→下紐



昼



ひをりの日










ふ






笛



深草



深草野



深草の帝



吹きたつ



富士の嶺



富士の山



ふす



ふたり



　→ひとりふたり



藤



藤の花



藤原



藤原の常行



藤原の敏行



藤原の良近（まさちか）



二日



　→一日（ひとひ）二日



二日三日ばかり



舟



　→棚なし小舟・つり舟・もろこし舟



舟ども



文箱（ふばこ）



文



踏みあく



踏みわく



ふもと



降りこめらる



降りしく



ふりわけ髪



ふる里










へ






へだつる関










ほ






穂



本意（ほい）



本意（ほい）なし



星



　→彦星



ほだす



螢



仏



仏の御名



ほととぎす



ほとぶ



ほとり



ほのかに



ほのぼのと



ほむ



堀河の大臣（おとど）



堀河の大臣（おほいまうちぎみ）



亡ぶ










ま






設け



まうづ



まがふ



まかりいづ



まかる



蒔絵



枕



まさりがほなし



まだきに



まだきも



またの年



またの日



また人



待ちわぶ



松→あねはの松・大淀の松・姫松



貧し



まどひありく



まどひ行（い）く



まどひいぬ



まどひ来



まどふ



　→めでまどふ



まどろむ



まめなり



まめ男



まもらす



ま弓



まらうとざね



まれまれ



まろ










み






見いだす



見いづ



帝



　→西院の帝・田邑の帝・仁和の帝・深草の帝



三河の国



右の馬の頭（みぎのむまのかみ）



御髪（みぐし）おろす



御衣（みけし）



みこ（皇女）



親王（みこ）



　→賀陽の親王・惟喬の親王・貞数の親王・山科の禅師の親王



親王たち



見さす



溝



みそかなり



みそぎ



御手洗河（みたらしがは）



三人（みたり）



乱れ



乱れそむ



満ち来



みちのく



陸奥（みちのくに）



みつ（「見つ」と「御津」を掛ける）



みづがきの



みづから



水くくる



水の上



水の下



水の尾の御時



水ゆく河



三年（みとせ）



水口（みなくち）



水無瀬（みなせ）



水無月（みなづき）



みなと



みな人



みな人々



南の風



源（みなもと）の至（いたる）



峰



蓑



見ふす



見まくほし



見まくほしさ



みまそかり



御室（みむろ）



宮



宮（皇女の意）



都



都島



都島辺



都鳥



都のつと



御息所（みやすむどころ）



　→大御息所・春宮の御息所



宮仕へ



　→なま宮仕へ



宮ばら



みやび



三代



みよし野



みよし野の里



海松（みる）



　→浮き海松



みる（「海松」と「見る」を掛ける）



みるめ



みわざ










む






昔人



むかひをり



むかふ



むくつけし



葎（むぐら）



葎の宿



むこがね



武蔵



武蔵鐙（むさしあぶみ）



武蔵野



武蔵の国



虫



むすめ



　→人のむすめ



睦月（むつき）



むつまし



むばら



菟原（むばら）の郡（こほり）



馬の頭



馬の口



馬のはなむけ



梅



梅壷



紫



むれゐる










め






妻（め）



目離る（めかる）



目離れす



めくはす（「布食はす」と「目くはす」を掛ける）



恵み使ふ



めぐりあふ



召しあづく



召し集む



目たがふ



めづ



めづらかに



めでたし



めでまどふ



女（め）の子



めもはるに










も






裳（「裳」と「喪」を掛ける）



　→裳の腰



藻



　→ひじき藻



望（もち）ばかり



もちよし



もとの心



もとの身



もとの女



求め行く



ものうたがはしさ



物語



ものがなし



もの食はす



裳の腰



ものごし



もの見る



もの病み



もの病む



もはら



紅葉



　→初紅葉



百年（ももとせ）



もろこし舟



もろ声



文徳天皇










や






やうやう



八千夜



やつす



八橋



宿



　→葎（むぐら）の宿



宿す



宿り



宿る



胡籙（やなぐひ）



山



　→生駒の山・生駒山・宇津の山・字津の山辺・しのぶ山・龍田山・比叡の山・東山・富士の山・小塩の山



山崎



山里



山科



山科の禅師の親王



山城



大和



やまと歌



大和人



山の端



やむごとなし



やもめ



やや



弥生（やよひ）










ゆ






ゆかし



雪



　→白雪



行きとぶらふ



行平→在原の行平・中納言行平



行き行く



行く先



行く水



ゆひつく



夕影



夕暮れ



夕さり



弓



　→あづさ弓・つき弓・ま弓



夢



夢語り



夢路










よ






世かはる



世心



夜ごとに



夜さり



世の聞え



夜半



よはひ



よばひわたる



よばふ



宵



宵ごとに



世人



夜一夜



宵々ごとに



夜深し



世経ず



寄る瀬



夜のおまし



夜のもの



よろこぼふ










ろ






緑衫（ろうさう）



ろうず



禄



六十余国



六条わたり










わ






若人



若草



わがみかど



若紫



別れ



　→さらぬ別れ・春の別れ



忘るる草



忘れ草



わたくしごと



渡守（わたしもり）



わたつうみ



わづらふ



わびあふ



わびし



藁座（わらうだ）



童



童べ



わりなし



われから



われて










ゐ






井



井筒



井手



率ていづ



率ていぬ



率ておはします



率て来



率て行（い）く



率て行（ゆ）く



ゐなか



ゐなか人



ゐなかわたらひ



院










ゑ






絵



酔ふ



衛府の督（ゑふのかみ）



衛府の佐（ゑふのすけ）










を






をがむ



をさをさし



小塩の山



をちこち人



小野



尾張



尾張の国



女あるじ



女方



女車



女の装束



女はらから



をりふしごとに
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